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本書に、乱丁、落丁などがありましたら、サービス実施店 
もしくは、最寄の販売店にご連絡ください。新しいものと 
お取替えいたします。 
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はじめに 


このたびは、弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

このユーザーズガイドは、ファクシミリ機能を使用するために必要な機械の操作方法および 
使用上の注意事項について記載しています。ぜひご一読ください。 

最適な状態でファクシミリ機能をご使用いただくために、このユーザーズガイドをお読みに 
なつた後も、すぐに使用できる場所に保管してください。 

安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず「ユーザーズガイドコピー機能編 
『設置取扱い注意』」をお読みください。 

■ 登録商標について 

• KONICA MINOLTA、KONICA MINOLTA ロゴ、 The essentials of imaging は、コニカミ 
ノルタホ_ルディングス株式会社の登録商標です。 

• PageScope、bizhub は、コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社の登録商標 
です。 

• Adobe、Adobe ロゴ、 Acrobat ロゴ、 PostScript ロ ゴは、 Adobe Systems Incorporated 
の登録商標または商標です。 

• 本書に記載されているその他の会社名、商品名は、該当各社の登録商標です。 
Copyright 

(c) 2006 KONICA MINOLTA BUSINESS TECHNOLOGIES, INC.，All Rights Reserved. 


■ 免責 

• 本書の一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 

• コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社は、本書を運用した結果の影響につ 
きましては、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 

• このユーザーズガイドに記載されている情報は、予告なく変更される場合があります。 
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送ってみよう（ファクス) 


園 

原稿セツトについては p . 2-6 をごらんく 
ださい。 


0 


操作パネルの 【スタート】 を押します。 


送信できない場合は P . 5-2 をごらんくだ 
さい0 


0 


0 


テンキーで相手のファクス番号を入力し 
ます。 


詳 bj 説明します 

•誤って入力した場合は、[削除]を押 
して訂正します。 

•【クリア】を押すと入力した番号がすべ 
て削除されます。 


ボックスファクススキヤンコピー^ ，リセット' 

( ffl ) 国国囯 \ m ) 

_ 割込み 


逢❿❿❿ 

口❿ 

藝 

s © 


艦忍コピー 


原稿をセットします。 





ピ m 

们3❿❿0® 
ft©©©®) -❿ 


圏❿ ©©© 

S1 
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こんな機能があります 


時刻を指定して送る 


指定した時刻に通信できます。深夜や早朝などの電話料 
金割引時間を利用して通信すると経済的です。 


圈 




詳しくは、 


海外に送る 

通信状態の悪いところへ送信するときに、情報を送る速 
さ（伝送速度）をゆっくりとしたスピードに設定して確 [MM 

実に送信できます。 詳しくは、 


読み取つたことを確認する 


読み取った原稿に済みスタンプを押すことができます。 



\ 

原稿の表面 


■ 原稿送り方向 

〇' 


スタンプ位置 



詳しくは、 


黒い影を消して送る 


冊子になっている原稿を読み込むときなどに、上下左右 
に写る黒い影を消して送信できます。 


園 



詳しくは、 


p. 2-45 をごらんください。 


p. 2-47 をごらんく ださし、。 


p. 7-23 をごらんく ださし、。 


p. 7-18 をごらんください。 
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こんな機能があります 


原稿を読み込むサイズを指定して送る 


読み込むサイズを指定して送信できます。原稿の一部だ 
けを送信したい場合に便利です。 



詳し〈は、 p . 7-25 をごらん〈ださし、。 


サイズの異なる原稿を一度の操作で送る 


サイズの異なる原稿をセットし、それぞれの原稿サイズ 
を正しく認識して送信できます。 


原稿と同じサイズで送信 




サイズの異なる原稿を ADF 



詳し〈は、 p . 7-6 をごらんくださし、。 


折り目のある原稿を送る 


折り目がついているために原稿サイズを正しく検知でき 
ない原稿を正しいサイズで送信できます。 




詳しくは、 p . 7-9 をごらんくださし、。 
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こんな機能があります 


長い原稿を送る 


432 mm より長い原稿を送信できます。 



詳し〈は、 p . 7-1 2をごらん〈ださし、。 


両面原稿の綴じ位置を指定する 


原稿の綴じ位置を指定し、原稿の裏面の上下関係を補正 
して送信できます。 


圈 



詳し〈は、 p . 7-1 5をごらん〈ださし、。 


受信側からの指示で送信させる 


送信側にセツトまたは蓄積されている原稿を、受信側か 
らの指示で送信させる機能です。 


受信 


送信 






詳しくは、 p . 9-5 をごらんくださし、。 


ECM モ_ドを解除して送る 


ECM モードを解除し、通信時間を短縮して送る機能で 


to 


詳しくは、 p . 7-41 をごらんくださし、。 
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こんな機能があります 


文書を指定してポーリングする 


掲示板ボックスに、閲覧させたい文書を蓄積し、ポーリ 
ング送信できます。また外部の掲示板からポーリング受 
信できます。 詳しくは、 



ス_パ_ G 3 モ_ドを解除して送る 

構内交換機などの制約によりスーパ ー G 3 モード ( V 34) 

を使用できない場合に、スーパ ー G 3 モード ( V 34) を解 

除して送信できます。 詳しくは、 


中継先を指定して送る 


いったん中継局に原稿を送信し、中継局から送信先に同 
報できます。 


園 


中継配信先 言羊しくは、 



親展ボックスを使う 


特定の人との間で送受信したい原稿を、親展ボックスを 
使って通信できます。 


圈 


送信 受信 



詳しくは、 


p . 9-7 をごらんくださし、。 


p . 7-43 をごらんください。 


p . 7-38 をごらんください。 


p . 7-35 をごらんください。 
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こんな機能があります 


パスワードをつけて送る 


相手側が閉域通信を設定している場合に、パスワードを 
つけて送信できます。 


詳しくは、 


外部電話から受信の指示をする 


リモート受信番号を使い、外部電話から受信の指示をす 
ることができます。 


着信 


呼び出し音が鳴る 



受話器を上げて、 

リモート受信番号を押す 



詳しくは、 


背景色の濃度を調整して送る 


原稿の背景色の濃さを調整して送信できます。 



今 

€) 



-□一 


ファクス画面から E - Mail を送る 


詳しくは、 


読み込んだ原稿を、 E-Mail の添付ファイルとしてファク r ^=^] 

ス画面から送信できます。ファクス番号のかわりに宛先 
として E-Mail アドレスを指定します。 詳しくは、 



p. 7-33 をごらんください。 


p. 8-2 をごらんくださし、。 


P. 7-21 をごらんください。 


p. 2-25 をごらんください。 


17 























































こんな機能があります 


ボックスに保存する 


読み込んだ原稿を、本機のハードディスクに作成された 
ボックスにファクス画面から保存できます。ファクス番 
号のかわりに宛先としてボックスを指定します。また 
ボックスに保存したファイルを、さらにファクス送信す 
ることもできます。 



詳しくは、 p .1-16. p . 7-44 をごらんく 
ださい。 
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ぺージの見かた 


項目のタイトルで説明さ 
れているを内容を確認し 
ます。 


7.3 サイズの異なる原稿を一度の操作で送る（混載原稿） 


混載原稿とは、サイズの異なる原稿をセツトし、それぞれの原 
稿サイズを検知して送信する機能です。 


■原則 

機能の原則や併用できな 
い機能を確認します。 


原稿と同じサイズで送信 


m > 


サイズの異なる原稿を RADF 


ひとこと — 

セツトした原稿の読込み終 
了後にジョブ予約できます。 
原稿読込み中に次のジョブ 
を予約できません。 


読込みサイズと混載原稿を同時に指定した場合は、読込みサイズで指 
定したサイズが適用されます。 

[混載原稿と併用できない機能] 

原稿枚数、両面とじ方向、ポーリング受信、掲示板ポーリング受信 


操作パネル（タッチパネ- 
ルを除く） のキー名称、 
電源スイッチなどを示し 
ます。 


タツチパネル上の- 

キ_名称を示します。 


0 

0 


操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示します。 


[読込設定]、[応用設定]の順に押します。 


0 


操作を行て 
の、タツヲ 
内容を確言2 


〒つているとき 
ンチ画面の表示 
内容を確認します。 


[混載原稿]を押します。 

1 一 11 


△頁口、注思 



設定を解除するときは、 [ 
キャンセル]を押します。 


0 


ず泰 


[0 K ] を押します。 

読込設定画面に戻ります。 


給紙口ーラの表面には手を 
触れないように注意して 
ください。 


A 注意 


上カバー内金属部は高温となっています。 

やけどの原因となりますので用紙以外には手を触れないで 
ください。 


機械を安全に使用していただくための注意事項 
です。警告は、表示を無視して誤った取扱いを 
すると、人が死亡または重症を負う可能性が想定 
される内容を示しています。注意は、表示を無視 
して誤った扱いをすると、人が傷害を負う可能性 
または物的損害のみを負う可能性が想定される 
内容をしめしています。 


ず典 


宛先の指定については 
をごらんください。 


ひとこと 

作業手順や内容に関して、 
参考となることや補足事項 
などが書かれています。 
お読みになることを 
おすすめします。 


ください— 

操作上の注意事項です。 

指示内容をよく読んで必ず行 
つてください。 


固- 

参照先を指示します。必要に 
応じて参照してください。 


詳しょ《説明 I 


操作手順や内容に関して、さらに 
詳しく説明しています。 


※このページは実際には存在しません。 
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原稿および用紙の呼び方と表示 


本文中に出てくる原稿や用紙の呼び方と、その表示について説明します。 

■ 幅と長さ 

原稿/用紙の大きさを表す場合、 Y 辺を幅と呼び、X辺を長さと呼びます。 



■ a と a 

幅 （Y) よりも長さ（X)のほうが大きいものを a と表示します。 



幅 （Y) よりも長さ（X)のほうが小さいものをと表示します。 
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マニュアル体系について 


本機には、次のユーザーズガイドが用意されています。 

■ユーザーズガイド（コピ_機能編） 

基本操作、コピー機能の操作について記載しています。 

• 設置■取扱の注意事項、電源の入れ方/切り方、用紙補給のしかた、紙づまりなどの卜 
ラブル対処のしかたなど、本機の操作に関する内容を知りたい場合はこのユーザーズ 
ガイドをごらんください。 

■ユーザーズガイド（ネットワ_ク/スキャナ機能編） 

標準装備のネットワーク機能の設定方法、スキャナ機能の操作について記載しています。 

• ネットワーク機能 、 Scan to E - Mail、Scan to FTP . Scan to SMB の使い方を知りたい 
場合はこのユーザーズガイドをごらんください。 


■ ユーザーズガイド（ボックス機能編） 

ボックス機能の操作について記載しています。 

• ハードディスクを利用したボックス機能の使い方を知りたい場合は、このユーザーズ 
ガイドをごらんください。 


■ ユーザーズガイド（拡大表示機能編） 

コピー機能、ネットワーク/スキヤナ機能、ファクシミリ機能の操作を拡大表示画面で行う 
方法について記載しています。 

• 【拡大表示】を押したあとの操作方法を知りたい場合はこのユーザーズガイドをごらん 
ください。 


■ユーザーズガイド （ FK -502 ファクシミリ機能編）< 本書> 

ファクシミリの操作について記載しています。 

• FAX キットを装着した場合のファクシミリ機能の使い方を知りたい場合はこのユー 
ザーズガイドをごらんください。 


■ューザーズガイド（ネットワ_クファクス機能編） 

ネットワークファクスの操作について記載しています。 

• ネットワークファクス機能（インターネットファクス / SIP ファクス / IP アドレスファク 
ス）の使い方を知りたい場合はこのユーザーズガイドをごらんください。 


■ IC -202 ュ_ザ_ズガイド/クイックガイド 

オプションのイメージコン トローラ IC -202 が装着されて使用できるプリンタ機能の操作に 
ついて記載しています。 

• プリンタ機能の使い方を知りたい場合は、 IC -202 に付属の User Software CD - R 〇 M 内 
にある ユーザーズ ガイド （ PDF データ）またはクイックガイド（印刷物）をごらんく 
ださい。 
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弟 1 早 

ご使用いただく前に 


ご使用いただく前に知っておきたいことについて説明します。 

1.1 こ”主意 .1-2 

1.2 操作パネルの使いかた .1-3 

1.3 はじめに設定してください .1-5 

1.4 設定しておくと便利な機能 .1-6 

1.5 ファクス機能で表示される画面 .1-13 

1.6 ユーザ 認証と部門認証に ついて .1-15 

1.7 ボックスを使ったファクス受信 .1-16 

1.8 増設回線を使用した送受信 .1-22 

1.9 SIP ファクス使用時の注意事項 .1-25 

1.10 通信終了時のブザー音量調整 .1-29 















ご注意 


本機を接続することのできる電話回線は次のとおりです。 

• 加入電話回線（ファクシミリ通信網を含む） 

• PBX (構内交換機2線式） 

使用する電話回線について次の項目をご確認ください。 

♦ 外部電話としてビジネスホンを接続することはできません。 

♦ キャッチホンとの併用はできません。 

♦ お客様のお使いの社内ネットワークなどで、デジタル専用線を多重化している場合は、 
ファクシミリ通信に以下の制約が生ずる可能性があります。 

〇伝送速度が制限される。 

O Super G 3 による通信ができない。 


ごくまれに工場出荷時の設定では、通信エラーが発生する場合があります。これらの制約 
は、多重化装置が音声使用を前提に回線の使用帯域をぎりぎりまで制限しているためです。 

なお、ネットワークを構成する装置によってもこれらの制約は異なります。詳しくは、お客 
様がお使いのネットワーク管理者にお問い合わせください。 


必ず守つ孓ください 


電源の〇 FF / ON を続けて繰り返すと故障の原因となります。 

本機の電源を〇 FF にした場合は、5秒以上待ってから ON してくださし、。 


1-2 


ご使用いただく前に 





1.2 操作パネルの使いかた 


操作パネル 


3 4 5 6 7 


23 - 

22 - 

21 - 


パワーセーブ 


ュニパ-サル 

拡大表示 
— 


Iコントラスト 

© 


[ ド柳- 1 __ ?ノ 11 設^ 

u^ 7 '^ j C #tFi ’ ii 广ド ’ J IJ I ^ 


ボックス ファクス スキヤン コピー 
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1918171615141312 


No . 

名称 

説明 

1 

【パワーセーブ】キー 

パワーセーブ機能に切換わります。パワーセーブ機能 
中は【パワーセーブ】が緑色に点灯し、タッチパネル 
の表示が消えます。パワーセーブ機能中に【パワー 
セーブ】を押すとパワーセーブ機能は解除されます。 

2 

タッチパネル 

各設定画面ゃメッセージが表示されます。 

タッチパネルに直接タッチして各設定を行います。 

3 

[ ID ] キー 

ユーザ認証および部門管理を設定している場合、ユー 
ザ名とパスワード（ユーザ認証）、部門名とパスワー 
ド（部門管理）を入力したあとにこのキーを押すと本 
機が使用できるようになります。 

4 

【ボックス】キー 

ボックス機能に切換わります。 

ボックス機能中は【ボックス】が緑色に点灯します。 
詳しくは、「ユーザーズガイドボックス機能編」をご 
らんください。 

5 

【ファクス】キー 

ファクス機能に切換わります。 

ファクス機能中は【ファクス】が緑色に点灯します。 

6 

【スキヤン】キー 

スキャン機能に切換わります。スキャン機能中は【ス 
キャン】が緑色に点灯します。詳しくは、「ユーザー 
ズガイドネットワーク/スキャナ機能編」をごらんく 
ださい。 

7 

【コピー】 キー 

コピー機能に切換わります。（初期設定ではコピー機 
能が選択されています。）コピー機能中は【コピー】 

が緑色に点灯します。 

詳しくは、「ユーザーズガイドコピー機能編」をごら 
んください。 

8 

【リセット】キー 

操作パネル、またはタッチパネルで入力した全ての設 
定（登録した設定は除く）がリセットされます。 

9 

【割込み】キー 

割込み機能に切換わります。割込み機能中は【割込 
み】が緑色に点灯し、タッチパネルに「割込み中で 
す。」と表示されます。割込み機能中に【割込み】を 
押すと割込み機能は解除されます。 

10 

【ストップ】キ_ 

原稿の読込みを停止します。 


ご使用いただく前に 














1.2 操作パネルの使いかた 


No. 

名称 

説明 

11 

【スタート】 キー 

各ボックス、ファクス、スキヤン、コピーの選択され 
ているモードの動作を開始するときに押します。ファ 
クスモードが選択されているときは、ファクス通信を 
開始します。本機が動作を開始できる状態のときは、 
【スタート】が緑色に点灯します。【スタート】がオレ 
ンジ色に点灯しているときは動作を開始できません。 

12 

主電源ランプ 

【主電源スイッチ】が〇 N のときに緑色に点灯します。 

13 

データランプ 

ファクスの送受信時や、掲示板ボックス、ポーリング 
送信ボックス、強制メモリ受信ボックス、再送信ボッ 
クス内に文書が保存されているときに点灯します。 

14 

【確認コピー】キー 

ファクス機能では使用しません。 

15 

テンキー 

数字を入力します。電話番号や各種設定値の入力に使 
用します。 

16 

【クリア】キー 

テンキーで入力した数値が取消されます。 

17 

【設定内容】キー 

各設定の確認画面に切換わります。 

18 

【設定メニュー/カウンタ】キー 

設定メニュー画面、セールスカウンタ画面に切換わり 
ます。 

19 

【プログラム】キー 

ファクス機能では使用しません。 

20 

コントラスト調整ダイアル 

タッチパネルのコントラストを調整します。 

21 

【拡大表示】キー 

拡大表示画面に切換わります。 

22 

【ユニバ サル】キー 

ユニバーサル機能の設定画面に切換わります。 

23 

【ヘルプ】キー 

ヘルプ画面に切換わります。 

本機機能の解説や操作方法を画面上に表示できます。 


必ずぜ：くださぃ 


タッチパネルに強い力を加えると、タッチパネルに傷が付いて破損の原因となります。 
タッチパネルを強く押したり、先のとがったシャープペンシルなどで押さないでくださ 
い 0 

サービスコール画面 （P. 5-6) が表示されコピーできなくなったときは、故障の原因にな 
るおそれがありますので、トラブルコードを書き留め、直ちに本体電源プラグを抜いて 
サービス実施店にご連絡ください。そのとき、書き留めたトラブルコードをお知らせくだ 
さい0 
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1.3 はじめに設定してください 


■ 設定が必要な項目 

本機の設置が終了したら、ファクス機能を使うために、次の項 
目を設定します。これらの項目が正しく登録されていないと、 
ファクス通信できない場合があります。必ず登録してくださし、。 
• ファクス ID / 発信元名 

本機のファクス番号と名前を登録します。 

• 回線パラメータ設定 

電話回線と受信のしかたを設定します。 


■発信元名/ファクス ID 


次の項目を設定します。 

〇発信元名 

発信元名は、漢字、英数カナで表す本機の名前のこと 
で、送信した原稿の先端に発信元記録の一部として記 
録されます。全角15文字（半角30文字）以内で登録 
します。 

〇 ファクス ID 

通常は、本機のファクス番号を登録します。〇〜9の 
数字と、+、スペース、*、#を使い、20桁以内で登録 
します。 

■ 回線 パラメー タ設定 
次の項目を設定します。 

〇ダイアル方式 

プッシュ回線、ダイアル（パルス）回線 （20 PPS 、 
10 PPS ) の種別を選択します。 

〇受信方式 

自動受信、手動受信の種別を選択します。 

自動受信する場合は自動受信に設定します。外部電話 
を接続している場合などで電話がかかる機会が多い場 
合や、リモート受信機能を使いたい場合には、手動受 
信に設定します。 

〇留守電接続設定 

外部電話として留守番電話を接続する場合に、 ON に 
設定します。着信すると、留守番電話が応答した後、 

メッセージを録音する間に、相手がファクスか電話か 
を自動的に検知します。ファクスの場合は受信を開始 
します。 

〇 TEL / FAX 自動切換え 

外部電話を接続している場合で、ファクスを優先して 
使う場合に TEL / FAX 自動切換えを〇 N に設定します。 
着信すると、相手が電話かファクスかを自動的に検知 
します。ファクスの場合は受信が開始され、 TEL の場 
合は外部電話の呼び出し音が鳴ります。 


圈 

詳しくは、 p .11-24 をごら 
んください。 


關 

詳しくは、 P .11-28 をごら 
んください。 


ご使用いただく前に 




1.4 設定しておくと便利な機能 


プログラムと短縮/アドレスにプログラム宛先や短縮宛先を登 
録しておくと、プログラムキーや短縮/アドレスキーを押すだ 
けで登録内容を呼び出すことができます。 


■ 短縮/アドレス 


よくファクスを送信する宛先を短縮宛先に登録しておくと短縮/ 
アドレスキーを押すだけで、宛先を呼び出すことができます。 


ここでは、短縮/アドレスにファクス番号、 E - Mail アドレス、 
ボックス名、宛先名、検索文字などを登録する操作を説明しま 
す0 



操作パネルの【設定メニュー/カウンタ】を押し、設定 
メニュー画面を表示します。 


❷ 

e 


[宛先登録]を押します。 


[ファクス登録]を押します。 


設定メニュ- 


宛先登錄 


m A 了 J 


宛先登録 




ス知ナ登録 


ファクス登録 


([ 屮'.■‘.豆 j 


L 問。 | 


ロー唸 す 

短縮/アドレスに短縮宛先 


を登録するときに、登録名 
と検索文字を登録しておけ 
ば、検索文字を利用して宛 
先を指定することもできま 
す 0 


詳説明します 

A 

オプションのハードデイス 
クを装着している場合は、 
短縮宛先は、 スキャナ / E - 


Mail など、本機のほかの機 
能の短縮宛先を合わせて 
2000か所（0001〜 2000) 


まで登録できます。 

(ハードディスクを装着して 
いない場合は、最大で1000 


か所まで登録できます）。 



登録した内容は、短縮宛先 
リストで確認できます。 
p .12-33 をごらんください。 




明します 


設定メニューでは、キーに 
表示されている番号をテン 
キーで入力して選択するこ 
ともできます。[宛先登録] 
の場合は、テンキーで「1」 


を入力します。 
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1.4 設定しておくと便利な機能 


0 

0 


[短縮宛先]を押します。 


登録する宛先を押します。 


設定メニュ- 


宛先登錄 


ファクス登舒 i 


短縮宛先 


1 I MTII 宛先 J 

2 I E-Mail 宛先 J 


» I ホ，…宛先 } 


L 閉ほ| 


〇短縮宛先に登録できる項目は、次の3種類がありま 
す。 

• ダイアル宛先 

ファクス番号を登録します。 


• E-Mail 宛先 

E-Mail アドレスを登録します。本機はファクス送 
信先として E-Mail アドレスを指定できます。 


• ボックス宛先 

ボックス名を登録します。本機はファクス送信先 
として内蔵ハードディスク内のボックスを指定で 
きます。 


詳説明します 

A 

短縮宛先、グループ宛先、 
プログラム宛先は、 
PageScope Web 
Connection を使って登録す 
ることもできます。 
PageScope Web 
Connection を使うと、ネッ 
トワークに接続しているパ 
ソコン上から本機の設定変 
更ゃ宛先登録ができます。 

圈 

PageScope Web 
Connection の使い方につい 
ては、「第13章 PageScope 
Web Connection」 または、 
ューザーズガイド（ネット 
ワーク/スキヤナ機能編） 

をごらんください。 


顚 

すでに短縮宛先が登録され 
ている場合は、ここで[編 
集]を押して内容を変更す 
ることもできます。 p.10- 
13をごらんください。 


詳しぐ説明します 

飞 

ファクス送信と同時に E- 
Mail アドレスに画像を送信 
する場合、登録しておくと 
便利な機能です。 


ファクス送信と同時にボッ 
クスに画像を保存する場合、 
登録しておくと便利な機能 
です。 


ご使用いただく前に 



















































1.4 設定しておくと便利な機能 


0 

❼ 


[新規登録]を押します。 


[登録名]を押し、短縮宛先の名前を入力し、[〇 K ] を 
押します。 



I !回線設定 


JL ok .... . 1 


0 


宛先を入力します。 

〇手順0で[ダイアル宛先]を選択した場合は、テン 
キーで宛先にファクス番号を入力します。 

〇手順0で [ E - Mail 宛先]を選択した場合は、 [ E-Mail 
アドレス]を押して、 E - Mail アドレスを入力しま 
す0 


0 


〇手順0で[ボックス宛先]を選択した場合は、 
[ボックス名]を押して、ボックスを選択します。 

[検索文字]を押し、検索文字を登録し、 [0 K ] を押し 
ます。 

〇 [常用]〜 [ etc ] の中から登録したい検索文字の検 
索キーを押します。 


❿ 


必要に応じて、[回線設定]を押し、海外通信モード、 
ECM オフ、 V 34 オフ、宛先確認送信、回線指定 （2 回 
線使用時のみ）を設定し、[〇 K ] を押します。 



文字入力の操作については、 
p .14-4 をごらんください。 

詳^<!兑明します 

飞 

名前は半角で24文字まで 
登録できます。 


詳説明します 

飞 

• ファクス番号は、38桁ま 
で入力できます。 

• このとき、[短縮 No .] に 
は、未登録短縮 No . が表 
示されます。 

• 誤って入力した場合は、 
[削除]を押すか、または 
【クリア】を押して訂正し 
ます。 




明します 


ボックスを選択するには、 
事前にボックスを登録して 
おく必要があります。 



ボックスの登録について詳 
しくは、 ユーザーズ ガイド 
(ボックス機能編）をごらん 
ください。 


たは[ボックス宛先]を選 
択した場合は、[回線設定] 
は表示されません。 
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1.4 設定しておくと便利な機能 


[〇 K ] を押します。 

登録が実行され、一覧に表示されます。 

〇短縮宛先の登録を続けるときは手順0に戻ります。 

[終了]を押します。 


設定メニュ - 


宛先 : 


ファクス登録 


短福壶宪 


I タイ m 宛先 

:::圍匪 SQQ 3 Q@ SIS @ 

3 III No . 登録名 回線設定 
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1111 
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1.4 設定しておくと便利な機能 


■ プログラム 

プログラム宛先に相手先や通信機能を登録しておくと、プログ 
ラムキーを押すだけで登録内容を呼び出すことができます。 
ここでは、プログラム宛先に登録名、宛先を登録する操作を説 
明します。 



操作パネルの【設定メニュー/カウンタ】を押し、設定 
メニュー/カウンタ画面を表示します。 


❷ 

0 


[宛先登録]を押します。 


[ファクス登録]を押します。 



宛先登録 

| 設定た： L - J 

BBSS 911 

::::: .. :\： > 1 % ：：：： ：：：： ：：：： ：：：：• ：：：： ：：：：• ：：：： ：：：：• :::: • ::: • ::: • ::: • ::: • ::: • ::: 

：：：：： 1 


：：：：： 2 ;: 1!：：! .：：：：. !：：! .：：：：. !：：! .：：：：. !：：! .：：：：. !：：! . !：：. .：：!. !：：. .：：!. !：：. .：：!. !：：. .：：!. !：：. .：：!. !：：. .：：! 

：;：：： . i(： ..+. … . : |；：：：：;;：：：：;;：：：：;;：：：：;;：：：： n ：：：：;;：：：：;;：：：：;;：：：：;;;：：：：;：：：：;;;^ 

：：：：： 〇 ：|： ホツクス _ s_ipx ^ ：：：： •：：：：• ：：：： •：：：：• ：：：： •：：：：• ：：：： •：：：：• ：：：： • ：：：• •：：： • ：：：• •：：： • ：：：• •：：： • ：：：• •：：： • ：：：• •：：： • ：：：• •：：： 

L “ 了 J 



0 


[プログラム宛先]を押します。 



プログラム宛先には、読込 
設定や通信設定の機能を登 
録することもできます。詳 
しくは p.10-20 をごらんく 
ださい。 


詳し々説明します 

飞 

オプションのハードデイス 
クを装着している場合は、 
プログラム 宛先は、400個 
(001〜 400) まで登録でき 
ます。 

(ハードディスクを装着して 
いない場合は、200個まで 
登録できます） 


詳 bi 説明します 

飞 

• 設定 メニュー ■では、キー 
に表示されている番号を 
テンキーで入力し選択す 
ることもできます。[宛先 
登録]の場合は、テン 
キーで「1」を入力しま 
す 0 

•短縮宛先、グループ宛先、 
プログラム宛先は、 
PageScope Web 
Connection を使って登録 
することもできます。 

• PageScope Web 
Connection フと、 

ネットワークに接続して 
いるパソコン上から本機 
の設定変更や宛先登録が 
できます。 



PageScope Web 
Connection の使い方につい 
ては、「第13章 PageScope 
Web Connection」 または、 
ユ_ザ_ズガイド（ネット 
ワーク/スキヤナ機能編） 

をごらんください。 
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設定メニュ- 


宛先登錄 


ファクス登錄 


y . 碎了 


ベ - y 名 1/27 ,__ _^ ^ 

-…如 I ^ PAGE1 ~~ J LSJ LSU..I 


f No . 登錄名 

読込設定通信設定 



11002 P2 …… 

.-. : ............ 1 

: j]DD3 

I 

\m . 

. 1 

mi 〇〇5 

. 1 


Ffe 定確^ IT 編集 j II 削除1 ij 


0 


登録したいプログラム No. を選択して、[編集]を押し 
ます。 



[登録名]を押し、プログラム宛先の名前を入力し、 
[〇 K] を押します。 



読込設定 


I — 通信^■定 cjOiHB 


0 


隱れンセル .: J L 0K 3 


[宛先]を押し、宛先を入力します。 

〇すでに登録されている宛先を登録する場合は、[宛 
先表から検索]を選択し、ダイアル宛先、ボックス 
宛先、グループ宛先、 E-Mail 宛先のいずれかを選択 
し、[〇 K] を押します。 

〇ファクス番号、ボックス宛先、 E-Mail アドレス、を 
直接入力する場合は、[ダイレクト入力]を押し、 
ダイアル宛先、 E-Mail アドレスを入力するか、ボッ 
クス宛先を選択し、[〇 K] を押します。 


詳説明します 

飞 

名前は半角で24文字まで 
登録できます。 

國 

文字入力の操作については、 
p.14-4 をごらんください。 


詳説明します 


誤って入力したときは、[削 
除]を押すかまたは【クリ 
ア】を押して訂正します。 


詳説明します 


ボックス宛先を選択するに 
は、事前にボックスの登録 
が必要です。 

圈 

ボックスの登録について詳 
しくは、 ユーザーズ ガイド 
(ボックス機能編）をごらん 
ください。 



1.4 設定しておくと便利な機能 


宛先表憾選択 


□クラム宛先入力 
登録す5宛先を選択してびさい 


ブ□クラム宛先 


覧 「令11令 f 


ご使用いただく前に 
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1.4 設定しておくと便利な機能 


0 

0 


[閉じる]を押して、[〇 K ] を押します。 

プログラム宛先の一覧に戻ります。 

〇プログラム宛先の登録を続けるときは、手順0に戻 
ります。 

[終了]を押します。 


1; 設定 太ュ - J 

ブ□ララム宛先 

、 ノセ 

1PAGE1 I ♦ I 丨誊 I I V ジ ー覧』 

L 泠(1先:^歸 


5 No. 登 m 名 

読込設定通信訊定 

!!!! !!!! 

b .. ll 

!!|| 001 pi 

^ - | 

Ijjjj 

3:::: 

1 一 ……….. a 品 -…………….. 1 

111002 p2 

. : . 二 ■ 

r~i ： 


mm. 

：：：：[ 003 1 

□: 



[ 004 1 

0111 



；] 005 I 

LJi 

ll i ： M7 … 1 



詳説明します 

A 

プログラム宛先の登録を中 
止するときは、[キャンセ 
ル]を押します。 
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1.5 ファクス機能で表示される画面 


操作パネルのファクスボタンを押すと、ファクス画面が表示さ 
れます。 

ファクス画面には、[プログラム]、[グループ]、[短縮/アドレ 
ス]、[ダイレクト入力]が用意され、設定別に分けられていま 

to 


番号 

名称 

説明 

1 

ジョブ確認 

実行待ちのジョブ、ジョブ履歴、エラー 
ジョブの一覧が表示されます。 

2 

プログラム 

プログラム宛先選択画面が表示されま 
す。 

3 

グループ 

グループ宛先選択画面が表示されます。 

4 

短縮/アドレス 

短縮宛先選択画面が表示されます。 

5 

ダイレクト入力 

卜 _ ンやポーズなどの特殊記号を使って 
ダイアルするための画面が表示されま 
す。 [E-Mail 送信]を押すと、 E-Mail を 
入力するためのキーボード画面を表示で 
きます。 

6 

宛先件数 

設定した送信先の件数が表示されます。 

7 

メモリ残量 

作業中に使用するメモリの残量が表示さ 
れます。 

8 

オフフック 

手動で送信/受信する場合に押します。 
このキーを押すと、回線上の音がスピー 
力一から流れます。 

9 

表示切替 

表示されている宛先の登録名と電話番号 
の表示を切り替えることができます。 

10 

ページ表示部 

プログラム宛先のリストのページが表示 
されます。 

11 

ページー覧 

プログラム宛先のリストのページを指定 
できます。 

12 

読込設定 

原稿画質、解像度、応用設定など、原稿 
の読み込み方法を設定するメニューが表 
示されます。 

13 

通信設定 

タイマー通信、ポーリング受信など、通 
信方法を設定するメニューが表示されま 
す。 

14 

宛先表示部 

設定した宛先が表示されます。 


67 8 9 10111213 
































































1.5 ファクス機能で表示される画面 


番号 

名称 

説明 

15 

サブエリア 

右側で設定中の操作に応じた内容が表示 
されます。ファクスの操作では、各機能 
の説明や、送信先リストが表示されま 
す0 
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1.6 ユーザ 認証と部門認証に ついて 


本機を使用するときに、ユーザ名、部門名、パスワードを入力 
するように設定されている場合があります。表示された画面で、 
必要な情報を入力すると、通常の画面が表示されます。部門名 
やユーザ名は管理者に確認してください。 



■ ユーザ認証が設定されている場合 




ユーザ 認証と部門認証に つ 
いて詳しくは、 ユーザーズ 
ガイド（コ ピー 機能編）を 
ごらんください。 


■ 部門認証が設定されている場合 



□ラインす5部門名と / U フ-卩を入力しパださい 



ご使用いただく前に 
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1.7 ボックスを使ったファクス受信 


本機では、 PC-FAX 受信や強制メモリ受信の機能を使用すると、 
受信文書をすぐにプリントせずに、ハードディスク内のボック 
スに保存しておくことができます。また、親展文書を受信する 
と、自動的にハードディスク内の親展ボックスに保存されます。 
ボックスに保存されている文書は、本機でプリントしたり、 

ネットワーク上のコンピュータに取り込んだりできます。ここ 
では、ボックスを使ったファクス受信の概要について説明しま 
す0 



詳説明します 

飞 

• ボックスの作成方法、お 
よび PC-FAX 受信でボッ 
クスに受信した文書をコ 
ンピュータに取り込む方 
法については、「ユーザー 
ズガイド（ボックス機能 
編）」をごらんください。 

• ファクス送信時に、宛先 
として本機のボックスを 
指定すると、読み込んだ 
原稿をボックスに保存で 
きます。 
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1.7 ボックスを使ったファクス受信 


■ ボックスの種類（ハードディスク装着時） 

オプションのハードディスクが装着されている場合は、共有/個人ボックスとシステムボッ 
クスが用意されています。 

• 共有/個人ボックスには、指定ボックス （ No .1 〜9999999 99) があります。 

• システムボックスには、掲示板ボックス/ポーリング送信ボックス/強制メモリ受信 
ボックス/機密文書ボックス/ファイリングナン/《ーボックス/再送信ボックスがあ 
ります。 


本機では、これらのボックスを使って、次表の機能を使用できます。 


ボックス名 

機能 

共有/個人ボック 

指定ボックス（ボックス 

共有/個人ボックスは、通常の共有/個人ボックスと親展ボッ 

ス 

No.1 〜9999999 99) 

クスからなり、親展ボックスには通信/《スワードを設定できま 
す。親展ボックスは最大 20 個まで設定できます。 

PC-FAX 受信で、受信文書の保存先を指定ボックスに設定して 
いる場合、および TSI 振分けを設定している場合は、受信文書 
が該当する番号のボックスに保存されます。 

PC-FAX 受信の場合： 

送信側がサブアドレスで指定した番号のボックスに保存されま 
す0 

TSI 振分けの場合： 

TSI 振分けの設定に応じた番号のボックスに保存されます。 

親展ボックスは振分け先の対象外です。 



詳しくは、 「PC-FAX 受信の動作について」 （ P. 1-20) をごらん 
ください。 


ご使用いただく前に 
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1.7 ボックスを使ったファクス受信 


システムボック 
ス 


ボックス名 機能 


掲示板ボックス 閲覧用の文書を登録するためのボックスです。掲示板ボックス 

に登録されている文書は、相手からのポーリングの指示でポー 
リング送信できます。 


掲示板ボックスについては、 9-7 ページをごらんくださし、。 


ポーリング送信ボックス ポーリング送信用に読み込んだ原稿が、このボックスに保存さ 
れます。 



ポーリング送信ボックスについては、 9-2 ページをごらんくだ 
さい。 

強制メモリ受信ボックス 強制メモリ受信を ON に設定している場合、受信した文書はプ 

(ボックス No . O ) リントされず、このボックスに保存されます。 



強制メモリ受信については、 8-5 ページをごらんくださし、。 


PC - FAX 受信で、受信文書の保存先を強制メモリ受信ボックス 
に設定している場合は、このボックスに受信文書が保存されま 
す。 



詳しくは、 「 PC - FAX 受信の動作について」 （ p .1-20) をごらん 
_ ください。_ 

機密文書ボックス 機密プリント文書が保存されます。 



機密文書ボックスについては、「ユーザーズガイド（プリンタ 
_機能編）」をごらんください0 _ 

ファイリングナンバー スキャナモードで保存した文書デ _ 夕に日付/時刻やファイリ 

ボックス ング番号の画像を付加してネット配信する場合に使用します。 

付加する文字の種類は配信時に設定できます。 



ファイリングナンバーボックスへの文書保存の方法は「ュー 
ザーズガイドネットワーク/スキヤナ機能編」をごらんくださ 


再送信ボックス 


い0 _ 

相手側が話中などのため、リダイアルしてもなお送信できな 
かった文書は、このボックスに一定期間保存されます。保存さ 
れている文書は、同じ宛先か、または宛先を変更してもう一 
度送信することができます。 



再送信については、 P . 2-34 をごらんください。 

中継ボックス 中継配信用の文書を格納する通信パスワード付きのボックスで 

す。中継配信局で登録します。最大5個まで登録できます。 



中継ボックスについては、 P .10-55 をごらんくださし、。 
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1.7 ボックスを使ったファクス受信 


■ ボックスの種類（ハードディスク非装着時） 

オプションのハードディスクを装着していない場合は、以下のボックスが使用できます。 


システムボック 
ス 


ボックス名 機能 


掲示板ボックス 閲覧用の文書を登録するためのボックスです。掲示板ボックス 

に登録されている文書は、相手からのポーリングの指示でポー 
リング送信できます。 



掲示板ボックスについては、 P. 9-2 をごらんください。 

ポーリング送信ボックス ポーリング送信用に読み込んだ原稿が、このボックスに保存さ 

れます。 



ポーリング送信ボックスについては、 P. 9-2 をごらんくださ 


_い0 _ 

強制メモリ受信ボックス 強制メモリ受信を〇 N に設定している場合、受信した文書はプ 

リントされず、このボックスに保存されます。 



強制メモリ受信については、 P.10-58 をごらんくださし、。 


親展受信ボックス 親展受信した文書が保存されます。 

プリントされず、このボックスに保存されます。 



再送信ボックス 


親展受信については、 p.10-46 をごらんください。 

相手側が話中などのため、リダイアルしてもなお送信できな 
かった文書は、このボックスに一定期間保存されます。保存さ 
れている文書は、同じ宛先か、または宛先を変更してもう一 
度送信することができます。 



再送信については、 p. 2-34 をごらんください。 

中継ボックス 中継配信用の文書を格納する通信パスワード付きのボックスで 

す。中継配信局で登録します。最大5個まで登録できます。 



中継ボックスについては、 P.10-55 をごらんくださし、。 


ご使用いただく前に 
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1.7 ボックスを使ったファクス受信 


■ PC - FAX 受信の動作について 



• PC - FAX 受信の設定については、 11-49 ページをごらんください。 

PC - FAX 受信の受信文書は、ハードディスク内の強制メモリ受信ボックス（ボックス N 0.0)、 
または共有/個人ボックス（ボックス No .1 〜9999999 99) に保存されます。 

受信文書を保存するボックスは、設定メニューの [ PC - FAX 受信設定]で設定します。 [ PC - 
FAX 受信設定]と受信方法の関係については、次表を参照してください。 


設定 メニューの [ PC-FAX 
受信設定] 

受信のしかた 

PC-FAX 受信設定： OFF 

受信文書はボックスに保存されず、プリントされます。 

ただし、次の場合は受信文書がボックスに保存されます。 

① 親展受信および中継依頼受信の場合 

(F コードのサブアドレスが親展ボックスまたは中継ボックスの番号を示す 
場合）： 

受信文書は、 PC-FAX 受信の設定にかかわらず、親展ボックスまたは中継 
ボックスに保存されます。サブアドレスが各ボックスの番号と異なったり、 

F コードのパスワードが各ボックスの通信パスワードと異なる場合には、 

通信エラーになります。 

② TSI 受信振り分けが ON に設定されている場合： 

TS 1受信振り分けで設定されたボックス [ こ受信文書を保存します。 

③ 強制メモリ受信が ON に設定されている場合： 

上記①〜②に該当しない場合、受信文書は、強制メモリ受信ボックスに保 
存されます。 

PC-FAX 受信設定： ON 

受信出力先：強制メモリ受信ボッ 

クス 

受信文書は強制メモリ受信ボックスに保存されます。 

ただし、次の場合は、受信文書が他のボックスに保存されます。 

①親展受信および中継依頼受信の場合 

(F コードのサブアドレスが親展ボックスまたは中継ボックスの番号を示す 

n ) : 

受信文書は、 PC-FAX 受信の設定にかかわらず、親展ボックスまたは中継 
ボックスに保存されます。サブアドレスが各ボックスの番号と異なったり、 

F コードのパスワードが各ボックスの通信パスワードと異なる場合には、 

通信エラーになります。 

PC-FAX 受信設定：〇 N 
受信出力先：指定ボックス 

受信文書はサブアドレスで指定された番号の指定ボックス （1 〜 

9999999 99) に保存されます。 

ただし、次の場合は、受信文書が他のボックスに保存されます。 

① サプアドレス指定がない場合： 

受信文書は、強制メモリ受信ボックスに保存されます。 

② 該当する指定ボックスがない場合： 

設定メニューの[ボックス番号エラー動作]の設定に従います。 

③ 親展受信および中継依頼受信の場合 

(F コードのサブアドレスが親展ボックスまたは中継ボックスの番号を示す 

n ) : 

受信文書は、 PC-FAX 受信の設定にかかわらず、親展ボックスまたは中継 
ボックスに保存されます。 F コードのパスワードが各ボックスの通信パス 
ワードと異なる場合には、通信エラーになります。 

④ ダイアルイン番号が PC-FAX または FAX の場合： 

受信文書は、強制メモリ受信ボックスに保存されます。 


1-20 


ご使用いただく前に 








1.7 ボックスを使ったファクス受信 


設定 メニューの [PC-FAX 
受信設定] 

受信のしかた 

PC-FAX 受信設定：ダイアルインの 
み 

受信出力先：強制メモリ受信ボッ 
クス 

① ダイアルイン番号が PC-FAX の場合： 

受信文書は、強制メモリ受信ボックスに保存されます。 

② ダイアルイン番号が FAX の場合： 

受信文書は、プリントされます。 

③ 親展受信および中継依頼受信の場合 

(F コードのサブアドレスが親展ボックスまたは中継ボックスの番号を示す 
場合）： 

受信文書は、 PC-FAX 受信の設定にかかわらず、親展ボックスまたは中継 
ボックスに保存されます。サブアドレスが各ボックスの番号と異なったり、 

F コードのパスワードが各ボックスの通信パスワードと異なる場合には、 

通信エラーになります。 

PC-FAX 受信設定：ダイアルインの 
み 

受信出力先：指定ボックス 

① 親展受信および中継依頼受信の場合 

(F コードのサブアドレスが親展ボックスまたは中継ボックスの番号を示す 

^3 口、） ： 

受信文書は、 PC-FAX 受信の設定にかかわらず、親展ボックスまたは中継 
ボックスに保存されます。 F コードのパスワードが各ボックスの通信パス 
ワードと異なる場合には、通信エラーになります。 

② 該当する指定ボックスがある場合： 

受信文書はサブアドレスで指定された番号の指定ボックス （1 〜 

9999999 99) に保存されます。 

③ サブアドレスの指定がない場合：受信文書は、プリントされます。 

④ 該当する指定ボックスがない場合： 

設定メニューの[ボックス番号エラー動作]の設定に従います。 

⑤ ダイアルイン番号が PC-FAX の場合： 

受信文書は、強制メモリ受信ボックスに保存されます。 

⑥ ダイアルイン番号が FAX の場合： 

受信文書は、プリントされます。 


ご使用いただく前に 
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1.8 増設回線を使用した送受信 


回線を増設すると、2回線を使用した送受信ができます。 



飞 

• 回線2(増設回線）に外部電話を接続することはできません。 
•オフフックは、回線1(標準回線）でのみ使用できます。 

• 回線2(増設回線）を使用した受信は、自動受信のみになります。 


■ 送信/受信兼用の回線として使用する 

複数の宛先に同報送信する場合、2回線を使用して送信するため、複数宛先送信を早く終了 
することができます。これを一斉同報といいます。また回線ごとに別の電話会社を割り当て 
たり、送信中に受信および送信することができます。 



必要な設定については、 P.11-62 をごらんくださし、。 



1-22 ご使用いただく前に 





































1.8 増設回線を使用した送受信 



■ 受信専用の回線として使用する 

回線2 (増設回線）を受信専用に設定しておくことができます。回線2を受信専用に設定す 
ると、送信には回線1のみが使用されます。送信回線と受信回線を分けて使用する場合に便 
利です。 


回線1は、送受信兼用で、受信専用の設定はありません。 



必要な設定については、 P.11-62 をごらんくださし、。 



ご使用いただく前に 
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1.8 増設回線を使用した送受信 


■ 送信専用の回線として使用する 

回線2 (増設回線）を送信専用に設定しておくことができます。回線2を送信専用に設定す 
ると、受信には回線1のみが使用されます。送信回線と受信回線を分けて使用する場合に便 
利です。 



必要な設定については、 P.11-62 をごらんくださし、。 



1-24 


ご使用いただく前に 


















1.9 SIP ファクス使用時の注意事項 


SIP ファクス使用時に、 G3 ファクス機へ送信するには以下の方法があります。 

• FAX over IP 通信 

• G3 ファクス 



■ FAX over IP 通信 

相手先のファクス番号を指定して、 G3 ファクス機へ送信することができます。 

• ファクス番号の先頭に“-”を付加するか、または回線設定の [V34 オフ]を選択して 
送信します。 

• 指定したファクス番号にダイアル発信が行われると、 SIP-FAX アダプタが FAX over IP 
送信と識別します。 

• FAX over IP 番号で着信すると、 SIP-FAX アダプタが FAX over IP 受信と識別します。 

• 特番を付加した場合に、 FAX over IP 送信を行うようにすることもできます。 

原則 

FAX over IP 通信を使用する場合は、ナンバーディスプレイ、ダイアルイン機能は使用できません。 



特番の番号設定と特番の選択については、 SIP-FAX アダプタの取扱説明書をごらんくださ 
い0 


ご使用いただく前に 
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1.9 SIP ファクス使用時の注意事項 


籲外線の場合 


C イントラネット 、 


SIP - FAX アダプタ SIP サーバ SIP - FAX アダプタ 




ゲートウェイ 


P - ( 一般電話回線 



0^0 
〇 〇 〇 < 
0 0 0/ 
〇〇〇 V 


• 内線の場合 
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■ G 3 ファクス 


1.9 SIP ファクス使用時の注意事項 



相手先のファクス番号に特番 (0009) を付加することで、 G 3 ファクス機へ送信することが 
できます。 

• 「“特番（0009)”- “ファクス番号”」にダイアル発信が行われると、 SIP - FAX アダプタが 
G 3 ファクス送信と識別します。 

♦ G 3 ファクス番号で着信すると、 SIP - FAX アダプタが G 3 ファクス受信と識別します。 

♦ G 3 ファクス送信時に特番を付加しないようにすることもできます。 



• 特番の番号設定と特番の選択については、 SIP-FAX アダプタの取扱説明書をごらんくださし、。 


§ 8?8 
〇 〇 〇 〇 


〇 〇 〇し 



イントラネツト ) 
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1-27 












































1.9 SIP ファクス使用時の注意事項 


■ 宛先の指定方法 

以下のように宛先を指定します。 

その他の機能については、通常の G 3 ファクスと同じです。 


♦ FAX over IP 送信の場合： 

ファクス番号の前に“-”を付加します。 

ファクス番号が XXXX の場合、 「- XXXX 」 と入力します。 

• G 3 ファクス送信の場合： 

ファクス番号の前に特番 “0009” を付加します。 
ファクス番号が xxxx の場合、 「0009- xxxx 」 と入力しま 
す0 


詳説明します 

A 

FAX over IP 通信では、 VI 7 
モードを使用して〈ださし、。 
ファクス番号の先頭に“-” 
を付加するか、回線設定の 
[ V 34 オフ]を選択すること 
で、 VI 7モードを指定でき 
ます。 



• 左記の宛先指定方法は、 
SIP - FAX アダプタの特番 
設定が初期値の場合です。 
• 特番の番号設定と特番の 
選択については、 SIP - 
FAX アダプタの取扱説明 
書をごらんください。 
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.10 通信終了時のブザー音量調整 


ファクス通信終了時のブザー音量を調整することができます。 


設定できる値： 0〜16 (初期値： 8) 


0 

0 


操作パネルの 【ユニバーサル】 を押し、 ユニバーサル 
設定画面を表示します。 


[音設定]を押します。 


ュニパ-サル設定 




11111111 


1111111111 2 T 拡大表示解除確認 




___ 






[ キ-リビ-卜開始/間隔時間 j ：：：：： 




…… n i l 3 メッセ-ンて H 日 j ： || ! 
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音設定 
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1111111111111 




i 閉じ 5 
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[ファクス通信終了音量調整]を押します。 


音設定 






1. 受付音 


4: 

1 警告音 

_ 


1 为-音量調整 J : 

1ファクス通信 K 了音量調 g J : 


ill 
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0 


[小さい]または[大きい]を押して音量を調整し、 
[ OK ] を押します。 


iill 


______ 
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第 2 章 

送信する 


ファクス送信の操作について説明します。 

2.1 操作のながれ .2-2 

2.2 原稿をセツトする .2-6 

2.3 送信条件を設定する .2-12 

2.4 宛先を指定する .2-21 

2.5 原稿読み込み中の動作 .2-30 

2.6 送信できないときは .2-31 

2.7 送信を予約する .2-35 

2.8 相手側の状態を確認しながら送信する（手動送信） .2-37 

2.9 送信を中止する .2-38 

2.10送信予約ジョブを確認する .2-41 

2.11通信結果を確認する .2-42 

2.12 時刻を指定して通信する（タイマー通信） .2-45 

2.13海外に送る（海外通信モード） .2-47 

2.14発信元1青幸 g について .2-49 


















2.1 操作のながれ 


ファクスを送るときの操作のながれを説明します。 



-作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
/ J 、 し末9 〇 


❷ 


[読込設定]を押し、機能を設定し、 [ OK ] を押しま 


す0 



〇お買い上げ時は、読込設定の機能は次のように設定 
されています。 

[原稿画質]:文字 
[濃度]:ふつう 
[片面/両面]:片面 
[解像度]:精細 



\ 


ここでは、片面の原稿を基 
本的な操作で送信する方法 
を説明します。本機には、 
さらに便利にファクス送信 
をするためのいろいろな機 
能が用意されています。詳 
しくは「第7章便利な送 


信」をごらんくださし、。 



• 読込設定画面の原稿設定 
については、 p . 2-12 をご 
らんください。 

• 応用設定画面の詳細につ 
いては、 p . 7-2 をごらん 
ください。 
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2.1 操作のながれ 


0 


[通信設定]を押し、機能を設定し、 [0 K ] を押しま 


す0 



0 


相手のファクス番号を指定します。 


〇相手先の指定には、次の方法があります。 

•テンキー 
• プログラム 
•グループ 
• 短縮/アドレス 
•ダイレクト入力 

〇相手の電話番号をプログラムや短縮/アドレスに登 
録しておくと、簡単に相手のファクス番号を指定す 
ることができます。 

入力したファクス番号が、サブエリアの同報送信先リ 

ストに表示されます。 


圖 


通信設定画面の詳細につい 
ては、「第7章便利な送信」 
をごらんください。 


詳 Qi 


‘説明します 


• 選択した宛先をキャンセ 
ルするには、キャンセル 
したい宛先をもう一度選 
択します。 

•【リセット】 を押すと、入 
力した番号がすべて削除 
されます。 

• 設定 メニューの[セキュ 
リティ設定]にある[手 
動宛先入力]を禁止にす 
ると、[ダイレクト入力] 
が表示されません[手動 
宛先入力]の設定につい 
ては、管理者にお問い合 
わせください。 

國 

短縮/アドレスの短縮宛先 
やプログラムのプログラム 
宛先の登録については、そ 
れぞれ p .10-3, p .10-20 を 
ごらんください。 


送信する 










































































2.1 操作のながれ 


0 


原稿をセツトします。 





原稿セツトについては、 
p . 2-6 をごらんくださし、。 
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送信する 










































2.1 操作のながれ 


0 


操作パネルの【スタート】を押します。 


原稿の読み込みが始まり、送信されます。 

〇送信結果レポート画面を表示するように設定してい 
るときは、次の画面が表示されます。[はい]を押 
すと、送信結果レポートがプリントされます。 



詳説明します 

A 

• 宛先確認表示機能が設定 
されている場合は、宛先 
確認一覧画面が表示され 
るので、宛先が正しいこ 
とを確認して[送信]を 
押します。詳しくは、 
p. 7-49 をごらんくださ 
い0 

• 送信を中止する場合は、 
【ストップ】を押します。 

• 送信できない場合は、 
p. 5-2 をごらんくださし、。 

• 送信できなかった場合は、 
送信結果レポートが出力 
されます。詳しくは 
p.11-59 をごらんくださ 
し、。（送信結果レポートを 
プリントするように設定 
してしヽる場合） 

• 送信結果レポートについ 
ては、 p.12-9 をごらんく 
ださい。 



送信する 
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2.2 原稿をセツトする 


本機では、 ADF と原稿ガラスに原稿をセツトできます。 ADF に 
原稿をセットすると、自動的に ADF から読み込まれます。 


■ ADF に原稿をセツトする 


ADF を使用すると、複数枚の原稿を自動的に読み込むことがで 
きます。また、両面原稿を送信することもできます。 


❶ 

0 


ADF を閉じます。 

1ページ目から順に原稿を揃えます。 


0 


送信する面を上にして ADF に原稿を置きます。 



0 


原稿ガイド板を原稿に沿わせます。 





明します 


正しく送信元情報を記録す 
るためには、原稿の先端を 
ADF に挿入します。 


\ 


混載原稿の場合、原稿ガイ 
ド板を原稿の最大幅にして、 
原稿を奥側に突き当てます。 
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送信する 









































2.2 原稿をセツトする 


■ 原稿ガラスに原稿をセツトする 


原稿ガラスを使用すると、 ADF にセツトできない原稿（本など 
のように厚みのある原稿や薄い原稿など）を送信することがで 
きます。 


0 

0 


ADF を開きます。 

送信する面を下に向け、左側のスケール板に合わせて 
原稿を左奥側に突き当てます。 


0 



ADF を静かに閉じます。 



送信する 





2.2 原稿をセツトする 


■ 原稿ガラスで複数枚の原稿を送るには 


ADF で送ることのできない複数枚の原稿を、原稿ガラスを使つ 
て送信することができます。 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
/J、 し家9 〇 


0 


宛先を指定します。 


0 


必要に応じて機能を設定します。 


0 


原稿ガラスに原稿をセットし、[読込設定]、[連続読み 


設定]、 [OK] の順に押し、【スタート】を押します。 


0 



原稿ガラスに続きの原稿をセツトし、【スタート】を押 
します。 


0 


〇この操作を送信したい原稿すべてを読み込むまで繰 
り返します。 

読み込んだ原稿がメモリに蓄積されます。 

[読込み終了]を押します。 


原稿読込モードが解除されます。 



[設定変更]を押すと、原稿 
読み込み時の設定（[片面/ 
両面]、[枠消し]、[濃度/ 
下地]、[原稿画質])を変更 
できます。 
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2.2 原稿をセツトする 


❼ 


【スタート】を押します。 
送信が開始されます。 


ボックスファクススキヤンコピー 

ica Enl m\ D: 

■ J セツト 

D 園 

畜❿❿❿ 

割込み 

( m ) 

❿❿ © 

副電源一 
確認 コピー 

B ❿❿❿ 

0^4プ 

謹 ㉚❿㉚ 


B © 
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送信する 











2.2 原稿をセツトする 


■ ADF / 原稿ガラスの両方を使って原稿を送るに 
は 


ADF と原稿ガラスの両方を使って原稿を読み込んだり、大量の 
原稿を何回かに分けて ADF にセットして読み込むことができま 
す0 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示し本1。 


❷ 


宛先を指定します。 


0 


必要に応じて機能を設定します。 


0 


ADF、 または原稿ガラスに原稿をセットし、[読込設 


定]、[連続読み設定]、 [0K] の順に押し、【スタート】 


を押します。 




詳説明します 

A 

• 原稿ガラスと ADF では、 
ADF が優先されます。 

• 原稿セツトについては、 


p . 2-6 をごらんくださし、。 
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2.2 原稿をセツトする 



0 


ADF、 または原稿ガラスに続きの原稿をセットし、【ス 
夕_卜】を押します。 

〇この操作を送信したい原稿すべてを読み込むまで繰 
り返します。 

読み込んだ原稿がメモリに蓄積されます。 


0 


[読込み終了]を押します。 

原稿読込モードが解除されます。 

【スタ _ 卜】を押します。 

送信が開始されます。 


詳説明します 

[設定変更]を押すと、原稿 
読み込み時の設定（[片面/ 
両面]、[枠消し]、[濃度/ 
下地]、[原稿画質])を変更 
できます。 


道 

'□ D ®©® ® 
ft© ❿®❿-❿ 

讎❿ © ❿㉚ 

bi __0 


送信する 
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2.3 送信条件を設定する 


ファクス画面の[読込設定]を押すと、[原稿画質]、[濃度]、 
[片面/両面]、[解像度]が表示され、送信する原稿に合わせて 
送信条件を設定できます。 



ファクス画面の[読込設定]を押します。 


0 


設定したいキーを押します。 
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■ 原稿画質 

原稿の内容に応じて原稿画質を設定します。 



原稿画質には、次の4種類があります。 

お買い上げ時は、[文字]に設定されています。 

• [文字]: 

文字だけの原稿を読込む場合に押します。このモードを 
選択して写真原稿を読込むと、写真の中間色が再現され 
ず、黒くなります。 

• [文字/写真]: 

文字と写真（ハーフトーン）が混ざった原稿を読込む場 
合に押します。1ページ中に文字と写真が混ざっている 
とき、文書の中に文字のページと写真のページが混ざっ 
ているとき、どちらのときもこのモードを選択します。 

• [写真]: 

写真（ハーフトーン）だけの原稿を読込む場合に押しま 
す。 

• [薄文字]: 

鉛筆書きなど、薄く書かれた文字の原稿を読込む場合に 
押します。 


2.3 送信条件を設定する 



送信する 
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2.3 送信条件を設定する 


■ 濃度 

原稿の濃度に応じて濃度を設定します。 



濃度は9段階に設定できます。 

お買い上げ時は[ふつう（自動）]に設定されています。 
• [うすく]: 

うすく読込みたい場合に押します。 

• [ふつう]: 

初期設定に戻す場合に使用します。 

• [こく]: 

こく読込みたい場合に押します。 


■ 片面/両面 

原稿の状態に応じて ADF での読込み方法を設定します。 



読込み方法には、次の3種類があります。 

お買い上げ時は、[片面]に設定されています。 

• [片面]:片面原稿を読込む場合に押します。 

• [両面]:両面原稿を読込む場合に押します。 

• [表紙+両面]:表紙と両面原稿を読込む場合に押します。 
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2.3 送信条件を設定する 


■ 解像度 

原稿を読込む細かさを設定します。 



解像度には、次の4種類があります。 

お買い上げ時には、[精細]に設定されています。 

• [普通]: 

送信時間を短くしたい場合に押します。 

• [精細]: 

通常の原稿を読込む場合に押します。 

• [高精細]: 

小さな文字や図などがある原稿を読込む場合に押します。 
• [超高精細]: 

精細な図面や文字などがある特に細かい原稿を読込む場 
合に押します。 


詳説明します 

飞 

• より精細に読み込むほど、 
送信する情報量が増え、 
通信時間が長くなります。 

• [超高精細]や[高精細] 
を選択した場合、受信側 
にその解像度で受信をす 
る機能がないときは、相 
手側の受信能力に応じた 
解像度で送信されます。 



送信する 
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2.3 送信条件を設定する 


■ 設定状態を確認する 


操作 パネルの 設定内容ボタンを使い、機能の設定状態や宛先を 
確認できます。 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
, j 、 しま"^。 


0 


操作パネルの【設定内容】を押します。 


0 


確認したい設定内容のキーを押します。 



0 


確認したい項目を押し、設定内容を確認します。 

〇確認できる設定は、次の4種類があります。 

• 宛先確認 
宛先を確認できます。 



詳し<1兑明します 

飞 

[詳細]を押して表示される 
画面で、[宛先]を押すと、 
宛先を変更することができ 


ます0 


2-16 


送信する 

























































































2.3 送信条件を設定する 



通信設定画面について詳し 
くは、「読込設定と通信設定 
の画面を表示するには」 

( p . 7-2) をごらんください。 

詳し々説明します 

飞 

次の画面を表示したい場合 
は[次画面—]、前の画面を 
表示したい場合は[—前画 
面]を押します。 


E-Mail 設定 

E-Mail で送信する場合に、ファイル名、タイト 
ル、 From (送信者のメールアドレス）、本文を確 
認したり、入力できます。 



詳説明します 


何も設定しなければ From 
には、設定メニューで設定 
された「管理者登録」の 
メールアドレスが入ります。 

圈 

• 「管理者登録」について詳 
しくは、 ユーザーズ ガイ 
ド（コピー機能編）をご 
らんください。 

• 本文、タイトルの初期設 
定値について詳しくは、 
p . 10-32、 p .10-40 をごら 
んください。 


読込設定確認 

読込設定の確認ができます。画面上の各設定を押 
すと、対応する読込設定画面が表示され、設定を 
変更できます。 



読込設定確認 [1 /2 丨〖♦前画面 t 次画面 


t 原稿画賀 

1 持 

&”ツツツツツツツ•ツリ^ 

1 . 邊度 (: 

1 gg ] 

1__1 

( 片面/両面 1 

i .............. ^ .......... I 

r 解像度…一……..ミ 

I ■田 

ソ ノツ ^” m m m 

フマイル形式 

TIFF 

riiiisi ::::: ：| 

: . 3 

r 発信元設定 



1 0N 




國 

読込設定画面について詳し 
くは、「読込設定と通信設定 
の機能一覧」 （ p . 7-4) をご 
らんください。 


詳説明します 


次の画面を表示したい場合 
は[次画面—]、前の画面を 
表示したい場合は[—前画 
面]を押します。 




通信設定確認 [ i /21 1; ♦前画面_画面+1 [ | 


パスフ-卩送信 


タイマ-通信 


ポ-リンラ受信 


ボ-リンラ送信 


F □-ド送信 


押面 
を画 
定定 
設設 
各線 
の回 
上よ D 
面 fc[ す 
画まま 
〇面き 
す画で 
ま定更 
き設変 
で信を 

が通定 

認る設 

認確す、 

確の応れ 

定定対さ 
設設、示 
信信と表 

通通すが 


送信する 
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2.3 送信条件を設定する 


0 


確認が終了したら、[閉じる]を2回押します。 


ファクス画面に戻ります。 


詳説明します 

A 

読込設定、通信設定を変更 
した場合は、読込設定画面、 
通信設定画面へ移動します。 
設定内容画面には戻りませ 
ん〇 
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2.3 送信条件を設定する 


■ 宛先確認画面から短縮宛先を登録するには 


宛先確認画面で表示される送信先を[短縮/アドレス帳]に登 
録することができます。 


0 

0 

0 


操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 

操作パネルの【設定内容】を押します。 

[宛先確認]を押します。 



[詳細]を押します。 


0 


[短縮/アドレス帳登録]を押します。 



詳し々説明します 

飞 

• 送信先がすでに登録済み 
の場合は、[短縮/アドレ 
ス帳登録]は表示されま 
せん。 

• ボックスを宛先にした場 
合は、[通知先指定]が表 
示されます。[通知先指 
定]に メールア ドレスを 
入力しておくと、ジョブ 
終了後に、ジョブ終了を 
知らせる E - Mail を送信さ 
せることができます。 


送信する 
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2.3 送信条件を設定する 


[検索文字]を押し、検索文字を設定して、[〇 K ] を押 
します。 


[登録名]を押して登録名を入力し、[〇 K ] を押しま 

to 


登録内容に問題がなければ、[はい]を押します。 

[閉じる]を3回押して、ファクス画面に戻ります。 
選択した送信先が[短縮宛先]に登録されます。 


詳し il 兑明します 

飞 

登録を中止する場合は、[い 
いえ]を押します。 



0 
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2.4 宛先を指定する 



0 


入力したファクス番号が、サブエリアの同報宛先リス 
卜に表示されます。 

【スタート】を押します。 

送信が開始されます。 



■宛先を1か所だけ指定する 

宛先を1か所だけ指定する方法には、次の方法があります。 
• テンキーを使う 
• プログラムを使う 
• 短縮/アドレスを使う 
籲ダイレクト入力を使う 



丨テンキーを使う 


0 


相手のファクス番号をテンキーで入力します。 


詳説明します 

• 38桁まで入力することが 
できます。 

• 誤って入力した場合は、 
ファクス画面の[削除] 

を押して訂正します。 

• 【クリア】を押すと、入力 
した番号がすべて削除さ 
れます。 


'□ D ®© ❿ @ 
ft©©® ❿-❿ 

fi ❿❿❿㉚ 

fail 


□t-lli 

'□^❿®®®) 
ft©©© ㉚ D 

圏©©©® 

bisJl 
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2.4 宛先を指定する 


•プログラムを使う 


プログラムに宛先が登録されている場合は、[プログラム]を押 
すとダイアルできます。 



ファクス画面の[プログラム]を押します。 


❷ 


使用したいプログラムのキーを押します。 

指定したプログラム宛先が、サブエリアの同報送信先 
リストに表示されます。 



0 


【スタート】を押します。 
送信が開始されます。 


詳し々説明します 

飞 

• プログラム宛先に通信機 
能が設定されている場合 
は、自動的に機能が設定 
されます。 

• プログラム宛先を1件指 
定できます。 




明します 


次の画面または前の画面を 
表示したい場合は、金また 
は畢を押します。 



宛先が E-Mail アドレスの場 
合、 E-Mail のタイトル、本 
文、画像のファイル名、送 
信元の From を手動で設定 
できます。詳しくは、 p. 2- 
17をごらんください。 
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2.4 宛先を指定する 


•短縮/アドレスを使う 


短縮宛先が登録されている場合は、登録されている検索文字か 
ら検索してダイアルできます。 


ボックス、 E - Mail を短縮宛先にしている場合、ボックス、 E - 
Mail を宛先にできます。ボックスに保存されたジョブは、あと 
から送信したり、ネット配信したりできます。 



ファクス画面の[短縮/アドレス]を押します。 



0 


検索したい検索文字の検索キーを押します。 



〇 [詳細検索]で検索するには 
1[詳細検索]を押します。 

2 [名称]、[ファクス番号]、または [ E - Mail ] を 
押して、検索したい内容を入力します。 

3 [〇 K ] を押します。 


検索結果が表示されます。 




ボックスに保存されたジョ 
ブの送信については、 p . 7- 
45を、ネット配信について 
は、「ユーザーズガイド 
(ボックス機能編）」をごら 
んください。 


詳し々説明します 

飞 

• [表示切替]を押すと、 
ファクス番号と登録名の 
表示を切替えることがで 
きます。 

• 複数の短縮宛先を指定で 
きます。 

• 検索は先頭一致で行われ 
ます。 


送信する 
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2.4 宛先を指定する 


〇 [LDAP 検索]で検索するには 
1 [LDAP 検索]を押します。 



2 LDAP 認証が必要な場合は認証を行います。 

3 [単検索]または、[複合検索]を押して検索条 
件を入力します。 



4 [〇 K] を押します。 

検索結果が表不されます 0 

送信したい宛先のキーを押します。 

指定した短縮宛先が、サブエリアの同報送信先リスト 
に表示されます。 


i 先件数 om 件 



0 


【スタート】を押します。 


送信が開始されます。 


\ 


LDAP 検索の詳細について 
詳しくは ユーザーズ ガイド 
(ネットワーク/スキヤナ機 
能編）をごらんください。 




明します 


キーの 前に表示されている 
アルファべットは、短縮宛 
先に登録された次の内容を 
します。 

A ダイアル宛先 
B ボックス宛先 
E E-Mail 宛先 



宛先が E-Mail アドレスの場 
合、 E-Mail のタイトル、本 
文、画像のファイル名、送 
信元の From を手動で設定 
できます。詳しくは、 p. 2- 
17をごらんください。 
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2.4 宛先を指定する 


•ダイレクト入力を使う 


ダイレクト入力では、卜ーン■ポーズ’一など、特殊なダイア 
ル記号を入力することもできます。 E-Mail アドレス、ボックス 
保存の宛先を入力することもできます。 

原則 

ボックス保存を使用するには、オプションのハードディスクが必要に 
なります。 



ファクス画面の[ダイレクト入力]を押します。 



宛先#入力されてい赳ん 


| r ウルづ|〇§締/ア f レス p ルクト人力 


宛先件数〇〇〇件 

■una 



0 


必要に応じて卜ーン■ポーズ’一など、特殊なダイア 
ル記号を入力し、相手のファクス番号をテンキーで入 


力します。 




[ トーン] 

ダイアル（パルス）回線を使用している場合に、プッ 
シユトーンを送出するために押します。ファクス情報 
サービスを利用する場合などに使用します。画面には 
[T] が表示されます。 



詳説明します 


• ボックス保存を行うには、 
事前にボックスの登録が 
必要です。 

• 設定 メニューの [セキ ュ 
リティ設定]にある[手 
動宛先入力]を禁止にす 
ると、[ダイレクト入力] 
が表示されません。[手動 
宛先入力]の設定につい 
ては、管理者にお問い合 
わせください。 


_ 


ボックスの登録について詳 
しくは、 ユーザーズ ガイド 
(ボックス機能編）をごらん 
ください。 


詳し々説明します 

飞 

ダイアル（パルス）回線の 
場合、®を使ってプッシュ 
卜ーンに切り換えることが 
できます。 


送信する 
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2.4 宛先を指定する 


0 


[ポーズ] 

ダイアルに間をあけたいときに押します。[ポーズ]1 
回で1秒の間隔を入力することができ、繰り返して入 
力することもできます。画面には [ p ] が表示されま 
す0 


ダイアルするときの区切り記号として入力します。ダ 
イアルには影響がありません。画面には [-] が表示さ 
れます。 


[短縮] 

テンキーで短縮番号（0001〜2000までの2,000種） 

を入力し、短縮宛先で登録した宛先を指定します。 
画面には 「 A 0001: FAX 1」 のように、 A 短縮番号：宛先 
名の形式で表示されます。 


[ E-Mail 送信] 

E - Mail アドレスに画像を送信します。 

カラーでファクス送受信することはできません。力 
ラーで E - Mail を送りたいときは、スキャン機能を使用 
してください。スキャン機能については、「ユーザーズ 
ガイド（ネットワーク/スキヤナ機能編）」をごらんく 
ださい。 


[リダイアル選択] 

以前に送信したことがある相手にファクス送信します。 
[ボックス保存] 

内蔵ハードディスクに画像を保存します。 


【スタート】を押します。 
送信が開始されます。 


詳説明します 

PBX (構内交換機）接続が 
[ ON ] に設定されている場 
合、内線から外線に発信す 
るときは、より確実にダイ 
アルするために、「0」など 
の外線番号のあとに[ポー 
ズ]を押します。画面には 
[ P ] と表示されます。 



宛先が E - Mail アドレスの場 
合、 E - Mail のタイトル、本 
文、画像のファイル名、送 
信元の From を手動で設定 
できます。詳しくは、 p . 2- 
17をごらんください。 



リダイアルについて詳しく 
は「リダイアル選択」 （ p.2- 
29) をごらんください。 
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2.4 宛先を指定する 


■ 複数の宛先を指定する（順次同報送信または 
同報送信） 


一度の操作で複数の宛先に原稿を送信することができます。こ 
の機能を順次同報送信または同報送信と呼びます。 

複数の宛先を指定するには次の方法があります。 

• テンキーを使う 
• グループを使う 
• 短縮/アドレスを使う 
籲ダイレクト入力を使う 


上記の指定方法を組み合わせて指定することもできます。 



「宛先を1か所だけ指定する」 （ p .2-21) を參照して、送 
信したい宛先を必要なだけ指定します。 


0 


〇グループを使う場合 

1. ファクス画面の[グループ]を押します。 

2. グルー プ No . の キーを 押します。 

3. グル_プ内の宛先のキーを押して選択します。 
全てを選択するときは、[全選択]を押します。 

【スタ _ 卜】を押します。 



詳し々説明します 

飞 

最大605件（短縮500件、 
テンキー100件、ダイレク 
卜入力による E - Mail 宛先5 
件）を宛先として指定でき 
ます。 


詳説明します 

A 

テンキーまたはダイレクト 
入力を使う場合、宛先を指 
定して表示される[次宛先] 
を押すと、次の送信先を指 
定することができます。 


詳 説明します 

A 

• [ダイレクト入力]で[グ 
ル _ プ]を押し、グル _ 
プ No . (01 〜99、 00) を 
入力して指定することも 
できます。 

• 上記の方法で指定した場 
合は、グループに登録さ 
れているすべての宛先へ 
送信されます。 


送信する 
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2.4 宛先を指定する 


送信先を確認します。 

送信先を削除する場合は、宛先の一覧から削除したい 
宛先を選択して[削除]を押します。 

確認メッセージ画面が表示されます。 

[はい]を押します。 

[閉じる]を2回押します。 

ファクス画面に戻ります。 


■ 宛先を確認/削除するには 

指定した宛先を確認したり、削除したりすることができます。 

0 


0 


【ファクス】を押してファクス画面を表示して、操作パ 
ネルの[設定内容]を押します。 

[宛先確認]を押します。 





設定 ns 

i 

閉じる M 



；；；；；；；；；；；；；；；；；； 


：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 

；；；；；； 

= '.0 Jiiiiiiiiiiiiiiiiii: 

.^.^.711.™.°-!!^：'.. 

i 読込設定確認 

;;; 

. 

I 通信設定確認 A 

| E-Mail 設定 

j;;; ;;; 



：：：：：： 


詳説明します 

A 

• [詳細]を押すと、詳しい 
情報の画面を表示できま 
す 。 

• 畢または金を押すと前 
後のページが表示されま 
す 0 
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2.4 宛先を指定する 


■ リダイアル選択 


送信したファクスジョブのうち、最新5件から宛先を呼び出す 
ことができます。 



[ダイレクト入力]を押し、[リダイアル選択]を押し 
ます。 



宛先表示部にはダイアル済みの最新のファクス番号が、 
順番に5件まで表示されます。 


0 


表示された宛先からリダイアル先を指定します。 



送信する 
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2.5 原稿読み込み中の動作 


■ 原稿サイズが検知できないときは 


原稿サイズが検知できない場合は、読込みサイズの画面が表示 
されます。原稿サイズを設定してください。 



原稿サイズのキーを押します。 


^ジョブ確誌】 


原稿サィ划検出沒ま) i 



❷ 


[〇 K ] を押します。 


■ メモリオーバーしたときは 

原稿のページ数が多い場合や、原稿の画質が細密なために情報 
量が多い場合はメモリオ_バ_することがあります。 

■ 原稿の自動回転について 

A 4 ( H ) や81/2 x 11( H ) の原稿は送信時に自動的に、 

A 4 ( a ) ゃ81/2父11(3)に回転して送信されます。 



詳しくは、 p . 5-5 をごらん 
ください。 


詳し々説明します 

飞 

自動回転を行いたくない場 
合は、サービス管理店まで 
お問い合わせください。 
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2.6 送信できないときは 


r 


受信側が話中などで送信できないときは、リダイアル機能をつ 
かってもう一度送信することができます。 

本機のリダイアル機能は、オートリダイアル、手動リダイアル 
と再送信機能があります。 

_原則_ 

オートリダイアル、手動リダイアルとも、宛先を変更することはでき 
ません。 

リダイアルを行っても、回線異常などで送信できない場合は、 p .5-2 を 
ごらんください。 


■ リダイアルについて 

同じ宛先にもう一度ダイアルすることをリダイアルと呼びます。 

受信側が話し中などで送信できない場合は、一定時間が経過し 
てから 再度ダイアルされます。リダイアルされるまでの間、送 
信文書はリダイアル待機の予約文書として扱われます。 



送信する 
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2.6 送信できないときは 


■ オートリダイアル機能 

受信側が話中などで送信ができなかった場合は、回線パラメー 
夕設定で設定されているオートリダイアル回数にしたがって自 
動的にォ_トリダイアルされます。 


リダイアル確認画面 


回線異常などで送信できないときは、リダイアルを確認する画 
面が表示されます。 



[〇 K ] を押します。 







送信中はラ-#発生した蛐、送信迮ませんでした 
所定時間経過後、リ別アルし封 


設定時間経過後、リダイアルが開始されます。 

リダイアルしても、なお送信できない場合は、ジョブ 
が正常終了しなかった事を確認する画面が表示されま 
す0 


0 


[〇 K ] を押します。 



送信に失敗したジョブを削除するには、[ジョブ確認] 
を押して該当するジョブを削除します。 


オートリダイアル回数はお 
買い上げ時は、3分おきに 


3回リダイアルするように 


設定されています。オート 
リダイアル回数の設定につ 
いては、 p .11-28 をごらん 
ください。 
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2.6 送信できないときは 


■ 手動リダイアル 

リダイアル待ちの文書を、手動でリダイアルします。 

0 

0 


[ジョブ確認]を押します。 
[ファクス送信]タブを押します。 


0 


状態が[リダイアル待ち]の文書を選択し、[リダイア 
ル]を押します。 



0 


リダイアル画面が表示されるので、[実行]を押して、 
選択文書のリダイアルを実行します。 



送信する 
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2.6 送信できないときは 


■ 再送信 


回線パラメ ータ設定で設定されているオートリダイアル回数を 
すぎても、送信できない場合、再送信ボックスにジョブが保存 
されます。再送信ボックスのジョブは手動でリダイアルを行う 
ことができます。 


❶ 

0 


操作パネルの【ボックス】を押します。 


[システムボックス]タブを押します。 


0 


[再送信ボックス]を押します。 



I 削1 [^1 网 

W H mW H WW H W# 111111 .HI* し _ 声 


■ 

! 掲示板 " I ! 

ホ-リンク送信丨 

if 槠密文書 

11 

! ホ y ウス ；! 

iii ； ボっクス i 

1ボックス 




園" i 

!強制メモリ受信 

:ファイリンクナンパ-| 

再迗信 

■ 

： ボックス I 

iii ： ボックス 

まックス 



0 


再送信したいジョブを選択して、[ファクス送信]を押 
します。 



味ュ; C4 を選択 U 動作指定をしバ牯い 



0 


宛先を確認し、【スタート】を押します。 


ジョブが再送信されます。 


明します 

再送信は設定メニューの機 
能設定で[再送信設定]を 
ON に設定しておく必要が 
あります。再送信設定につ 
いては、 p .11-47 をごらん 
ください。 



詳％月します 


• 再送信をした場合は、宛 
先確認表示を〇 N にして 


いても確認画面は表示さ 
れません。 

• 再送信後に、自動的に再 
送信ボックスからジョブ 
が削除されます。 



明します 


宛先を変更することもでき 
ます。 
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2.7 送信を予約する 


通信中やプリント中に、次の送信を予約することができます。 
この機能を送信予約と呼びます。 

原則 

送信予約に[オフフック]を使用することはできません。 


❶ 

0 


操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示し本刀。 

[次ジョブ予約]を押します。 



詳説明します 

• 送信中画面表示がされな 
い設定になっている場合 
は、[次ジョブ予約]は表 
示されません。 

送信中画面表示について 
は、 p .11-16 をごらんく 
ださい。 



原稿セツトについては、 
p . 2-6 をごらんくださし、。 


詳 bi 説明します 

送信予約を解除したい場合 
は、ジョブリストを表示し、 
[実行中リスト]で[削除] 
を押してください。 
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2.7 送信を予約する 


必要に応じて機能を設定します。 

宛先を指定します。 

【スタート】を押します。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、応用機 
能画面の機能設定について 
は p . 7-4 をごらんください。 
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2.8 相手側の状態を確認しながら送信する（手動送信) 


相手側の状態を確認しながら送信する場合の操作です。これを 
手動送信といいます。 


0 

0 

0 


操作パネルの【ファクス】を押しファクス画面を表示 
します。 


原稿をセツトします。 


[オフフック]を押します。 


0 


〇 [受信]が選択されている場合は、[送信]を押し、 
送信モートにしま1。 

必要に応じて読込設定の機能を設定します。 


0 


テンキー、[プログラム]または[短縮/アドレス]で 


宛先を指定します。 


0 


「ポーポー」というくり返し音が聞こえたら、オフフッ 


ク画面の[実行]を押します。 


送信が開始されます。 

〇操作パネルの【スタート】を押した場合は、オフ 
フックスタート確認画面が表示されます。[はい] 
を押すと送信が開始されます。 



原稿セツトについては、 
p . 2-6 をごらんくださし、。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、応用機 
能画面の機能設定について 
は p . 7-4 をごらんくださし、。 


詳説明します 

A 

• 60桁まで入力できます。 

• [オンフック]を押すと、 
ファクス画面に戻ります。 
• 外部電話を接続している 
場合は、外部電話の受話 
器を上げて送信すること 
もできます。 


詳し々説明します 

飞 

• 外部電話からもダイアル 
できます。 

• 外部電話の場合は、外部 
電話の受話器を戻します。 


送信する 
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2.9 送信を中止する 


本機の状態が通信中か予約中かで、送信を中止する操作が異な 
ります。 

本機では、蓄積されている送信指示や画像を予約 JOB (ジョ 
ブ）と呼びます。ジョブリスト画面には、通信の予約ジョブと 
動作中のジョブが同時に表示されます。 


■ 通信中に中止する 

通信中の場合は、次の操作で送信を中止できます。 

0 


0 

0 

0 


[ジョブ確認]を押します。 

[ファクス送信]タブを押します。 

[実行中リスト]の[動作中ジョブ]が選択されている 
ことを確認します。 

中止したいジョブを選択して、[削除]を押します。 

[はい]を押します。 


L ys7m +++ 

(ff 

;;; No . ;; 登舒元;;状態 ：； 

iiii 

I 8| fax-tx 

九 :4 中 li 

fi 

| 10 | Report 

ブリ :4 中 


園圍園 illiillliilililililiillillll 

::: 



ih 


こ®ジョ为削除 U よろし!^すか？ 


削除ジョブ数： 


No . 

10 

登録時間 

2004/10/31 15:22 

登録元 

FAX-TX 

阽ュメント名! 

inlO 4103115220 


[ 功.' * C i .' i .、 ズ j 


sM 


0 


ジョブが削除されます。 
[終了]を押します。 


ファクス画面に戻ります。 
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2.9 送信を中止する 


I No . 


_ r 應歴リスト § 

送信種別状態 宛先 


登舒時間匣稿 



ジョ7確認 


w 卜 115 信受信バ呆存 I: :; [ 一..終ェ — j 



履歴リスト 

no . 送信種別 ； \m \宛先 


3 ]ファクス ] 送信待ち ]□□□- 0000-0000 


■ 予約ジョブを取り消す 

予約ジョブを削除することで送信を取り消すことができます。 

0 


0 

0 

0 

0 


[ジョブ確認]を押します。 

[ファクス送信]タブを押します。 

[実行中リスト]を押します。 

[タイマージョブ]を押します。 

中止したいジョブを選択して、[削除]を押します。 
1回線の場合 



2回線の場合 


詳説明します 

A 

次の画面または前の画面を 
表示したい場合は、♦また 
は金を押します。 


詳し々説明します 

飞 

2回線使用時は、[ファクス 
送信]の実行中リストで回 
線別にリスト表示ができま 
す。 

回線1の実行中リストを表 
示したい場合は、 [ L 1] を、 
回線2の実行中リストを表 
示したい場合は、 [ L 2] を 
押します。 




タイマ-ジョブ 


行中リスト 



33 


98 
22 
7 •• 


送 


"^1 
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2.9 送信を中止する 


0 


[はい]を押します。 



ジョブが削除されます。 

[終了]を押します。 
ファクス画面に戻ります。 
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2.10 送信予約ジョブを確認する 


メモリに蓄積されている送信予約状態を、画面に表示される 
ジョブリストで確認することができます。 


0 

0 

0 

0 


[ジョブ確認]を押します。 


[ファクス送信]タブを押します。 

[実行中リスト]を押します。 


[タイマージョブ]または[動作中ジョブ]を押しま 


0 


す0 


確認が終了したら、[終了]を押します。 
ファクス画面に戻ります。 


詳説明します 

•2 回線使用時は、[ファク 
ス送信]の実行中リスト 
で回線別にリスト表示が 
できます。回線1の実行 
中リストを表示したい場 
合は、 [ L 1] を、回線2 
の実行中リストを表示し 
たい場合は、 [ L 2] を押し 
ます。 

• 次の画面または前の画面 
を表示したい場合は、 

畢または金を押します。 

• ジョブを選択して[設定 
内容]または[詳細]を 
押すとジョブの詳しい内 
容を確認できます。 


送信する 
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Ti 履歴りスト J [ 蓄積:';ヨブ」 | 


I No. i 登録元 i 状態 ]卩キュメント名 I登録時間 






现 @HH し履歷リスト ] 

：No. !送信種別:状態 :宛先 


ysyWa ^ ::: [スーナ信]つ T クフ信1受信/保存 | [ nlN ,^；„,{ . I 


¥確ぼ ；;;;;;;::『■—兩卜 — T 成保器 I [ ……….畦 I ………. 1 


[ジョブ確認]を押すと、通信結果を確認することができます。 
[ジョブ確認]を押します。 


0 

0 


[プリント]タブ、[ファクス送信]タブまたは[受信/ 
保存]タブを押します。 


0 


[履歴リスト]を押します。 
1回線の場合 


2回線の場合 


明します 

2回線使用時は、[ファクス 
送信]の実行中リストで回 
線別にリスト表示ができま 
す。 

回線1の実行中リストを表 
示したい場合は、 [ L 1] を、 
回線2の実行中リストを表 
示したい場合は、 [ L 2] を 
押します。 



2.11 通信結果を確認する 


実行中リスト 


実行中リスト 
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2.11 通信結果を確認する 


FRheinl 041108 


04ノ11ノ08 


正常終了 


CRheinl 041108 


04パレ08 


正常終了 


SRheinl 041108 


04/11/08 


正常終了 


FRheinl 041108 


04/11/08 


正常終了 



ドキュメント名 


ラリ：ノト (|ス私ナ送信 j ファクス送信丨 

:郝ョラ]ボクス:'.;ョラ] 

時間原稿実行^果 


通信リスト』 


L 14|FAX-TX I FRheinl 0411081 し 正常終了 |： ：： ：： ： I 辦田 J 


y リン t ] スキけ迗信信メ 



i [実行中リスト i 
No. 造信種別宛先 


登舒時間原稿]実行結果 


23| E-Mail 

□00001 

|04 ノ 11 ノ 11丨 1 

| 16=59 1 

正常終了 

| 22| ファりス 

000000 

|04 ノ 11 ノ 11| i 

I 15:02丨 1 

卜白去 

I 21| E-Mail 

000001 

I 04/11/111 4 

13:51| * 

正常 , T : 了 

22| ファクス 

0000000 

丨 04/11 ノ 031 . 

| 20:33丨 1 

I ろ-..白去 

|| 21 1ファクス 

0896 

丨 04 ノ 11 ノ 09 丨 4 

| 20:22丨 1 

I ラ-白去 


0 


通信結果を確認します。 



-ファクス送信 
〇送信種別 

〇宛先 

〇登録時間 
〇原稿 
〇実行結果 


:ファクス、 E - Mail 、 ボックスの種別 
が表示されます。 

:相手のファクス番号、 E - Mail アドレ 
ス、ボックス名が表示されます。 

:送信を指示した日時が表示されます。 
:送信した枚数が表示されます。 

:正常終了、ユ _ ザ消去、エラー消去、 
解除（ステープル、パンチ等）、ジヨ 
ブ中断のいずれかが表示されます。 


-受信/保存 

〇登録元 ： ユーザ 認証中は [ユーザ 名]、部門 

管理中は[部門名]が表示されま 
す。それ以外の場合は、 COPY 、 
PRINT 、 FAX - RX 等の登録元が表示 
されます。 

〇ドキュメント名：受信または保存した文書名が表示 
されます。 

:受信した日時が表示されます。 


〇登録時間 
〇原稿 
〇実行結果 


受信した枚数が表示されます。 
正常終了、 ユーザ 消去、 エラー 消 
去、解除（ステープル、パンチ 
等）、分割プリント、登録完了、登 


詳説明します 

A 

• [通信リスト]を押すと、 
ファクス送信レポート、 
ファクス受信レポートの 
形式で通信結果を確認で 
きます。このとき通信管 
理レポート、送信管理レ 
ポート、受信管理レポー 
卜をプリントできます。 

• [詳細]を押すと、ジョブ 
の詳細情報を確認できま 
す 。 

•2 回線使用時は、[受信/ 
保存]の実行中リストで 
回線別にリスト表示がで 
きます。回線1の実行中 
リストを表示したい場合 
は、 [ L 1] を、回線2の 
実行中リストを表示した 
い場合は、 [ L 2] を押しま 
す。 

• 同報送信の場合は、宛先 
に [-( 同報）]と表示され 
ます。これを選択して 
[詳細]を押すと、ジョブ 
の詳細情報を確認できま 
す 0 


履歴 1 


受信/保存 


I MM ' J 7 S 


00 



:] 

行 — .;| 




| .... 

"M 

mr ^ 




L 


iffl J 


00 
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2.11 通信結果を確認する 


0 


録失敗、ジョブ中断のいずれかが 
表示されます。 

確認が終了したら、[終了]を押します。 

ジョブ確認前の画面に戻ります。 
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2.12時刻を指定して通信する（タイマー通信) 


0 


送信する ■ 2-45 


[タイマー通信のスペック] 

指定できる時刻は24時間までです。日付の指定はできません。 

時、分単位で指定します。 

通常の送信20件、ポーリング受信1件のあわせて21件のタイマー通 
信を指定することができます。 

[タイマー通信と併用できない機能] 

原稿枚数、ポーリング送信、掲示板 


タイマー通信とは、通信の時刻を指定する機能です。 

深夜や早朝などの電話料金割引時間を利用して通信すると経済 
的です。 


原則 



詳し々説明します 

飞 

• 通信開始時刻は、24時間 
方式で2桁入力します。 
例： 

通信開始時刻を午後9時 
7分に設定する場合は、 
「21」と「07」を入力し 
ます。 

• タイマー通信の設定を解 
除する場合は、[機能 
OFF ] を押します。 


操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示します。 


[通信設定]を押します。 

[タイマー通信]を押します。 



:::::::: I ： 位 y - F . 送信 

J ：：： ::: t 回線設定 J 

mi ini mi ini mi ini mi ini mi ini mi ini mi in in in 

J 丨ホ- 1 j : づ e 信 

J ： : 

| F]-h 艺信 


1 芏缺能 OFF || | 

WM 1 1[ ov | 


テンキーで通信開始時刻を入力します。 


[ OK ] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 



量33% 


04^11^11 i テンキ時刻を入力してください 

17：53 i 

















































































































































2.12 時刻を指定して通信する（タイマー通信) 


0 

❼ 


0 

0 



[〇 K ] を押します。 

タイマー通信が設定され、ファクス画面に戻ります。 
必要に応じて、その他の機能を設定します。 


宛先を指定します。 


原稿をセツトします。 

【スタート】を押します。 

読み込んだ文書は、予約文書としてメモリに蓄積され、 
指定された時刻に送信が開始されます。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、応用機 
能画面の機能設定について 
は P . 7-4 をごらんください。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 


詳説明します 

A 

• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 
い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらんください。 
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2.13海外に送る（海外通信モード) 


[宛先確認送信]を行う場合は[する]を押します。 

[0K] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示します。 

[通信設定]を押します。 

[回線設定]を押します。 


詳説明します 

A 

• 設定を解除するときは、 
もう一度[海外通信モー 
ド]を押します。 

• 画面は、2回線使用時の 
画面です。 


詳し々説明します 

飞 

[宛先確認送信]を[する] 
に設定すると、誤送信を防 
止することができます。 
p . 7-47 をごらんください。 
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海外通信モードとは、通信状態の悪いところへ通信する場合に 
情報を送る速さ（伝送速度）をゆっくりとしたスピードに設定 
して送信する機能です。 

ここでは、海外通信する手順を説明します。 


原則 


[海外通信モードと併用できない機能] 
ポーリング送信、ポーリング受信、掲示板 


詳説明します 

使用している回線の種類、 
契約内容、ダイアル方法な 
どについては、ご使用にな 
る電話会社 （ KDDI 等）に 
直接お問い合わせくださし、。 
海外通信モードは「国番号」 
などを電話番号と一緒にプ 
ログラム宛先や短縮宛先に 
登録することができます。 
p . 10-20、 p .10-3 をごらん 
ください。 






























































































































































2.13 海外に送る（海外通信モード) 


❼ 

0 


0 


❿ 


(P 


[〇 K] を押します。 

海外通信モードが設定され、ファクス画面に戻ります。 
必要に応じて、その他の機能を設定します。 


原稿をセットします。 


国際電話サービス番号に続いて相手の国番号、地域番 
号、相手のファクス番号をダイアルします。 


送信が開始されます。 


ボックスファクススキヤンコピー 

ca Bl B ： 

s ❿❿❿ f 

〇 ❿ H 
隱 - 000 
S © 

■ J セツト 

割込み 

副電源一 
確認コピー 

Be 

P 

卜 。 

ボックスファクススキヤンコピー 

GEl Bl B ： 

ra ❿❿❿ f 
❿©® 
〇 ❿ ㉚® 

藝 ©㉚㉚ 
S © 

■ J セツト 

割込み 

( m ) 

副電源一 
確認コピー 

具 1 プ 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、応用機 
能画面の機能設定について 
は P . 7-4 をごらんください。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 


電話会社により、国際電話 
サービス番号は異なります。 
国際電話サービス番号は、 
電話会社に直接お問い合わ 
せください。 



海外通信のダイアル操作を 
短縮宛先に登録することが 
できます。登録方法は 
p .10-3 をごらんください。 




明します 


• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 


い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらんください。 
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2.14 発信元情報について 


送信した原稿は、受信側で次のように記録されます。 

■ 発信元情報が[原稿内]に設定されていると 
ぎ 



■ 発信元情報が[原稿外]に設定されていると 
ぎ 


From : MFP01 To: 123456789 2006/05/25 13:22 #138 P. 0017001 


• FAX 送信のご案内 



■ 発信元情報が [ OFF ] に設定されているとき 


• FAX 送信のご案内# 



発信元情報は、設定メ 
ニューの[管理者設定] >[ 
ファクス設定]>[発信元/ 
ファクス ID 登録]で設定し 
ます。複数の発信元名を登 
録することもできます。 
p .11-24 をごらんくださし、。 


詳説明します 

A 

設定については、 p .11-26 
をごらんください。 
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2.14 発信元情報について 


■ 相手先印字について 

発信元情報に宛先を印字するかどうかを設定できます。 

• [相手先印字]が〇 N の場合は、発信元名と宛先が印字さ 
れます。 

• [相手先印字]が〇 FF の場合は、発信元とファクス ID が印 
字されます。 

■ 相手先印字が [ ON ] に設定されているとき 


From : MFP01 To: 123456789 2006/05/25 13:22 #138 P.001/001 


• FAX 送信のご案内籲 


■ 相手先印字が [ OFF ] に設定されているとき 


From : MFP01 987654321 2006/0525 13:22 #138 P.001/001 


• FAX 送信のご案内 



明します 

相手先印字の設定について 
は、 p .11-26 をごらんくだ 
さい0 
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第 3 章 

受信する 


ファクス受信の操作について説明します。 

3.1 いろいろな受信モード .3-2 

3.2 自動受信（ファクス専用モード） .3-4 

3.3 自動受信 ( TEL/FAX 自動切換えモード） .3-5 

3.4 留守番電話を接続するときは .3-6 

3.5 手動受信（電話専用モード） .3-7 

3.6 受信できないとき .3-8 

3.7 メモリ代行受信とは .3-9 

3.8 受信時の記録について .3-11 

3.9 受信1青幸 g について .3-17 













3.1 いろいろな受信モード 


本機には、次の受信モードが用意されています。電話回線をお 
使いの状況に合わせて設定してください。 


■ 自動受信（ファクス専用モード） 

電話回線をファクス専用で使う場合はこのモードに設定します。 


着信 



自動的に受信を開始 


受信文書 



■ 自動受信 （ TEL/FAX 自動切換えモード） 

外部電話（留守番電話など）を接続している場合で、ファクス 
優先で使う場合はこのモードに設定しておくと便利です。 


着信 

Q 


相手がファクス 


相手がファクスか 
電話かを自動検知 



自動的に 

受信を開始 



相手が電話- 

-外部電話の呼び出し 
音が鳴る 

-相手ではメ ツセー ジ 
「電話の方は…」が 
聞こえる 


、パ 〆 

~ I ~ irnrn 



□ □口 

〇 

□□□ 


□□□ 


□□□ 


□□□ 


受話器を 

上げて会話 



■ 留守番電話が接続しているとき 

外部電話として留守番電話を接続することができます。留守番 
電話を接続する場合は、設定メニューの[回線パラメータ設定] 
で、[留守電接続設定]を [ ON ] に設定します。 



詳しくは p . 3-4 をごらんく 
ださい。 



詳しくは p . 3-5 をごらんく 
ださい。 



詳しくは p . 3-6 をごらんく 
ださい。 
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3.1 いろいろな受信モード 


■ 手動受信（電話専用モード） 

外部電話（留守番電話など）を接続している場合で、電話がか 
かってくる機会が多いときは、 このモー ドに設定しておくと便 
利です。 


着信 



外部電話の呼び出し音が 
鳴りつづける 


A ル 


✓ —> 

□ □口 

〇 

□□□ 


□□□ 


□□□ 

し 

□□□ 



-受話器を上げて会話 
-相手がファクスのと 
きは リモート 受信番 
号を指定すると受信 


開始 



詳しくは p . 3-7 をごらんく 
ださい。 


受信する 








3.2 自動受信（ファクス専用モード) 


電話回線をファクス専用で使う場合はこのモードに設定します。 
設定されている回数分のリング信号を検知すると、自動的に受 
信が開始されます。受信中は、画面のメッセージ表示部に[受 
信中です]と表示されます。 


このモードは、設定メニューの[回線パラメー タ設定]で、[受 
信方式]が[自動受信]に設定されている場合にはたらきます。 


着信 


自動的に受信を開始 


受信文書 



[受信中画面表示]が 
[ OFF ] の場合は表示されま 


せん。 



• 設定方法については 
p .11-28 をごらんくださ 
い0 

• リング信号の着信回数に 
ついては p .11-28 をごら 
んください。 
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3.3 自動受信 （ TEL / FAX 自動切換えモード) 


外部電話（留守番電話など）を接続している場合で、ファクス 
優先で使う場合はこのモードに設定しておくと便利です。着信 
後、相手側がファクスか電話かを自動的に検知し、送信側に対 
して音声メ ツセー ジを流します。 

この モードは、設定 メニューの [回線 パラメータ 設定]で、 
[ TEL / FAX 自動切換え]が [ ON ] に設定されている場合にはた 
らきます。 


■ 相手がファクスのとき 

受信が開始されます。送信側には音声メッセージが聞こえてい 
ます。 


■ 相手が電話のとき 

外部電話から呼び出し音が鳴ります。呼び出し音が鳴っている 
間に外部電話の受話器をとると通話できます。送信側では音声 
メツセージが聞こえています。 


着信 



相手がフアクスなら受信を開始 


♦ 音声メッセージ1(約6秒間） 

「電話の方はしばらくお待ちください。ファクスの方はス 
タートボタンを押してください。」 

♦ 音声メッセージ2 (約4秒間） 

「ただいま近くにおりません。ファクスに切り替えます。」 


詳説明します 

A 

• 留守番電話を接続すると 
きは、設定メニューの 
「回線 パラメー タ設定」 

で、[留守電接続設定]を 
[ ON ] に設定してくださ 
し、。詳しくは、 p .11-28 
をごらんください。 

• 相手がファクスのときは 
外部電話の受話器を上げ 
たときに、「ピー」という 
音が聞こえたり、無音の 
ときは、相手はファクス 
です。リモート受信番号 
を指定すると受信できま 
す 。 

圈 

• 設定方法については、 
p .11-28 をごらんくださ 
い0 

• 着信してから受信を開始 
するまでの擬似リング 
バックトーンの回数につ 
いては、 p .11-28 をごら 
んください。 

• リモート受信については、 
p . 8-2 をごらんくださし、。 


受信する 


















3.4 留守番電話を接続するときは 


外部電話として留守番電話を接続することができます。留守番 
電話を接続する場合は、設定メニューの[回線パラメータ設定] 
で、[留守電接続設定]を [ ON ] に設定します。 


■ 相手がファクスのとき 

留守番電話から本機に自動的に切り換わり、受信が開始されま 
す0 


■ 相手が電話のとき 

送信側に対して留守番電話のメッセージが流れます。 



着信 

Q 


留守番電話の 
メッセージが流れる 


留守番電話が応答しない場 
合（留守番設定がされてい 
ない場合など）は、20秒後 
に受信が開始されます。 


_ 


設定方法については、 P .11- 
28をごらんください。 


相手がファクスか電話かを検知し_ 

相手がファクスなら受信を開始 受信開始 
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3.5 手動受信（電話専用モード) 


外部電話（留守番電話など）を接続している場合で、電話がか 
かってくる機会が多いときは、 このモー ドを設定しておくと便 
利です。 


この モードは、設定 メニューの [回線 パラメー タ設定]で、[受 
信方式]が[手動受信]に設定されている場合にはたらきます。 


着信 



外部電話の呼び出し音が 
鳴りつづける 


A ル 


✓ —> 

□ □口 

〇 

□□□ 


□□□ 


□□□ 

し 

□□□ 



-受話器を上げて会話 

-相手がファクスのと 
きはリモート受信番 
号を指定すると受信 
開始 514 

* 設定メニューの[機能設定]で[リモート受信設定]が〇 N で 
リモート受信番号が設定されているときに有効です。 

手動で受信するときは、次の手順で操作します。 


■ 本機で操作するとき 



外部電話のベルが鳴ったらファクス画面の[オフフッ 
ク]を押します。 


0 

0 


[受信]が反転表示していることを確認します。 
オフフック画面の[実行]を押します。 


受信が開始されます。 

〇操作パネルの【スタート】を押した場合、オフフッ 
クスタート確認画面で[はい]を押すと受信が開始 
されます。 


■ 外部電話で操作するとき（リモート受信) 

p . 8-2 をごらんください。 



• 設定方法については 
p .11-28 をごらんくださ 
い0 

• 手動受信の操作について 
は p . 3-7 をごらんくださ 
い0 


詳し々説明します 

飞 

ファクス情報サービスから 
受信する場合は、[オンフッ 
ク]を押して、ダイアルし 
た後に【スタート】を押し 
ます。 


詳説明します 

飞 

ADF または、原稿ガラスに 
原稿がセツトされている場 
合は、着信しても[受信] 

は反転表示しません。 
この場合は、[受信]を押し 
て反転表示させてくださし、。 



受信する 
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3.6 受信できないとき 


受信できない場合は、 エラー メッセージが表示されます。 p . 5-3 〇 
を參照して処置をしてください。 エラー メッセージの表示は、 詳〇兑明します 

【ストップ】を押すと消えます。 

• 外部電話のベルが鳴り続 
ける場合は、設定メ 
ニューの 回線 パラメータ 
設定で、[受信方式]が 
[手動受信]に設定されて 
いる場合があります。 
自動的に受信するために 
は[自動受信]に設定し 
ておく必要があります。 
詳しくは、 p .11-28 をご 
らんください。 

• メモリが一杯で受信でき 
ない場合があります。用 
紙トレイに用紙がセット 
されていることを確認し 
てください。 
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3.7 メモリ代行受信とは 


用紙づまりなどで受信した文書をプリントできない場合は、プ 
リントできる状態になるまで受信文書がメモリに蓄積されます。 
この機能をメモリ代行受信といいます。 

• 紙づまりなどのトラブル処置が終了すると、蓄積されて 
いた受信文書のプリントが開始されます。 

籲メモリが一杯で代行受信できない場合があります。 


■ メモリ代行受信したジョブを転送する 


メモリ代行受信したジヨブを別の宛先に転送することができま 
す0 


0 

0 

0 


[ジョブ確認]を押します。 
[受信/保存]タブを押します。 
[転送]を押します。 



0 


リストから転送したいジョブを選択して[宛先]を押 
します。 


ISf 漂謖■し^表示湿す 


幸云送 


O . S 打元 1ナ態 F キュん卜名 S 打 B 寺間原稿 

51123456789 I:ブリントエラ- IF35C- 206031412030 [ oe ノ？，沿]1 ]: : 


宛先 


i I ：中止 jj 


0 


宛先を指定します。 

〇ダイレクト入力で宛先を指定する場合は、[ダイレ 
クト入力]を押します。 


〇宛先表から指定する場合は、[宛先表から選択]を 
押します。 


詳し々説明します 

飞 

画面は、2回線使用時の画 
面です。 


詳説明します 

A 

[宛先表から選択]、[ダイレ 
クト入力]については、 
p . 2-23, p . 2-25 をごらんく 
ださい。 


受信する 








































3.7 メモリ代行受信とは 


0 


[実行]を押します。 
ファクスが送信されます。 
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3.8 受信時の記録について 


受信文書を記録する場合は、受信した文書の用紙サイズと、用 
紙トレイにセツトされている用紙サイズを比較し、設定された 
縮小率で縮小して記録する、用紙におさまるように縮小して記 
録するのいずれかで記録されます。なお、等倍で記録するよう 
に設定している場合は、受信した文書の用紙サイズにかかわら 
ず、等倍で記録されます。 


■ 縮小して記録するとき 

定形サイズの文書を受信した場合は、そのサイズの用紙に設定 
された縮小率で縮小して記録されます。（初期値は96%) 

原稿 受信文書 



■ 用紙におさまるように縮小して記録するとき 

定形サイズより長い文書を受信した場合は、受信文書の幅と長 
さから最適な用紙サイズを決定し、そのサイズの用紙に記録さ 
れます。最適な用紙サイズが用紙トレイにセツトされていない 
場合は、近いサイズの用紙に縮小して記録されます。 

原稿 受信文書 




縮小率については、 p .11- 
31をごらんください。 


受信する 


3-11 






























3.8 受信時の記録について 


最適な用紙サイズの決定と、用紙選択の基準は次のとおりです。 


最適な臓を謙する 

• 受信文書の幅と長さから、最適な用紙サイズを次の原則 
で決定します。 


受信原稿の幅 

受信情報の記録 
位置 

受信文書の長さ 

A 4 幅 

[ OFF ] または 
[原稿内] 

〇〜154 

155〜314 

315〜 

386 

387〜 

[原稿外] 

〇〜146 

147〜306 

307〜 

378 

379〜 

選択される用紙サイズ 

A 5 Q 

A 4 ca 

B 4 ca 

A 3 a 

B 4 幅 

[ OFF ] または 
[原稿内] 

〇〜195 

196〜395 

396〜 



[原稿外] 

〇〜186 

187〜386 

387〜 


選択される用紙サイズ 

B 5 Q 

B 4 L 3 

A 3 L 3 


A 3 幅 

[ OFF ] または 
[原稿内] 

〇〜226 

227〜 




[原稿外] 

〇〜217 

218〜 



選択される用紙サイズ 

A 4 Q 

A 3 L 3 



実際にプリントする用紙を謙する 

• Stepl で決定した最適な用紙サイズが、本機にセットさ 

れているかをチェックします。 

〇最適な用紙がセットされている： 

記録開始 

〇最適な用紙がセットされていない、または該当する用 
紙トレイの自動トレイ切替機能が禁止になっている： 
次に最適な用紙を表の上から順にチェックします。こ 
のとき、設定メニューで[ページ分割記録]が [ ON ] 
に設定されている場合は、ページ分割をして記録する 
ように用紙をチェックします。 


3-12 


受信する 






















3.8 受信時の記録について 


〇 [ページ分割記録]が [ OFF ] のとき： 
上段から順に記録紙が選択されます。 


最適記録用紙 

A 5 Q 

A 4 L 3 

B 5 Q 

B 4 L 3 

A 4 Q 

A 3 □ 

記録紙選択 
順序 

(上段から 

下段） 

A 5 Q 

A 4 □ 

B 5 Q 

B 4 □ 

A 4 Q 

A 3 □ 

A 5 □ 

A 4 Q 

B 5 □ 

A 3 □ 

A 4 □ 

B 4 □ 

A 4 □ 

F 4 □ 

B 4 □ 

A 4 □ 

F 4 □ 

A 4 □ 

A 4 Q 

B 4 □ 

A 4 □ 

A 4 Q 

B 4 □ 

F 4 □ 

B 5 Q 

A 3 □ 

A 4 Q 

F 4 □ 

A 3 □ 


B 5 □ 


F 4 □ 




F 4 □ 


A 3 □ 




B 4 □ 






A 3 □ 







〇 [ページ分割記録]が [ ON ] のとき： 
上段から順に記録紙が選択されます。 


最適記録用紙 

A 5 Q 

A 4 L 3 

B 5 Q 

B 4 L 3 

A 4 Q 

A 3 □ 

記録紙選択 
順序 

(上段から 

下段） 

A 5 Q 

A 4 □ 

B 5 Q 

B 4 □ 

A 4 Q 

A 3 □ 

A 5 □ 

F 4 □ 

B 5 □ 

B 5 Q 

A 4 □ 

A 4 Q 

A 4 □ 

B 4 □ 

B 4 □ 

B 5 □ 

F 4 □ 

A 4 □ 

A 4 Q 

A 3 □ 

A 4 □ 

A 3 □ 

B 4 □ 


B 5 □ 


A 4 Q 

A 4 Q 

A 3 □ 


F 4 □ 


F 4 □ 

A 4 □ 



B 5 Q 


A 3 □ 

F 4 □ 



B 4 □ 






A 3 □ 







* B 5 L 3、 B 5 Q 、 A 4 a 、 A 4 Q の場合にはページを分割して記録され 

ます。 


詳説明します 

A 

•[ページ分割記録]が 
[〇 FF ] のときでも長尺原 
稿または高解像度で受信 
した場合は、ページ分割 
記録される場合がありま 
す 0 


詳説明します 

飞 

• [ページ分割記録]が [ ON ] 
のときでも受信文書の画 
像幅より選択された記録 
紙の幅が短い場合には用 
紙幅に合わせて縮小され 
ます。 


受信する 


3-13 






































3.8 受信時の記録について 


詳説明します 

A 

• 実際にプリントする用紙が、 Stepl で決定した用紙より小さい場合 
は、縮小してプリントされます。 

• ページ分割記録が〇 FF の場合は、実際にプリントする用紙の方向 
と、 Step 1で決定した用紙の方向が一致しない場合は、自動的に90 
度回転してプリントされます。 

• 異なるサイズが混在した文書をプリントする場合は、1ページごとに 
これらの処理が行われます。 

• Step 1 、 Step 2で決定した用紙サイズが、複数の用紙トレイにセッ 
卜されている場合は、自動紙サイズ選択機能で設定された設定に従 
し、、用紙トレイが選択されます。詳しくは「ユーザーズガイド（コ 
ピー機能編）」をごらんください。 

• 必要な用紙サイズが手差しトレイのみにセットされている場合は、 
手差しトレイから給紙してプリントされます。ただし手差しトレイ 
が、自動紙サイズ選択機能/自動トレイ切替機能禁止給紙段に設定さ 
れている場合、手差しトレイは対象外となります。 

•ページ分割を〇 N に設定している場合、設定メニューの[送信/受信 
設定]が次のように設定されているときはページ分割されません。 
•[給紙トレイ固定]が設定されている 
•[縮小率]が[等倍]のとき 

•[記録紙用紙優先選択]が[サイズ固定]または[サイズ優先]のと 
ぎ 

•[受信原稿両面プリント]が [ ON ] のとき 

• プリントできる用紙がセットされていない場合は、用紙をセットす 
るようにメッセージが表示されます。 

•[記録用紙優先選択]が[サイズ優先]に設定されているとき 
最適な用紙サイズとして A 4、 B 4、 A 3 のいずれか1種類が選択さ 
れます。そのサイズがない場合は、通常の用紙選択を行い記録さ 
れます。 

•[記録用紙優先選択]が[サイズ固定]に設定されているとき 
最適な用紙サイズとして A 4、 B 4、 A 3 のいずれか1種類が選択さ 
れます。そのサイズがない場合は、用紙が補給されるまでメッ 
セージが表示されます。 

•[給紙トレイ固定]が[自動]以外に設定されているとき 

[給紙トレイ固定]で設定されている用紙トレイ（手差しトレイを 
除く）の用紙に記録されます。受信文書よりサイズが小さい場合 
は、縮小して記録されます。設定されている用紙トレイに用紙が 
ない場合は、用紙が補給されるまでメッセージが表示されます。 
•[記録用紙優先選択]が[自動]以外に、[給紙トレイ固定]も[自 
動]以外に設定されているとき 
[給紙トレイ固定]の設定が優先されます。 
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3.8 受信時の記録について 


■ 等倍で記録するとき 

設定メニューで[縮小率]が[等倍]に設定されている場合は、 
同じサイズの用紙に等倍で記録されます。同じサイズの用紙が 
セツトされていない場合は、大きいサイズの用紙に記録されま 
す0 


原稿 


受信文書 




• ページ分割をすることは 
できません。 

• A 3 サイズより大きな画像 


は記録できません。 

• 最適なサイズの用紙がな 
い場合は、用紙が補給さ 
れるまでメッセージが表 
示されます。 


受信する 
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3.8 受信時の記録について 


■ 受信時の記録方法 

受信文書の用紙サイズと実際に記録される文書の関係は次のと 
おりです。 


受信した用紙のサイズ 


[縮小率]の設定 


等倍 


—96 〜87% 


[給紙トレイ固定]で 
トレイを指定 






大きめの 
用紙に等倍で 
記録 


同じサイズの 
用紙に縮小して 
記録 


指定されている 
用紙トレイの用紙に 
縮小して記録 


長尺印刷 

f 定形サイズ\ 
\より長めノ 


ページ分割 
記録 


OFF 





A 

B 

C 

D 


大きめの 
用紙に等倍で 
記録 


最適なサイズに 
用紙を縮小して 
記録 


指定されている 
用紙トレイの用紙に 
縮小して記録 


ページ分割 
記録 

ON 


A 

B 

C 

D 


大きめの 
用紙に等倍で 
記録 


| A : 

: B ； 

； C : 

! D ! 

指定されている 
用紙によっては用紙トレイの用紙に 
分割して記録 縮小して記録 


1 A 1 

I M I 

! B ! 

i_i 

「C つ 

i D ! 

i _ i 


明します 

[受信原稿両面プリント]を 
指定しておき、用紙の両面 
に記録することもできます。 
詳しくは、 P .11-31 をごら 
んください。 
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3.9 受信情報について 


設定メニューの発信元/受信情報で、受信情報が原稿内、原稿 
外に設定されている場合は、受信文書に受信情報（日付、時刻、 
受信番号、ページ番号）が記録されます。 


■ 受信情報が[原稿内]に設定されているとき 


2005/01/20 13:43 R001 P. 001/003 


■ 受信情報が[原稿外]に設定されているとき 


2005/01/20 13:43 R001 P. 001/003 


■ 受信情報が [ OFF ] に設定されているとき 




設定については、 P .11-26 
をごらんください。 



受信する 
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第 4 章 

電話をかける/受ける 


電話のかけ方、受け方について説明します。 


4.1 電詁をかける .4-2 

4.2 電話を受ける .4-3 






4.1 電話をかける 


相手先を指疋します。 

相手に電話がかかったら通話します。. 
通話が終了したら、受話器を戻します。 


外部電話を接続している場合の電話のかけかたを説明します。 
受話器を上げます。 


0 




□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 
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電話をかける/受ける 







4.2 電話を受ける 


外部電話を接続している場合の、電話の受けかたを説明します。 



電話の呼び出し音が鳴ったら、受話器を上げて通話し 
ます。 

〇「ピーッ」という音がするか、無音の場合は、相手 
がファクスです。外部電話で、リモート受信番号 
(2 桁） を指定すると、受信できます。 


0 



通話が終了したら、受話器を戻します。 


詳説明します 

飞 

ダイアル（パルス）回線で 
リモート受信をしたいとき 
は、外部電話でパルスを 
トーンに切り替える必要が 
あります。この機能を持た 
ない外部電話ではリモート 
受信ができません。パルス 
をトーンに切り替える機能 
については、電話機の取扱 
説明書をごらんください。 



リモート受信については、 
p . 8-2 をごらんくださし、。 




電話をかける/受ける 
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弟 5 早 
トラブル処置 


トラブルが発生した場合の処置について説明します。 

5.1 送信できなし、 .5-2 

5.2 受信できなし、 .5-3 

5.3 エラー メ ツセー ジが'表示された .5-5 

5.4 「サービスに連絡してください」と表示されたら（サービスコール） .5-6 








5.1 送信できない 


送信できない場合は、次の表を參照して処置をしてください。 
処置をしても正常に送信できない場合は、サービス管理店にお 
問い合わせください。 



• エラー メ ツセー ジについては p . 5-5 をごらんください。 

•原稿がつまった、用紙がつまった、画質が悪い、トナーがなくなったなどのトラブルについては 
「ユーザーズガイド（コピー機能編）」をごらんください。 


チェックポイント 

処置 

送信の手順は正しいですか？ 

送信手順を確認して、もう一度送信してください。 

相手のファクス番号は正しいで 
すか？ 短縮宛先やプログラム 
宛先は、正しく登録されていま 
すか？ 

短縮宛先やプログラム宛先を使用している場合は、ファクス番号 
の登録に誤りがある場合があります。 

短縮宛先リストをプリントするなどして、正しく登録されている 
かを確認してください。 

誤りがある場合は修正してください。 

電話回線の設定は正しいです 
か？ 

設定メニューの[回線パラメータ]の[ダイアル方式]はお使い 
の電話回線に合っていますか？ 

設定を確認して、誤りがある場合は修正してください。 

電話線の接続は正しいですか？ 

電話線が外れていませんか？ 

電話線の接続を確認し、外れている場合は、接続してください。 

受信側にトラブルはありません 
か？ 

受信側のファクスの電源が切れている、用紙がないなどのトラブ 
ルはありませんか？ 

受信側に電話をかけて確認してください。 
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5.2 受信できない 


受信できない場合は、次の表を參照して処置をしてください。 
処置をしても正常に受信できない場合は、サービス管理店にお 
問い合わせください。 



• エラー メ ツセー ジについては p . 5-5 をごらんください。 

•原稿がつまった、用紙がつまった、画質が悪い、トナーがなくなったなどのトラブルについては 
「ユーザーズガイド（コピー機能編）」をごらんください。 


トラブルの内容 

チェックポイント 

処置 

受信できない 

用紙はセットされていま 
すか？ 

用紙補給アイコンが点灯している場合は、用紙が 
なくなり、メモリに受信原稿が蓄積されています。 
用紙を補給してください。 

用紙補給の操作については、「ユーザーズガイド 
(コピー機能編）」をごらんください。 


紙がつまっていません 
か？ 

紙づまりが発生している場合は、用紙がつまり、 
メモリに受信原稿が蓄積されています。 

つまっている用紙を取り除いてください。 

紙づまりの処置については、「ユーザーズガイド 
(コピー機能編）」をごらんください。 


トナーが切れていません 
か？ 

トナーがなくなると、受信できません。 

すぐにトナーボトルを交換してください。 

トナーボトルの交換操作については、「ユーザーズ 
ガイド（コピー機能編）」をごらんください。 


手動受信に設定されてい 
ませんか？ 

設定メニューの[回線パラメータ]の[受信方式] 

が[手動受信]に設定されている場合は、受信の 
操作が必要です。手動受信 （ p .3-7) を參照して受 
信の操作をしてください。 


電話線の接続は正しいで 
すか？ 

電話線が外れていませんか？ 

電話線の接続を確認し、外れている場合は、接続 
してください。 


閉域受信が設定されてい 
ませんか？ 

閉域受信機能が設定されている場合は、特定の相 
手からのファクスだけを受信します。 

管理者にお問い合わせください。 


送信側から F コードで正 
しくない SUB が送信され 
ていませんか？ 

親展ボックスや中継ボックスが設定されている場 
合、正しくない SUB を受信すると、通信エラーが 
発生し、受信できない場合があります。送信側に 
SUB の設定を確認してください。 



トラブル処置 
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5.2 受信できない 


トラブルの内容 

チェックポイント 

処置 

プリントされない 

PC - FAX 受信が設定され 
ていませんか？ 

PC - FAX 受信で保存されたボックスを確認してくだ 
さい。 


TSI 受信振分けが設定さ 
れていませんか？ 

TSI 受信振分けで保存されたボックスを確認してく 
ださい。 


強制メモリ受信が設定さ 
れていませんか？ 

強制メモリ受信が設定されている場合は、次の手 
順で受信文書をプリントします。 

1. 【ボックス】を押します。 

2. オプションのハードディスクを使用している場 
合は、[システムボックス]を押します。 

3. [強制メモリ受信ボックス]を押します。 

4. パスワードを入力して [0 K ] を押します。 

5. プリントしたい文書を選択し、[プリント]を 
押します。 

6. プリントが終了したら、[閉じる]を押します。 
または、強制メモリ受信設定を [ OFF ] にします。 
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5.3 エラーメッセージが表示された 


F 


本機にトラブルが発生すると エラー 画面が表示され、次の エ 
ラー メ ッ セージが表示されます。次の表を參照して処置をして 
ください。 

処置をしても正常に通信できない場合は、サービス管理店にお 
問い合わせください。 


エラーメ ツセ ー ジ 

処置 

話中 

設定されている回数分のリダイアルをしましたが、相手が話し中 
などで送信できませんでした。 

受信側の状態を確認して、もう一度送信してください。 

無応答 

相手側が受信できない状態です。 

受信側に電話をかけて、状態を確認し、もう一度送信してくださ 
い。 

メモリオーバーフロ ー 

原稿読込中に、メモリが _ 杯になりました。 

読込みが終わった原稿を送信する場合は、【スタート】を、中止 
する場合は【ストップ】を押してください。 



トラブル処置 
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5.4 「サービスに連絡して〈ださい」と表示されたら（サービスコール) 


お客様では処置できないトラブルが起こったとき、「サービスに 
連絡してください」というメッセージが画面上に表示されます。 
(サ _ ピスコ _ ル画面） 

サービス コール 画面中央には、通常、お客様のサービス管理店 
の電話番号とファクス番号が表示されます。 

ここでは、サービス管理店に電話でトラブルを知らせる手順を 
説明します。 



A 注意 


思わぬ事故になる恐れがありますので、サービス コール 画面が表示され通信できなくなつ 
た場合は、次の処置をしてください。 

1. トラブルコード番号を書き留めます。 

2. 操作電源スイッチ、主電源スイッチを〇 FF にします。 

3. 電源プラグをコンセントから抜きます。 

4. サービス管理店に連絡し、トラブルコード番号をお知らせください。 
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弟 6 早 

仕様 


ファクス機能の仕様について説明します。 
6.1 仕様 . 




6.1 仕様 


ファクスに関する主な製品仕様は次のとおりです。製品仕様は改良のため予告なく変更する 
ことがあります。 


項目 

仕様 

画像メモリ容量 

ハードディスク装着時： 30 GB * 

ハードディスク非装着時： 32 MB 

蓄積枚数 

ハードディスク装着時：最大9000枚* (ハードディスク非装着時 
は、画像メモリ容量によって制限されます） 

A 4 判700文字程度の当社標準原稿を、解像度[精細]で蓄積し 
た場合の枚数です。 

適応回線 

加入電話回線（ファクシミリ通信網を含みます） 

PBX 回線 

走査線密度 

G 3 

超高精細： 600 dpi x 600 dpi 

高精細： 16 dot/mm x 15.4 line / mm 、 

8 dot/mm x 15.4 line / mm 、 

400 dpi x 400 dpi 

精細： 8 dot/mm x 7.7 line / mm 、 

200 dpi x 200 dpi 

普通： 8 dot/mm x 3.85 line / mm 、 

相手機の能力に応じて、上記のいずれかの走査線密度で通信され 
ます。 

伝送速度 

2400/ 4800/ 7200/ 9600/12000/14400/16800/19200 / 21600 
/ 24000 / 26400 / 28800 / 31200/ 33600 bps 

伝送時間 

約2秒 

A 4 判700文字程度の当社標準原稿を、解像度[普通]で送信し 
た場合の時間です。 

これは画像だけの伝送時間で、通信の制御にかかる時間はふくみ 
ません。実際の通信時間は、原稿の内容や相手側の機種電話回線 
の状態などにより異なります。 

符号化方式 

MH / MR / MMR/JBIG 

最大読み取りサイズ 

420 x 297 mm ( A 3 サイズ） 

幅： 297 mm 
長さ：最大1000 mm 

最大記録サイズ 

420 x 297 mm ( A 3 サイズ） 

1000 mm を超える原稿は受信できません。 

セツトされている用紙サイズより長い原稿を受信した場合は、 
ページ分割設定にしたがって印字されます。 


コピー、スキヤン、プリンタ、ボックスの各機能とハードディスクを共通使用。 
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弟 7 早 

便利な送信 


読込設定や通信設定のメニューを使った、便利なファクス送信について説明します。 

7.1 読込設定と通信設定の画面を表示するには .7-2 

7.2 読込設定と通信設定の機能一覧 .7-4 

7.3 サイズの異なる原稿を一度の操作で送る（混載原稿） .7-6 

7.4 折り目のある原稿を送る （ Z 折れ原稿） .7-9 

7.5 長い原稿を送る（長尺原稿） .7-12 

7.6 両面原稿の綴じ位置を指定する（両面とじ方向） .7-15 

7.7 黒い影を消して送る（枠消し） .7-18 

7.8 背景色の濃度を調整して送る（下地調整） .7-21 

7.9 読み取ったことを確認する（済みスタンプ） .7-23 

7.10 原稿を読み込むサイズを指定して送る（読込みサイズ） .7-25 

7.11 発信元情報のつけ方を指定する（発信元設定） .7-28 

7.12 ファイル形式を指定して送信する .7-31 

7.13パスワードをつけて送る（パスワード送信） .7-33 

7.14親展ボックスを使う （ F コード送信） .7-35 

7.15 中継先を指定して送る （ F コード送信） .7-38 

7.16 ECM モードを解除して送る （ ECM オフ） .7-41 

7.17スーパ ー G 3 モードを解除して送る （ V 34 オフ） .7-43 

7.18 共有/個人ボックスの文書をファクス送信する .7-45 

7.19 相手機を確認して送信する （ 宛先確認送信） .7-47 

7.20 宛先を再確認して送信する （ 宛先確認表示） .7-49 

7.21 回線を指定して送信する （ 回線指定） .7-50 

























7.1 読込設定と通信設定の画面を表示するには 


便利な機能を使ってファクス送信をするときは、読込設定画面 
または通信設定画面を表示し、使いたい機能を設定します。 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示し末1。 


0 


[読込設定]または[通信設定]を押します。 



0 


使いたい機能のキーを押します。読込設定画面で[応 
用設定]を押すと、応用設定の画面が表示されます。 



読込設定 


続読み設定 j 




宛先を入力待ます 


ITIft 信設定 


メモリ残量 100 X 


: I ： A スフ - F 送信 [回線設定」 


r ホ-リンう受信 a 

1ホ-リ:づ访信 j 

し 今イマ - 通信 j | 

1 F]-r 捕』 


II 全機能 OFF ] [和:.-セ I し^ [T 0 K | 


詳説明します 

飞 

• 設定したい機能のキーを 
押すと、それぞれの機能 
専用の画面が表示されま 
す 。 

( V 34 オフ、 ECM オフ、 
海外通信 モー ドは キーを 
押すことで機能が設定さ 
れるため、専用の画面は 
ありません。） 

• 複数の機能を組み合わせ 
て設定することができま 
すが、併用できない機能 
キーは、選択できません。 
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7.1 読込設定と通信設定の画面を表示するには 


0 


次のいずれかの操作を行います。 

〇さらに機能を設定する画面が表示された場合： 
表示された画面で機能を設定し、 [0 K ] を押しま 
す。 

〇機能が選択された場合： 

[〇 K ] を押します。 

〇元の通信条件に戻すときは、[キャンセル]を押し 
ます。 

ファクス画面に戻ります。 


便利な送信 



7.2 読込設定と通信設定の機能一覧 


読込設定や通信設定の画面には、次の機能が表示されます。 


[キャンセル] 

前の画面に戻りま 
す。 

[0 K ] 

設定中の設定を確定 
し、前の画面に戻り 
ます。 

[機能 OFF ] 

設定されている設 
定を解除し、前の 
画面に戻ります。 
[全機能 OFF ] 

その画面にある機 
能をすべて OFF に 
します。 


キー 

説明 

原稿指定 

混載原稿 

サイズの異なる原稿をセットし、 
一度の操作で原稿サイズを検知 
して送信する機能です。 — p .7-6 

Z 折れ原稿 

折り目がついているために原稿 
サイズを正しく検知できない原 
稿を送信する機能です。 — p .7-9 

長尺原稿 

432 mm より長い長尺原稿を送信 
する機能です。 

7-12 

両面とじ方向 

両面原稿を ADF で読み込む場合に、原稿の綴じ位 
置を指定し、原稿の裏面の上下関係を補正する機 
能です。 1.7-15 

枠消し 

冊子になっている原稿を読み込むときなどに、上 
下左右に写る黒い影を消して送信する機能です。 
— p . 7-18 

下地調整 

原稿の背景色の濃さを調整して送信する機能です。 
— p . 7-21 

済みスタンプ 

読み取った原稿に済みスタンプを押すことができ 
ます （ FAX 済みスタンプユニット装着時のみ）。— 
p . 7-23 

読込みサイズ 

読み込むサイズを指定して送信する機能です。原 
稿の一部だけを送信したい場合に便利です。 

— p . 7-25 


応用設定画面 


^ジョブ硭⑸ 宛先件数000141 

£0 

応用設定 

: _ E e :: ::: 

.1 原稿指定』1(^面面と t 方向 ] 1枠消 l ^ 

囚 a 

.1 下地調 £ ] 1. ，斉奶:づ1 

II 全機能 off 1 al ； ok 


通信設定画面 



読込設定画面 


1 

曜 

読込設定 

^ . . 售 |応用設定』 

|ゎ言罐定』| 
.1 ファ4形式」 

f 片面/両面 1 .......I 解像度 ' .................. 1 

1— fl HOB 


1 IS 綾 1 売*設定丨 1, OK j 
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7.2 読込設定と通信設定の機能一覧 


キー 

説明 

発信元設定 

ファクス送信の際に、ジョブごとに発信元情報の 
つけ方を指定できます。 - p . 7-28 

フアイル形式 

E - Mail で送信する場合の添付ファイルの形式を指 
定します。 — p . 7-31 

パスワード送 
信* 1 

相手側が閉域通信を設定している場合に、パス 
ワードをつけて送信する機能です。^ p . 7-33 

ポーリング送 
信 

受信側からの指示でポーリング送信するために、 
メモリ内のポーリング送信専用メモリに読み込ん 
だ原稿を蓄積しておく機能です。 — p .9-2 

ポーリング受 
信 

送信側にセツトされている原稿、またはポーリン 
グ送信予約された原稿を、受信側からの指示で送 
信させる機能です。- p . 9-5 

タイマー通信 

指定した時刻に通信を開始する機能です。 

— p . 2-45 

F コード送信7 

SUB アドレスとパスワードを指定することによ 
り、親展通信、中継依頼を使用する機能です。 
p . 7-35、 p . 7-38 

回線設定 

海外通信モー 
ド' 

通信状態の悪いところへ送信す 
る場合に、情報を送る速さ（伝 
送速度）をゆつくりとしたス 
ピードに設定して送信する機能 
です。 — p .2-47 


ECM オフ 

ECM モードを解除して送る機能 
です。 1.7-41 


V 34 オフ 

交換機などの制約によりスー 
パー G 3 モードを使用できない場 
合に、スーパー G 3 モードを解除 
して送信する機能です。 

— p . 7-43 


宛先確認送信 

誤送信を防止するための機能で 
す。送信時に、指定したファク 
ス番号と相手機のファクス番号 
情報 （ CSI ) を比較して、一致した 
場合のみ送信します。 — p . 7-47 


回線指定 

送信に使用する回線を設定しま 
す （2 回線使用時のみ）。 

— p . 7-50 


• * 1：閉域通信を設定し 
ている同機械への送信時 
に使用します。 

• * 2: F コードを使って 
通信します。 F コード通 


信機能を持たないファク 
スとの通信はできません< 
相手ファクスをご確認く 
ださい。 

• 設定された項目は、反転 
表示されます。 

• V 34 とは、スーパ- - G 3 
ファクスで使われている 
通信方式です。 



便利な送信 
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7.3 サイズの異なる原稿を一度の操作で送る（混載原稿) 


混載原稿とは、サイズの異なる原稿をセツトし、それぞれの原 
稿サイズを検知して送信する機能です。 



原稿と同じサイズで送信 

k> r n 


原則 

読込みサイズと混載原稿を同時に指定した場合は、読込みサイズで指 
定したサイズが適用されます。 

[混載原稿と併用できない機能] 

Z 折れ原稿、長尺原稿、両面とじ方向、ポーリング受信、掲示板ポー 
リング受信 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
/ J 、 し家9 〇 


0 

0 


[読込設定]、[応用設定]の順に押します。 
[原稿指定]を押します。 



0 


[混載原稿]を押します。 



s 气 す 


設定を解除するときは、[機 
能〇 FF ] を押します。 
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7.3 サイズの異なる原稿を一度の操作で送る（混載原稿) 


0 


[〇 K ] を押します。 



0 


応用設定画面に戻ります。 
[0 K ] を押します。 



読込設定画面に戻ります。 
[〇 K ] を押します。 


ファクス画面に戻ります。 


0 


必要に応じて、その他の機能を設定します。 


0 


宛先を指定します。 


固 

ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 


❿ 


原稿をセットします。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 


便利な送信 





























































7.3 サイズの異なる原稿を一度の操作で送る（混載原稿) 


(D 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 



• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 
い。 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらん〈ださい。 
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7.4 折り目のある原稿を送る （ Z 折れ原稿) 


折り目がついているために原稿サイズを正しく検知できない原 
稿を送信する機能です。 



原則 

ADF を使用します。原稿ガラスを使用して Z 折原稿の送信をすること 
はできません。 

2枚目以降の原稿は、1枚目の原稿と同じサイズで送信されます。原稿 
サイズがページごとに異なる場合は、 Z 折れ原稿を設定せず、[混載原 
稿]を指定してください。 

[ Z 折れ原稿と併用できない機能] 

混載原稿、長尺原稿、ポーリング受信、掲示板ポーリング受信、連続 
読み設定 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
/ J 、 しま"^。 


0 

0 


[読込設定]、[応用設定]の順に押します。 
[原稿指定]を押します。 
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7.4 折り目のある原稿を送る （ Z 折れ原稿) 


0 


[ Z 折れ原稿]を押します。 




0 

❼ 

0 


応用設定画面に戻ります。 

[0 K ] を押します。 

読込設定画面に戻ります。 

[〇 K ] を押します。 

ファクス画面に戻ります。 

必要に応じて、その他の機能を設定します。 


0 


宛先を指定します。 


詳説明します 

設定を解除するときは、[機 
能〇 FF ] を押します。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 
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7.4 折り目のある原稿を送る （Z 折れ原稿) 


❿ 


(D 


原稿をセツトします。 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 



• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 
い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらんください。 


便利な送信 
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7.5 長い原稿を送る（長尺原稿) 


432 mm より長い長尺原稿を送信する機能です。 


長尺原稿を指定することにより、1000 mm までの長さの原稿を 
送信することができます。 



原則 

ADF を使用します。原稿ガラスを使用して長尺原稿の送信をすること 
はできません。 

長尺原稿は複数枚の原稿に対応していません。長尺原稿を送信する際 
は、 ADF に1枚ずつセットして使用してください。 

[長尺原稿と併用できない機能] 

両面、枠消し、混載原稿、 Z 折れ原稿、両面とじ方向、連続読み設定、 
ポーリング受信、掲示板ポーリング受信 


❶ 

0 

0 


操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 

[読込設定]、[応用設定]の順に押します。 

[原稿指定]を押します。 
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7.5 長い原稿を送る（長尺原稿) 


0 


[長尺原稿]を押します。 



詳説明します 

A 

設定を解除するときは、[機 
能〇 FF ] を押します。 



0 


応用設定画面に戻ります。 
[0 K ] を押します。 



読込設定画面に戻ります。 
[0 K ] を押します。 


ファクス画面に戻ります。 


0 


必要に応じて、その他の機能を設定します。 


0 


宛先を指定します。 


圈 

ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 


便利な送信 
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7.5 長い原稿を送る（長尺原稿) 


❿ 


(D 


原稿をセツトします。 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 



• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 
い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらんください。 
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7.6 両面原稿の綴じ位置を指定する（両面とじ方向) 


W 


ADF を使って両面原稿を送信する場合に原稿の綴じ位置を設定 
する機能です。両面原稿の綴じ位置には、原稿の上側（または 
下側）に綴じ位置がある上下綴じと、原稿の左（または右側） 

に綴じ位置がある左右綴じがあり、原稿の裏面の上下関係が異 
なります。 



原則 

ADF を使用します。原稿ガラスを使用して両面とじ方向の送信をする 
ことはできません。 

[両面とじ方向と併用できない機能] 

混載原稿、長尺原稿、連続読み設定、ポーリング受信、掲示板ポーリ 
ング受信 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
/ J 、 しま"^。 


0 

0 


[読込設定]、[応用設定]の順に押します。 
[両面とじ方向]を押します。 




便利な送信 
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7.6 両面原稿の綴じ位置を指定する（両面とじ方向) 


0 


[左右とじ]または[上下とじ]を押し、両面原稿の綴 
じ位置を選択します。 



0 


[〇 K ] を押します。 

応用設定画面に戻ります。 


0 


[0 K ] を押します。 

読込設定画面に戻ります。 



[0 K ] を押します。 
ファクス画面に戻ります。 


0 


必要に応じて、その他の機能を設定します。 


0 


宛先を指定します。 


❿ 


原稿をセットします。 


詳説明します 

設定を解除するときは、[機 
能〇 FF ] を押します。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 
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7.6 両面原稿の綴じ位置を指定する（両面とじ方向) 


(D 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 


詳説明します 

A 

• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 
い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらんください。 


便利な送信 
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7.7 黒い影を消して送る（枠消し) 


ADF を開いたまま原稿を読み取ったり、冊子になっている原稿 
を読み込むときなどに、原稿のまわりに黒い影が付いて送信さ 
れることがあります。枠消しとは、冊子になっている原稿を読 
み込むときなどに、上下左右に写る黒い影を消して送信する機 
能です。 



免 

■■ =□ 


通常の送信 枠消し送信 



朵消し幅 


原則 

[枠消しの スペック] 

原稿ガラス、 ADF ともに使用できます。 

枠消し量は、 0.1 〜50 mm の範囲で、 0.1mm きざみで設定できます。 
お買い上げ時の初期値枠消し量： 5.0 mm 
[枠消しと併用できない機能] 

ポーリング受信、掲示板ポーリング受信、長尺原稿 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示し本1。 


❷ 

e 


[読込設定]、[応用設定]の順に押します。 
[枠消し]を押します。 
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7.7 黒い影を消して送る（枠消し) 


0 


[上]、[左]、[右]、[下]を選択し、テンキーまたは 
[-]、[+]を押して、それぞれに枠消し量を設定しま 
す0 


04 yll ^2 G 

宛先#入力されてい赳ん 

宛先件数 

■ bHmjUMsw - ii :4 i 


メモリ残量 






r..- . j ；； r..+ ....1 

iiinn 卍卍卍卍卍※卍 

DiiiSQ： :: 


Cw.. セ 11 . JE 


] 


0 

0 

❼ 

0 


[ OK ] を押します。 

応用設定画面に戻ります。 

[ OK ] を押します。 

読込設定画面に戻ります。 

[ OK ] を押します。 

ファクス画面に戻ります。 

必要に応じて、その他の機能を設定します。 


0 


宛先を指定します。 


❿ 


原稿をセットします。 


詳説明します 

枠消しの設定を解除する場 
合は、[機能〇 FF ] を押し 
ます。 


關 

ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 


圈 

原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 


便利な送信 
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7.7 黒い影を消して送る（枠消し) 


(D 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジ 
れ、送信が開始されます。 


ブとしてメモリに蓄積さ 



• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 


い。 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらん〈ださい。 
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7.8 背景色の濃度を調整して送る（下地調整) 


W 


下地調整とは、送信データの背景色の濃さを調整する機能です。 
原稿の背景に色がついている場合、色を読み込んで送信データ 
の下地が黒くなることがあります。このような場合に、送信 
データの背景色の濃さを調整して送信できます。 



I原則_ 

[下地調整のスペック] 

原稿ガラス、 ADF ともに使用できます。 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
/ J 、 しま"^。 


0 

0 


[読込設定]、[応用設定]の順に押します。 
[下地調整]を押します。 



0 


原稿の背景色を濃くしたいときは、[こく]を、薄くし 
たいときは[うすく]を押します。 




飞 

元の設定に戻す場合は、 
[キャンセル]を押します。 


便利な送信 
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7.8 背景色の濃度を調整して送る（下地調整) 


0 

0 

❼ 

0 


0 


❿ 




[〇 K] を押します。 

応用設定画面に戻ります。 

[0K] を押します。 

読込設定画面に戻ります。 

[0K] を押します。 

ファクス画面に戻ります。 

必要に応じて、その他の機能を設定します。 


宛先を指定します。 


原稿をセットします。 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 


詳し々説明します 

飞 

• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 
い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらんください。 


7-22 便利な送信 




7.9 読み取ったことを確認する（済みスタンプ) 


W 


ADF を使用して送信する場合に、読み取った原稿に済みスタン 
プを付け、1枚ずつ読み取ったかどうかを確認できます。済み 
スタンプは、直径4 mm のピンク色の ㊉ 印で、原稿の表面の後 
端に下図のようにして付けられます。なお、両面を送信する場 
合は、表面に済みスタンプが付けられます。 


原稿の表面 



< H 原稿送り方向 



スタンプ位置 


|原則_ 

FAX 済みスタンプュニット装着時のみ使用できます。 

スタンプのインクは消耗品です。スタンプが薄くなった場合は、ザー 
ビス管理店にお問い合わせください。 

混載原稿を選択している場合は、上記の位置に済みスタンプが押され 
ない場合があります。 

済みスタンプを設定していても、原稿が多重送りした場合などは、済 
みスタンプは付きません。再度送信してください。 

実際に、原稿が正しく送られたかどうかについては、送信結果レポー 
卜や設定確認画面の送信結果で確認してください。 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
/ J 、 しま"^。 


0 

0 


[読込設定]、[応用設定]の順に押します。 
[済みスタンプ]を押します。 




設定を解除するときは、も 
う一度[済みスタンプ]を 
押します。 
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7.9 読み取ったことを確認する（済みスタンプ) 


0 

0 


❼ 

0 

0 


[〇 K] を押します。 

読込設定画面に戻ります。 

[0K] を押します。 

ファクス画面に戻ります。 

必要に応じて、その他の機能を設定します。 


宛先を指定します。 


原稿をセツトします。 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 



• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 
い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらんください。 
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7.10原稿を読み込むサイズを指定して送る（読込みサイズ) 


読込みサイズとは、原稿を読み込むサイズを指定して送信する 
機能です。 

受信側の用紙幅が送信原稿より小さい場合、通常は縮小して記 
録されます。縮小したくない場合に、原稿サイズを受信側の用 
紙サイズに指定すると、原寸で送信することができます。 



|原則_ 

原稿を ADF にセツトした場合と、原稿ガラスにセツトした場合では、 
原稿の読み込み位置が異なります。 

読込みサイズと混載原稿を同時に指定した場合は、読込みサイズで指 
定したサイズが適用されます。 

[読込みサイズと併用できない機能] 

ポーリング受信、掲示板ポーリング受信 




操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示し汞1。 


0 

0 


[読込設定]、[応用設定]の順に押します。 
[読込みサイズ]を押します。 


: 06 ^ 08/04 | 

宛先を人力淘す 

I 宛先件数 

10 : 51 : 


メモリ残量 



i^j 11 

I 厗稿指定 JI 両面 .’: ： i . 方向枠肩 i . JI 読込 ywjj 

■ |"上' i !]_ 入〉ノン 1 


II 全機能 OFF | |[キ々ンセ II . 3 1:. 0IC ^ 
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7.10 原稿を読み込むサイズを指定して送る（読込みサイズ) 


0 


原稿の状態に合わせ、指定する原稿サイズのキーを押 
します。 


〇4ノ11 ノ11 

宛先#入力されてい赳ん 

宛先件数 



メモリ残量 



0 

❼ 


読込みサイズ 


[A3 D 1| B4 D ]| A4 D J[ A4 D J 

B5 D J I B5 D j[A5 D J I B6 D j 

8 V< 11 D J I 的 xllD j [ 8 ^x 140 J I 11 x 17 D j 


|. 和:.-セ II.[[ OK J 


[OK] を押します。 

応用設定画面に戻ります。 

[0K] を押します。 

読込設定画面に戻ります。 

[0K] を押します。 
ファクス画面に戻ります。 


詳説明します 

元の設定に戻す場合は、 
[キャンセル]を押します。 


必要に応じて、その他の機能を設定します。 


_ 


ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 


❿ 


宛先を指定します。 


原稿をセットします。 


國 

宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 


關 

原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 
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7.10 原稿を読み込むサイズを指定して送る（読込みサイズ) 


(D 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 


詳説明します 

A 

• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 
い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらんください。 


便利な送信 
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7.11 発信元情報のつけ方を指定する（発信元設定) 


ファクス送信の際に、ジョブごとに発信元情報をつけるかどう 
かを指定できます。 

発信元情報として原稿に付加する内容は、設定メニューの[発 
信元/ファクス ID 登録]で登録します。 


発信元情報のつけ方は、設定メニューの[発信元/受信情報] 
で設定します。 


❶ 

❷ 

e 


操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示し本刀。 

[読込設定]を押します。 


[発信元設定]を押します。 


メモリ残量 100X 



発信元情報をつけるかどうかを指定します。 




[発信元/ファクス ID 登 
録]、[発信元/受信情報] 
については、 p . 11-24、 
p .11-26 をごらんください。 


S 气 す 


• 元の設定に戻す場合は、 
[キャンセル]を押しま 
す 。 

• 発信元情報については、 
p . 2-49 をごらんくださ 
い0 

• [発信元/受信情報]が 
OFF に設定されている場 


合、ファクス画面から 
[発信元設定]を ON に変 


更すると、発信元情報は 
原稿外に付加されます。 
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7.11 発信元情報のつけ方を指定する（発信元設定) 


0 


発信元名を変更する場合は[する]を押して、リスト 
から変更したい発信元名を選択して [0 K ] を押しま 
す0 


0 


[0 K ] を押します。 

読込設定画面に戻ります。 

[0 K ] を押します。 
ファクス画面に戻ります。 


必要に応じて、その他の機能を設定します。 


宛先を指定します。 


❿ 


原稿をセツトします。 



発信元名について、詳しく 
は、 p .11-24 をごらんくだ 
さい0 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 


圈 

宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 


圈 

原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 
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7.11 発信元情報のつけ方を指定する（発信元設定) 


(D 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 


詳説明します 

• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 
い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらんください。 
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7.12ファイル形式を指定して送信する 


宛先に E-Mail またはボックスを指定した場合の読込画像のファ 
イル形式を指定する機能です。 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示し本1。 


0 

0 


[読込設定]を押します。 
[ファイル形式]を押します。 


メモリ残量100% 




0 


ファイル形式を選択します。 



0 


[PDF] を選択した場合、[暗号化]を押すと、暗号化 
の設定ができます。必要に応じて暗号化の設定をしま 
す0 



0 


[OK] を押します。 


詳説明します 

A 

元の設定に戻す場合は、 
[キャンセル]を押します。 


詳説明します 

A 

PDF の暗号化は、暗号レべ 
ル、パスワード、文書の権 
限のほかに詳細設定として、 
印刷許可レベル、画像抽出 
レベル、変更許可レベルを 
設定できます。 


読込設定画面に戻ります。 
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7.12 ファイル形式を指定して送信する 


❼ 

0 


0 


❿ 


(P 


[〇 K] を押します。 

ファクス画面に戻ります。 

必要に応じて、その他の機能を設定します。 


宛先を指定します。 


原稿をセツトします。 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらん〈ださし、。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 




明します 


• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 


い0 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらんください。 
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7.13パスワードをつけて送る（パスワード送信) 


パスワード送信とは、パスワードをつけて送信する機能です。 
相手機が閉域受信を設定している場合、送信側からは閉域受信 
パスワ_ドと同じパスワ_ドを送る必要があります。 

|原則_ 

この機能は、相手機が閉域受信（パスワード）機能をもつ機種の場合 
だけ使用できます。 

[パスワード送信と併用できない機能] 

ポーリング送信、ポーリング受信、掲示板登録、掲示板ポーリング受 
信、 F コード送信 


❶ 

0 

0 


操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示し末刀。 


[通信設定]を押します。 


[パスワード送信]を押します。 


f 画 

■率先件数 _〇〇〇件_ 



通信設定 



: [ パ スフ -F 送イ目 Jiiiiiiiiiii |[回線日5正』 


置:：：:::：：：：：::：::: 

: ：| ...... if'pmm ...... j :::: |： ..... ホ:ヴ:掩 ii .....』；； 

-- >ィ7-通 f E F □- F 送 f S 』 


:;;:;;:;;:;;:;;:;;:;;:;;:;;:;;:;;；；；； ；；；； ；；；； ；；；； ；；；； ；；；； ；；；； ；；；； ；；；； ；；；； ；；；； ；；；； ；；；； ；；；；:;;:;;:;; 

1 全機能 off i ii 知ンセ ii. |[ ok i 


0 


パスワード（最大20桁）をテンキーで入力します。 



0 

0 


[OK] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 

[OK] を押します。 



詳説明します 

飞 

• パスワードには、〇〜9 
までの数字、#、*を入力 
することができます。 

• 誤って入力した場合は、 
[削除]を押して訂正しま 
す。 

• 【クリア】を押すと、入力 
した内容がすべて削除さ 
れます。 


詳説明します 

飞 

設定を解除するときは、[機 
能〇 FF ] を押します。 


ファクス画面に戻ります。 
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7.13 パスワードをつけて送る（パスワード送信) 



0 

0 


❿ 


必要に応じて、その他の機能を設定します。 


宛先を指定します。 


原稿をセットします。 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 


詳し々説明します 

飞 

• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 
い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらんください。 
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7.14親展ボックスを使う （ F コード送信) 


親展通信とは、特定の人との間で送受信したい原稿を、親展 
ボックスを使つて通信する機能です。相手機の親展ボックス宛 
に原稿を送ることを親展送信、自局の親展ボックスに原稿を受 
信することを親展受信と呼びます。ここでは、親展送信をする 
手順について説明します。 


送信 受信 



■ 原則_ 

• 親展送信をするためには、相手機に親展ボックスや通信パスワード 
が設定されている必要があります。 

• 通信パスワードは相手機により必要ない場合があります。 

• この機能は、相手機が F コード機能をもつ機種の場合にだけ使用で 
きます。 

• F コードについては付録のファクス用語集をごらんください。 

[親展送信と併用できない機能] 

ポーリング送信、ポーリング受信、掲示板登録、掲示板ポーリング受 
信、パスワード送信 



■ 親展送信をする 


0 

0 

0 


操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 

[通信設定]を押します。 

[F コード送信]を押します。 


■: 06^08^04 

宛先を入力淘す 

10:51 

メモリ残量100% 


f 通信設定 



[: ホ-リンう受信 J 

1ホ-り：う e 信 J 

し タイマ - 通信 j|. 

1 FD-nsfg 』 


|[全機能 OFF j 「硕： … ； ] I： —.OlT 
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7.14 親展ボックスを使う （F コード送信) 


0 


[SUB アドレス]に相手機の親展ボックス No. をテン 
キーで入力します。パスワードが必要な場合は、[パス 
ワード]を押し、パスワードを入力します。 



0 

0 

❼ 


[OK] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 

[〇 K] を押します。 

ファクス画面に戻ります。 

必要に応じて、その他の機能を設定します。 


0 


宛先を指定します。 


0 


原稿をセットします。 


詳説明します 

• [ SUB アドレス]と[パ 
スワード]には、20桁ま 
で入力することができま 
す 。 

相手機が FK -502 の場合、 
親展ボックス No . は9桁 
以内、パスワードは8桁 
以内を入力します。それ 
以外の場合は、相手機に 
より異なります。 

• [パスワード]には、〇〜 
9までの数字、#、*を入 
力することができます。 

• 誤って入力した場合は、 
[削除]を押して訂正しま 
す 。 

• 【クリア】を押すと、入力 
した内容がすべて削除さ 
れます。 


詳し々説明します 

飞 

設定を解除するときは、[機 
能〇 FF ] を押します。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 
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7.14 親展ボックスを使う （ F コード送信) 


❿ 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 


詳説明します 

A 

原稿の登録を中止したい場 
合は、【ストップ】を押しま 
す 0 
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7.15中継先を指定して送る （ F コード送信) 


詳し々説明します 

飞 

• 本機では、中継ボックス 
を設定することで、中継 
配信局としてもご利用で 
きます。本機を中継配信 
局として使用するには、 
設定 メニューの 機能 ON / 
OFF 設定で、[中継受信 
機能]を ON に設定して、 
中継ボックスを登録する 
必要があります。詳しく 
は、 p . 10-55、 p .11-34 を 
ごらんください。 

• 中継配信局において、機 
能〇 N / OFF 設定の[中継 
プリント]を〇 N に設定 
すると、中継配信後に中 
継した文書をプリントし 
ます。詳しくは、 p .11-34 
をごらんください。 


中継配信先 


中継指示局 





原則 


• 中継依頼を行うファクスを「中継指示局」、実際に中継同報を行う 
ファクスを「中継配信局」、最終的に受信するファクスを「中継配 
信先」と呼びます。 

• 中継依頼を使用するためには、中継配信局となるファクスに、中継 
ボックス No . 、中継パスワード、宛先グループ No . が設定されてい 
る必要があります。 

• この機能は中継配信局となる相手機が F コード機能をもつ機種の場 
合にだけ使用できます。 F コードについては付録のファクス用語集 
をごらんください。 

[中継依頼と併用できない機能] 

ポーリング送信、ポーリング受信、掲示板登録、掲示板ポーリング受 

信、パスワード送信 


0 

0 

0 


操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示しま3。 


[通信設定]を押します。 


[「コ_ド送信]を押します。 



信頻グこ 
配がにる 

継報別す 

中同域減 
'の地肖 
しへをを 
信先先卜 
送手信ス 
を相配コ 
稿の継信 
原方中通 

に遠との 

局。局体 

信す信全 

酉 p 酉、 

継能継り 

中機中よ 

んる、に 

たすはと 

つ報にこ 

い同合く 

、に場お。 

は先るてす 

と信すしま 

頼送生化き 

依ら発プで 

継かに I が 

中局繁ルと 
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7.15 中継先を指定して送る （F コード送信) 


0 


[SUB アドレス]に中継局の中継ボックス No. をテン 
キーで入力します。[パスワード]を押し、パスワード 
を入力します。 



0 

0 


[OK] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 

[OK] を押します。 


詳説明します 

A 

• [ SUB アドレス]と[パ 
スワード]には、20桁ま 
で入力することができま 
す 。 

• パスワードは必須です。 
[パスワード]には、〇〜 
9までの数字、#、*を入 
力することができます。 

• 誤って入力した場合は、 
[削除]を押して訂正しま 
す 。 

• 【クリア】を押すと、入力 
した内容がすべて削除さ 
れます。 


气 


設定を解除するときは、[機 
能〇 FF ] を押します。 



ファクス画面に戻ります。 

必要に応じて、その他の機能を設定します。 


0 


中継配信局の宛先を指定します。 


0 


原稿をセツトします。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 


國 

宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 


國 

原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 
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7.15 中継先を指定して送る （F コード送信) 


❿ 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 


詳説明します 

A 

原稿の登録を中止したい場 
合は、【ストップ】を押しま 
す0 


7-40 


便利な送信 




7.16 ECM モードを解除して送る （ ECM オフ) 


ECM オフとは、 ECM モードを解除し、通信時間を短縮して送 
信する機能です。 

ECM モードは、 ITU-T (国際電気通信連合）で定められた誤り 
再送方式の通信です。 ECM モードをもつファクス間の通信で 
は、送信したデータに誤りがないことを確認しながら通信しま 
すので、電話回線の雑音などによる画像の乱れを防止して通信 
することができます。 

本機では、 ECM オフを設定しない限り、 ECM モードで送信さ 
れます。 

原則 

電話回線の雑音が多い場合、 ECM モードは、 ECM オフ時に比べて通 
信時間が若干長くなることがあります。 

[ ECM オフと併用できない機能] 

ポーリング受信、ポーリング送信、 V 34 オフ、掲示板登録、掲示板 
ポーリング受信 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
/J、 し求9 〇 


0 

0 


[通信設定]を押します。 
[回線設定]を押します。 


I 1 い 1 .. 



J 


:::::::: I ： 位 y - F . 送信 

J ：：： ::: f 回線設定』 

ini ini mi ini mi ini mi ini mi ini mi ini mi in in in 

J 丨ホ- 1 j : づ e 信 

iri ：：：：： 

| F]-h 艺信 


1 芏缺能 OFF || | 

b ン M Ilf ■ 1 


[ECM オフ]を押します。 



詳説明します 

飞 

• 設定を解除したいときは、 
もう一度 [ ECM オフ]を 
押します。 

• 画面は、2回線使用時の 
画面です。 
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7.16 ECM モードを解除して送る （ECM オフ) 


0 

0 

❼ 

0 


0 


❿ 




[宛先確認送信]を行う場合は[する]を押します。 

[0 K ] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 

[〇 K] を押します。 

ファクス画面に戻ります。 

必要に応じて、その他の機能を設定します。 


宛先を指定します。 


原稿をセットします。 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 


詳説明します 

A 

[宛先確認送信]を[する] 
に設定すると、誤送信を防 
止することができます。 
p. 7-47 をごらんください。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p. 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P. 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P. 2- 
21をごらんください。 



原稿のセツトについては 
p. 2-6 をごらんくださし、。 


詳し々説明します 

飞 

• 送信を中止する場合は 
p. 2-38 をごらんくださ 
い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p. 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p. 5- 
2をごらんください。 
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7.17スーパー G 3 モードを解除して送る ( V 34 オフ) 


V 34 とは、スーパ _ G 3 のファクス通信時に使われる通信方式 
です。相手機または本機が内線交換機経由で回線に接続されて 
いるなどの場合、回線の状況によっては、ス _ パ _ G 3 モ _ ド 
で通信できない場合があります。 

このような場合は、 V 34 オフを選択することによって、スー 
パー G 3 モ _ ドをオフにして送信することをおすすめします。 
送信が終わると自動的に V 34 モードに戻ります。 

■ 原則_ 

[V34 オフと併用できない機能] 

ポーリング送信、ポーリング受信、掲示板登録、掲示板ポーリング受 
信、 ECM オフ 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
/ J 、 し家9 〇 


0 

0 


[通信設定]を押します。 
[回線設定]を押します。 




0 


[ V 34 オフ]を押します。 



詳明します 

飞 

• 設定を解除したいときは、 
もう一度 [ V 34 オフ]を 
押します。 

• 画面は、2回線使用時の 
画面です。 


便利な送信 
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7.17 スーパー G3 モードを解除して送る （V34 オフ） 


0 

0 

❼ 

0 


0 


❿ 




[宛先確認送信]を行う場合は[する]を押します。 

[0K] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 

[〇 K] を押します。 

ファクス画面に戻ります。 

必要に応じて、その他の機能を設定します。 


宛先を指定します。 


原稿をセットします。 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 


詳説明します 

A 

[宛先確認送信]を[する] 
に設定すると、誤送信を防 
止することができます。 
p . 7-47 をごらんください。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 


詳し々説明します 

飞 

• 送信を中止する場合は 
p . 2-38 をごらんくださ 
い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p . 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p . 5- 
2をごらんください。 
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7.18共有/個人ボックスの文書をファクス送信する 


共有/個人ボックスに保存したファイルをファクス送信、プリ 
ントおよびネット配信できます。 


またボックスにあるファイルは、名称を変更したり、他のボッ 
クスに移動（コピー）したり、確認用に1ページ目だけをプリ 
ントしたりできます。 


❶ 

0 


操作パネルの【ボックス】を押します。 


[共有ボックス]または[個人ボックス]タブを選択 
し、ファクス送信、プリントおよびネット配信したい 
ジョブがあるボックスを選択します。 


ボックスを選択してび汝 
テンキ-がックス番号を指定迮ます 





0 

0 


ボックス閲覧用パスワードが設定されている場合は、 
パスワードを入力して[〇 K ] を押します。 


ボックスにあるジョブをプリントしたい場合は、[プリ 
ント]タブ画面でジョブを選択して[プリント]を押 
します。 


:: no .： 圣錡元 


共有ボックス /boxOI 
F キュ; C 4 を選択し、動作指定をしてく枝い 




U | A - f > F ^ U>h "|わ卜配信|ファクス送信 


€登 if 時間^ ^登 If 兀 !! F キユメント名称 

=1 I FAX-TX 1F35C-20S03141 


I 削 1+| M 


^ OG ノ03ノ14 

!!| 12:01 

FAX-TX 

| F 35 C -20 S 03141 [i： 

□ 

：：[ OG ノ 03 ノ 14 

!!| 14:28 

COPY 

C 35 C - 20603141 | 



_1王選択| 


ILifeJf 

Hs 称変更 i 

「:■■…: :……な::::: 

動/コヒ 

fBOi 



ボックスからのネット配信 
機能については、「ユーザー 
ズガイド（ボックス機能 
編）」をごらんください。 


詳し々説明します 

飞 


• [ボックス番号]を押し 
て、ボックス番号をテン 
キーで指定してボックス 
を選択することもできま 
す 。 

• ユーザー認証機能が 
[ ON ] の場合、[個人ボッ 
クス]タブが表示されま 
す0 


詳説明します 

飞 

• ジョブを削除する場合は 
[削除]を押します。 

• ジョブの名称変更をした 
い場合は、[名称変更]を 
押して、名称を変更しま 
す 。 

• ジョブを別のボックスに 
移動/コピーする場合は、 
[移動/コピー]を押し 
て、移動先（コピ _ 先） 

のボックスを指定します。 
• 1ページ目のみをプリン 
卜する場合は[確認プリ 
ント]を押します。 


便利な送信 
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7.18 共有/個人ボックスの文書をファクス送信する 


0 


ボックスにあるジョブをファクス送信したい場合は、 
[ファクス送信]タブを押して、ジョブを選択して 
[ファクス送信]を押します。 


共有ボックス /boxOI 
F キュ; C 4 を選択し、動作指定をしバ牯い 





：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： j ：：： ：：：： ：：：：：：： 

♦動 


!!!![ OG ノ 03 ノ 14 
!!!! 11:58 

FAX TX 

|F 35 C- 20 S 03141 | 

：：：：[ OG ノ 03 ノ 14 

iiiil 12:01 

FAX-TX 

F 35 C- 20 S 03141 


I 名称変更^ 


0 


【移動/コヒ -j 


| ノアクス]^ 


■確!^リント J 


0 


ボックスにあるジョブをネット配信したい場合は、 
[ネット配信]タブを押して、ジョブを選択して[ネッ 
卜配信]を押します。 


共有ボックス /boxOI 
F キュ; C 4 を選択し、動作指定をしバ牯い 


No . 云打元 It 站 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：；：：：：：：：：；：：：：；：：^ 

!!!! !!!! !!!! !!!! !!!! ；!!! !!!； ；!!! !!!； ；!!! !!!! !!!! 




[閉じる]を押して画面を閉じます。 


詳説明します 

• ジョブを削除する場合は 
[削除]を押します。 

• ジョブの名称変更をした 
い場合は、[名称変更]を 
押して、名称を変更しま 
す 。 

• ジョブを別のボックスに 
移動/コピーする場合は、 
[移動/コピー]を押し 
て、移動先（コピ _ 先） 

のボックスを指定します。 

• 1ページ目のみをプリン 
卜する場合は[確認プリ 
ント]を押します。 




明します 


ネット配信については、 
「ユーザーズガイド（ボック 
ス機能編）」をごらんくださ 
い0 
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7.19相手機を確認して送信する（宛先確認送信） 


送信時に、指定したファクス番号と相手機のファクス番号情報 
(csi) を比較して、一致した場合のみ送信します。不一致の場合 
は通信エラーとなるため、誤送信を防止することができます。 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
,j、 しま"^。 


0 

0 


[通信設定]を押します。 
[回線設定]を押します。 


詳し々説明します 

飞 

短縮宛先登録時に宛先確認 
送信を設定することもでき 
ます。宛先確認送信設定は、 
短縮宛先に登録されている 
内容よりも、ファクス画面 
の通信設定で設定した内容 
が優先されます。 


I 通信設定 



宛先を入力待ます 


メモリ残量 100 X 


I d 卩送信 2 


回線設定, 


1" ホ-リンう受信 '%:; 3 

1 ホ-リ:づ e 信 J 

1 タイマ - 通信 ^ji ；； iiii；；i 

it -:门-關…$ 


I [全機能 OFF j 「硕：… ；] I ： . OlT 


0 


[宛先確認送信]の[する]を押します。 




0 


[〇 K] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 


0 


[OK] を押します。 
ファクス画面に戻ります。 
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7.19 相手機を確認して送信する（宛先確認送信） 



0 

0 


❿ 


必要に応じて、その他の機能を設定します。 


宛先を指定します。 


原稿をセットします。 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 

指定したファクス番号と、相手機に登録されている番 
号とが _ 致した場合のみ送信します。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p. 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P. 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P. 2- 
21をごらんください。 



原稿のセツトについては 
p. 2-6 をごらんくださし、。 


詳し々説明します 

飞 

• 送信を中止する場合は 
p. 2-38 をごらんくださ 
い0 

• 受信側が話中などで送信 
できない場合はリダイア 
ルされます。リダイアル 
については p. 2-31 をごら 
んください。 

• 送信できない場合は p. 5- 
2をごらんください。 
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7.20宛先を再確認して送信する （ 宛先確認表示） 


宛先指定が完了してスタートキーを押した後、宛先の一覧画面 
が件数表示とともに表示されます。宛先を再確認してから送信 
するので、宛先間違いによる誤送信を防止することができます。 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
示し汞1。 


0 


必要に応じて、[読込設定]、[通信設定]を設定しま 
す0 


0 


宛先を指定します。 


0 

0 


原稿をセットします。 

【スタート】を押します。 

宛先確認画面が表示されます。 



0 


指定した宛先が正しいことを確認して、[送信]または 
【スタ _ 卜】を押します。 



宛先確認表示機能を使用す 
るには、機能〇 N/OFF 設定 
で宛先確認表示機能を〇 N 
に設定しておく必要があり 
ます。 

宛先確認表示機能の設定に 
ついては p.11-34 をごらん 
ください。 



宛先の指定については P. 2- 
21をごらんください。 


國 

原稿のセツトについては 
p. 2-6 をごらんくださし、。 
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7.21 回線を指定して送信する （ 回線指定） 


■ 原則_ 

2回線使用時のみ設定できます。 

また、複数回線使用設定の回線2通信設定が[受信専用]の場合は回 
線指定できません。 


❶ 

0 

0 


操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 

[通信設定]を押します。 

[回線設定]を押します。 




0 


[0 K ] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 


0 


[0 K ] を押します。 
ファクス画面に戻ります。 



複数回線使用設定について 
は、 p.11-62 をごらんくだ 
さい0 




明します 


[指定なし]を選択した場合 
は、空いている回線を使用 
します。 
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7.21 回線を指定して送信する （ 回線指定） 



0 

0 

❿ 


必要に応じて、その他の機能を設定します。 


宛先を指定します。 


原稿をセットします。 

【スタート】 を押します。 

読み込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリに蓄積さ 
れ、送信が開始されます。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 



宛先の指定については P . 2- 
21をごらんください。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 


便利な送信 
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第 8 章 

便利な受信 


便利なファクス受信について説明します。 

8.1 外部電話から受信の指示をする（リモ_卜受信） .8-2 

8.2 親展受信した文書を利用する .8-3 

8.3 受信文書のプリントを禁止する（強制メモリ受信） .8-5 

8.4 受信時の記録 .8-8 








8.1 外部電話から受信の指示をする（リモート受信) 


リモート受信番号を入力することで、外部電話から受信の指示 
をすることができます。 

リモート受信番号は、設定メニューの[リモート受信設定]で変更す 
ることができます。 

原則 

リモート受信を使用する場合は受信モードを手動受信に設定してくだ 
さい0 



電話の呼び出し音が鳴ったら、外部電話の受話器を上 
げ、相手がファクスであることを確認します。 


❷ 


外部電話で、リモート受信番号 （2 桁）をダイアルしま 
す0 


受信が開始されます。 


0 


受話器を戻します。 


受信モードが自動受信に設 
定されている場合は、リ 
モート受信させる前に自動 
受信します。 



• [リモート受信設定]を変 
更する操作については 
p.11-45 をごらんくださ 
い0 

• 手動受信に設定する操作 
については、 p.11-28 を 
ごらんください。 


詳説明します 

飞 

•操作の前に、リモート受 
信機能が ON に設定され 
ていることを確認してく 
ださい。リモート受信機 
能を使用する場合は、0 
〜9、*、#を使用してリ 
モート受信番号 （2 桁） 

を設定してください。 

• 相手がファクスの場合は、 
「ピーッ」という音がする 
か、または無音です。 


• ダイアル（パルス）回線 
でリモート受信を利用す 
る場合、外部電話でパル 
スを卜ーンに切り替える 
必要があります。この機 
能を持っていない外部電 
話ではパルス回線でリ 
モ_卜受信ができません 
ので、ご注意ください。 

• パルスを Iンに切り替 
える機能については、電 
話機の取扱説明書をごら 
んください。 
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8.2 親展受信した文書を利用する 


W 


親展通信とは、特定の人との間で送受信したい原稿を、親展 
ボックスを使つて通信する機能です。相手機の親展ボックス宛 
に原稿を送ることを親展送信、自局の親展ボックスに原稿を受 
信することを親展受信と呼びます。ここでは、親展ボックス内 
の受信文書をプリントする手順、親展ボックス内の受信文書を 
削除する手順についてそれぞれ説明します。 


送信 受信 



• 本機で親展受信をする場合は、 p.10-46 を参照して、親展ボックス 
や通信パスワードを設定してください（通信パスワードは省略可 

肖い 

• 親展ボックス No. と通信パスワードは、親展送信する相手に知らせ 
てください。 

• この機能は、相手機が F コード機能をもつ機種の場合にだけ使用で 
きます。 

• F コードについては付録のファクス用語集をごらんください。 


■ 親展受信した文書をプリントする 


親展受信すると親展受信レポートが自動的にプリントされます。 
親展ボックスに登録されている文書をプリントしたい場合は、 
次の手順で操作します。 


0 

0 

0 


操作パネルの【ボックス】を押し、ボックス画面を表 
,j、 しま"^。 


オプシヨンのハードディスクを装着している場合は、 
[共有ボックス]または[個人ボックス]から親展ボッ 
クスとして設定したボックスを選択します。 
ハードディスクが装着されていない場合は、[親展受信 
ボックス]からボックスを選択します。 


ボックス閲覧用パスワードが設定されている場合は、 
表示された画面でパスワードを入力し、 [OK ] を押し 
ます。 



便利な受信 
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8.2 親展受信した文書を利用する 


0 

0 


等または合を押し、プリントしたい親展受信文書を 
選択し、[プリント]を押します。 

【スタ _ 卜】を押します。 

指定した親展ボックス内の文書がプリントされます。 


■ 親展受信した文書を削除する 


親展ボックスに登録されている文書を削除したい場合は、次の 
手順で操作します。 


❶ 

❷ 

0 


操作パネルの【ボックス】を押し、ボックス画面を表 
, j 、 しま"^。 


オプシヨンのハードディスクを装着している場合は、 
[共有ボックス]または[個人ボックス]から親展ボッ 
クスとして設定したボックスを選択します。 
ハードディスクが装着されていない場合は、[親展受信 
ボックス]からボックスを選択します。 


ボックス閲覧用パスワードが設定されている場合は、 
表示された画面でパスワードを入力し、 [0 K ] を押し 
ます。 


0 


畢または会を押し、削除したい親展受信文書を選択 
し、[削除]を押します。 


0 


表示された確認画面で[はい]を押します。 


指定した親展ボックス内の文書が削除されます。 


詳説明します 

• [閉じる]を押すと、操作 
が中止されます。 


詳説明します 

• パスワードは1〜8桁以 
内で入力します。 


詳し兑明します 

飞 

• [閉じる]を押すと、操作 
が中止されます。 
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8.3 受信文書のプリントを禁止する（強制メモリ受信) 


受信した文書をメモリに蓄積し、必要に応じてプリントするこ 
とができます。この機能を強制メモリ受信と呼びます。ここで 
は、強制メモリ受信が設定されている場合に、受信文書をプリ 
ントする手順、受信文書を削除する手順について説明します。 


■ 受信文書をプリントする 


メモリに蓄積されている受信文書をプリントしたい場合は、次 
の手順で操作します。 


❶ 

0 

e 


操作パネルの【ボックス】を押し、ボックス画面を表 
示し末刀。 

オプシヨンのハードディスクを装着している場合は、 
[システムボックス]タブを選択します。 

[強制メモリ受信ボックス]を押します。 


ysllJ 


:ボックスを選択してぐ#い 
!テンキ-がックス番号を指定技ます 


: No ： ： _ ____ ____ :; . I 


し■于」 




提示板 | 

^ ポ-リンク送信 H 

ボックス 

裨密女書 1 

ボックス 

, 強.制メモリ受信 u 
: i ボックス ! !： 

!! M ファイリンクナンパ- ! 

;!;! かンクス i ； 

再迗信 

;!!! '丁ぃンクス i 


0 


パスワードを入力し、 [0K] を押します。 


國 

強制メモリ受信の設定につ 
いては p.11-39 をごらんく 
ださい。 


詳説明します 

A 

ユーザー認証機能が [ON] 
の場合、[個人ボックス]夕 
ブが表示されます。 


詳説明します 

A 

• [キャンセル]を押すと、 
操作が中止されます。 

• 【クリア】を押すと、入力 
した内容が全て削除され 
ます。 
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8.3 受信文書のプリントを禁止する（強制メモリ受信) 


0 

0 


♦または合でプリントしたい受信文書を選択し、[プ 
リント]を押します。 

【スタ _ 卜】を押します。 

指定した受信文書がプリントされます。 


■ 受信文書を削除する 


メモリに蓄積されている受信文書を削除したい場合は、次の手 
順で操作します。 



操作パネルの【ボックス】を押し、ボックス画面を表 
, j 、 しま"^。 


0 


オプシヨンのハードディスクを装着している場合は、 
[システムボックス]タブを選択します。 


0 


[強制メモリ受信ボックス]を押します。 



iMu I 


掲示板 P 

i ポ-リンク送信 ]! 

裨密女書 j 

極 . : I 

: 本ッ奴 

知クス 


! 強制メモリ受信 … |：i 

i ファイリ:^ナンパ- 丨 

再送信 

i ホックス i i ； 

iii ! ホ'^?ス i i 

ポ..ウス 

I ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 



0 


パスワードを入力し、 [0 K ] を押します。 


詳説明します 

A 

• 次の画面または前の画面 
を表示したい場合は、 ♦ 、 
または金^を押します。 

• 操作を中止するときは、 
[プリント]を押す前に 
[閉じる]を押します。 

• [確認プリント]を押す 
と、選択されたファイル 
の1枚目をプリントし、 
内容を確認することがで 
きます。 




明します 


• [キャンセル]を押すと、 
操作が中止されます。 

• 【クリア】を押すと、入力 
した内容が全て削除され 
ます。 
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8.3 受信文書のプリントを禁止する（強制メモリ受信) 


0 

0 


♦または愈で削除したい受信文書を選択し、[削除] 
を押します。 


表示された確認画面で[はい]を押します。 
指定した受信文書が削除されます。 


詳説明します 

A 

• 次の画面または前の画面 
を表示したい場合は、 

畢または金を押しま 
す 0 

• 操作を中止するときは、 
[閉じる]を押します。 


便利な受信 




8.4 受信時の記録 


■ [受信原稿両面記録]が [ ON ] に設定されて 
いるときは 

〇設定メニューの[送信/受信設定]で、[受信原稿両面 
プリント]が [ ON ] に設定されている場合は、用紙 
の両面に記録されます。 

詳しくは p .11-31 をごらんください。 


おもて面 
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第 9 章 


ポーリング送信、ポーリング受信について説明します。 

9.1 ポーリング原稿を準備する（ポーリング送信） .9-2 

9.2 受信側からの指示で送信させる（ポーリング受信） .9-5 

9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板） .9-7 







9.1 ポーリング原稿を準備する（ポーリング送信) 


ポーリング送信とは、受信側からのポーリング指示で原稿を送 
信するために、あらかじめ本機に原稿を蓄積しておく機能です。 

ポーリング送信を指示した原稿は、システムボックスのポーリ 
ング送信ボックスに蓄えられ、受信側からのポーリング指示で 
送信が開始されます。ポーリング送信には、ポーリング送信 
ボックスに原稿を蓄積しておくポーリング送信と、掲示板ボッ 
クスに原稿を蓄積しておく掲示板ポーリング送信があります。 
ここでは、 ポーリング送信ボックスを使ったポーリング送信に 
ついて説明します。 

原則 

ポーリング送信は1文書のみ登録できます。 

自動的にメモリ送信が設定されます。 

[ポーリング送信と併用できない機能] 

ポーリング受信、タイマー通信、海外通信モード、 ECM オフ、 F コー 
ド送信、パスワード送信、 V34 オフ、掲示板登録、掲示板ポーリング 
受信 


■ ポーリング送信文書を予約する 


ポーリング送信をする場合は、次の手順で操作します。 


❶ 

0 

0 


操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 
/ J 、 しま"^。 


[通信設定]を押します。 


[ポーリング送信]を押します。 




掲示板を使ったポーリング 
送信については p. 9-7 をご 
らんください。 
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9.1 ポーリング原稿を準備する（ポーリング送信) 


0 


[通常]を押します。 



0 

0 

❼ 


[〇 K] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 

[0K] を押します。 

ファクス画面に戻ります。 

必要に応じて、その他の機能を設定します。 


0 


原稿をセツトします。 


0 


【スタート】を押します。 

読み込んだ原稿は、ポーリング送信文書としてメモリ 
に蓄積され、受信側からポーリングの指示がくると送 
信されます。 


詳説明します 

設定を解除するときは、[機 
能〇 FF] を押します。 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p. 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P. 7-4 を 
ごらんください。 


圈 

原稿のセツトについては 
p. 2-6 をごらんくださし、。 


圈 

送信できない場合は、 p. 5-2 
をごらんください。 



ポー リング 


9-3 























































9.1 ポーリング原稿を準備する（ポーリング送信) 


■ ポーリング送信ボックスの文書をプリントす 
る 

ポーリング送信ボックスの文書をプリントできます。 

❶ 


❷ 

0 


操作パネルの【ボックス】を押します。 

オプシヨンのハードディスクを装着している場合は、 
[システムボックス]タブを押します。 

[ポーリング送信ボックス]を押します。 


!ボックスを選択してください 
i テンキ-がックス番号を指定迮ます 



¥Mu | 


提示板 | 

i ポ-リンク送信 H 

: . 儘 . 彳 

裨密女書 1 

ボ..••クス 

, 強.制メモリ受信 u 
M ボックス ! !： 

!!M ファイリンクナンパ- ! 

;!;! かンクス i ； 

再迗信 

;!!! '丁ぃンクス i 


0 


[プリント]を押し、【スタート】を押します。 



0 


[閉じる]を押して画面を閉じます。 


詳説明します 

• ポーリング文書を削除す 
る場合は、[削除]を押し 
ます。 

• 1ページ目のみをプリン 
卜する場合は[確認プリ 
ント]を押します。 


9-4 


ポー リング 















































































0 

0 

e 


^ 作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 

[通信設定]を押します。 

[ポーリング受信]を押します。 



宛先を入力待ます 


通信設定 


メモリ残量 100 X 


[ ホ-リ-パ受信 4 ;;;;;;;; [ ホ:—言. 4 ;;;;;; 

じ — 研-通 :;:;\ ...... f □- :: 


II 全機能 OFF || I 和ン \\ f 


ポーリング受信とは、送信側にセツトされている原稿や、ポー 
リング送信予約された原稿を受信側からの指示で送信させる機 
能です。電話料金を受信側で負担したいときなどに便利です。 

複数の宛先を指定してポーリング受信することを、順次ポーリ 
ング受信と呼びます。 

順次ポーリング受信が終了すると、順次ポーリング受信結果レ 
ポ _ 卜がプリントされます。 

|原則_ 

[ポーリング受信と併用できない機能] 

枠消し、読込みサイズ、混載原稿、 Z 折れ原稿、長尺原稿、両面とじ 
方向、親展送信、中継依頼、 ECM オフ、海外通信モード、ポーリング 
送信、パスワード送信、 V34 オフ、連続読み設定、掲示板登録、掲示 
板ポーリング受信 


詳説明します 

A 

相手機により使用できない 
場合があります。 



順次ポーリング受信予約レ 
ポート、順次ポーリング受 
信結果レポートについては 
p. 12-23、 p.12-17 を参照し 
てください。 



9.2 受信側からの指示で送信させる（ポーリング受信) 


示受明ご 
掲グ説を 
のンて-9 
機リい9 
手Iつ P- 
相ポには 

、板信て 
と示受い 
信掲グっ 
受るンに 
グすリ信 
ングー受 
リンポグ 

I リのン 
ポー常リ 
のポ通一 
常を、ポ 
通稿はた 

、原でっ 
はるこ使 
にいこを 
信て。板〇 
受れす示い 
グさま掲さ 
ン録り。だ 

リ登あすく 

一にがまん 
ポ板信しら 


ポー リング 
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9.2 受信側からの指示で送信させる（ポーリング受信) 


0 


[通常]を押します。 



0 


[〇 K ] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 


0 


[0 K ] を押します。 
ファクス画面に戻ります。 


❼ 

0 


宛先を指定します。 

【スタート】を押します。 

送信側にセツトされた原稿、またはポーリング送信予 
約された原稿の受信が始まります。 




明します 


設定を解除するときは、[機 
能〇 FF ] を押します。 



• 宛先の指定については、 
p . 2-21 をごらんくださ 
い0 

• 複数の宛先を指定するこ 
ともできます。 
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9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板) 


本機では、掲示板を登録し、閲覧したい文書を掲示したり、 
ポーリング送信したい文書を蓄積しておくことができます。こ 
こでは、文書を掲示板に登録する手順、相手機の掲示板に登録 
された文書をポーリング受信する手順についてそれぞれ説明し 
ます。 





原則 

[掲示板のスペック] 

この機能は、相手機が F コード機能を持つ機種の場合にだけ使用でき 
ます。 F コードについてはファクス用語集をごらんください。 
ひとつの掲示板に登録できる文書は1文書だけです。 

[掲示板登録と併用できない機能] 

ポーリング送信、タイマー通信、海外通信モード、 ECM オフ、パス 
ワード送信、 V34 オフ、 F コード送信 
[掲示板ポーリング受信と併用できない機能] 

枠消し、読込みサイズ、混載原稿、 Z 折れ原稿、長尺原稿、両面とじ 
方向、ポーリング送信、海外通信モード、 ECM オフ、パスワード送 
信、 F コード送信、 V34 オフ、連続読み設定 


■ 掲示板に文書を登録する 

掲示板に文書を登録したい場合は、次の手順で操作します。 
原則 

指定した掲示板にすでに別の文書が登録されている場合は、上書きさ 
れます。 


0 

0 


操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 

[通信設定]を押します。 


詳1^4明します 

掲示板はあらかじめ登録し 
ておく必要があります。 



ポー リング 
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9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板) 




0 


[掲示板ナンパ]にテンキーで掲示板ナンパを入力しま 
す0 


0 

❼ 


[0K] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 

[0K] を押します。 
ファクス画面に戻ります。 


詳 Q 


:説明します 


• [掲示板ナンパ]には、1 
〜999999999 (9 桁）ま 
で入力することができま 
す。 

• 誤って入力した場合は、 
[削除]を押して訂正しま 


す 0 


• 【クリア】を押すと、入力 
した掲示板 No . がすべて 
削除されます。 


詳 Q 


:説明します 


設定を解除するときは、[機 
能〇 FF ] を押します。 
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9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板) 


0 


必要に応じて、その他の機能を設定します。 


0 


原稿をセットします。 


❿ 


【スタ _ 卜】 を押します。 


読み込んだ原稿が掲示板に登録されます。 


■ 掲示板の文書をポーリング受信する 


相手機の掲示板に登録されている文書を、ポーリング受信する 
ことができます。ポーリング受信する場合は、次の手順で操作 
します。 



操作パネルの【ファクス】を押し、ファクス画面を表 

, j 、 しま"^。 


0 

0 


[通信設定]を押します。 


[ポーリング受信]を押します。 



宛先を入力待ます 

通信設定 


iiiiiiiiiiiiii 圆 i 

1 A^'hgii J 

：：：:: ：[ ホ-リ-パ受信 

[ ホ- 1 J : づ造信 A 

:：| ............... '% :： 3 

1 F コ - Fe 信 J 


メモリ残量 100 X 


回線設定, 


1 全機能 off II II 和ン [ 



ファクス画面の機能設定に 
ついては p . 2-12 を、読込設 
定画面や通信設定画面の機 
能設定については P . 7-4 を 
ごらんください。 



原稿のセツトについては 
p . 2-6 をごらんくださし、。 


詳しぐ説明します 

飞 

原稿読み込み中に、登録を 
中止したい場合は、【ストッ 
プ】 を押し、ジョブ中止確 
認画面で[はい]を押しま 
す 0 



ポーリング 
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9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板) 


0 


[掲示板]を押します。 



0 


[掲示板ナンパ]にテンキーで掲示板ナンパを入力しま 
す0 


0 

❼ 

0 

0 


[〇 K] を押します。 

通信設定画面に戻ります。 

[0K] を押します。 

ファクス画面に戻ります。 

宛先を指定します。 

【スタート】を押します。 

相手機の掲示板のポーリング受信がスタートします。 




明します 


• [掲示板ナンパ]には、20 


桁まで入力することがで 
きます。 

• 誤って入力した場合は、 
[削除]を押して訂正しま 
す 。 

• 【クリア】を押すと、入力 
した掲示板 No . がすべて 


削除されます。 




明します 


設定を解除するときは、[機 
能〇 FF ] を押します。 



宛先の指定については P . 2- 
21ごらんください。 
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ポー リング 



















































9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板) 


■ 掲示板文書をプリントする 

掲示板ボックスの文書をプリントできます。 

0 

0 


操作パネルの【ボックス】を押します。 


e 


オプシヨンのハードディスクを装着している場合は、 
[システムボックス]タブを押します。 


[掲示板ボックス]を押します。 



0 


掲示板ボックスを選択します。 


[ 知確認 ! 


ボックスを選択してびさい 


掲示板ボックス 


::::: [^4^4^ 


I ：問 ⑺ J 


0 


[プリント]を押し、【スタート】を押します。 



0 


[閉じる]を押して画面を閉じます。 


詳し々説明します 

飞 

• 掲示板文書を削除する場 
合は、[削除]を押しま 
す 。 

• 1ページ目のみをプリン 
卜する場合は[確認プリ 
ント]を押します。 



ポー リング 
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登録/設定する 


短縮宛先やプログラム宛先などの登録方法を説明しています。 


10.1 ファクス登録の画面を表示する .10-2 

10.2短縮宛先を登録する .10-3 

10.3グループ宛先を登録する .10-15 

10.4プログラム宛先を登録する .10-20 

10.5 E-Mail のタイトルや本文を登録する .10-26 

10.6着信拒否宛先を登録する .10-42 

10.7親展ボックスを設定する .10-46 

10.8掲示板を設定する .10-52 

10.9中継ボックスを設定する .10-55 

10.10強制メモリ受信ボックスを設定する .10-58 













10.1ファクス登録の画面を表示する 


ファクス登録の画面を表示する場合は、次の手順で操作します。 



操作パネルの【設定メニュー/カウンタ】を押し、設定 
メニュー画面を表示します。 


❷ 


[宛先登録]を押します。 


セ-ルスカヴ>今 

設定メニュ- 


卜-タルカウンタ 


: ill ： ：!!! : 1!!： ：!!! : ill ： ：!!! : ill ： ：!!! : ill ： ill ;.： Ill ： ：!!!!： iili ：! 

;：：. 1：：! .：：：：. 1：：! .：：：：. 1：：! .：：：：. 1：：! .：：：：. 1：：! .：：：：. 1：：! . 1：：. .：：! . 1：：. .：：! . 1：：. .：：! . 1：：. .：：! . 1：：. .：：! . 1：：. . 


9463 

1| 宛先; i ： 舒 



原稿枚数カウンタ 

11230 

::: 2 ：| . ；1 づ設定 

4 


用紙枚数カウ:^ 

7704 

3 :| ++ 管理者託:定 j :::: :::: 


両面卜-タルカウンタ 

284 G 




DISK 残量 _ 

‘ "1111111111111111111111 . 111 



100 X 1 _細確認』 

in |： L |:;:： J ；||： J 5：| 




•::::に:：：：::：：::：： 



1 “了 1 


1 閂。……. 1 


0 


[ファクス登録]を押します。 


| 設定た: L- J 

宛先登舒 

BBSS 911 

::: 1 1 . zMi：p . ぶ;;画;;;;;;;;;;;;= 


" 2 ^ ファクス登舒 - 

::: 3 ：[ も、力7备 if J ::::::::: 


U ^7 J 

1 ..... 問巴.. 1 


ファクス登録画面が表示されます。 




明します 


• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。[宛 
先登録]の場合は、テン 
キーで「1」を入力しま 


す 。 

• 設定 メニューの[ユーザ 
操作禁止設定]で[変更 
禁止設定]を[禁止]に 
設定している場合、[宛先 
登録]の登録/変更はで 
きません。[宛先登録]の 
登録/変更を行う場合は、 
管理者にお問い合わせく 
ださい。 
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登録/設定する 





























































































10.2短縮宛先を登録する 


頻繁に送信する宛先のファクス番号や E-Mail アドレス、登録さ 
れているボックスを短縮宛先に登録できます。登録された短縮 
宛先はファクス画面の短縮/アドレス、ダイレクト入力から使 
用できます。 

• オプションのハードディスクを装着している場合、短縮 
宛先はスキャナなど、本機の他の機能の短縮宛先を合わ 
せ、2000か所（0001〜200 0) まで登録できます。 

(ハードディスクを装着していない場合は、1000か所ま 
で登録できます。） 

• 短縮宛先を登録するときに、検索文字を登録しておくと、 
検索文字を利用して宛先を指定することができます。 

• 短縮宛先には、宛先のファクス番号（ダイアル宛先）、 E- 
Mail 宛先、ボックス宛先を登録できます。 

ここでは、短縮宛先を登録する操作、一度登録した短縮宛先を 
変更する操作、登録した宛先を削除する操作について説明して 
います。 

■ 原則_ 

登録名と宛先、 E-Mail アドレスまたはボックス名を設定しないと登録 
できません。 


■ 短縮宛先にファクス番号を登録する 


短縮宛先にファクス番号を登録する場合は、次の手順で操作し 
ます。 


0 

0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 

[短縮宛先]を押します。 



ファクス； i ： 舒 

| 設定た: L - J 

I ! . 舜吳1針 」 

：：： 1 1 . 短.絕宛志 . >1：：：： ：：：： ：：： 

.. 

:::又： f rt|l *4 - |#■月 1 JL 短縮宛先への 

::: 2 ; | クルづ宛先 J •会. 亜 fit 


^ _ i ：： ：：：：：：： . 

U ^7 J 



詳説明します 

飞 

• 短縮宛先、グループ宛先、 
プログラム宛先は、 
PageScope Web 
Connection を使って登録 
することもできます。 

• PageScope Web 
Connection フと、 
ネットワークに接続して 
いるパソコン上から本機 
の設定変更や宛先登録が 
できます。 

PageScope Web 

Connection の使い方につ 
いては、「第13章 
PageScope Web 
Connection」 または、 

ューザ _ ズガイド（ネッ 
トワーク/スキャナ機能 
編）をごらんください。 

• 登録した内容は、短縮宛 
先リストで確認できます。 

圈 

短縮宛先リストにっいて詳 
しくは、「短縮宛先リスト」 
(p.12-33) をごらんくださ 
い0 


詳説明します 

設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号をテン 
キーで入力して選択するこ 
ともできます。[短縮宛先] 
の 場合は、 テンキーで 「1」 
を入力します。 


10 


登録/設定する 
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10.2 短縮宛先を登録する 


0 


[ダイアル宛先]を押します。 


1 S 萣ュ r ___________ J 

短縮宛先 

1 免 US __________ J 

:;;1 ;| wmk J ；;;； 11 ::;; ; II ：；;;：:;; 

I ： . フ 7 ■奴簦舒 J 

::: 2 ：| E-Mai 1 宛先 j = 画::::::: 

I 短 H 菀羌 _1 

::: 3 j ボックス宛先 M ^ 


L 閉 nj 


E 終了 J 


0 


[新規登録]を押します。 


1 設定た: L - J 

:BB SQ © 3 Q @ :::: iWl ； 

: no . 登舒名 回線設定 ' r "，:: 

1 . 命晃 I 巋___ ___ ___ ,1 

1: . …2 


1 短縮菀茺 1 

BHSH 


E i | 

£.+++ffi ぽ ++y 


0 


[登録名]を押し、短縮宛先の名前を入力します。 




文字入力の操作については、 
p .14-4 をごらんください。 


詳し々説明します 

飞 

• 名前は、半角で24文字 
(全角では12文字）まで 
登録できます。 

• [登録 No .] には、未使用 
の登録 No . が表示されま 
す0 
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登録/設定する 











































































































10.2 短縮宛先を登録する 


0 



テンキーで宛先のファクス番号を入力します。 

次のキーを使用できます。 

〇 [卜ーン]ダイアル（パルス）回線を使用している 
場合に、プッシュトーンを送出するため 
に押します。ファクス情報サービスを利 
用する場合などに使用します。画面には 
[ T ] と表示されます。 

〇 [ポーズ]ダイアルに間をあけたいときに使用しま 
す。[ポーズ]1回で1秒の間隔を入力で 
き、繰り返して入力することもできます。 
画面には [ P ] と表示されます。 

〇 [-] ダイアルするときの区切り記号として入 

力します。ダイアルには影響がありませ 
ん。画面には [-] と表示されます。 

〇 | ^ |カーソルが右に移動します。 

〇 | |カーソルが左に移動します。 

〇 [削除]カーソルの位置の文字が1文字ずつ削除さ 
れます。 

力ーソルが右端にある場合、後端から削 
除されます。 

〇 [外線] PBX 接続設定が ON の場合は、[外線]を 
指定することができます。選択すると 
[ E -] と表示されます。 


登録名に日本語を設定した場合は、[検索文字]を押 
し、検索文字を登録します。 


詳説明します 

A 

• 38桁まで入力できます。 

• 誤って入力した場合は、 

[削除]を押して1文字ず 
つ削除するか、または 
【クリア】を押してすベて 
削除して訂正します。 

• PBX (構内交換機）接続 
が [ON] に設定されてい 
る場合、内線から外線に 
発信するときは、より確 
実にダイアルするために、 
「0」などの外線番号のあ 
とに[ポーズ]を押しま 
す。画面には [P] と表 
示されます。 


圈 

PBX 接続設定については、 
P. 11-57 をごらんください。 


詳説明します 

A 

• [常用]〜 [ etc ] の中か 
ら登録したい検索文字の 
検索キーを押します。 

• よく使う宛先の場合は、 
検索文字を指定し、さら 
に[常用]を選択してお 
くと、短縮宛先の選択で 
最初に表示させることが 
できます。 

• 登録名の先頭文字にアル 
ファべットを登録した場 
合は、自動的に検索文字 
が設定されます。 


10 


登録/設定する 
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10.2 短縮宛先を登録する 


0 

0 


❿ 


(P 


回線設定を設定する場合は、[回線設定]を押し、機能 
を設定して[〇 K ] を押します。 


[ OK ] を押します。 

登録が実行され、一覧に表示されます。 


[閉じる]を押します。 


短縮宛先の登録を続けるときは、手順0に戻ります。 
サブ エリアの [終了]を押します。 


回線設定については、 p. 7- 
50をごらんください。 


登録を中止する場合は、 
[キャンセル]を押します。 
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登録/設定する 




10.2 短縮宛先を登録する 


■ 短縮宛先に E - Mail 宛先を登録する 


短縮宛先に E-Mail 宛先を登録しておくと、読み込んだ原稿を E- 
Mail の添付ファイルとして送信できます。ファイル形式は TIFF 
または PDF 形式です。 


短縮宛先に E-Mail 宛先を登録する場合は、次の手順で操作しま 
す0 


❶ 

0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 

[短縮宛先]を押します。 


設定ん: L - 2 

宛先登錄 j 



C 終了 I 


ファクス登録 


：2：[ 


短縮宛先 J 


クルづ宛先 


3 [ 

! 4 I ……. 


マ□ラ5宛先 4 

EMail J 


!ラル-ラ宛先 A 登録す？ 

!事前!::短縮宛先への 
:登錄祕要 f す。 


£ 閉ば .3 


詳説明します 

飞 

設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択する こ 
ともできます。[短縮宛先] 
の場合は、テンキーで「1」 
を入力します。 


0 


[E-Mail 宛先]を押します。 


1 設萣三ュニ___________」 

短縮宛先 

1: . ^&___ ___ J 

iiii ： 1：| ; タイ7ル宛夕己 ^ . 

1 一…………….涵 S 行 」 

- 2 ; [ E-Mail 宛先 か^ 

1 J 


L “r J 



10 


0 


[新規登録]を押します。 


1: 設定メこ： L- J 

E-Mail 宛先 

! 關匯 SQ© 3 Q@ SIS @ 〗 1 切 — 

1 希吳 +lfe +++++++++ J 

：；； Ho . 登録名 ill 

t ++++++++++++ファラス Sif—+++++++.1 

i:: :：; i:: :：; i:: :：; i:: :：; i:: :：; i:: :::: i::: :::: i::i :::: i::i :::: i::: :::: i::i :::: i::i :::: i::i i:: :：; i:: :：; i:: :：; i:: :：; i:: :：; ::: 

1 短縮菀 1 . 1 

111111111111111111111111111111111111^ 

mm 

111111111 圍圖圍圖__圍圍圖圖圖 __ 圍圖圖圖__圍圖圍圖__圍圖圍 11 

1….“ 了 … in 

1' smsm y 


登録/設定する 
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10.2 短縮宛先を登録する 


0 


[登録名]を押し、短縮宛先の名前を入力します。 



0 

❼ 


0 


[ E - Mail アドレス]を押します 


表示された画面で、登録する E-Mail アドレスを入力し、 
[ OK ] を押します。 

〇 | — |カーソルが右に移動します。 

〇 | |力ーソルが左に移動します。 

〇 [削除]カーソルの位置の文字が1文字ずつ削除さ 
れます。 

力ーソルが右端にある場合、後端から削 
除されます。 


登録名に日本語を設定した場合は、[検索文字]を押 
し、検索文字を登録します。 


0 

❿ 


[ OK ] を押します。 

登録が実行され、一覧に表示されます。 


[閉じる]を押します。 

短縮宛先の登録を続けるときは、手順0に戻ります。 



文字入力の操作については、 
p.14-4 をごらんください。 


詳説明します 

• 名前は、半角で24文字 
(全角では12文字）まで 
登録できます。 

• [登録 No.] には、未登録 
登録 No. が表示されます。 


詳説明します 

A 

• E-Mail T ドレスは、最大 
で半角320文字まで入力 


できます。 

• 【クリア】を押すと、入力 
した内容がすべて削除さ 
れます。 


詳説明します 

飞 

• [常用]〜 [ etc ] の中か 
ら登録したい検索文字の 
検索キーを押します。 

• よく使う宛先の場合は、 
検索文字を指定し、さら 
に[常用]を選択してお 
くと、短縮宛先の選択で 
最初に表示させることが 
できます。 

• 登録名の先頭文字にアル 
ファべットを登録した場 
合は、自動的に検索文字 
が設定されます。 


登録を中止する場合は、 
[キャンセル]を押します。 
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登録/設定する 



























10.2 短縮宛先を登録する 



登録/設定する 
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10.2 短縮宛先を登録する 


■ 短縮宛先にボックス宛先を登録する 

短縮宛先にボックス宛先を登録しておくと、読み込んだ原稿を 
ボックスに保存できます。保存時のファイル形式は TIFF 形式で 
す。 

短縮宛先にボックス宛先を登録する場合は、次の手順で操作し 
ます。 


0 

0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 


[短縮宛先]を押します。 


設定メニュ- 


宛先登錄 




L “了 


ファクス登録 


)2 


短縮宛先 J 


クルづ宛先 


!ラル-ラ宛先 A 登録す？ 
:事前!::短縮宛先への 
!登錄祕要 f す。 


f. 3 [ 

I ! 4 I 


マ□ラ5宛先 J 

EMail 


£ 閉ば .3 


0 


[ボックス宛先]を押します。 


詳 


〇兑 [ 


明します 


設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択する こ 
ともできます。[短縮宛先] 
の場合は、テンキーで「1」 
を入力します。 


1 設定上ュ-___________ J 

短縮宛先 

1: . ^&___ ___ J 

:::1: タイ m 宛先 J :::: :::::::: :::: 111:::::: 

1一…………….涵 S 行 」 

112 ; [ E-Mail 宛先 - 

1短雨壶亮1 


L ポィ J 



〇 


[新規登録]を押します。 


設定メニュ- 


宛先登錡 


ファクス登録 


短縮宛先 


ボックス宛先 




ボックス宛先 

;關嗎 QfflQ @； ；； ；； ；； ；| jiw || 

!；； No . 登録名 .：：•! i|!i 

I 0010 a4 ラ _ 


i ; 新規登録』 | 
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10.2 短縮宛先を登録する 


0 


[登録名]を押し、短縮宛先の名前を入力します。 


ボックス宛先登録 



0 


[ボックス名]を押します。 



文字入力の操作については、 
p.14-4 をごらんください。 

ハ 

詳説明します 

A 

• 名前は、半角で24文字 
(全角では12文字）まで 
登録できます。 

• [登録 No.] には、未使用 
の登録 No. が表示されま 


to 



表示された画面で、登録するボックスを選択し、[〇 K] 
を押します。 



詳し4説明します 

飞 

ボックスを選択するには、 
ボックスを登録しておく必 
要があります。 

ボックスの登録方法につい 
ては、 ユーザー ズガイド 
(ボックス機能編）をごらん 
ください。 


0 


登録名に日本語を設定した場合は、[検索文字]を押 
し、検索文字を登録します。 


詳し々説明します 

飞 

• [常用]〜 [ etc ] の中か 
ら登録したい検索文字の 
検索キーを押します。 

• よく使う宛先の場合は、 
検索文字を指定し、さら 
に[常用]を選択してお 
くと、短縮宛先の選択で 
最初に表示させることが 
できます。 

• 登録名の先頭文字にアル 
ファべットを登録した場 
合は、自動的に検索文字 
が設定されます。 
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登録/設定する 
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10.2 短縮宛先を登録する 


0 

❿ 

❿ 


[〇 K ] を押します。 

登録が実行され、一覧に表示されます。 


[閉じる]を押します。 

短縮宛先の登録を続けるときは、手順0に戻ります。 
サブ エリアの [終了]を押します。 


詳説明します 

A 

登録を中止する場合は、 
[キャンセル]を押します。 
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登録/設定する 




10.2 短縮宛先を登録する 


■ 短縮宛先を変更する 


短縮宛先を変更する場合は、次の手順で操作します。 



「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 


0 


[短縮宛先]を押します。 


設定ん: L- 2 

宛先登錄 j 


ファクス登録 


»巾查了 ^ j 


ファクス登録 


1 

短 ml 宛左.. . 


!：：：：：：:：：：：：：：：：：：：：：：：：：:：：：：:：：：：：：：：：：：：：：：：：：;：：：：：：^^ 

II " ラ1し-ブ宛先へ登錡する(:0 

, r 


- 1 

i :::::::::::事前!::短縮宛先哪 

! 1 

クル-ブ宛先 


!!! 胃胃か d てす。 

! [ 

フロ行.宛先 


111 11 

■( 

E-Mail 

_ J 

：：：： .：：：：. ：：：： .：：：：. ：：：： .：：：：. ：：：： .：：：. .：：：.：：：. .：：：.：：：. .：：! . ：：：. .：：： . ：：：. .：：： . ：：：. .：：!. 

II 

11111 

111111 

：：：： .：：：：. ：：：： .：：：：. ：：：： .：：：：. ：：：： .：：：. .：：：.：：：. .：：：.：：：. .：：! . ：：：. .：：： . ：：：. .：：： . ：：：. .：：!. 

i ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 


L m\：i j 


0 


[ダイアル宛先]、 [E-Mail 宛先]、[ボックス宛先]のい 
ずれかを押します。 


設定メニュ- 


宛先登錄 


ファクス登録 


lii .. 




短縮宛先 


タイアル宛先 




2こ E-Mail 宛先 J 

~~3 


U 『ォ」し J 


0 

0 

0 

❼ 

0 


変更したい短縮宛先を選択し、[編集]を押します。 

変更したい項目を選択し、表示された画面で内容を変 
更して [ OK] を押します。 


変更した内容を確認し、 [OK] を押します。 
変更を続ける場合は、手順0に戻ります。 


[閉じる]を押します。 


サブ エリアの [終了]を押します。 


詳 説明します 

A 

設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択する こ 
ともできます。[短縮宛先] 
の場合は、テンキーで「1」 
を入力します。 


詳説明します 

A 

変更を中止する場合は、 
[キャンセル]を押します。 
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登録/設定する 
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10.2 短縮宛先を登録する 


■ 短縮宛先を削除する 

短縮宛先を削除する場合は、次の手順で操作します。 

原則 

短縮宛先を削除すると、削除した短縮宛先を使用しているグループ宛 
先およびプログラム宛先からも削除されます。 



「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 


0 


[短縮宛先]を押します。 


設定ん: L - 2 

宛先登錄 j 


.ラ;丽昼. 


E 終了 J 


ファ?ス登舒 


11 ]. _宛先 』 

: 2 | グル-フ宛先 J 

;;; ラル - ラ宛先へ登録する(こは 
:::::::事前(:短縮宛先への 
;;;;;;;登録#必要 f す。 

3 | フロ;^/.宛先 J 

4 [ E-Mail J 

iii ;;; ni n; ni n; ni n; ni 卍 ni i;n n;; i;n n;; i;n n;; i;n 

■：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：^ 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：• ：：：： ：：：：• ：：：： ：：：：• ：：：： ：：：：• 

__111111111111_11111__111111 


L m\：i j 


0 


[ダイアル宛先]、 [E-Mail 宛先]、[ボックス宛先]のい 
ずれかを押します。 


設定メニュ- 


宛先登錄 


ファクス登録 




短縮宛先 



mr§ 


0 

0 

❼ 


削除したい短縮宛先を選択し、[削除]を押します。 

表示された確認メッセージの画面で、[はい]を押しま 
す。 

削除を続ける場合は、手順0に戻ります。 


[閉じる]を押します。 


サブ エリアの [終了]を押します。 


詳し々説明します 

飞 

設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択する こ 
ともできます。[短縮宛先] 
の場合は、テンキーで「1」 
を入力します。 


明します 

削除を中止する場合は、[い 
いえ]を押します。 
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登録/設定する 





























































































10.3グル プ宛先を登録する 


複数の短縮 No. をグループ化して、グループ宛先に登録するこ 
とができます。同じ内容を順次同報や順次ポーリング受信する 
ことが多い場合に便利です。 

• グループ宛先は、スキャナ機能で使用するグループとあ 
わせて、100グループ （01 〜99、 00) まで登録できま 
す。 

♦ ひとつのグループ宛先には短縮 No. を500か所まで登録で 
きます。 

♦ グループ宛先に登録できる宛先は短縮宛先です。宛先を 
短縮宛先に登録してからグループ宛先登録の操作をして 
ください。 

♦ 各グループにグループ名を登録できます。 

ここでは、グループ宛先に宛先とグループ名を登録する操作、 
一度登録したグループ宛先を変更する操作、登録したグループ 
宛先を削除する操作について説明しています。 

原則 

登録名と宛先、 E-Mail アドレスまたはボックス名を設定しないと登録 
できません。 


■ グル _ プ宛先を登録する 


グループ宛先を登録する場合は、次の手順で操作します。 



「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 


0 


[グループ宛先]を押します。 


1 

ファクス； i ： 舒 

1 J 

1： 1 1. 麵魅 .......... JII ： II ： ：：：：：； 

1. フ 7 れ SiS. 1 

:- 1 I::::::::::::::: :: 旅 則し磕縮宛矣への 

::: 2 :| クル - プ 宛先 a 亜 ; f オ 

^ J M 



詳説明します 

飞 

• 短縮宛先、グループ宛先、 
プログラム宛先は、 
PageScope Web 
Connection を使って登録 
することもできます。 

• PageScope Web 
Connection うと、 
ネットワークに接続して 
いるパソコン上から本機 
の設定変更や宛先登録が 
できます。 

PageScope Web 

Connection の使い方につ 
いては、「第13章 
PageScope Web 
Connection」 または、 

ューザーズガイド（ネッ 
トワーク/スキャナ機能 
編）をごらんください。 

• 登録した内容は、グルー 
プ宛先リストで確認でき 
ます。 



• グループ宛先リストにつ 
いて詳しくは、「グループ 
宛先リスト」 (p.12-36) 

をごらんください。 

• 短縮宛先の登録について 
詳しくは、「短縮宛先を登 
録する」 (p.10-3) をごら 
んください。 


詳し々説明します 

飞 

設定メニューでは、キーに 
表示されている番号をテン 
キーで入力して選択するこ 
ともできます。[グループ宛 
先]の場合は、テンキーで 
「2」を入力します。 
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登録/設定する 
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10.3 グループ宛先を登録する 


0 


[新規登録]を押します。 


設定メニュ - 


宛先登錄 


ファクス登錄 


y. 碎了 


クル-ブ宛先 

No. 


宛先件数 : 


i 


:□: 


102 g2 


131 


卜新規登録 』| 


1：：：, 閉ほ】 


0 


[登録名]を押し、グループ宛先の名前を入力します。 



0 

0 


[宛先]を押します。 


[ダイアル宛先]、[ボックス宛先]または [ E - Mail 宛 
先]からグループ宛先に登録する短縮宛先が登録され 
ているカテゴリーを選択します。 


ウルづ宛先入力 宛先件数 000 件 

登録す 5 宛先を選択しバ駐い 



詳説明します 

• すでに グループ 宛先が登 
録されている場合は、こ 
こで[編集]を押して内 
容を変更することもでき 
ます。 p.10-18 をごらん 
ください。 

• ファクス登録で登録した 
グル _ プのみが表示され 
ます。 



文字入力の操作については、 
P.14-4 をごらんください。 

詳^く!兑明します 

飞 

• 名前は、半角で24文字 
(全角では12文字）まで 
登録できます。 

• [登録 No.] には、未使用 
の登録 No. が表示されま 
す0 


詳 Q 


:説明します 


ひとつのグループ 宛先に登 
録できる短縮宛先は、500 
か所までです。 
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登録/設定する 






































































グループ宛先に登録する短縮宛先を選択します。 



〇 [名前から検索]: 

検索文字の検索キーを押して、短縮宛先を表示させ 
る場合、選択します。 

〇 [No. から検索]: 

登録順につけられる No. が100ごとに表示されま 
す。登録する短縮宛先の No. があてはまる No. の 
キーを押し、短縮宛先を表示させます。 

_■または_を押すと、表示する No. のキーをスク 


口ールできます。 


[〇 K] を押します。 


[閉じる]を押します。 


[OK] を押します。 

グループ宛先の登録を続ける場合は、手順0に戻りま 
す0 


サブ エリアの [終了]を押します。 


宛先 isnsip no •的検索 I 

i iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iii iii Hi Hi iii iii Hi iii iii iii iii iii iii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iiii iii Hi iii Hi iii iii Hi Hi iii iii Hi Hi 

：：： M ： ： a ：： a ： a a ： a ： m a ：： a ： a ：：：：：：：： 画:::::::；:: 


k キヤノセル .yJ hjjf OK M 


10.3 グループ宛先を登録する 



❼ 


00❿ ® 


登録/設定する 
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10.3 グループ宛先を登録する 


■ グループ宛先を変更する 


グループ宛先を変更する場合は、次の手順で操作します。 


❶ 

0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を参照し、 
ファクス登録画面を表示します。 

[グループ宛先]を押します。 


設定ん: L - 2 

宛先登錄 j 


ファクス登録 


»終了 J 


ファクス登録 




短縮宛先 


クルづ宛先 


13 r ブロクラム宛先 


14 .[ 


ラルづ宛先 A 登録する!::0 

1::::::::::::::::::事前!::短縮宛先哪 
：：：： ：：：：:::登録#必要 f す。 

AJ 

.誦 

E m：5 a 


0 


変更したいグループ宛先を選択し、[編集]を押しま 
す0 


0 

0 


変更したい項目を選択し、表示された画面で内容を変 
更して[〇 K ] または[閉じる]を押します。 


変更した内容を確認し、 [OK ] を押します。 
変更を続ける場合は、手順0に戻ります。 

サブ エリアの [終了]を押します。 


設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号をテン 
キーで入力して選択するこ 
ともできます。[グループ宛 
先]の場合は、テン キーで 
「2」を入力します。 


詳説明します 

A 

事または金を押すと、表 
示するページを変更できま 
す 0 


変更を中止する場合は、 
[キャンセル]を押します。 
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登録/設定する 













































10.3 グループ宛先を登録する 


■ グループ宛先を削除する 

グループ宛先を削除する場合は、次の手順で操作します。 

原則 

グループ宛先を削除すると、削除したグループ宛先を使用しているプ 
ログラム宛先からも削除されます。 


0 

0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 

[グループ宛先]を押します。 


設定ん: L - 2 

宛先登錄 j 


.ラ;丽昼. 


E 終了 J 


ファクス登録 


1 ( 

短 ml 宛左.. . 

4 

%-フ宛先 A 登録す?0 i 

f — 


iii； ii；i -： ： ： 

:::::::事前!::短縮宛先への 

2 1 ■■… mul 

クル-ブ宛先 


：：：■胃かてす。 

11 3 |[ 

フロ行.宛先 

. iiii ： 1111 

4 ( 

E-Mail 




L m\：i j 


e 


削除したいグループ宛先を選択し、[削除]を押しま 
す0 


〇 


表示された確認メッセージの画面で、[はい]を押しま 
す。 

削除を続ける場合は、手順0に戻ります。 

サブ エリアの [終了]を押します。 


詳しく>説明します 

飞 

設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号をテン 
キーで 入力して選択するこ 
ともできます。[グループ宛 
先]の場合は、テンキーで 
「2」を入力します。 


詳説明します 

A 

• 畢または会を押すと、 
表示するページを変更で 
きます。 

• グループ宛先を選択して 
[設定確認]を押すと、設 
定状態を確認できます。 


削除を中止する場合は、[い 
いえ]を押します。 
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登録/設定する 
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10.4 プログラム宛先を登録する 


頻繁に送信する宛先（ファクス番号、ボックス、 E-Mail) と定 
型で使う読込設定や通信設定を組み合わせて、プログラム宛先 
に登録できます。プログラム宛先にこれらを登録しておくと、 
[プログラム]のプログラムキーを押すだけで、登録されている 
宛先と読込設定や通信設定の機能を設定して送信できます。 


♦ オプションのハードディスクを装着している場合は、プ 
ログラム宛先は、スキャナなど、本機の他の機能のプロ 
グラム宛先を合わせ、400個(001-400)まで登録でき 
ます。（ハードディスクを装着していない場合は、200個 
まで登録できます。） 

• プログラムには、プログラム名を登録できます。 

ここでは、プログラム宛先を登録する操作、プログラム宛先を 
変更する操作、プログラム宛先を削除する操作について説明し 
ています。 

原則 

登録名と読込設定、通信設定、または宛先のいずれかを設定しないと 
登録できません。 


■ プログラム宛先を登録する 


プログラム宛先を登録する場合は、次の手順で操作します。 



「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 


❷ 


[プログラム宛先]を押します。 


設定ん: L - J 

. 2 


ノアクス 




ファクス登録 




短縮宛先 


クルづ宛先 


] 


フ□クラム宛先 


14 |[ 


E-Mail 


J 


ラ j しづ宛先 a 登録する (:ia 
事前 (= 短縮宛先への 
登録#必要 f す。 


U 問 1 -.る| 


詳説明します 

飞 

• 短縮宛先、グループ宛先、 
プログラム宛先は、 
PageScope Web 
Connection を使って登録 
することもできます。 

• PageScope Web 
Connection うと、 
ネットワークに接続して 
いるパソコン上から本機 
の設定変更や宛先登録が 
できます。 



PageScope Web 
Connection の使い方につい 
ては、「第13章 PageScope 
Web Connection」 または、 
ユーザー ズガイド（ネット 
ワーク/スキヤナ機能編） 

をごらんください。 




明します 


設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号をテン 
キーで 入力して選択するこ 
ともできます。[プログラム 
宛先]の場合は、テンキー 
で「3」を入力します。 
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登録/設定する 




































10.4 プログラム宛先を登録する 



づ□クラム宛先 


ベ-ジ名 


[pagei ] [±} r^n [ 


■ V シ - 


11001 pi 

. 木 . : 1 

llllPP? P2 …… 

- -1 

111:003………. 

I 

\m . 

. 1 

5"〇〇5…… 

. 1 


t 閉 I 


0 


登録したいプログラム宛先を選択し、[編集]を押しま 
す0 


〇読込設定および通信設定の表示 
設定値： [する][しない] 


表示： 


[一] 


[未登録] 
[空白] 


0 


[登録名]を押し、プログラム宛先の名前を入力しま 
す0 


0 


[宛先]を押します。 



詳説明します 

• [ページ _ 覧]の左側にあ 
る畢または会を押すと、 
表示するページを変更で 
きます。1ページに対し 
15宛先ずつ表示されま 
す0 

• [ペー■ジー覧]を押すと、 
プログラム宛先の表示を 
ページ単位で指定できま 
す 。 

• ページー覧の画面で、 
ページを選択して[ペー 
ジ名変更]を押すと、表 
示するページ名を変更で 

• 事または会を押すと、 
ページ内の次のプログラ 
ム宛先を表示できます。 

• スキヤナの宛先の場合は、 
「スキヤナの宛先です」と 
表示されます。 


詳説明します 

飞 

文字入力の操作については、 
p .14-4 をごらんください。 


詳説明します 


名前は、半角で24文字 
(全角では12文字）まで登 
録できます。 



□クラム編集 


ブ□クラム宛先 


覧 「令11令 f 


登録/設定する 
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10.4 プログラム宛先を登録する 


[宛先表から選択]または[ダイレクト入力]を押し 
て、宛先を入力します。 

♦ [宛先表から選択]を押した場合 

すでに登録されている短縮宛先またはグループ宛先 
から宛先を選択して設定します。 

1. [ダイアル宛先]、[ボックス宛先]、[グループ宛 
先]または [ E - Mail 宛先]から登録する宛先を 
選択します。 


允クラム宛先入力 

登録する宛先を選択してびさい 



2. [名前から検索]、 [ No . から検索]のどちらかを 
押し、宛先を選択します。 

〇 [名前から検索]: 

検索文字の検索キーを押して、短縮宛先を表 
示させる場合、選択します。 

〇 [ No . から検索]: 

登録順につけられる No . が100ごとに表示さ 
れます。登録する短縮宛先の No . があてはま 
る No . のキーを押し、短縮宛先を表示させま 
す。 

#または_を押すと、表示する No . のキー 
をスクロールできます。 

3. [〇 K ] を押します。 
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登録/設定する 






















10.4 プログラム宛先を登録する 


♦ [ダイレクト入力]を押した場合 

次の手順で、宛先を入力して設定します。 

1 . [ダイアル宛先]、[ボックス宛先]または [ E-Mail 
宛先]を押します。 



2. 宛先を入力または選択し、 [ OK ] を押します。 

〇 PBX 接続設定が〇 N の場合は、[ダイアル宛先]で 
[外線]を指定することができます。選択すると 
[ E -] と表示されます。 



0 

0 


読込設定または通信設定を設定する場合は、[読込設 
定]または[通信設定]の[する]を押し、機能を設 
定して[〇 K ] を押します。 


〇 [通信設定]- [ E - Mail 設定]を押して表示される画 
面で、 [ E - Mail 通知」を設定することができます。 


[ E - Mail 通知]を[する]に設定しておくと、ジョ 
ブ終了後に、 [ E - Mail 通知]の宛先に E - Mail を送信 
させることで、ジョブの終了を確認することができ 
ます。 


[閉じる]を押します。 

プログラム宛先の登録を続ける場合は、手順0に戻り 
ます。 


サブ エリアの [終了]を押します。 



• ダイアルの入力について 
は、 p .10-5 をごらんくだ 
さい0 

• ボックス宛先の入力につ 
いては、 p .10-11 をごら 
んください。 

• E-Mail T ドレスの入力に 
ついては、 p .10-8 をごら 
んください。 

• PBX 接続設定について 
は、 p .11-57 をごらんく 
ださい。 



[読込設定]、[通信設定]に 
ついては、「第7章便利な 
送信」をごらんください。 

詳しぐ説明します 

飞 

登録を中止する場合は、 
[キャンセル]を押します。 


10 


登録/設定する 
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10.4 プログラム宛先を登録する 


設定メニュ- 


宛先登錄 


ファクス登錄 


Is, … 


ベ - y 名 1/27 ,__ _^ ,_ 

L P 服 1 ~~ 1 ..B ^ 问 


:: No . 登錄名_読込設定通信設定 


；； i 〇〇1 pi 





- I 

110 02 P 2 





- I 

[〇〇3 





. I 

\m . ‘ 





I 

5 〇〇5 . 





1 


■ プログラム宛先を削除する 

プログラム宛先を削除する場合は、次の手順で操作します。 


0 

0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を参照し、 
ファクス登録画面を表示します。 

[プログラム宛先]を押します。 


削除したいプログラム宛先を選択し、[削除]を押しま 
す0 


設定メニュ- 


宛先登錄 




ファクス登録 


)i | 污闹宛先 

ii 21 


クルづ宛先 


13 r ブロクラム宛先 


14 [ 


j iiii iiii iiii iiii::: ラル-:?宛先 A 登錄する (:(i 
1::::::::::::::::::事前!::短縮宛先， 

議_調登録#必要討。 

E m ：5 a 


詳説明します 

A 

設定メニューでは、キーに 
表示されている番号をテン 
キーで入力して選択するこ 
ともできます。[プログラム 
宛先]の場合は、テンキー 
で「3」を入力します。 


詳説明します 

A 

• [ページ _ 覧]の左側にあ 
る畢または会を押すと、 
表示するページを変更で 
きます。1ページに対し 
15宛先ずつ表示されま 
す0 

• [ぺ _ ジ_覧]を押すと、 
プログラム宛先の表示を 
ページ単位で指定できま 
す 。 

• ページー覧の画面で、 
ページを選択して[ベー 
ジ名変更]を押すと、表 
示するページ名を変更で 

• 畢または会を押すと、 
ページ内の次のプログラ 
ム宛先を表示できます。 

• スキヤナの宛先の場合は、 
「スキヤナの宛先です」と 
表示されます。 

• プログラム宛先を選択し 
て[設定確認]を押すと、 
設定状態を確認できます。 


ブ□クラム宛先 


ファクス登録 


11 一 114-11 f ♦ ■ 
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登録/設定する 























































































10.4 プログラム宛先を登録する 


0 

0 


表示された確認メッセージの画面で、[はい]を押しま 
す。 

削除を続ける場合は、手順0に戻ります。 

サブ エリアの [終了]を押します。 


10 


詳説明します 

A 

削除を中止する場合は、[い 
いえ]を押します。 


登録/設定する 
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10.5 E-Mail のタイトルや本文を登録する 


E-Mail のタイトルや本文を登録できます。ここでは、 E-Mail の 
タイトルと本文について、それぞれ、登録する操作、変更する 
操作、削除する操作、初期値を設定する操作について説明しま 
す0 


■ E - Mail のタイトルを登録する 


E-Mail のタイトルを登録する場合は、次の手順で操作します。 



「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 


0 


[E-Mail] を押します。 


設定メニュ- 


ファクス登録 


宛先登錄 




短縮宛先 


クルづ宛先 


( 丨 フロララム宛先 j 


14 


e 


L “ 了 J 


[タイトル]を押します C 


ラル-ラ宛先 a 登録する(:は 
事前!::短縮宛先への 
登録#必要 f す。 


L 問。| 


1 設定メこ： L- 2 

| E-Mail | 

1 舜吳 +111 . 2 

1 1 J 





|： . フ7ラス Ife +++ +++ … 2 

2 1 卞， A 




!!; ;!! !!; 



1 E-Mail 1 

h=====i 





1111 






555 

L “ 了 J 

1 1 ‘閉じる』 J 


詳し々説明します 

飞 

E-Mail のタイトルは 10 件 
まで、本文は10件まで登 
録できます。 


設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択する こ 
ともできます。 [ E - Mail ] の 
場合は、 テンキーで「4」 を 


入力します。 
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登録/設定する 







































































10.5 E-Mail のタイトルや本文を登録する 


0 


[新規登録]を押します。 


1 設萣 こ:^ . 2 

E-Mail タイトル 

:ii No . タイトル iHjpijpijp 

i.0.1 ...........Subjectl .*. 1 

1 ； 丽簦 , 1 


[. フ7ラス Ife +++ +++… 2 



1 ： . E-Mail 2 


1_11 




圍圍圍圓 iiiiiii ! 圓 

L “ 了 J 

1 新規豆舒』 t 閉ほ - 


0 


[タイトル]を押します。 



0 

❼ 

0 


表示された画面で、タイトルを入力し、 [ OK ] を押し 
ます。 


[ OK ] を押します。 

登録が実行され、 _ 覧に表示されます。 

[閉じる]を押します。 

タイトルの登録を続けるときは、手順0に戻ります。 


0 


サブ エリアの [終了]を押します。 


詳しぐ説明します 

飞 

• E-Mail のタイトルは全角 
32文字（半角64文字） 
まで入力できます。 

• [登録 No.] には、未使用 
の登録 No. が表示されま 
す0 



文字入力の操作については、 
p.14-4 をごらんください。 


詳 b 々説明します 

飞 

登録を中止する場合は、 
[キャンセル]を押します。 


10 


登録/設定する 
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10.5 E - Mail のタイトルや本文を登録する 


■ E - Mail のタイトルを変更する 

E - Mail のタイトルを変更する場合は、次の手順で操作します。 

❶ 


0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を参照し、 
ファクス登録画面を表示します。 

[ E - Mail ] を押します。 


設定メニュ- 


r 宛先登錄 




ファクス登録 


:1 ) 短縮宛先 j：：：i 

； 2 r ラル-ラ宛先 

3 [ フロ;^/.宛先 J 

4 「 ヒ - Ha]l J 


!ラル-ブ宛先 A 登録する(:0 
!事前!::短縮宛先への 
:登録#必要 f す。 




0 


[タイトル]を押します。 


設定メニュ- 


宛先登錄 


ファクス登錄 


終了 


厂 

娜 

J 

[ 

....... 本* ....... 

111111 :::: :：:::::::::::::: 1::| 


u 『ォ」し」 


0 


変更したいタイトルを選択し、[編集]を押します。 


設定メニュ- 


宛先登錄 


[ ファクス登 if j 


「：ァ . スニ^…て: j 

L 於 r 』 


E-Mail 夕仆ル 
No . 夕仆ル 


詳細 J [新規登録 】 P 菓 i ^削除 ] ^閉じる j 


設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択するこ 
ともできます。 [ E - Mail ] の 
場合は、 テンキーで「4」 を 


入力します。 


• 畢または会を押すと、 
表示するページを変更で 
きます。 

•タイトルを選択して[詳 
細]を押すと、設定状態 
を確認できます。 
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登録/設定する 




















































































































10.5 E-Mail のタイトルや本文を登録する 


0 


[タイトル]を押します。 



0 


表示された画面で、タイトルを変更し、 [ OK ] を押し 
ます。 


❼ 

0 

0 


[ OK ] を押します。 

タイトルが変更されます。 


[閉じる]を押します。 

タイトルの変更を続けるときは、手順0に戻ります。 
サブ エリアの [終了]を押します。 


詳し々説明します 

飞 

文字入力の操作については、 
p.14-4 をごらんください。 


詳説明します 

A 

変更を中止する場合は、 
[キャンセル]を押します。 


10 


登録/設定する 
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10.5 E-Mail のタイトルや本文を登録する 


■ E - Mail のタイトルを削除する 

E-Mail のタイトルを削除する場合は、次の手順で操作します。 

❶ 


0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を参照し、 
ファクス登録画面を表示します。 

[E-Mail] を押します。 


設定メニュ- 


r 宛先登錄 




ファクス登録 


:1 ) 短縮宛先 j：：：i 

； 2 r ラル-ラ宛先 

3 [ フロ;^/.宛先 J 

4 「 ヒ -Ha]l J 


!ラル-ブ宛先 A 登録する(:0 
!事前!::短縮宛先への 
:登録#必要 f す。 




0 


[タイトル]を押します。 


設定メニュ- 


宛先登錄 


ファクス登錄 


終了 


厂 

娜 

J 

[ 

....... 本* ....... 

111111 :::: :：:::::::::::::: 1::| 


u 『ォ」し」 


0 


削除したいタイトルを選択し、[削除]を押します。 


設定メニュ- 


宛先登錄 


[ ファクス登 if j 


「：ァ . スニ^…て: j 

L 於 r 』 


E-Mail 夕仆ル 
No . 夕仆ル 


詳細 J [新規登録 】 P 菓 i ^削除 ] ^閉じる j 


0 


表示された確認メッセージの画面で、[はい]を押しま 
す0 


タイトルが削除されます。 


設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択するこ 
ともできます。 [E-Mail] の 
場合は、 テンキーで「4」 を 


入力します。 


• 畢または会を押すと、 
表示するページを変更で 
きます。 

•タイトルを選択して[詳 
細]を押すと、設定状態 
を確認できます。 


削除を中止する場合は、[い 
いえ]を押します。 
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登録/設定する 




















































































































0 

❼ 


10.5 E - Mail のタイトルや本文を登録する 


[閉じる]を押します。 

タイトルの削除を続けるときは、手順0に戻ります。 
サブエリアの[終了]を押します。 



登録/設定する 
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10.5 E-Mail のタイトルや本文を登録する 


■ E - Mail のタイトルの初期値を設定する 


ファクス画面から E-Mail 送信する場合に、ここで初期値に設定 
したタイトルがコンピユーターに送られます。 E-Mail のタイト 
ルの初期値を設定する場合は、次の手順で操作します。 



「10.1ファクス登録の画面を表示する」を参照し、 
ファクス登録画面を表示します。 


0 


[E-Mail] を押します。 


. 設定 ノニュ- ......... 

ファクス全^ 1 

壶先臺 n J 1 

： 1 1 . jjj :::: !：：!：：：!!：：!!：列.-フ宛先へ登錄す 5 (:a 

ラァ负登 g 1 

：i：：： — ：f： H- . |：iiii：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 事 H 1 」 し短縮宛先への 

::：：： ^ ；|;. . ノル ノ？ u 7 ll . 宇宇拓■才 ：：：：：：：：：：：： 


::: 3 j プロララム宛先 J|E E 



L J 



0 


[タイトル]を押します。 


I ； 設定メこ： L- j 

E-Mail 

1 免 ns . 1 

:;; 1 ;| ^-rm. 

1 ： . フ 7 ラス Ife +++ +++ … 2 

: 2 j 本文 J；；：；:;;;; 



1 E-Mail 1 

h======a 


L ^7 j 

111111111111111111111111111 11 ^ 



0 


初期値に設定したいタイトルを選択し、[初期値設定] 
を押します。 


設定ん: L - } 

++++++++++++++++ 1 

'^Sil ++++++++++++++++1 

E-Mail A 


夕仆ル 



E - Mail ケ仆ル 


:; No . 期値設定 



[ 詳細3[新規登編集 ju 削除 II u 閉じ 5 雪 


0 


[閉じる]を押します。 


設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択するこ 
ともできます。 [E-Mail] の 
場合は、 テンキーで「4」 を 


入力します。 
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登録/設定する 











































































































0 


サブエリアの[終了]を押します。 


10.5 E - Mail のタイトルや本文を登録する 



登録/設定する 
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10.5 E-Mail のタイトルや本文を登録する 


■ E-Mail の本文を登録する 


E-Mail の本文を登録する場合は、次の手順で操作します。 


❶ 

0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 

[E-Mail] を押します。 


設定ん: L - 2 

宛先登錄 j 


ファクス登録 


»終了 J 


ファ?ス登舒 

;;1亡 

iii 2 :[ 


短縮宛先 


クルづ宛先 


13 r ブロクラム宛先 


14 [ 


ラルづ宛先 A 登録する!::0 

1::::::::::::::::::事前!::短縮宛先哪 
：：：： ：：：：:::登録#必要 f す。 

AJ 

.誦 

E m：5 a 


0 


[本文]を押します。 



0 


[新規登録]を押します。 


1 設定メこ: L - I 

E-Mail 本文 

iiii No . iiiiiiiiiiiiiiiiiiii 

li 宛先登錄 J 

ii |01 Textl >K _ li !：： 

|〔:::::::ファラス Sft ::: ::=1 

t E-Mail 2 

111111111111111111 11^ 

L p i " J 



設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択するこ 
ともできます。 [E-Mail] の 
場合は、 テンキーで「4」 を 


入力します。 
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登録/設定する 




































































































10.5 E-Mail のタイトルや本文を登録する 


0 


[本文]を押します。 



0 


表示された画面で、本文を入力し、[〇 K ] を押します。 


❼ 

0 

0 


[〇 K ] を押します。 

登録が実行され、一覧に表示されます。 


[閉じる]を押します。 

本文の登録を続けるときは、手順0に戻ります。 
サブ エリアの [終了]を押します。 


詳説明します 

A 

• E-Mail の本文は全角128 
文字（半角256文字）ま 
で入力できます。 

• [登録 No.] には、未使用 
の登録 No. が表示されま 
す0 


國 

文字入力の操作については、 
p.14-4 をごらんください。 


詳し々説明します 

飞 

登録を中止する場合は、 
[キャンセル]を押します。 


10 


登録/設定する 
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10.5 E-Mail のタイトルや本文を登録する 


■ E-Mail の本文を変更する 

E-Mail の本文を変更する場合は、次の手順で操作します。 

❶ 


0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 

[E-Mail] を押します。 


設定メニュ- 


r 宛先登錄 




ファクス登録 


:1 ) 短縮宛先 j：：：i 

； 2 r ラル-ラ宛先 

3 [ フロ;^/.宛先 J 

4 「 ヒ -Ha]l J 


!ラル-ブ宛先 A 登録する(:0 
!事前!::短縮宛先への 
:登録#必要 f す。 




0 


[本文]を押します。 


設定メニュ- 


宛先登錄 


ファクス登錄 


終了 


厂 

娜 

J 

[ 

....... 本* ....... 

111111 :::: :：:::::::::::::: 1::| 


u 『ォ」し」 


0 


変更したい本文を選択し、[編集]を押します。 


1 設定メこ: L - I 

1 +++++++++ ¥■'¥ 設定 JI 

E-Mail 本文 

: no ： +++++++ . [flMigM: :K :: 

|〔::: : :：僉筅 : S#: ::] 

1: ファラ涵一一 J 

1 ： .E-Mail . J 


1 “ 了 1 

1 詳刪」 | Wt 規; k 許 j 1 滿菓 J II 削〖于 II |問 I :_ T _ 1 


設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択するこ 
ともできます。 [E-Mail] の 
場合は、 テンキーで「4」 を 


入力します。 




明します 


• 畢または会を押すと、 
表示するページを変更で 
きます。 

•本文を選択して[詳細] 
を押すと、設定状態を確 
認できます。 
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登録/設定する 

















































































































10.5 E-Mail のタイトルや本文を登録する 


0 


[本文]を押します。 


E - Mail 本文編集 



0 


表示された画面で、本文を変更し、 [ OK ] を押します。 



[〇 K ] を押します。 


本文が変更されます。 


0 

0 


[閉じる]を押します。 

本文の変更を続けるときは、手順0に戻ります。 
サブ エリアの [終了]を押します。 


詳し々説明します 

飞 

文字入力の操作については、 
p.14-4 をごらんください。 


詳説明します 

A 

変更を中止する場合は、 
[キャンセル]を押します。 


10 


登録/設定する 
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10.5 E-Mail のタイトルや本文を登録する 


■ E-Mail の本文を削除する 

E-Mail の本文を削除する場合は、次の手順で操作します。 

❶ 


0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 

[E-Mail] を押します。 


設定メニュ- 


r 宛先登錄 




ファクス登録 


:1 ) 短縮宛先 j：：：i 

； 2 r ラル-ラ宛先 

3 [ フロ;^/.宛先 J 

4 「 ヒ -Ha]l J 


!ラル-ブ宛先 A 登録する(:0 
!事前!::短縮宛先への 
:登録#必要 f す。 




0 


[本文]を押します。 


設定メニュ- 


宛先登錄 


ファクス登錄 


終了 


厂 

娜 

J 

[ 

....... 本* ....... 

111111 :::: :：:::::::::::::: 1::| 


u 『ォ」し」 


0 


削除したい本文を選択し、[削除]を押します。 


設定メニュ- 


宛先登録 


ファクス登舒 


□ 




E-Mail 本文 
No. 卞文 



終了 3 [ mm j [J 斤規登針 j [ 編集 J ii 削除 II ii 閉じ § 3 


0 


表示された確認メッセージの画面で、[はい]を押しま 
す0 


本文が削除されます。 


設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択するこ 
ともできます。 [E-Mail] の 
場合は、 テンキーで「4」 を 


入力します。 




明します 


• 畢または会を押すと、 
表示するページを変更で 
きます。 

•本文を選択して[詳細] 
を押すと、設定状態を確 
認できます。 


削除を中止する場合は、[い 
いえ]を押します。 
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登録/設定する 















































































































0 

❼ 


10.5 E - Mail のタイトルや本文を登録する 


[閉じる]を押します。 

本文の削除を続けるときは、手順0に戻ります。 
サブエリアの[終了]を押します。 



登録/設定する 
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10.5 E-Mail のタイトルや本文を登録する 


■ E-Mail の本文の初期値を設定する 


ファクス画面から E-Mail 送信する場合に、ここで初期値に設定 
した本文がコンピュ _ 夕 _ に送られます。 E-Mail の本文の初期 
値を設定する場合は、次の手順で操作します。 



「10.1ファクス登録の画面を表示する」を参照し、 
ファクス登録画面を表示します。 


0 


[E-Mail] を押します。 


設定ん: L- J 

宛先登錄 .] 


ファクス登錄 


E 終了 J 


ファクス登録 


11 短縮宛先 j 

2 | 列-フ宛告 ..... J 

3| 物納 J 

i 4 ![. E Ma i l 


:::::::カレづ宛先 A 登録す 
：：：：：：：事前(:短縮宛先への 
-登雜か必要てす。 


] 


U 『ォ」し」 


0 


[本文]を押します。 


I ； 設定メこ： L- j 

E-Mail 

[ 舜筅麵 . j 

:;;1;| ^-rm. 

1 ： . フ 7 ラス Ife +++ +++ … J 

: 2 j 本文 Jj；：；:;;;; 

1 E-Mail | 


L ^7 j 





0 


初期値に設定したいタイトルを選択し、[初期値設定] 
を押します。 


設定メニュ- 


宛先登録 


ファクス登舒 




一 . w 二 ;… 一 .. i；i 

終了 J 


E-Mail 本文 
No. 卞文 



mm .]i 新規登録 j 1 L 編集 _J [ 削除]! [ 問⑸| 


0 


[閉じる]を押します。 


設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択するこ 
ともできます。 [E-Mail] の 
場合は、 テンキーで「4」 を 


入力します。 
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登録/設定する 














































































































0 


サブエリアの[終了]を押します。 


10.5 E - Mail のタイトルや本文を登録する 



登録/設定する 
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10.6着信拒否宛先を登録する 


着信拒否したい相手の番号をあらかじめ登録しておき、迷惑 
ファクスを受信しないように設定できます。 

登録されている電話番号と着信電話番号が一致した場合は、受 
信しません。 

原則 

NTT とナンバーディスプレイ機能の契約が必要になります。契約完了 
後に機能を設定してください。 


■ 着信拒否宛先を登録するには 


❶ 

0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 

[着信拒否宛先]を押します。 


1 設定 S こュ- J 

ファ宄登舒 

[1 免栗簦, J 

!!!! + 1 .1 . . ::::::::::::::: 外-プ宛先へ登錡朽 (:a 

1ファ妗登 S | 

；；；；! „ ；p /in m - 1：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：事し短縮宛先への 

^ \ . / kZ /. Z ^. Z ^ . ^1：：:::: ：：：：•：：!!!!：：!!! 益^^ブオ iiiiiilii 

L J 

(ぶ ] ㈤ 


0 


[新規登録]を押します。 


If 設萣'だュ= — j 

V r-^-y /ill ¢3. ^ 

着信拒否宛先 

No . 電 5 舌番万 

1 宛先登錄 A 

；；；；[： 〇1 〇〇 1：：：_1：：：： 

pilBSIBKj 


I r 終了 i | 

1 新規; k 打 J L 問巧 J 


明します 

着信拒否宛先を登録するに 
は、設定メニューの機能 
〇 N/OFF 設定で、ナンバー 
ディスプレイを〇 N に設定 
しておく必要があります。 
機能 ON/OFF 設定について 
は、11 -34 ぺ _ ジをごらん 
ください。 



詳し々説明します 

飞 

設定メニューでは、キーに 
表示されている番号をテン 
キーで入力して選択するこ 
ともできます。[着信拒否宛 
先]の場合は、テンキーで 
「5」を入力します。 
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登録/設定する 


































































10.6 着信拒否宛先を登録する 


0 


テンキーで[電話番号]に着信拒否したい番号を入力 
します。 


テンキづ電話番号を入力芘ます 


登録 No . 02 


f 削除 Tte 



^ ;：： P »：：ip 逢 ：:::::::::::::：:: i 



L 如:-セ|し J 1; 

| OK "3 


0 

0 

❼ 


〇 [着信履歴一覧から選択] 

着信履歴から登録したい場合は、[着信履 
歴一覧から選択]を押します。 

〇 [-] ダイアルするときの区切り記号として入 

力します。ダイアルには影響がありませ 
ん。画面には [-] と表示されます。 

〇 | — |カーソルが右に移動します。 

〇 | — |力ーソルが左に移動します。 

〇 [削除]カーソルの位置の文字が1文字ずつ削除さ 
れます。 

力ーソルが右端にある場合、後端から削 
除されます。 


「〇 K 」 を押します。 

登録が実行され、一覧に表示されます。 


[閉じる]を押します。 

登録を続けるときは、手順炒に戻ります。 

サブエリアの[終了]を押します。 


詳説明します 

A 

• [登録 No .] には、未使用 
の登録 No . が表示されま 
す0 

• 登録を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押しま 
す 0 


10 


登録/設定する 
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10.6 着信拒否宛先を登録する 


着信拒否宛先を変更するには 


0 

0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 


[着信拒否宛先]を押します。 


設定メニュ- 


[ 夕 G 先登録」 


ファクス登錄 




ファクス登録 


短締宛先 


2 [ 
3厂 


クルづ宛先 




如クラム宛先 


; 4 | t-Hadl 

5：| 着信拒否宛先 J; 


0 


\ クルづ宛先 A 登録する(こ fet 
:事前(:短縮宛先 A の 
!登録#必要 f す。 




一覧から変更したい宛先を選択して[編集]を押しま 
す0 


詳説明します 


設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号をテン 
キーで入力して選択するこ 
ともできます。[着信拒否宛 
先]の場合は、テンキーで 
「5」を入力します。 


1 設罡疋ュI . j 

.。董 1 震 ig:gg ; n . 

|i 免栗簦 _ J 

1 . 77 .J 

No . 電話番号 

HH DBHHHHHHHHHHHHHHHHBm — m 

|i 盾 la 把□兜元 1 




U ^; J 

1 新規 ; k 打 J I 集 J II削 II L 問 じ J 


0 

0 


❼ 


テンキーで[電話番号]に変更する番号を入力します。 
〇着信履歴から登録したい場合は、[着信履歴一覧か 
ら選択]を押します。 

「〇 K 」 を押します。 

内容が変更され、 _ 覧に表示されます。 

[閉じる]を押します。 

変更を続けるときは、手順0に戻ります。 

サブエリアの[終了]を押します。 


詳説明します 

A 

• 入力した番号を削除した 
い場合は[削除]を押し 
ます。 

• 変更を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押しま 
す 0 
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登録/設定する 













































































10.6 着信拒否宛先を登録する 


■ 着信拒否宛先を削除するには 


❶ 

0 


「10.1ファクス登録の画面を表示する」を參照し、 
ファクス登録画面を表示します。 

[着信拒否宛先]を押します。 


設定メニュ- 


[ 夕 G 先登録 j 1 


ファクス登録 


K H? 


ファクス登録 


短締宛先 


2 | 1づ宛先 j 


如クラム宛先 


Ji ! 


4 〔 t-Hadl 

5 I 着信拒否宛先 J 


!クルづ宛先 A 登録する(こ fet 
!事前(:短縮宛先 A の 
:登録#必要 f す。 




0 


一覧から削除したい宛先を選択して[削除]を押しま 
す0 


1 設罡疋 ュ I . j 

.。董 1 震 ig:gg ; n . 

|i 免栗簦 _ J 

1 . 77 . J 

No. 電話番号 

HH DBHHHHHHHHHHHHHHHHBm — m 

1： 君15ナ E □夕 G 宂 圓 




U ^ ; J 

1 新規 ; k 打 J I 集 J II 削 II L 問 じ J 


0 

0 


表示された確認メッセージの画面で、[はい]を押しま 
す。 

選択した着信拒否宛先が削除されます。 

[閉じる]を押します。 

削除を続けるときは、手順0に戻ります。 

サブエリアの[終了]を押します。 


詳説明します 

設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号をテン 
キーで入力して選択するこ 
ともできます。[着信拒否宛 
先]の場合は、テンキーで 
「5」を入力します。 


詳し々説明します 

飞 

削除を中止する場合は、[い 
いえ]を押します。 


10 


登録/設定する 
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10.7親展ボックスを設定する 


本機では、 F コードを使用した親展通信を利用することができ 
ます。 

親展受信をするためには、親展ボックスを登録しておく必要が 
あります。親展ボックスは、最大20個まで登録できます。 

親展ボックスに設定したボックス No . と通信パスワードは、送 
信側に知らせてください。 

• 親展通信の操作については、 p . 7-35 をごらんください。 


■親展ボックスを登録する（ハードディスク装 
着時） 


❶ 

❷ 


【設定メニュー/カウンタ】を押します。 
[宛先登録]を押します。 


セ-ルスカウン今 

15； 定を: 

：：：：：- ：[： /4- ^<^3： |：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：^ 

：：：：： 1 ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 

卜-偏ウンタ 

9463 

原稿 枚数カウンタ 

11230 

：：：：： 9 ： : ユ — 以き兮定 1：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 

用紙枚数カウンタ 

7704 

：：：：： . ：p . ….11 . .二… 二 . ^：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：^ 

両面 卜-タルカウンタ 

2846 

DISK 残 量 . 

100 X |； 詳細確認』 

“了 1 

^ 簡ほ 


0 


[ボックス登録]を押します。 


1設定ンニュ-」|| 

宛先全祿 

I 一免通錄 ] 

:;; 1 ;| スキ^ 1 登 _ J;;;; ::;;::;; 


::: 2:| ファクス登舒 J ：： 11 1 1 

3 ボックス; k 舒 J 

L J 

fe 閉 1: .る锺 


10-46 登録/設定する 



親展ボックスは、 Page - 
Scope Web Connection か 

らも登録できます。 
PageScope Web Connec ¬ 
tion については、「第13章 
PageScope Web 
Connection 」 をごらんくだ 
さい0 
































































10.7 親展ボックスを設定する 


0 


[共有/個人ボックス]を押します。 


1 設定メこ： L - J 

ボックス登録 

1： I ^ J 

1 [ 共有/個人ボックス ; 

1 ‘办登 S ■ 

:::: 2:| 掲不板ボックス J ： ：：：： ：：：： 


::;; 3 ；| j ::;; : :;; 

1 ^-7 I 

k 聞じ5 j 


0 


[新規登録]を押します。 


1 . 設歪モュ: . 2 

共有/個 A ボ••ウス 

jiji 私 1 ; 咕 +1、■哧 士 ■岫 ナ^1_ /> Wf-hW 辛 4 TI 夫夫 11 

::.を巧 N 。. . _.|ッ?ス?ィフ ....... 作座 Pit . 

1： . 爾吳 lift J 

[1 ボッうス暨, J 




1新規;^行』| 1^ m：i I 


[ボックス No .]、 [ボックス名]、[パスワード]を設定 
します。 


[ i /2 1 [♦前画面_ m 欠画面* | 





[次画面]を押します。 

登録画面 （2/2) が表示されます。 


詳説明します 


[検索文字]、[ボックスタイ 
プ]、[ボックス内ドキュメ 
ント削除時間]については、 
ューザ_ズガイド（ボック 
ス機能編）をごらんくださ 
い0 



登録/設定する 
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10.7 親展ボックスを設定する 


0 

0 


ボックス内ドキュメント削除時間を設定します。 

ボックス拡張機能の[親展受信]を [ ON ] に設定しま 
す0 


共有/個人ボックス 


ボックス内卩キュメント削除時間 


| 2/2] 前画面| |[次画面呤| 

呆ッうス挺+張福能 .1 


i BBUH I 2 B … 1 [ 

[7日 j [ 30 H 1 


12時間,1 iii ii 辑赛受言 


p 涵 I 


r キ 1 ?. 1 ■セ 1 し ] I j 


❿ 


通信パスワード （8 桁以内の〇〜9、*、 #) を入力しま 
す0 


親展受イ = 

テンキづ通信用®似フ-卩を入力してぐ;:さい 



(D 

0 

(B 


[〇 K ] を押します。 

[閉じる]を押します。 

ボックスが登録されます。 

サブエリアの[終了]を押します。 


詳説明します 

通信パスワードを設定しな 
い場合でも、親展受信は可 
能です。その場合は、送信 
側にボックス No . のみ知ら 
せてください。 


通信パスワードを設定しな 
い場合は、[キヤンセル]を 
押すか、 [ OK ] を2回押し 


ます0 


10-48 


登録/設定する 

























































10.7 親展ボックスを設定する 


親展ボックスを登録する（ハードディスク非 
装着時） 

^ 【設定メニュー/カウンタ】を押します。 

[宛先登録]を押します。 


原稿枚数カウンタ 

11230 

用紙枚数カウ:^ 

7704 

両面卜-タルカウンタ 

284G 

DISK 残量 . 

100 ^ Lp 細確認, j 


〔 Al 

I ュ-喂定 J 
I 管理者設定 J 



[ 碎了1 


[ボックス登録]を押します。 


1 [ 、对互 if J 

2 [ 3 


[親展受信ボックス]を押します。 


I 親展受信ホ.抑 j 


2|[ 掲示板ボックス jii 


3 I 中継ボックス J 


I m ： i> J 


y . 『ォ」し J 


〔問じ 51 J 





























































































































10.7 親展ボックスを設定する 


0 


[新規登録]を押します。 


1 設定メこュ -1 

親展受信.クス 

1; ___________ 菀弄釜一__________ 1 

1 硕麵……… J 

:：ボックス No. ボックス名 ボックスタイ：？ 作成日時： 

li 砧 了 . ii 

ir 新規登録 j ||閉じる_ 


0 


[ボックス No .]、 [ボックス名]、[ボックスパスワード] 
を設定します。 


[]/2] [♦前画面 i し欠画面 



作成日時: 
所有： L_ ザ名 


々ンセル ^ J 


❼ 


[次画面]を押します。 

登録画面 （2/2) が表示されます。 


詳し<1兑明します 

飞 

[ボックスタイプ]、[ボック 
ス内ドキュメント削除時間] 
については、ユーザーズガ 
イド（ボックス機能編）を 
ごらんください。 


通信パスワード （8 桁以内の〇〜9、*、 #) を入力しま 
す0 




ボックス内 F キュメント削除時間 


iiilSB 


J[ 


；]Lj2 時間 i 


7 日 |j[ 3 。日』 


l ： 削除しない]- 


1E 々ンセル J ia ° k J 


0 

❿ 

❿ 


[0 K ] を押します。 

[閉じる]を押します。 

ボックスが登録されます。 

サブエリアの[終了]を押します c 


詳^兑明します 

飞 

通信パスワードを設定しな 
い場合でも、親展受信は可 
能です。その場合は、送信 
側にボックス No . のみ知ら 
せてください。 
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10.7 親展ボックスを設定する 


■ 親展通信のしくみ 


親展通信では、それぞれのファクスが次のような役割で動作し 
ます。 


親展送信側 

親展ボックスを指定して送信する 

i 見展受戸側 

讎ボックスを開き、内容を確認する 

親展ボックス No . と通信パス 
ワードを指定し、ファクスを 
送信する。 ^ 

受信した文書は、メモリ内の 
指定された親展ボックスに蓄 
\ 積される。 

ノ 1 

親展ボックス内の文書をプリ 
ント/削除する。 


10 


登録/設定する 
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10.8掲示板を設定する 


本機では、 F コ_ドを使用した掲示板ポーリング送信/受信を 
利用することができます。掲示板を使用するためには、掲示板 
ボックスを設定しておく必要があります。掲示板ボックスは、 
最大10個まで登録できます。 

• 設定した内容は、掲示板ポーリングを受信するファクス 
側に知らせてください。 

• 掲示板の操作については、 p . 9-7 をごらんください。 


■ 掲示板ボックスを登録する 


❶ 

0 


【設定メニュー/カウンタ】を押します。 
[宛先登録]を押します。 


セ-ルスカウン今 

設定メニュ- 

:::::-七 ぬ 金彐 '% ：：：：• ：：：： •：：：：• ：：：： •：：：：• ：：：： •：：：：• ：：：： •：：：：• •：：： • ：：：• •：：： • ：：：• •：：： • ：：：• •：：： • ：：：• •：：： • ：：：• •：：： • ：：：• 

：：：：! 1 

卜-タルカウンタ 

9463 

原稿枚数カウンタ 

11230 

：：：：： O i ； 2-^ =§^ 

用紙枚数カウンタ 

7704 

両面卜-タルカウンタ 

2846 

nTSIC 塊呈 

：：：：： . ：tf . . . 厂〒… .こ . g ：：：：：：：；；；；：：；：：：：：：：：：：：：：：：：：： y ：：： y ：：：：：：：；：：：：：：：：：^ 

：：：：： 3 ：1： 吕 % d 5!. lE . Ji ：：：： '：：：：' j：：j '：：：：' ：：：： '：：：：' ：：：： ：：：：• ：：： ：：：• ：：： ：：：• ：：： ：：：• ：：： ：：：• ：：： ：：：• ：：： ：：：• 

100 % 1詳細確認』 

Li 終了 f j 

L 問 i! j 


0 


[ボックス登録]を押します。 


,. ji 

宛先；^:婦 

1: 設定メニュ- j 

II 宛先登録 .......j 

:;; 1；| ス知ナ登!？ J ；；；；：；；；；::;; :;;；#；：；；；：:;; 


::: 2 : ファクス登舒 Ji I I III ：：；；： :: 

::: 3 J ボックス登舒. 

L “r J 



0 


[掲示板ボックス]を押します。 


1 . 設萣メ三ュニ —. J 

ボックス登舒 ' 

|i 菀筅簦#= ::: J 

1 [ 共有/個人ボックス』| 


：：：： 2 ：| 掲孓板ボックス J ： I I 

1； 枷クス登舒 II 


::;; 3 ；| 中避ボ .v 办 j ::;;::;; 

li ■■……ば f … 

I !聞 じ5 j 



掲示板ボックスは、 Page - 
Scope Web Connection か 
らも登録できます。 Page - 
Scope 

Web Connection について 
は、「第13章 PageScope 
Web Connection 」 をごらん 
ください。 
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10.8掲示板を設定する 


0 


[新規登録]を押します。 


設定メニュ- 


宛先登録 J 


ボックス登録 J 


掲示板如クス 


I “了 1 


掲示板ボックス 
:: ボックス Ho. ボックス名 


ボックスタイブ作成日時 


[ J 斤規登録』| 


I 問 i..r 


[ボックス No .]、 [ボックス名]、[パスワード]を設定 
します。 



E 砸 .II 0 K ........... 1 


❼ 


[次画面]を押します。 

登録画面 （2/2) が表示されます。 

ボックス内ドキュメント削除時間を設定します。 


掲示板ボックス 


|2/2 | |:+♦前画 ffi+i |i 次画面 

iii :::::::::::::::::::::::::::::::: 

ボックス内味ュメント削除時間 


⑴⑴ 2B 1 [ 30 J ：：：|~ 口 時「日 |. 


iiiinni 7 日 Jiiif ： 3 D 日 J"ii ⑴ " ⑴丨 "_⑴⑴ i ⑴ iiH" ⑴ H ⑴ iiil ⑴ i"i ⑴⑴ __ ■" ⑴⑴ " ⑴ i " ■"⑴⑴"⑴⑴⑴ 


11111 _ 111111 _ 11111111 _ 1111111111 


^知ンセル j k J 


0 

❿ 

❿ 


[〇 K ] を押します。 

[閉じる]を押します。 

ボックスが登録されます。 

サブエリアの[終了]を押します。 


詳しぐ説明します 

飞 

• ボックス名は半角20文字 
(全角10文字）以内で設 
定します。 

• パスワードば英数字8桁 
以内で設定します。 

• ボックスタイプについて 
は、ユーザーズ ガイド 
(ボックス機能編）をごら 
んください。 


詳しく I 兑明します 

飞 

[ボックス内ドキュメント削 
除時間]については、ユー 
ザーズガイド（ボックス機 
能編）をごらんください。 



登録/設定する 
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10.8掲示板を設定する 


■ パスワード（アクセスパスワード) 

パスワードを英数字で8桁以内で設定します。 

掲示板ポーリング送受信時のファクスの動作 


掲示板のポーリング送信側 
掲示板からポーリング送信する 

掲示板のポーリング受信側 
掲示板を指定してポ-リング受信する 

掲示板に、ポーリング送信す . 
る文書を蓄積しておく。 一 L 

\ボックス No . を指定し、ポー 
r " リング受信指示をする。 


掲示板ボックスの登録時に 
設定したパスワードを使用 
してボックスに登録してあ 
る原稿をプリントすること 
ができます。 
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登録/設定する 








10.9中継ボックスを設定する 


本機では、 F コ_ドを使用した中継配信機能を利用することが 
できます。本機を中継配信局として利用するには、設定メ 
ニューの機能〇 N / OFF 設定で、中継受信機能を〇 N に設定し、 
さらに中継ボックスを登録する必要があります。中継ボックス 
は、最大5個まで登録できます。 

• 設定した内容は、文書を送信する中継指示局側に知らせ 
てください。 

• 中継配信機能を利用するには、あらかじめ中継配信先を 
グループとして登録しておく必要があります。 


■ 中継ボックスを登録する 


❶ 

0 


【設定メニュー/カウンタ】を押します。 


[宛先登録]を押します。 


セ-ルスカウン今 

設定メニュ- 

11 宛先; kif J 

卜-今ルカウンタ 

94G3 

原稿枚数カウンタ 

11230 

: ：| 2 | ユイ設定 X 

用紙枚数カウンタ 

7704 

3 | 管理者設定 J 

両面卜-タルカウンタ 

2846 

DISK 残量 . 

100 X 細確認 J 

! 1 !!!!!!!!! !!!!! i!|! i 1 ! 1 !!!!! !；|!!!!!!!!!! 

i ;; hi n ; hi 卍 ；n n ; n ; hi n ; nn i;n n;i i;n nn i;ii 

•• I ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 

i ;; hi n ; hi n ; hi n ; hi hi hi n ; nil ini n ;; i;ii in ; i;n 

!!!! i !!!!!!!! i !!!!!!!! i !!!!!!!!!!!!!! !!!!!!：!!!!：!!!!!! 
：：! !：：. .：：： . ：：：. .：：! . !：：. .：：! . !：：. .：：：.：：：. .：：：.：：：： .：：：：. ：：：： .：：：：. ：：：： .：：：：. 

If Uy :; 1 


I問Iる 


0 


[ボックス登録]を押します。 


設定メニュ- 


E 終了 


宛先登録 


1 1 u け圣打 J 

2 [ ファクス J 


： 3 ：|： ホックス胃 ^|：：：H 


\£m：^ i 


• 中継受信機能の設定につ 
いては、 p.11-34 をごら 
んください。 

• 中継先を指定して送る操 
作（中継指示局の操作） 
については、 p. 7-38 をご 
らんください。 

• グループの 登録について 
は、 p.10-15 をごらんく 
ださい。 


顚 

中継ボックスは、 Page- 
Scope Web Connection 力、 
らも登録できます。 Page- 
Scope 

Web Connection について 
は、「第 13 章 PageScope 
Web Connection 」 をごらん 
くださぃ。 
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10.9 中継ボックスを設定する 


0 


[中継ボックス]を押します。 


r 設定メこ: l - j 


宛先登錄 j 


1 .. ^7 ：| 


ボックス登録 


:1 ?ii 小ツクス 

2 ；| 掲示板ボックス ，::. 

3 Q 中過ボ.•ウス 3 


0 


[新規登録]を押します。 




設定メニュ- 

^ ins ~~1 


中継ボックス 

ホ，ス Ho. ホ...|クス名 


ボックス登錄 


中継ボックス 


J ||ガ規登録』 I 


中継宛先 


1 ；. _ ! 


[ボックス No .]、 [ボックス名]、[中継宛先]、[中継パ 
スワード]を設定します。 


中継ボックス 

テンキづ通信用 ® 似フ-卩を入力しバ枝い 



( L キゃノセ 1 し3 L ok j 


❼ 

0 

0 


[ OK ] を押します。 


[閉じる]を押します。 

ボックスが登録されます。 

サブエリアの[終了]を押します。 



• ボックス名は半角20文字 
(全角10文字）以内で設 
定します。 

• 中継宛先は、あらかじめ 
設定してあるグループを 
指定します。 

• 中継パスワードは、〇〜 
9、*、#で入力します。 
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10.9 中継ボックスを設定する 


■ 中継配信のしくみ 


中継配信では、それぞれのファクスが次のような役割で動作し 
ます。 

中継配信時のファクスの動作 


10 


中継指示局 
中継を依頼する 

中継配信局 
中継配信を行う 

中継配信先 
受信する 

中継 BoxNo . 中継 
パスワードを指 
定し、中継配信 
局にファクスを 
送信する。 

中継指示局から 
送信された文書 
~が、一時的にメ 
レ/モリ 内の指定さし 
れた中継ボック 
スに蓄積される。 

1 

中継ボックスに 
登録されている 
宛先グル ー プに 
対し、中継ボッ 
クス内の文書を 
同報送信する。 

中継局から送信 
された文書を受 
信する。 


詳 説明します 

A 

中継配信局において、機能 
〇 N / OFF 設定の[中継プリ 
ント]を〇 N に設定すると、 
中継配信後に中継した文書 
をプリントします。詳しく 
は、 p .11-34 をごらんくだ 
さい0 


登録/設定する 
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10.10強制メモリ受信ボックスを設定する 


設定メニューで、[強制メモリ受信設定]が〇 N に設定されてい 
る場合は、受信文書は強制メモリ受信ボックスに保存されます。 



強制メモリ受信での受信文 
書のプリント方法について 
は、 p . 8-5 をごらんくださ 
い0 
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第 11 章 

設定メニュー 


設定メニューのファクス設定の操作、画面切り替えの操作について説明します。 

11.1 設定メニューの操作について .11-2 

11.2設定メニューー覧 .11-4 

11.3 ファクス画面の初期状態を設定する（ファクス設定） .11-14 

11.4 ファクス動作中の画面を設定する（ファクス動作中画面） .11-16 

11.5 ファクス機能の初期設定値を設定する（初期設定） .11-18 

11.6パワーセーブ移行-ファクス .11-20 

11.7ファクス複数宛先禁止 .11-22 

11.8 発信元名とファクス ID を登録する（発信元/ファクスの登録） .11-24 

11.9 発信元/受信情報の付けかたを設定する（発信元/受信情報） .11-26 

11.10発信/着信方法を設定する（回線パラメータ設定） .11-28 

11.11送信や受信方法を設定する（送信/受信設定） .11-31 

11.12機能設定 .11-34 

11.13構内交換機に関する機能を設定する （ PBX 接続設定） .11-57 

11.14レポートのプリント方法を設定する（レポート出力設定） .11-59 

11 .15 増設回線を設定する . 11 -62 

11.16ファクス送信機能を禁止する （ FAX 送信禁止） .11-70 



















11.1 設定メニューの操作について 


設定メニューには、本機の管理にかかわる設定が用意されてい 
ます。混乱をきたさないために、本機を管理する管理者をお決 
めいただくことをおすすめします。 

ここでは、設定メニューのうち、[ユーザ設定]および[管理者 
設定]について、画面を表示する方法、終了する方法を説明し 
ます。 


■ ユーザ 設定画面を表示するには 



操作パネルの【ファクス】を押し、【設定メニュー/力 
ウンタ】を押し、設定メニュー画面を表示します。 


0 


[ユーザ設定]を押します。 


セ-ルスカウン今 

卜-タルカウンタ 

9463 

設定メニュ- 

:1；| 宛先登舒 J；；；； :; 

原稿枚数カウンタ 

11230 

11 2 | ユイ設定 ^ ^ 

用紙枚数カウ:^ 

7704 

両面卜-タルカウンタ 

284G 

：：： 3 ：| . 莺設定 ふ::::: 

DISK 残量 . 


100 /a I彳弄細躍5心 


1 “了 1 

|.閉 1:..!1 


■ ユーザ 設定画面を終了するには 



サブ エリアの [終了]を押します。 


J ■"■一 


li 1 [ 

環境^定 

」 6 [ 

，パ設定 

」:: 

2 [ 

画面切替 t 設定 




Hill 3 ：i： 



111111111111111111 

11111111111 

4 [ 

コヒ-設定： 

3 [ 

卜十-制 


5こ 

mo 設定 



01111 


匸 ] 
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設定メニュー 



















































































































































11.1 設定メニューの操作について 


■ 管理者設定画面を表示するには 



操作パネルの【ファクス】を押し、【設定メニュー/力 
ウンタ】を押し、設定メニュー画面を表示します。 


0 


[管理者設定]を押します。 


セ-ルスカウン今 

卜-楊ウンタ 

9463 

設定メニュ- 

原稿枚数的ンタ 

11230 

: 2 ；| ユ-リ設定 

用紙枚数カウンタ 

7704 

両面卜-タルカウンタ 

::: 3 j 管理者設定 E 

2846 

100 % |¥紬蹯_ 

1.’ 碎了 J 

：：Hi：：：Hi：：n：i：i：：iiiin：ii：niii：n：i：i：：i!i：n：i：i：：iii：n：；；iiHH：：HH：：HH：：HH：：HH：：HH：：：；：；：n：H：：^ 

If 閉じる d 


0 


管理者のパスワードを入力し、[〇 K ] を押します。 


管理者/ U 7 -F 

管理者® A スフ-卩を入力して《さい 


管理者 /U フ -F 


I —] [—丨 | 削 


II j ^2 (3 M 15 } 6 ] 7 |8 (0 誦二一1 ^ ] 

I q li w j e I r 11 i y ^ u |： i j o |： p I ® i L i::: 

. !i ii a i 〇 i\ a V -P 1 〇 i h i -s I i 1 I - f ■ I ： 1 I ii!i 

：：■ a.1： o 1：u j： T 1 ；q 1：ii 1：j j： is.1：x 1： 9 1：• 1：J J：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 

|_ z i x J" c 1 v | b ( n 】 m j ， f . | / J ¥ f oh ift |；i 


k 矢々ンセ儿 3 L 


] 


詳しぐ説明します 

飞 

• 管理者のパスワードは、 
[セキュリティ設定]で変 
更できます。管理者が責 
任をもってパスワードを 
管理してください。 


■ 管理者設定画面を終了するには 

0サブエリアの[終了]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


管理者設定 


|) 環境設定 J G I コヒ-設定 4 


\ 2 \ J 


設定 J 


| ||| ^5 | TC || jB ： | IPl || . 8 [ |m||| "! 丨 " |n [|| -^7.|' || ^aJ!. | i.E | . . 一 

3 [ システム i 至携 J 

□ r セ\ュリテ i 設定 j 


4 I 正/部門管理 j 

5 | A 


那 J 


B 


設定メニュー 
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11.2 設定メニュ——覧 


ファクスに関連したユーティリティ操作には、次の設定項目が 
あります。 

* はお買い上げ時の初期値です。 


■ ユーザ設定>画面切替え設定>ファクス設定 

ファクス画面の初期状態を設定します。 （ p .11-14) 


項目 

説明 

設定できる値 

基本画面表示 

ファクス画面の宛先欄の初期値を 
設定します。 

プログラム*/グループ/短 
縮/アドレス/ダイレクト入 
力 

プログラム初期表示 

プログラムキーの初期値を設定し 
ます。 

—時配信/ PAGE 1* 〜 
PAGE 27 

短縮/アドレス初期表示 

短縮/アドレスの初期値を設定し 
ます。 

常用* /あ 〜 etc 

宛先種類記号表示 

宛先種類の記号を表示するかどう 
かを設定します。 

する*/しない 

宛先名表示文字数 

宛先名の表示文字数を設定しま 
す 。 

14文字# /24文字 


■ ユーザ設定>画面切替え設定>ファクス動作中画面 

送信中、受信中のメツセージを画面に表示するかどうかを設定 
します。 （ P .11-16) 


項目 

説明 

設定できる値 

送信中画面表示 

[送信中]のメッセージを画面に 
表示するかどうかを設定します。 

ON/OFF * 

受信中画面表示 

[受信中]のメッセージを画面に 
表示するかどうかを設定します。 

ON/OFF * 


■ ユーザ設定>初期設定 

ファクス機能の初期設定値を設定できます。 （ P .11-18) 


項目 

説明 

設定できる値 

ファクス設定 

ファクス機能初期値を設定しま 
す。 

現在の設定値/出荷時の設 
定値* 
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11.2 設定メニューー覧 


■ 管理者設定>環境設定>パワーセーブ設定>パワーセーブ移行-ファ 
クス 


パワーセーブ状態への移行について設定します。 （ p .11-20) 


項目 

説明 

設定できる値 

パワーセーブ移行-ファ 
クス 

即時に設定すると、パワーセー 
ブ中に受信した場合、印字完了 
後即時にパワーセーブ状態にな 
ります。 

通常*/即時 


■ 管理者設定>環境設定>ユーザ操作禁止設定>操作禁止設定> ファ 


クス複数宛先禁止 

ファクスの複数宛先の送信を禁止します。 （ p .11-22) 


項目 

説明 

設定できる値 

ファクス複数宛先禁止 

ファクスの複数宛先の送信を禁 
止します。 

する/しない* 


■ 管理者設定>ファクス設定 > 発信元/ファクス ID 登録 

発信元名とファクス ID を登録します。 （ p .11-24) 


項目 

説明 

設定できる値 

発信元名 

登録した名前が相手側の受信文 
書に発信元情報として印字され 
ます。 

全角15文字（半角30文 
字）以内 

ファクス ID 

登録したファクス ID が相手側 
の受信文書に発信元情報として 
印字されます。通常はマシンの 
ファクス番号を入力します。 

〇〜9、+、スペース、 

*、#を使って20文字以 
内 

発信元名登録 

送信時に指定できる発信元名を 
登録します。 

全角15文字（半角30文 
字）以内 


設定メニュー 
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11.2 設定メニュ__覧 


■ 管理者設定>ファクス設定>発信元/受信情報 


発信元情報と受信情報の付けかたを設定します。 （ p .11-26) 


項目 

説明 

設定できる値 

発信元情報 

発信元情報を印字する位置を設 
定します。 

原稿内/原稿外* / OFF 

相手先印字 

〇 N の場合は、発信元名と宛先 
が発信元情報として印字されま 
す 。 

〇 FF の場合は、発信元名と 
ファクス ID が発信元情報とし 
て印字されます。 

ON * / OFF 

受信情報 

受信日付、受信時刻と受信番号 
を受信文書に印字するかを設定 
します。 

原稿内/原稿外 / OFF * 
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11.2 設定メニューー覧 


■ 管理者設定> ファクス設定> 回線パラメータ設定 

発信や着信に関する項目を設定します。 （ p .11-28) 


項目 

説明 

設定できる値 

ダイアル方式 

ダイアル方式を設定します。 

20pps * / PB / lOpps 

受信方式 

自動受信する場合は自動受信に、 
外部電話を接続している場合など 
で電話がかかる機会が多い場合 
や、リモート受信機能をお使いの 
場合には、手動受信に設定しま 
す。 

自動受信*/手動受信 

着信回数設定 

着信回数を設定します。着信して 
から受信を開始するまでの擬似リ 
ングバックトーン回数を設定しま 
す。 

〇〜15回 （2 回" 4 ) 

オートリダイアル回数 

相手が話し中などで応答できない 
場合にリダイアルする回数を設定 
します。 

〇〜7回 （3 回。 

才ートリダイアル間隔 

リダイアルの間隔を設定します。 

1〜15分 （3 分*) 

TEL/FAX 自動切換え 

外部電話を接続している場合で、 
ファクスを優先して使うときに 
〇 N に設定します。着信すると、 
相手が電話かファクスかを自動的 
に検知します。ファクスの場合は 
受信が開始され、 TEL の場合はス 
ピーカーから擬似リングバック 
卜 _ ンが鳴ります。 

ON/OFF * 

外部 TEL 呼出モニター音 

外部電話の回線上の音をスピー 
力一から聞くときに〇 N に設定し 
ます。 

この設定は、 [TEL/FAX 自動切換 
え]が ON に設定されている場合 
に表示されます。 

ON/OFF * 

外部 TEL 呼出時間 

外部電話を接続している場合に、 
着信してから外部電話を呼び出す 
までの時間を設定します。 

この設定は、 [TEL/FAX 自動切換 
え]が〇 N に設定されている場合 
に表示されます。 

5/10/15/20 * / 25 / 30 / 
60/90/120/150/180/210 
/ 240 sec 

留守番電話接続設定 

外部電話として留守番電話を接続 
する場合に、 ON に設定します。 

ON/OFF * 

回線モニター音 

通信時に回線上の音をスピーカー 
から聞くときに ON に設定しま 
す。 

ON/OFF * 

回線モニター音 レベル 

スピーカーの音量を設定します。 

〇〜 31(16 *) 


設定メニュー 
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11.2 設定メニュ__覧 


■ 管理者設定>ファクス設定>送信/受信設定 

ポーリング送信時のファイルの扱いや、受信時のプリント方法 
を設定します。 


受信に関する項目を設定します。 （ p .11-31) 


項目 

説明 

設定できる値 

受信原稿両面プリント 

〇 N に設定すると、受信原稿が用 
紙の両面にプリントされます。 

OFF */ON 

インチ系用紙優先選択 

ON に設定すると受信原稿の記録 
用紙にインチ系用紙を優先的に 
選択します。 

OFF */ON 

記録用紙優先選択 

各サイズの優先を設定した場合： 
優先サイズに記録されます。優 
先サイズが設定されていない場 
合は、もっとも近いサイズに記 
録されます。 

各サイズの固定を設定した場合： 
設定したサイズだけに記録され 
ます。 

自動選択*/サイズ固定/ 
サイズ優先 

記録用紙サイズ M 

受信文書を出力する用紙サイズ 
を設定します。 

初期設定は[インチ系用紙優先 
選択]の設定によって異なりま 
す。 

A 3/ B 4/ A 4 * /8 V 2 X 11 / 
8 V 2 x 14/11 x 17 

ボックス番号エラー動作 
(オプションのハードデイ 
スクが装着されていない 
場合、表不されません） 

ボックスを使用したファクス受 
信において、未登録のボックス 
番号が指定された場合の動作を 
設定します。[ボックス自動生 
成]を選択すると、入力された 
番号のボックスが作成されます。 

プリント*/通信エラー/ 
ボックス自動生成 

着信拒否時の動作 

着信拒否宛先に登録した番号か 
ら着信した場合の動作を設定し 
ます。 

応答しない/ 

回線断# 

給紙トレイ固定 2 

受信文書の出力に使用する用紙 
トレイを固定したい場合に用紙 
トレイを設定します。 

自動* /トレイ1/トレイ2 
/トレイ3/トレイ4 

縮小率 

受信原稿の出力倍率を設定しま 
す。 

87〜96% * /等倍 

ページ分割記録 

ON に設定すると定形サイズより 
長い原稿を受信した場合に、 

ページ分割して記録されます。 

OFF */ON 

ポーリング送信後文書 

ポーリング送信が終了した原稿 
を削除するかどうかを設定しま 
す。 

削除する#/削除しない 

受信プリント部数 

受信した文書をプリントする部 
数を設定します。 

1 * 〜10 


[記録用紙サイズ]の設定を有効にするには、[給紙トレイ固定]を[自動]に設定してくださし、。 
トレイの種類は、装着しているオプションにより異なります。 
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11.2 設定メニューー覧 


■ 管理者設定> ファクス設定>機能設定 

送受信に関する機能の〇 N / OFF を設定します。 （ p .11-34) 



項目 

説明 

設定できる値 

機能〇 N / 
OFF 設定 

F コード送信機能 

F コード送信機能を使用するか 
どうかを設定します。 

F コード送信について、詳しく 
は p . 7-38 をごらんください。 

ON * / OFF 


中継受信機能 

中継配信局として、中継指示局 
から受信した文書を中継配信先 
に同報送信します。中継配信機 
能を利用するには、中継ボック 
スを登録する必要があります。 

ON * / OFF 


中継プリント 

中継指示局から受信した文書を 
プリントします。 

ON/OFF * 


宛先確認表示機 
能 

ファクス送信時に、指定した宛 
先一覧を表示するかどうかを設 
定します。 

ON/OFF * 


ナンバーデイス 
プレイ機能 

ナンバーディスプレイ機能、 
ネームディスプレイ機能を使用 
するかどうかを設定します。ま 
た、着信中の発信者情報の表示 
方法を設定します。 

ON/OFF * 

ナンバーを表示/ 
ネームを表示* 

ダイアルイン設定 

ダイアルイン機能を使用するか 
どうかを設定します。 

〇 N に設定する場合は、ファクス 
番号、電話番号、 PC - FAX 番号 
を設定します。 

ON/OFF * 

次の番号を 11 桁以内 
で設定 

_ファクス番号 
_電話番号 

- PC-FAX 番号 ( PC - 
FAX 受信設定が〇 N 
の場合のみ表示され 
ます。） 

強制メモリ受信設定 

強制メモリ受信機能を使用する 
かどうかを設定します。 

〇 N に設定する場合は、プリント 
時に使用するパスワード （8 桁 
以内）を設定します。 

強制メモリ受信とは、受信した 
文書をすぐにプリントせず、 
いったんメモリに蓄積し、指示 
をしてからプリントする機能で 
す。 

ON/OFF * 

パスワードを8桁以 
内で設定 

閉域受信設定 

閉域受信機能を使用するかどう 
かを設定します。 ON に設定する 
場合は、閉域受信に使用するパ 
スワード （4 桁）を設定します。 
閉域受信とは、パスワードが一 
致する相手機からの通信のみを 
受け付ける機能です。 

ON/OFF * 

パスワードを4桁で 
設定 


設定メニュー 
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11.2 設定メニュ__覧 


項目 

説明 

設定できる値 

転送ファクス設定 

転送ファクス機能を使用するか 
どうかを設定します。 ON に設定 
する場合は、転送先を設定しま 
す0 

転送ファクスとは、受信した原 
稿を、予め設定しておいた相手 
に転送する機能です。 

OFF * / ON (常時プ 
リント） /ON (不達 
時のみプリント） 

転送先設定 

リモート受信設定 

リモート受信機能を使用するか 
どうかを設定します。 ON に設定 
する場合は、リモート受信に使 
用する番号を設定します。 

リモート受信とは、外部電話か 
ら受信の指示をする機能です。 

ON/OFF * 

リモート受信番号設 
定 

再送信設定 

通信 エラー や相手機が電話中な 
どの理由でオートリダイアルで 
も送信できなかった文書を再送 
信ボックスに _ 時的に保存しま 
す 。 

ON/OFF * 

ON に設定した場合 
は、ファイル保持時 
間を 12 時間/ 24 時間 
/48 時間/ 72 時間から 
指定します。 

PC-FAX 受信設定 
(オプションのハードディスク 
が装着されていない場合、表不 
されません） 

PC-FAX 受信機能を使用するか 
どうかを設定します。 

ON に設定する場合は、受信出力 
先を設定します。 

PC-FAX 受信とは、受信した原 
稿ファイルをハードデイスクの 
中にあるボックスに保存するこ 
とです。 

PC-FAX 受信設定を〇 N にする 
と、受信後にプリントするかど 
うかの設定とパスワードチエッ 
クの設定ができます。 

OFF * / ON /ダイア 
ルインのみ（ダイア 
ルインが設定されて 
いる場合のみ表示さ 
れます。） 

強制メモリ受信ボッ 
クス/指定ボックス 

受信後プリント 
(する/しない*) 

パスワードチェック 
(する/しない*) 

TSI 受信振分け設定 
(オプションのハードディスク 
が装着されていない場合、表示 
されません） 

受信したファクスの TSI 情報で 
受信した原稿を振り分ける機能 
です。また登録されていない 

TSI 情報で受信した場合の動作 
を設定します。 

ON/OFF * 

受信プリント*/強制 
メモリ受信ボックス 

受信後プリント 
(する/しない*) 
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11.2 設定メニューー覧 


■ 管理者設定> ファクス設定> PBX 接続設定 

PBX 回線の接続方法を設定します。 （ p .11-57) 


項目 

説明 

設定できる値 

PBX 接続機能 

本機が PBX 回線に接続されてい 
る場合に、〇 N に設定します。 

ON に設定した場合は、〇〜 

9999の範囲で外線番号を設定し 
ます。外線番号は、0発信の0 
のように外線に接続するための 
番号のことです。 

短縮宛先やプログラム宛先に登 
録されているファクス番号が外 
線に設定されている場合は、登 
録されている電話番号の前に、 
ここで設定した外線番号がダイ 
アルされます。 

ON/OFF * 

ON の場合は、外線番号 


設定メニュー 
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11.2 設定メニュ_一覧 


■ 管理者設定>ファクス設定> レポート出力設定 


レポートのプリント方法を設定します。 （p.11-59) 


項目 

説明 

設定できる値 

通信管理レポート 

レポートをプリントするかどう 
か、また、いつプリントするか 
を設定します。 

〇 FF/ 毎日/100通信毎*/ 
100/毎日 



通信管理レポートの出力 
設定を[毎日]または 
[100/毎日]に設定した場 
合は、レポートを出力す 
る時間も設定できます。 

送信結果レポート 


常時/エラー時のみ*/ 

OFF 

順次通信結果レポート 


ON * / OFF 

予約レポート 


ON * / OFF 

親展受信レポート 


ON * / OFF 

掲示板送信結果レポー 
卜 


ON * / OFF 

中継結果レポート 


ON * / OFF 

中継依頼受付レポート 


ON * / OFF 

PC-FAX 送信エラーレ 
ホート 


ON/OFF * 

同報結果レポート出力 

同報送信結果レポートのプリン 
卜方法を設定します。 

全宛先一括* / 一宛先毎 

送信結果レポート画面 

送信結果レポートの選択画面を 
表示するかどうかを設定しま 
す。[表示する]に設定すると、 
送信のたびに表示されます。 

表示しない* /表示する 


■ 管理者設定>ファクス設定>設定値リスト 



設定値リストについては、 p.12-45 をごらんくださし、。 
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11.2 設定メニューー覧 


■ 管理者設定> ファクス設定>増設回線設定 


増設回線に関する項目を設定します。 （p.11-62) 
2回線使用時のみ設定できます。 


項目 

説明 

設定できる値 

回線 パラメータ 
設定 

ダイアル方式 

回線2 (増設回線）のダイアル 
方式を設定します。 

20pps * /PB/10pps 


着信回数設定 

回線2 (増設回線）の着信回数 
を設定します。着信してから受 
信を開始するまでの擬似リング 
バックトーン回数を設定します。 

〇〜15回 （2 回" 4 ) 


回線 モニター 音 

回線2 (増設回線）の通信時に、 
回線上の音をスピーカーから聞 
<ときに〇 N に設定します。 

ON/OFF * 


回線 モニター 音 
レベル 

スピーカーの音量を設定します。 

0-31(16 *) 

機能設定 

PC-FAX 送信設定 

PC-FAX 送信をする場合の回線 
を設定します。 

指定なし*/回線1/回線2 


ナンバーデイス 
プレイ機能 

回線2 (増設回線）のナンバー 
ディスプレイ機能、ネームディ 
スプレイ機能を使用するかどう 
かを設定します。また、着信中 
の発信者情報の表示方法を設定 
します。 

ON/OFF * 

ナンバーを表示/ネームを 
表示* 

複数回線使用設 
定 

回線2通信設定 

回線2 (増設回線）の通信方法 
を設定します。 

送受信兼用*/受信専用/ 
送信専用 

ファクス ID 

回線2 (増設回線）のファクス 

ID を登録します。 

〇〜9、+、スペース、 

*、#を使って20文字以 
内 


■ 管理者設定>システム連携> Pre / Suffix 自動設定 

本機では使用しません。 


■ 管理者設定 > セキュリティ設定 > セキュリティ詳細> FAX 送信禁止 


ファクス送信に関する機能を禁止します。 （p.11-70) 


項目 

説明 

設定できる値 

FAX 送信禁止 

ファクス送信に関する機能をす 
ベて禁止し、操作パネルの 
【ファクス】ボタンからの操作 
を受け付けません。 

ON/OFF * 


設定メニュー 
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11.3ファクス画面の初期状態を設定する（ファクス設定) 


ファクス画面の初期状態を設定します。ここで選択した項目が 
初期値として表示されます。 

• 基本画面表示：プログラム*/グループ/短縮/アドレス/ダ 
イレクト入力 

〇ファクス画面の宛先欄の初期値を設定します。 

• プログラム初期表示：一時配信/ PAGE 1 *〜 PAGE 27 
〇プログラムキーの初期値を設定します。 

• 短縮/アドレス初期表示：常用* /あ 〜 etc 
〇短縮/アドレスの初期値を設定します。 


• 宛先種類記号表示：する* /しない 

〇宛先種類の記号を表示するかどうかを設定します。 


• 宛先名表示文字数：14文字*/24文字 
〇宛先名の表示文字数を設定します。 

* はお買い上げ時の初期値です。 


❶ 

❷ 


「ユーザ設定画面を表示するには」 ( p .11-2) を參照し、 
ユーザ設定画面を表示します。 

[画面切替え設定]を押します。 


I _ュ - J 

ユづ設定 

邏 —— 

1 I 環境設定 A 6 1 フリ:•ウ設定 A 

1 “ 了 1 

;;; 2 j 画面切替え設定 ^ ^ 

- 3 ：f . 初.證定 . ネ;; 

:： 4 ：| コヒ-設定 J ：：：： ：：：： ：：： 9 | トナ-補給 J ：：： ::： ：| ： 

1! 一 + …+ j 


0 


[ファクス設定]を押します。 


1; 設定七ュ- J 

画面 切替え設定 

1 . 爾 . 1 

圓1 i |. 表示 1 ^ J 1 』 ア切.賛き... J 1 1111 1111 S t フ .7 写 flf 乍史画.面... . j nMln 

1 -SSmiS 定 1 

2 | コヒ- 設定 J 7 |コヒ- 初 & 月 画面 切替: t j 

“ 了 1 

:::: 3：|：:7 ::スキャナ 設索:：:：::: J ;;;;;;;; 8 :::::::: 

hh ； 4 ：|^ ン /’クス□又义 E 

：：：： 5 ：| コビ- 動作中画面 j ：： ：：：： 

k 問 1 :. I 



• オプシヨンの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。[画 
面切替え設定]の場合は、 
テンキ _ で「2」を入力し 
ます。 
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設定メニュー 










































































11.3 ファクス画面の初期状態を設定する（ファクス設定) 


0 


設定したい項目を選択します。 


31落して伽 



詳説明します 

設定メニユー画面を終了す 
る場合は、サブエリアの 
[終了]を押します。 


0 


表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま 
す0 



ファクス設定 
項目を選択 U く纖 V 


❼ 



[閉じる]を押します。 

設定が変更されます。 

サブエリアの[終了]を押します。 



設定メニュー 


11-15 






























































































11.4ファクス動作中の画面を設定する（ファクス動作中画面) 


送信中、受信中のメッセージを画面に表示するかどうかを設定 
します。 


• 送信中画面表示：〇 N/OFF * 

〇「送信中」のメッセージを画面に表示するかどうかを 
設定します。 


• 受信中画面表示：〇 N/OFF * 

〇「受信中」のメッセージを画面に表示するかどうかを 
設定します。 

* はお買い上げ時の初期値です。 


0 

0 


「ユーザ設定画面を表示するには」 ( p .11-2) を參照し、 
ユーザ設定画面を表示します。 

[画面切替え設定]を押します。 


設定ん: L - } 



[[ 終了 3 


ュづ設定 


I 瑁境^定 ,i 

! I 画面切定 J 


九ンタ設定 J 


[C 


初期設定 


f -1 

4 L コト--巧定 4 

I 5 ：1 . 


::: ……… ：：： 

! i l:. ^.：rlia . A % % 

. …逢 ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：： ：：：：• ：：：： ：：：： ：：：： ：：： ：：： ：：： ：：： ：：： ::: ：：： ：：： ：：： I ：：：：：：：：：：： 

!!!! !!!! !!!! !!!! !!!! !!!! !!!! !!!!..!!!. !!! !!! !!! !!i !!! !!! ii! !!! !!! !!! iii 


閉じる 


0 


[ファクス動作中画面]を押します。 


1 IS 定メこュ- M 

f 画面切替え設定 

_ J 

1 了 j | 

11 \ ....... 表示 1 ^ J 1 』 ア切賛 .H nn nn S t ...... フ7写 flit 中.画.面... . j in 1111 

：： 2 ：| . コヒ設.定 . J ; :: :: 7 1 □ビこ初朝.画.面切. t ：!!: :::: 

:::: 3 スキャナ設定8 確認初期表 = 

1111 4 | ファクス設定 J n nn 

! 5 '：[ …士:丽輪 M ..… 1:：：：： ：：：： 

ポ⑴治…: 

II 一…開.じ!一.. II 


詳説明します 

飞 

• オプシヨンの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。[画 
面切替え設定]の場合は、 
テンキーで「2」を入力し 
ます。 
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設定メニュー 




































































11.4 ファクス動作中の画面を設定する（ファクス動作中画面) 


0 


[送信中画面表示]または[受信中画面表示]を選択し 
ます。 



0 


[ ON ] または [ OFF ] のキーを押します。 


詳 Qi 


‘説明します 


設定メニュー画面を終了す 
る場合は、サブエリアの 
[終了]を押します。 


設定メニュ- 


ュ-ザ設定 


[ 画面切替え設定3 


ファクス動作中画面 


E …化；…. 

^ I ■ 


ファクス動作中画面 
項目を選択 ua さい 



£閉ば..3 


❼ 


[閉じる]を押します。 

設定が変更されます。 

サブエリアの[終了]を押します。 



設定メニュー 
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11.5ファクス機能の初期設定値を設定する（初期設定) 


ファクス機能の初期設定値を設定できます。 


主電源を [ ON ] にしたとき、または【リセット】を押したときに 
選択されるファクス機能を設定できます。 

♦ ファクス：現在の設定値/出荷時の設定値* 

〇 [出荷時の設定値] 

設定メニュー画面に入る前にタッチパネル上で設定さ 
れた各項目がファクス機能の初期設定として登録され 
ます。 

〇 [出荷時の設定値] 

工場出荷時の設定値がファクス機能の初期設定に登録 
されます。 

* はお買い上げ時の初期値です。 

原則 

本設定を行うには、ファクスの基本画面を表示した状態で設定メ 
ニューに入ります。 


❶ 

0 


「ユーザ設定画面を表示するには」 ( p .11-2) を參照し、 
ユーザ設定画面を表示します。 

[初期設定]を押します。 


設定ん: L - j 


ュ-ザ設定 


r wf . 1 


ュづ設定 


環境設定 j ：：：：：：： 6| プリン矩定 J 


) 2 L 画面切替え設定 J 


j 


コビ-設定 


スキけ設定 ぶ::: 


J ：：：：：：：：：：：：：：：： n : f： I j. 

_ g し トナー子 


…簡じ 5 .…….1 


0 


[出荷時の設定値]を押し、 [0 K ] を押します。 


機能のデフオルト値を設定辞ます 


ファクス 


現在の設定値 


出荷時®設定値 


隱^ンセル J L 0 K 2 


• オプションの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定 メニュー ■では、キー 
に表示されている番号を 
テンキーで入力して選択 
することもできます。[初 
期設定]の場合は、テン 
キ _ で「3」を入力しま 


す 0 


設定を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押します。 


11-18 


設定メニュー 
























































0 

0 


11.5 ファクス機能の初期設定値を設定する（初期設定） 


[閉じる]を押します。 

設定が変更されます。 

サブ エリアの [終了]を押します。 



設定メニュー 
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11.6パワ_セ_ブ移行-ファクス 


パワーセーブ状態への移行について設定します。 

• パワーセーブ移行-ファクス：通常*/即時 

〇即時に設定すると、パワーセーブ中に受信した場合、 
印字完了後即時にパワーセーブ状態になります。 

* はお買い上げ時の初期値です。 


❶ 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 （p.11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[環境設定]を押します。 


設定ん: L - } 


管理者設定 


ft A 了 


管理者設定 


1 1 環境設定 J 


コビ-設定 

1 


2 | 管理者/本体登舒 J 

|f 

づリンタ設定 

1 


3 [ 宛先豆 : if j 

iiiiiii s |： 

ファクス設定 

1 


4 [ ュ-ヰ認1正/部門管理 J 

1;!!!!! g | 

システム連携 

1 


5 | ネットフ-ク設定 J 

D i [： 

忮ュリティ設定 

1 


IL ■閉じる4 


0 

0 


[パヮーセーブ設定]を押します。 

[パワーセーブ移行-ファクス]を押します。 


設定メニュ- 


[ 管理者設定 I 


璟境設定 j 


幻-セづ設定 


了 I 


幻-セづ設定 
項目を選択してぐ注い 






£閉⑺ 


0 


表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま 
す0 



詳し々説明します 

飞 

• オプションの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニュー■では、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。[環 
境設定]の場合は、テン 
キーで「1」を入力しま 
す 0 
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設定メニュー 

























































































































0 

❼ 


[閉じる]を押します。 

設定が変更されます。 

サブエリアの[終了]を押します。 


11.6 パワ_セ_ブ移行-ファクス 


11 


設定メニュー 
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11.7 ファクス複数宛先禁止 


ファクスの複数宛先の送信を禁止します。 

• ファクス複数宛先禁止：する/しない* 
* はお買い上げ時の初期値です。 


0 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 （ p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[環境設定]を押します。 


1! 設定ん: L - ill 

語華. 

1一…晉 m 設 g '一一1 

iiili 1 ： f ： t ™ l ;;;;；!!；;;；!!；;; ^ ; f ： — f ii !!! iii !!! iii !!! i ! 

ii ： i ： ■山 . 王吊.： 1 ; 司 名.: 0 + 」し _ 5ヌ「.^£ . VI !!! 

U ^ r J 

112 1晉著ン苯悚登_ JIIII 7 1 ラリ::..4設定 Jlilll 

：：!!! 3 |[; 免充登 : if ^ i !!!! ii !!!! ii !!! 8 ||| フ7•ラス E 登定 ^ ii !!! iii !!! iii!!!ii 

: 4 ]„ :; ：9 ；t . 班4邊携 . J :: 

_ 5 | 1ット>ク設定 JIIII 〇 I —ュリティ設定 Jlllll 

itm 


0 


[ユーザ操作禁止設定]を押します。 


1 設定メニ： L - j | 



!;1 ] . 巧土觉定 ....... J ：； :;: e ;|：. 乂操迮孽.± 設定 ..... J :: 

1環境設定 I 

圆之 | . 田':6+設萣 . l_ll 7 1 . ilill 

U 碎了 31 

::: 3 ]. 百 i#S 萣 . J ：： :::;；8；[ . 'J ス f / 碗 . 

: 4 : . .た，傾定 ....... J ；： :： : 9 |： . 設定 . J :: 

11 5 |ろィ-クリ-与イマ-設定 JIIII 0 | ボックス設定 Jllllll 

itm 


0 


[操作禁止設定]を押します。 


1 設罡石 ュ ニ . j 

ユ-ザ操作禁止設定 

[ ____________晉通署設定 j 

!!!! 1 j™ J 11 1111 

1 . 瑱 s 設定 」 

2 

1ユ dis 禁正設定 III 

:::：, 2 j 林止 §几 奪 ::. 


三 4 丨 择作禁止〗 §XE ; 

jr J 

は;厂 -.j 

» pFjL - 〇 ) M 


詳し々説明します 

飞 

• オプシヨンの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。[環 
境設定]の場合は、テン 
キーで「1」を入力しま 
す 0 
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設定メニュー 
























































































































0 


[ファクス複数宛先禁止]を押して[する]を押しま 
す0 


1 設萣 +元 ++++ ++' j 


t ++++++++++++晉 +51箸設运 +++++++++ J 

nn ファクス提數宛先禁止 nn 

1 . 瑱境設萣 +++++++++++ J 


II ュ-竹 i 操_+正正'萣」 



. 

11 操作禁止設定 1 


f 7 -\ g 

\ m , ^ I ,il 

丨墨 1 ォ」 じる ■ 


0 


[閉じる]を押します。 


設定が変更されます。 



サブエリアの[終了]を押します。 


11.7 ファクス複数宛先禁止 



設定メニュー 
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11.8 発信元名とファクス ID を登録する（発信元/ファクス ID 登録) 


発信元名とファクス ID を登録します。 


• 発信元名：全角15文字（半角30文字）以内 


〇登録した名前が相手側の受信文書に発信元情報として 
印字されます。 

• ファクス ID : 〇〜9、+、スペース、*、#を使って20文 
字以内 

〇登録したファクス ID が相手側の受信文書に発信元情報 
として印字されます。 

• 発信元名登録： 

〇送信時に指定できる発信元名を登録します。 


❶ 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 （ p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


1 設定七ュ- J 

管理者設定 

■mssHH 

：：Hi m i |?. jnn ' ijai ' in .' iiii -, J ： iiii ： iiiiii ： ii = e 中 . … .^：：; i ;：：：;;;：：：;!!：： 

：：!!! ■小 . . . 〇 :|： Ji iii 

U 結 r J 

:;; 2 : ..... tJ ：: ;： : 7 1.. j :: 

：：： 3 : 宛先 M 舒. j ：：：： ：：：： ：：： a j ファクス設定 j ：：：：：： 

;;; 4 i 卜 ^ ^ 9 ]： . 一 ' X m m 

：5 ：|— … h トワニク M 萣…… h ュ〇ティ M 萣 — % ：： 

L m：-i j 


0 


[発信元/ファクス ID 登録]を押します。 


1 設定た: L - J 

ファクス設定 

:：：：： ：：：：:：：：： ：：：：:：：：： ：：：：:：：：： ：：：：:：：：： ：：：：:：：：： ：：：：：： ：：：： ：：：：：： ：：：： ：：：：：： ：：：： ：：：：：： ：：：： ：：：：：： ：：：： ：：：：：： ：：：： ：：：：：： ：：：：:：：：： ：：：：:：：：： ：：：：:：：：： ：：：：:：：：： ：：：：:：：：： ：：：：:：：：： ：：：：: 

1 _________ ¥逞¥^ 定 」 

:1：|発信元/ファクス ID 登 J ? B | PBX 接続設定 j ：：：：：： 

HBBSSSPBH 

1 “ 了 1 

;;; 2 ( 発信元/受信情報^ 7 d レホ-卜出力設定 J ;;;;;; 

3 回 碑.:'.，ラメ-巧 R 足 j s iR 定 i _ 直 1 . m j 

::: 4 ：| ....... 送目設定.... 

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: :::: :::: :::: :::: :::: :::: :::: :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
iiiii c ip 挪ム匕三几^ 1 li：：i :::: i：：i :::: i：：i :::: i：：i :::: i：：i i ：： : ：i i ：： : ：i i ：： : ：i i ：： : ：i i ：： : ：i i ：： : ：i 

•II ! ll ： ! ： ll ! ! ll ： ! ： ll ! ! ll ： ! ： ll ! ! ll ： ! ： ll ! ! ll ： ! ： ll ! 1111 illll ： ill ： illlli ill ： illlli ： ii ： illlli ill ： ill ： III ： ! ： ll ! ! ll ： : ： ll ! ! ll ： ! ：lli ! ll ： ! ： ll ! ! ll ： : ： ll ! ! ll ： ! ill ： ! ll ： 

li 離る J 


0 


[発信元名]を押します。 


名前入力画面が表示されます。 


• オプションの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキーで入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 
力します。 
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設定メニュー 












































































11.8 発信元名とファクス ID を登録する（発信元/ファクス ID 登録) 


0 

0 


発信元名を入力し、[〇 K ] を押します。 


テンキ _ 、[+]、[スぺ _ ス]、こ丨、[^^】、を 
使ってファクス旧を入力します。 



文字入力の操作については、 
p.14-4 をごらんください。 



詳 Qi 


•説明します 


入力した文字を訂正する場 
合は、操作パネルの【クリ 
ア】を押します。 



〇 [+] :十が入力されます。 

〇 [スぺ_ス]:スぺ_スが入力されます。 

〇 | — | :カーソルが左に移動します。 

〇 | ^ | :カーソルが右に移動します。 

〇 [削除] :カーソルの位置の文字が1文字ずつ 

削除されます。 

力ーソルが右端にある場合、後端から 
削除されます。 


複数の発信元名を登録する場合は、[発信元名登録]を 
押します。 


0 


登録したいリストを選択して[編集]を押し、登録名 
を入力して[〇 K ] を押し、[閉じる]を押します。 



詳し々説明します 

飞 

• 設定を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押しま 
す 。 

• 入力した文字を全て削除 
する場合は、操作パネル 
の【クリア】を押します。 


詳し々説明します 

飞 

• 発信元名は20件まで登録 
できます。 

• 登録した発信元名は、送 
信時に読込設定画面から 
選択できます。詳しくは、 
p. 7-28 をごらんくださ 
い0 



0 

❿ 


[〇 K ] を押して、[閉じる]を押します。 


発信元名とファクス ID が登録されます。 


サブエリアの[終了]を押します。 


設定メニュー 11-25 
















































































11.9 発信元/受信情報の付けかたを設定する（発信元/受信情報) 


発信元/受信情報の記録方法を設定します。 


発信元情報、受信情報の記録方法には、それぞれ次の種類があ 
ります。 

• 発信元情報 

〇原稿外*:原稿の外側に発信元情報が印字されます。 

〇原稿内：発信元情報が原稿に上書きして印字されます。 
〇〇 FF : 発信元情報は印字されません。 

• 相手先印字 


〇 ON * ：発信元名と宛先が発信元情報として印字されま 
す。 

〇〇 FF : 発信元名とファクス ID が発信元情報として印字 
されます。 

• 受信情報 

〇原稿外:受信文書の下部に受信時刻と受信番号が印字さ 
れます。 


〇原稿内:受信時刻と受信番号が受信文書に上書きして印 
字されます。 

〇 OFF * :受信情報は印字されません。 

はお買い上げ時の初期値です。 



「管理者設定画面を表示するには」 （ p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 


0 


[ファクス設定]を押します。 


1 . 醜 左ュ - jII 

f 51 考帮荽 

1管瑝著設定1 

；；;!; ^ if ； I:;;;；!!；;;；!!；;; r* if ： —EJL 

ii ：：： 1 .jiiiiiiiiiiiiiiiii 0 小 」 L_ □又正 a\ 

\m. ^7 J 

_ 2 | 晉■著ン苯悚登 _ jllll 7 1 ラリン今設定 Jllllll 

：：!!! 3 |[; 免充登: if ^i!!!!ii!!!!ii!!! 8 ||| フ 7 •ラス E 登定 ^ii!!!iii!!!iii!!!ii 

: 4 ]„ :; ： 9；t . 班 4 邊携 .J :: 

:: 5 | t ットワ - ク設定 J ;;;; ;；| 〇 1 ： セ#ユリテ 1 設定 J ;；| 


詳説明します 

飞 

• 発信元情報は、相手側の 
受信文書に印字されます。 
詳しくは p . 2-49 をごらん 
ください。 

• 受信情報については、詳 
しくは p . 3-17 をごらんく 
ださい。 


• オプションの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキーで入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 


力します。 
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11.9 発信元/受信情報の付けかたを設定する（発信元/受信情報) 


0 


[発信元/受信情報]を押します。 


f . 設定んュ-.||| 

ファクス設定 

1 管通吾設 g _______ 1 

:;1 [ijM 元/: 7 Z § か 1#++』:::::; 6 ;|[::: 11 A 11 

1 ラァ矽 設定1 

2 | 信元/受1_言情報 j 7 | は-卜出力設定 X 


31回忒ハ ラメ- 夕設定 J s | 設定値 1 .m J 

: 5 ：| 1 能設定 J ：：：： II ：：：： :::: 

1 “了 1 

II — m：i .….I 


0 


設定したい項目を選択します。 



0 


表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま 
す0 



詳し々説明します 


設定メニュー画面を終了す 
る場合は、サブエリアの 
[終了]を押します。 


□ 


❼ 


[閉じる]を押します。 
設定が変更されます。 


サブ エリアの [終了]を押します。 


設定メニュー 
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11.10発信/着信方法を設定する（回線パラメータ設定) 


発信や着信に関する項目を設定します。 

• ダイアル方式： 20 pps * / PB /1 0 pps 

〇ダイアル方式を設定します。 

• 受信方式：自動受信# /手動受信 

〇自動受信する場合は自動受信に、外部電話を接続して 
いる場合などで電話がかかる機会が多い場合や、リ 
モート受信機能をお使いの場合には、手動受信に設定 
します。 

• 着信回数設定 ： 0 〜 15 回 （2 回#) 

〇着信回数を設定します。着信してから受信を開始する 
までの擬似リングバックトーン回数を設定します。 

• オートリダイアル回数： 〇〜 7 回 （3 回*) 

〇相手が話し中などで応答できない場合にリダイアルす 
る回数を設定します。 

• オートリダイアル間隔： 1 〜 15 分 （3 分*) 

〇リダイアルの間隔を設定します。 

• TEL/FAX 自動切換え：〇 N/OFF * 

〇外部電話を接続している場合で、ファクスを優先して 
使うときに〇 N に設定します。着信すると、相手が電 
話かファクスかを自動的に検知します。 

ファクスの場合は受信が開始され、 TEL の場合はス 
ピーカーから擬似リングバックトーンが鳴ります。 

• 外部 TEL 呼出モニター音： ON/OFF * 

〇外部電話の回線上の音をスピーカーから聞くときに 
ON に設定します。 

この設定は、 [ TEL/FAX 自動切換え]が〇 N に設定さ 
れている場合に表示されます。 

• 外部 TEL 呼出時間： 5 / 10 / 15 / 20 * / 25 / 30 / 60 / 90 / 120 

/150/180/210/240 sec 

〇外部竜話を接続している場合に、着信してから外部竜 
話を呼び出すまでの時間を設定します。この設定は、 
[ TEL/FAX 自動切換え]が〇 N に設定されている場合 
に表示されます。 

• 留守番電話接続設定：〇 N/OFF * 

〇外部電話として留守番電話を接続する場合に、 ON に 
設定します。 

• 回線モニター音：〇 N/OFF * 

〇通信時に回線上の音をスピーカーから聞くときに〇 N 
に設定します。 

• 回線モニター音レベル： 〇〜 31(16*) 

〇スピーカーの音量を設定します。 
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11.10 発信/着信方法を設定する（回線パラメ ータ設定) 


* はお買い上げ時の初期値です。 


❶ 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 （p.11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


t IS む:: L- 」|1 

管理者設定 

I 管逄荖說ま 111 

iijjj 1 jli.|j ： m'iit'= ： jrL^ I:!!!!::!!!!::!!! 一 ！[: . … .Siijjjiiijjjiiijjjii 

::: 1 ：| I 吊■月 5 又正 . 〇 1 」匚 _5 又正 ^1::: 

L J 

::: 2 ：| ..... 管.理者/本. if 葦誘... j ::::::::::: 7 | . プダ.：^設定 . J :::::: 

::: 3 : . 命 H 器 . ^ ；；；； ；；；； ；；； 8 ；[ . ラ V 藏萣 . J :::::: 

:; 4 ：| ュ4認1正/部門管理 J!! 3 | システム連携 J :: :: 

::: 5 j..J ：：：： ：：：：::: 〇 ：|： .. A :::::: 

irws 


0 


[回線パラメータ設定]を押します。 


詳 1夕 k 明します 


• オプシヨンの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 


力します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


終了 


0 


ファクス設定 


1 I 4 信元 / j 6 | PBX 接碌 p 定 J 

2 | 筅信元/受信情報 j 7 | It - 卜出力^定 J 

3 I 回, TfAY - 夕設定 J 8 | 設定値 1 パト J 

； 4j 送信/受信設定 jjn ：： 


5 | 袂能設定 


I 閉じ J 


設定したい項目を選択します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


ファクス設定 


回線 A ラメ-夕設定 


k j I 


回線パラメ-夕設定 
項目を選択 u <_ 



閉じ5 


詳し々説明します 

飞 

• 次のページまたは前の 
ページを表示したい場合 
は、事または会を押しま 
す 。 

• 設定を中止したい場合は、 
サブ エリアの [終了]を 
押します。 



設定メニュー 
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11.10発信/着信方法を設定する（回線パラメ_夕設定) 


0 


表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま 
す0 


回線パラメ-夕設定 

設定値のキ-選択で値を変更待ます 



0 

❼ 


[閉じる]を押します。 

設定が変更されます。 

サブエリアの[終了]を押します。 


明します 

[回線 モニター 音レベル]を 
変更するには、[回線 モニ 
ター音レベル]を押して、 
[小さく]または[大きく] 
を押して、レベルを設定し、 
[〇 K ] を押します。 
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11.11送信や受信方法を設定する（送信/受信設定) 


ポーリング送信時のファイルの扱いや、受信時のプリント方法 
を設定します。 

• 受信原稿両面プリント： OFF * / ON 

O ON に設定すると、受信原稿が用紙の両面にプリント 
されます。 

籲インチ系用紙優先選択: OFF * / ON 

O ON に設定すると受信原稿の記録用紙にインチ系用紙 
を優先的に選択します。 

• 記録用紙優先選択：自動選択*/サイズ固定/サイズ優先 

〇サイズの優先を設定した場合： 

優先サイズに記録されます。優先サイズが設定されて 
いない場合は、もっとも近いサイズに記録されます。 

〇サイズの固定を設定した場合： 

設定したサイズだけに記録されます。 

• 記録用紙サイズ* 1 : A 3/ B 4/ A 4 * /8V 2 X 11 /8" 2 x 14/ 

11 x 17 

〇受信文書を出力する用紙サイズを設定します。 

初期設定は[インチ系用紙優先選択]の設定によって 
異なります。 

• ボックス番号エラー動作：プリント*/通信エラー/ボック 

ス自動生成 


〇ボックスを使用したファクス受信において、未登録の 
ボックス番号が指定された場合の動作を設定します。 
[ボックス自動生成]を選択すると、入力された番号 
のボックスが作成されます。 


♦ 着信拒否時の動作2:応答しない/回線断* 

〇着信拒否宛先に登録した番号から着信した場合の動作 
を設定します。 


• 給紙トレイ固定* 3 :自動* /トレイ1/トレイ2 /トレイ3 /卜 
レイ4 

〇受信文書の出力に使用する用紙トレイを固定したい場 
合に用紙トレイを設定します。 


[ページ分割記録]が〇 N の 
場合には表示されません。 


詳し々説明します 

飞 

M [記録用紙サイズ]の設 
定を有効にするには、 

[給紙トレイ固定]を 
[自動]に設定してくだ 
さい0 


パスワード規約が〇 N に設定 
されている場合は、[ボック 
ス自動生成]は選択できませ 
ん〇 

パ スワー ド規約については、 
「ユーザー ズガイド （コピー 
機能 編）」 をごらんくださし、。 


詳説明します 

A 

* 2 機能〇 N / OFF 設定で、 
ナンバーディスプレイ機 
能を〇 N にした場合に表 
示されます。 


詳説明します 

A 

* 3 トレイの種類は、装着し 
ているオプションにより 
異なります。 



設定メニュー 
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11.11 送信や受信方法を設定する（送信/受信設定) 


• 縮小率： 87〜96%* /等倍* 4 

〇受信原稿の出力倍率を設定します。 


• ぺージ分割記録：〇 FF */ON 

〇 ON に設定すると定形サイズより長い原稿を受信した 
場合に、ページ分割して記録されます。 

• ポーリング送信後文書：削除する*/削除しない 

〇ポーリング送信が終了した原稿を削除するかどうかを 
設定します。 

• 受信プリント部数：1 * 〜10 

〇受信した文書をプリントする部数を設定します。 

* はお買い上げ時の初期値です。 


❶ 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 （ p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 




管理者設定 


1 I 環境設定 A 6 | コヒ-設定 a 

% 7 1 11 1リ_ゥ設定 3 


管理者/本体登錄 


3 | jI S i ノ丁タス〇夂疋 jI 

4 |ュ正/部門管理 j 9 I システム1至携 4 


ネットフ-ク設定 


敁ュリティ設定 


t 閉ほ| 


0 


[送信/受信設定]を押します。 


1 . 設既ュニ —— j \ 

..フ Z クス.語夷. 

1一… ¥逞¥設萣 ___ ___ M 

: 1 J ：： :; : e | ....... p 叫 . 援祿設定 ........ J :: 

1ラァ矽設定 1 

1 2 4発信元/受信情報 7 t レホ-卜出力設定 J H 

1：.…| 

::: 3 ] ……. 丽 フ- .齋罡 .….8 I . K . Sii T ) ズト . A :::::: 

: 4 :庚 h / 受怡設定 J ：： :::: 

;;; 5 ] 機能設定 - 

|!開ほ'| 


詳説明します 

* 4 記録時の縮小率を[等 
倍]に設定した場合は、 
記録用紙優先選択、選択 
トレイ固定機能の設定は 
[自動]となります。ま 
た、ページ分割記録は 
[ OFF ] となります。 


[受信原稿両面プリント]が 
ON の場合には表示されま 


せん。 


詳し々説明します 

飞 

• オプションの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニュー■では、キー 
に表示されている番号を 
テンキーで入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 
力します。 
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11.11 送信や受信方法を設定する（送信/受信設定) 


0 


設定したい項目を選択します。 


r 設定メこュ- 

r 管理者設定 j 

[ ファクス設定 j 


送信/受信設定 


1131 ?^ 



」和ウス番号 I ラ-動作 


I 終了1 



詳説明します 

A 

• 次のページまたは前の 
ぺ _ ジを表示したい場合 
は、♦または♦を押しま 
す 。 

• 設定メニュー画面を終了 
する場合は、サブエリア 
の[終了]を押します。 


0 


表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま 
す0 


設定値®キ-選択で値を変更茳ます 



0 

❼ 


[閉じる]を押します。 

設定が変更されます。 

サブエリアの[終了]を押します。 



設定メニュー 
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11.12機能設定 


■ 機能の〇 N / OFF を設定する（機能〇 N / OFF 設 
定） 

送受信に関する機能の〇 N / OFF を設定します。 


♦ F コード送信機能： ON * / OFF 

〇 F コード送信機能を使用するかどうかを設定します。 


♦ 中継受信機能： ON */OFF 

〇中継配信局として、中継指示局から受信した文書を中 
継配信先に同報送信します。中継配信機能を利用する 
には、中継ボックスを登録する必要があります。 

• 中継プリント：〇 N/OFF * 

〇中継指示局から受信した文書をプリントします。 

• 宛先確認表示機能：〇 N / OFF * 

〇ファクス送信時に、指定した宛先一覧を表示するかど 
うかを設定します。 

• ナンバーディスプレイ機能 

〇ナンバーディスプレイ機能： ON/OFF * 

ナンバーディスプレイ機能を使用するかどうかを設定 
します。 

〇ネームディスプレイ機能：〇 N/OFF * 

〇ネームディスプレイ機能を使用するかどうかを設定 
します。 

〇着信中の発信者情報表示：ナンバーを表示/ネームを表 
示* 

〇着信中の発信者情報の表示方法を設定します。 

* はお買い上げ時の初期値です。 


親展機能について、詳しく 
は p. 7-35 をごらんくださ 
い0 


詳し兑明します 

飞 


F コード送信について、詳 
しくは p. 7-38 をごらんくだ 
さい0 



中継ボックスの登録につい 
ては、 p.10-55 をごらんく 
ださい。 


,明します 


• ナンパーディスプレイ機 
能を〇 N にしないとネー 


ムディスプレイ機能を設 
定することはできません。 
• 登録してあるファクス番 
号が着信中の発信者番号 
と一致する場合、登録名 
またはファクス番号が表 
示されます。 
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11.12機能設定 


0 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 ( p .11-3) を参照し、 
管理者設定画面を表示します。 


[ファクス設定]を押します。 


1 IS む:: L - 」|1 


| 管瑝著設定 1 

^ : f ； Tm j . it '=^ jrL ^ i ;：;;；!!!；;；!!；;; Q ; f ： —, p - EJL 

iiiii 1 . ii ___ 0 小 」し _ 5又^ £. ::: 

U ^7 J 

li 2 1 管■著ン苯悚登 _ jiiii 7 i ラリン今設定 Jiiiii 

：：!!! 3 |[; 免充登: if ^ i !!!! ii !!!! ii !!! 8 ||| フ 7 •ラス E 登定 ^ ii !!! iii !!! iii!!!ii 

: 4 ]„ :; ：9 ；t . 班4邊携 . J :: 

圆51 1 ッ ト>ク設定 Jiiii □ 1 — ュ 1 〕ティ設定 1111 


e 


[機能設定]を押します。 


1 IS む:: L - j| 

ファクス設定 


1|兔信元/フ rP.IDiif j 6 I F _ B 对 g 続設定 J 

r :::: 涵匿 :：:： J 

- 2 j 発信元/受信情報 7 t レホ-卜出力設定 X ；；；；；； 

1 “了 1 

;;; 3 1 :: :面画み M 硬：..』;;;;;;;;;;; 8 1 : :: :: MSi 涵卜：:：:：: 1 ;;;;;; 

::::: J ：|i . 叱□又； •£ . 

1； — … 1 


〇 


[機能〇 N / OFF 設定]を押します。 


設定 メニュ- 


管理者設定 


ファクス設定 


機能設定 


梂能 ON / OFF 設定 j 6 |リモ-卜受信設定 J 

I 再迗信設定 J 


丨21 WTII . イン設定 J 

3 | 強制ノモリ受信設定」 

4 | 閉域受信設定 J 

5 | 転迗フ T 穴設定 


8 | PC-FAXgff^ J 
9 I TSI 受信振5汁設定^ 


I ォ1じ公 戚 


詳しぐ説明します 

飞 

• オプションの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキーで入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 
力します。 


詳 bj 説明します 

A 

[強制メモリ受信]、[転送 
ファクス設定]、 [ PC-FAX 
受信設定]、 [ TSI 受信振り 
分け設定]のいずれかの機 
能が〇 N の場合、他の項目 
は表示されません。 
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11.12機能設定 


0 


設定したい項目を選択します。 



0 


表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま 
す0 


設定メニュ- 


管理者設定 


ファクス設定 


機能設定 


機能 ON / OFF 設定 


❼ 


機能 0 N /0 FF 設定 

設定値のキ-選択で値を変更待ます 



[閉じる]を押します c 
設定が変更されます。 


0 


サブ エリアの [終了]を押します。 


詳説明します 

設定メニユー画面を終了す 
る場合は、サブエリアの 
[終了]を押します。 
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11.12機能設定 


■ ダイアルインを設定する（ダイアルイン設定) 

ダイアルイン機能を使用するかどうかを設定します。〇 N に設 
定する場合は、ファクス番号、電話番号、 PC - FAX 番号を設定 
します。 


ダイアルインとは、ファクス用の電話番号と、電話用の鼋話番 
号を別にもつことができる機能です。ファクス用の番号に着信 
するとファクスとして動作し、電話用の番号に着信すると、 
ファクスとしては動作しません。なお、ダイアルイン機能を使 
用するためには、 NTT にダイアルイン機能（モデムダイアルイ 
ン）の申し込みが必要です。 


♦ ダイアルイン設定：〇 N/OFF * 

〇〇 N に設定した場合は、以下を設定 
♦ ファクス番号：11桁以内 
• 電話番号：11桁以内 
♦ PC - FAX 番号：11桁以内 
はお買い上げ時の初期値です。 


0 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 ( p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


Id ! 結了 


0 


管理者設定 


環境設定 j 


コビ-設定 j 


2丨管理者/す体云舒 j 7 | プ設定 4 

： 3 j J :: :: :: S Q フ7觸足 J 

4 |ユ-七部門官理 ] 3こ ：ス丁ム1至拷 j 

5 r t _ イワ-ク設定 j 〇 r セキュリテ 1 設定 j 


t 閉 I ：■.る I 


[機能設定]を押します。 


詳説明します 

飞 

本機のダイアルイン機能は、 
モデムダイアルインに限定 
されます。 


詳し々説明します 

飞 

[PC-FAX 受信設定]が〇 N 
の場合のみ PC-FAX 番号は 
入力できます。 


詳説明します 

飞 

• オプシヨンの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 
力します。 



1 IS む:: L- j| 

ファクス設定 


1| 筅信元/ファクス IDiki? j 6 | F_BK 接続設定 J 

1 ラァ矽設定 1 

- 2 j 発信元/受信情報 7 | レ ホ-卜出力設定 X ；；；；；； 

1 “ 了 1 

;;; 3: 面画み M 硬 ：..』;;;;;;;;;;; s 1: :::: MSi 涵卜 ：:：:：:1;;;;;; 

;;; 5 j 機能設定 - 

1 ； — _… 1 


設定メニュー 
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11.12機能設定 


0 


[ダイアルイン設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


ファクス設定 


I- J 


機能設定 


機能 ON/OFF 設定』| S 1 リモ-卜受信設定 


2 | MU . イン設定 J 

3 |強制ノモリ受信設定 jj : 


再送信設定 




8 I PC-FAX 受信設定 j 


4 | 閉域受信設定 9 = TSI 受信振31_1設定 j 


云送ファクス設定 


閉じ公 m 


0 


[ダイアルイン機能]で [ ON ] を選択し、[ファクス番 
号]、[電話番号]、 [ PC - FAX 番号]を入力します。 


利アルイン設定 

番号をテンキづ入力 u く段い 


タイアルイン; 





キャンセ i ^ Ok 


0 

❼ 


[ OK ] を押して、[閉じる]を押します。 


サブ エリアの [終了]を押します。 
設定が変更されます。 




明します 


• [ファクス番号]、[電話番 
号]、 [PC-FAX 番号]に 
は、市外局番を含めた電 
話番号を入力してくださ 
い0 

• 【クリア】を押すと、入力 
した内容がすべて削除さ 
れます。 

• [ファクス番号]と [ PC- 
FAX番号]に同じ電話番 


号を入力した場合は、 

ファクス番号が優先され 
ます。 

• 設定を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押しま 
す 。 

• [PC-FAX 受信設定]が 


〇 FF の場合、 [PC- FAX番 


号]は表示されません。 
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11.12機能設定 


■ 強制メモリ受信を設定する（強制メモリ受信 
設定） 

強制メモリ受信機能を使用するかどうかを設定します。〇 N に 
設定した場合は、プリント時に使用するパスワードを8桁以内 
で設定します。 

強制メモリ受信とは、受信した文書をすぐにプリントせず、 
いったんメモリに蓄積し、指示をしてからプリントする機能で 
す0 


• 強制メモリ受信機能： ON / OFF* 

〇〇 N に設定した場合は、パスワードを設定 
• パスワード：1〜8桁以内 


はお買い上げ時の初期値です。 



「管理者設定画面を表示するには」 (p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 


0 


[ファクス設定]を押します。 


| 設定た： L- j| 

管理者設定 

___________ 眷 _ 强荖語舌 ___________'1| 

iiiii 1 ill |：=!!!!!!!!!!!!!! p if ： 

::: 1 :| I 笨丄月 5 又 正 jfiiiiiiiiiiiiiiii & i|i J 匚 又 正 ^1 ::: 

U 碎 r J 

::: 2 ：j...... j ：：：： ：：：： ::: 7 j ； . プ乂セ設定 .j :::::: 

::: 3 : . 命 H 器 . ^ ；；；； ；；；； ；；； 8 ；[. ラ V 藏萣 .J ::: ::: 

:; 4 ： | ュ正 / 部門管理 J!! 3 f システム連携 J :::: 

::: 5 ：[........J ：：：： ：：：：::: □ ：[........ .........J :::::: 

K I 


0 


[機能設定]を押します。 


1 設定た: L- J 

ファクス設定 

1 _________ ¥逞¥ま定 」 

1| 免 信 元/ファクス J 6 | F_BX 接続設定 J 

::: 2 ：| 発. (f 元/ gjfff 報... J ：：：： ：：：：::: 7 ;|： し. M 出力設定 ...... X :::::: 

1，“ 了 1 

:;; 3 1… 画 獅ア 齋萣 ..... 8 . 設歪画スト . 

… 5 'f 匕□又正 . . .. 

|| 離る J 


詳し々説明します 

飞 

• 強制メモリ受信を [ ON ] 
に設定した場合、 PC-FAX 
受信設定、 TSI 受信振分 
け設定、転送ファクス設 
定は使用できません。 

• 強制メモリ受信した文書 
のプリント方法などにつ 
いては、 p . 8-5 をごらん 
ください。 


詳し々説明します 

飞 

• オプションの設定によつ 
て表されない項目があ 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキーで入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 
力します。 



設定メニュー 
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11.12機能設定 


0 


[強制メモリ受信設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


ファクス設定 


I- J 


機能設定 


機能 ON/OFF 設定』| S 1 リモ-卜受信設定 


2 | MU . イン設定 J 

3 |強制ノモリ受信設定 jj : 


再送信設定 




8 I PC-FAX 受信設定 j 


4 | 閉域受信設定 9 = TSI 受信振31_1設定 j 


云送ファクス設定 


閉じ公 m 


0 


[強制メモリ受信設定]で [ ON ] を選択し、[パスワー 
ド]に、プリント時に入力するパスワードを8桁以内 
で入力します。 


強制メモリ受信設定 

パスフ -F をテンキ入力してびさい 


強制メモリ受信設定 



バスフ -F 



U 和， J L 0K.... 1 


0 

❼ 


[〇 K ] を押して、[閉じる]を押します。 


サブ エリアの [終了]を押します。 
設定が変更されます。 


詳し<1兑明します 

飞 

設定を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押します。 
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設定メニュー 











































































11.12機能設定 


■ 閉域受信を設定する（閉域受信設定） 

閉域受信機能を使用するかどうかを設定します。〇 N に設定し 
た場合は、閉域受信に使用するパスワードを、4桁で設定しま 
す。 

閉域受信とは、パスワードが一致する相手機からの通信のみを 
受け付ける機能です。 

閉域受信が〇 N に設定されている場合は、相手機から送られて 
きたパスワードと、ここで設定したパスワードを照合し、パス 
ワ_ドが一致しない場合や、パスワードが付与されていない場 
合は通信 エラー となります。 

原則 

この機能は、相手機がパスワード機能をもつ機種の場合にだけ使用で 
きます。 


• 閉域受信機能： ON/OFF * 

〇〇 N に設定した場合は、パスワードを設定 
♦ パスワード： 4桁 


〇 * はお買い上げ時の初期値です。 


0 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 ( p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


管理者設定 


11 環境設定 J 

g ii 

コビ-設定 

1 


2 |管理者/本体登舒 J 

|f 

づリンタ設定 

1 


3 [ 宛先豆 : if j 

iiiiiii s i ： 

ファクス設定 

1 


4 [ ュ-ヰ認1正/部門管理 J 

1;!!!!! g | 

システム連携 

1 


5 |_ 木ット7-ク設定 J 

D i [： 

忮ュリティ設定 

1 


E 終了 J 


IL ■閉じる4 


0 


[機能設定]を押します。 


1 IS む:: L- j | 

ファクス設定 


1| 筅信元/ファクス IDiki ? J 6 | F_BK 接続設定 J 

1 ラァ矽設定 1 

- 2 j 発信元/受信情報 7 | レホ-卜出力設定 X ；；；；；； 

1 “ 了 1 

;;; 3:面画み M 硬：..』;;;;;;;;;;; s 1: :::: MSi 涵卜：:：:：:1;;;;;; 

;;; 5 j 機能設定 - 

1； — _… 1 


詳し々説明します 

飞 

• オプションの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定 メニュー ■では、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで 「8」 を入 
力します。 



設定メニュー 
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11.12機能設定 


0 


[閉域受信設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


ファクス設定 


I- J 


機能設定 


2 | MU . イン設定 J 

3 | 強制ノ.セリ受信設走」 

4 | 閉域受信設定 A 

5 匚 J 


梂能 ON/OFF 設定』| 6 |リモ-卜受信設定 J 

I 再迗信設定 J 


a I PC - FAX 受信設定 j 

9 I TSI 受信振5汁設定^ 


閉じ公 m 


0 


[閉域受信機能]で [ ON ] を選択し、[パスワード] 

に、閉域受信に使用するパスワード（数字4桁）を入 
力します。 


閉域受信設定 

パスフ - F をテンキ - f 入力してびさい 



0 

❼ 


[〇 K ] を押して、[閉じる]を押します。 
設定が変更されます。 

サブ エリアの [終了]を押します。 




明します 


• 【クリア】を押すと、入力 
した内容がすべて削除さ 
れます。 

• 設定を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押しま 
す0 
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11.12機能設定 


■ 受信文書を転送する（転送ファクス設定) 


転送ファクスを設定します。転送ファクスとは、受信した原稿 
を、予め設定しておいた相手に転送する機能です。 

• 転送ファクス設定： OFF * / ON (常時プリント） /ON 
(不達時のみプリント） 

〇〇 N に設定した場合は、転送先を設定 
• 転送先： 0〜9、短縮、トーン、ポーズ、- 
* はお買い上げ時の初期値です。 


❶ 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 （p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 



管理者設定 


i ) 環境設定 J g | コヒ-設定 4 


\ 2 \ J 


設定 J 


| . J : ih i;i; :i; 8 f " , . . [| -^77p.aJ!. | i.E | . .. 

；9[ システム i 至携 

□ r セ\ュリテ i 設定 j 


4 I 正/部門管理 j 

5 | A 


那 J 


0 


[機能設定]を押します。 


詳説明します 

飞 

転送ファクス設定を〇 N に 
設定した場合、強制メモリ 
受信設定、 PC-FAX 受信設 
定、 TSI 受信振分け設定は 
使用できません。 


詳説明します 

飞 

• オプシヨンの設定によつ 
て表されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 


力します。 


t . 設定.ノニュ- ......... イ 

ファクス設定 

1一..…管丽設歪1 

:;1;|発信元/ファクス ID 登 if J !! S f PBX 接続設定 J :::: 

1 ラァ板 IS 定 1 

2 |免信元/受1_言情報 j 7 | は-〖出力設定 J 

1：. .......... i 

::: 3 :…….丽フ-.齋罡.….^ ；；；； ；；；；:;; 8 ；[. K . Sii T ) ズト . A ::::::1 

…5 j 匕□又 IE j |. 

I !開ほ' I 


0 


[転送ファクス設定]を押します。 



1 設萣^ . 1 

機能設定 

1 管通# 設萣_______________ ] 

: 1 ；| ....... SI ^ n / offS ^" Jz :： : 6 1 .. ... .......... i :: 

1 . 涵設罡 . 1 

:; 2 ：| イン設定 J ：:: ：:: :: 7 f 再送信設定 J :::: 

1 i 能設定1 

：：： 3 1 ―強継 1 J 龍設定… J ：：：： ：：：： ：：： 8 1：..… PC:FA 捏 fl . 設定…. 

If 結了 i 

$ 4丨 閱域登信逆定 J !!!! !!! 9 | TSI 妄信撮 5 か拉定 j $ 

II ........ _ ....... 1 


設定メニュー 
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11.12機能設定 


0 


[転送ファクス機能]で [ON (常時プリント）]または 
[ON (不達時のみプリント）]を選択します。 


_云送先と托送条件を設定 u くだ如 


_云送ファクス機能 



S キ^■セ 1 し1 E OK J 


0 


〇 [OFF] 受信文書は転送されません。 

O [ON (常時プリント）] 

受信文書が転送され、本機でもプリン 
卜されます。 

O [ON (不達時のみプリント）] 

受信文書が転送され、転送できなかつ 
た場合に本機でプリントされます。 


[転送先]に、受信文書を転送する相手のファクス番号 
を入力します。 

2回線使用時は、回線指定もできます。 


_云送先と托送条件を設定 u くだ如 



❼ 

0 


[〇 K] を押して、[閉じる]を押します。 
設定が変更されます。 

サブ エリアの [終了]を押します。 


詳説明します 

A 

• ファクス番号は38桁まで 
入力できます。 

• [トーン]、[ポーズ]、 [-] 
を使用できます。これら 
のキーの使いかたについ 
ては、 p . 2-25 をごらんく 
ださい。 

• [宛先表から選択]を押す 
と、登録されている宛先 
表から転送先を指定する 
こができます。 

• [短縮]、 [ E - Mail ] 、 

[ FTP ]、[ SMB ] または 
[グループ]を押して、テ 
ンキ _ で登録 No . を入力 
することで転送先を指定 
できます。 

• 【クリア】を押すと、入力 
した内容がすべて削除さ 
れます。 

• 設定を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押しま 
す 0 
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11.12機能設定 


■ リモート受信を設定する（リモート受信) 


リモート受信機能を使用するかどうかを設定します。〇 N に設 
定する場合は、リモート受信に使用する番号を2桁で設定しま 
す。 

リモート受信とは、外部電話から受信の指示をする機能です。 
外部電話の受話器を上げた場合に、相手がファクスのときは、 
設定した2桁のリモート受信番号をダイアルすると、受信を開 
始することができます。 


♦ リモート受信設定：〇 N/OFF * 

O ON に設定した場合は、リモ_卜受信番号を設定 
♦ リモート受信番号： 2桁 
はお買い上げ時の初期値です。 


0 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 ( p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 



管理者設定 


1 I 環境設定 A 6 「 コヒ-設定 A 

% 7 1C ..... フパ設定 3 


管理者/本体登錄 


I 3 [ 8 || ^T'TAn'r.. CE 

4 |ュ正/部門管理 j 9 I システム1至携 4 


ネットフ-ク設定 


敁ュリティ設定 


t 閉 I ：■.る| 


0 


[機能設定]を押します。 


f . 設定ノニュ- ......... イ 

ファクス設定 

1 管通吾設至_______________ 1 

: 1 ；| :： ________________ A :: 

1 ラァ矽設定 1 

: 2 ]..... 発.® 元/ gjf . 情報... J ：： :: : 71 ： ........ [也卜出.力設定 ...... J :: 

1 ..結了 ;J 

：：： 3 ：|回碑 A ラメ-，設定 J ：：：： ：：：： ：：： 8 | 設定値リスト j ：：：：：： 

::::: 4 :|: 1 ■んイ n / k ゴ nn 32 JL 卜 

:;; 5 ：| 榉能 P 定 j ; 二 

\i Sts j 


詳説明します 

• オプションの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキーで入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 
力します。 



設定メニュー 
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11.12機能設定 


0 


[リモート受信設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


ファクス設定 


I- J 


機能設定 


機能 ON/OFF 設定』| S 1 リモ-卜受信設定 


2 | MU . イン設定 J 

3 |強制ノモリ受信設定 jj : 


再送信設定 




8 I PC-FAX 受信設定 j 


4 | 閉域受信設定 9 = TSI 受信振31_1設定 j 


云送ファクス設定 


閉じ公 m 


0 


[リモート受信機能]で [ ON ] を選択し、[リモート受 
信番号]に、リモート受信番号（数字2桁）を入力し 
ます。 



0 

❼ 


[〇 K ] を押して、[閉じる]を押します。 
設定が変更されます。 

サブ エリアの [終了]を押します。 




明します 


• 【クリア】を押すと、入力 
した内容がすべて削除さ 
れます。 

• 設定を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押しま 
す0 
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11.12機能設定 


■ 再送信を設定する 

通信 エラー や相手機が電話中などの理由で、オートリダイアル 
でも送信できなかった文書を再送信ボックスに一時的に保存し 
ます。 

• 再送信機能： ON / OFF * 

〇 ON に設定した場合は、ファイル保持時間を設定 


• ファイル保持時間：12時間/24時間/48時間/72時間 


* はお買い上げ時の初期値です。 


❶ 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 （p.11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 



管理者設定 


i ) 環境設定 J g | コヒ-設定 4 


\ 2 \ J 


設定 J 


| . J : ih i;i; :i; 8 f " , . . [| -^77p.aJ!. | i.E | . .. 

；9[ システム i 至携 

□ r セ\ュリテ i 設定 j 


4 I 正/部門管理 j 

5 | A 


那 J 


0 


[機能設定]を押します。 


詳説明します 

飞 

• オプシヨンの設定によつ 
て表されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 


力します。 


t . 設定.ノニュ- ......... イ 

ファクス設定 

1一..…管丽設歪1 

:;1;|発信元/ファクス ID 登 if J !! S f PBX 接続設定 J :::: 

1 ラァ板 IS 定 1 

2 |免信元/受1_言情報 j 7 | は-〖出力設定 J 

1：. .......... i 

::: 3 :…….丽フ-.齋罡.….^ ；；；； ；；；；:;; 8 ；[. K . Sii T ) ズト . A ::::::1 

…5 j 匕□又 IE j |. 

I !開ほ' I 



0 


[再送信設定]を押します。 


1 設萣^ . 1 

機能設定 

1 管通# 設萣_______________ ] 

: 1 ；| ....... SI ^ n / offS ^" Jz :： : 6 1 .. ... .......... i :: 

1 . 涵設罡 . 1 

:; 2 ：| イン設定 J ：:: ：:: :: 7 f 再送信設定 J :::: 

1 i 能設定1 

：：： 3 1 ―強継 1 J 龍設定… J ：：：： ：：：： ：：： 8 1：..… PC:FA 捏 fl . 設定…. 

If 結了 i 

$ 4丨 閱域登信逆定 J !!!! !!! 9 | TSI 妄信撮 5 か拉定 j $ 

II ........ _ ....... 1 
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11.12機能設定 


0 


[再送信機能]で [ ON ] を選択し、[ファイル保持時 
間]を指定します。 


再送信設定 



0 

❼ 


[〇 K ] を押して、[閉じる]を押します。 


設定が変更されます。 

サブ エリアの [終了]を押します。 


詳説明します 


設定を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押します。 
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11.12機能設定 


■ ハードディスク内のボックスに受信する 
(PC-FAX 受信設定） 

PC-FAX 受信機能を使用するかどうかを設定します。〇 N に設 
定する場合は、出力先のボックスを設定します。 PC-FAX 受信 
とは、ファクスで受信した原稿ファイルをハードディスクの中 
にあるボックスに保存することです。保存されたファイルは、 
ネットワーク上のコンピューター上に取り込むことができます。 

■ 原則_ 

PC-FAX 受信機能を使用するには、オプションのハードディスクが必 
要になります。 



• PC-FAX 受信設定：〇 N/OFF */ ダイアルインのみ 
〇〇 N に設定した場合は、受信出力先を設定 
♦ 受信出力先：強制メモリ受信ボックス*/指定ボックス 

〇指定ボックスに設定すると、 F コ_ド ( SUB ) で指定 
されているボックスに保存されます。 

♦ 受信後プリント：する/しない* 

〇 PC - FAX 受信設定を〇 N にすると、受信後にプリントす 
るかどうかを設定できます。 

♦ パスワードチェック：する/しない* 

〇受信出力先で[指定ボックス]を選択した場合は、通 
信パスワードを設定することができます。 

はお買い上げ時の初期値です。 


詳しぐ説明します 

飞 

PC-FAX 受信設定を〇 N に 
設定した場合、強制メモリ 
受信、転送ファクス設定、 
TSI 受信振分け設定は使用 
できません。 



設定メニュー 
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11.12機能設定 


詳 Q 


:説明します 


❶ 

❷ 


[ダイアルインのみ]は、ダイアルイン設定が〇 N に設定 
されている場合に使用できます。ダイアルイン設定につ 
いては、 p.11-37 をごらんください。 

ファクス受信文書は、 TIFF 形式で強制メモリ受信ボック 
ス、指定ボックスに保存されます。 


「管理者設定画面を表示するには」 （p.11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 


[ファクス設定]を押します。 


I_ ュ - J 

管理者設定 

1 管瑝著設定 11 

iiiii 1 ill 不四十立 |：=!!!!!!!!!!!!!! if ： 

:::1 :| 柄 ■ 月 5 又 正 ^1!=:::!!；=:；!!::: 〇 i|i 」已 _5 又 正 ^1 ::: 

L “ 了 J 

::: 2 ：| ..... 管.理者/本. if 葦誘... j ::::::::::: 7 | . プダ.：^設定 . J :::::: 

::: 3 : . 命 H 器 . ^ ；；；； ；；；； ；；； 8 ；[ . ラ V 藏萣 . J :::::: 

:; 4 ：| ュ正/部門管理 J!! 3 f システム連携 J :::: 

::: 5 j..J ：：：： ：：：：::: 〇 ：|： .. A :::::: 

irws 


0 


詳 


〇兑 [ 


明します 


オプシヨンの設定によつ 
て表不されない項目があ 
ります。 

設定 メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 
力します。 


[機能設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


訂 J 


ファクス設定 


0 


1 I 筅信元/： 1 d ス ID^jf j 6 L PBX 接碌 P 定 J 

2 1 免 m 元/受信情報 3 7 [ 丨ホ-卜出力設定 J 

3 [ 回;^ P ノ - ガ^■定 J 8 [ 1?定値リスト J 


『廠―1 


[PC-FAX 受信設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


ファクス設定 


機能設定 


終了 


機能設定 


機能 0N/0FF 設定 j 6 |リモ-卜受信^定 J 


2 | MU . イン 設定 J 7 | 再迗信設定 4 

!|3 j[ ..強制荇 リ受信 設定... j | 

^4 j 閉域受信設定 3 !!! 

: 5 T _云1芒ファクス設定 1：： 


8 I PC-FAX 受信設定 j 

9丨 TSI 竺;信振另け設定 j 


…簡ぼ1 
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11.12機能設定 


[ PC - FAX 受信機能]で [ ON ] または[ダイアルイン] 
を選択します。 

O [OFF] PC-FAX 受信はされません。 

O [ ON ] ファクス番号、 PC - FAX 番号のどちらを受け 
ても PC-FAX 受信し、指定したボックスに受 
信文書が保存されます。 

〇 [ダイアルインのみ] 

PC-FAX 番号のダイアルイン番号へ着信した 
ときにのみ PC-FAX 受信し、指定したボック 
スに受信文書が保存されます。 


PC - FAX 受信設定 



0 


[受信出力先]で、 PC-FAX 受信した文書を保存する 
ボックスを選択します。 


〇 [強制メモリ受信ボックス] 

強制メモリ受信ボックスに転送されます。 


詳説明します 

A 

• [機能設定]の[ダイアル 
イン設定]を [ OFF ] に 
設定していると表示され 
ません。 



PC-FAX 受信時の動作につ 
いては、 1-20 ページをごら 
んください。 


❼ 

0 


〇 [指定ボックス] 

送信側が指定した F コード ( SUB ) により転送され 
ます。 


受信後にプリントをするかどうかを設定します。 

受信出力先で[指定ボックス]を選択した場合は、パ 
スワードのチェックをするかどうかの設定をします。 



詳 © 


説明します 


設定を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押します。 



詳説明します 

A 

パスワードチェックを[す 
る]にした場合は、通信パ 
スワード （8 桁以内）を入 
力します。 


0 


[OK ] を押して、[閉じる]を押します。 
設定が変更されます。 
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11.12機能設定 


❿ 


サブ エリアの [終了]を押します。 
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設定メニュー 



11.12機能設定 


■ 送信者ごとに受信原稿を振り分ける （ TSI 受信 
振分け設定） 

TSI 受信振分け機能を使用するかどうかを設定します。使用す 
る場合は、 TSI 受信振分け先を登録します。 

送信者のファクス ID(TSI) で受信した文書を、送信者ごとに用 
意した振分け先 （ ボックス宛先 /E-mail 宛先 /FTP 宛先 /SMB 宛 
先）に配信します。 

■ 原則_ 

TSI 受信振分け設定を使用するには、オプションのハードディスクが必 
要になります。 



詳し々説明します 

飞 

正常に配信が終了しなかつ 
た場合は、受信文書はプリ 
ントされます。 



設定メニュー 


11-53 

































11.12機能設定 


• TSI 受信振分け機能：〇 N / OFF * 

〇〇 N に設定した場合は、振り分け先を設定します。 


• 該当ボックスなし設定：受信プリント*/強制メモリ受信 
ボックス 

〇登録されていない TSI 情報を受信したときの動作を設 
定します。 


♦ 受信後プリント：する/しない* 

〇受信後にプリントをするかどうかを設定します。 
* はお買い上げ時の初期値です。 


❶ 

❷ 


「管理者設定画面を表示するには」 （p.11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 



管理者設定 


£ 


環境設定 G | 


コビ-設定 


2 |管理者/本体登舒 


J 


ラリ:^設定 4 


宛フ8 f ノア-..，...‘.. Jkt a \ 


4 | ユ-，^正/部門管理 j 9 I 

5 i た. 1 ！■つーク^:正 A 0 I 


システム 連携 


J 


敁ュリティ誇定 a 


tJ 那 J 


0 


[機能設定]を押します。 


t. 設定.ノ ニュ - ......... イ 

ファクス設定 

1 一..…管丽設歪 1 

:;1;|発信元/ファクス ID 登 if J!! S f PBX 接続設定 J :::: 

K ラァ矽設定 i 

2 |免信元/受信情報 j 7 | [ホ-〖出力設定 J 

1：. .......... i 

::: 3 :…….丽フ-.齋罡.….^ ；；；； ；；；；:;; 8 ；[. K.Sii T ) ズト . A :::::: 

|| "j 


詳説明します 

A 

•TSI 受信振分け設定を 
[ON] に設定した場合、 
強制メモリ受信、転送 
ファクス設定、 PC-FAX 
受信設定は使用できませ 

• 受信後プリント機能は、 

振分け先が E-mail/FTP/ 
SMB 宛先の場合にのみ有 
効です。 



• オプシヨンの設定によつ 
て表示されない項目があ 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 
力します。 
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0 


[TSI 受信振分け設定]を押します。 


1 _万二 . 1 

機能設定 

1 管通# 設萣_______________ 1 

:;;1；| S 能 0 N /0 FF 設定 j ::::::::::: S t リモ-卜受信設定 J :;;:;; 

I . i ; 福歪 . 1 

:21 . mn ン.設定 ...... J :； :;: 7 1. 再.迄信.設定 ........ J ：：：：：： 

1 1 

：：： 3 ：|強制メモリ受信設定^^ B I PC-FAX 受信設定 J 

1..碎了; J 

ill 4 ；| .... ^：：：： ::: ^ ：1^ tsi 妄信振另立定 ^ デ 

以離5 | 


0 


TSI 受信振分けを設定するには [ON] を押します。 


TSI 受信振分け設定 



1_強制メモリ受信ボックス ~ I 


TSI 受信振分け先登錄^ 


L キゃ:'セ I 卜 j [ OK | 


0 


[該当ボックスなし設定]で、登録されていない TSI 情 
報を受信した場合の動作を選択します。 


〇 [ 受信プリント] 

受信した文書をプリントします。 


〇 [強制メモリ受信ボックス] 

受信した文書を強制メモリ受信ボックスに保存しま 
す0 



[受信後プリント]で、受信後にプリントするかどうか 
を設定します。 


0 


[TSI 受信振分け先登録]を押します。 


登録 No. の選択画面が表示されます。 


11.12機能設定 
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11.12機能設定 


0 


登録したい No. を選択し、[編集]を押します。 


TSI 受信振分け先登録 



[編集 j [ _ I ) |,閉⑶1 


❿ 


テンキー、[+]、[スペース]、I <— 一|または!」を 
使って、送信元の発信元情報（ファクス ID ) を入力し 
ます。 


TSI 受信振分け先編集 

項目を選択 U テンキ入力してください 



ボックス No •入力 先登録 No •入力 j 


匯キャンセル j fe 0K 


❿ 

0 

(B 

❿ 


〇 [+] 十が入力されます。 

〇 [スぺ_ス]スぺ_スが入力されます。 

〇 I J 力ーソルが左に移動します。 

〇 | — | カーソルが 右に移動します。 

〇 [削除] カーソルの 位置の文字が1文字ず つ 削 

除されます。 

力ーソルが右端にある場合、後端から 
削除されます。 


[宛先表から選択]、[ボックス No . 入力]または[宛先 
登録 No. 入力]を押し、振分け先を指定します。 

[〇 K] を押して、[閉じる]を押します。 

[〇 K] を押します。 

TSI 受信振分けが設定されます。 

サブ エリアの [終了]を押します。 


詳説明します 

• 振分け先を削除したい場 
合は、削除したい振分け 
先を選択して[削除]を 
押します。 

• 振分け先は、128個まで 
登録できます。 

• 次の画面または前の画面 
を表示したい場合は、 

畢または金を押します。 


詳説明します 

A 

•実際の通信時には、[+]、 
[スペース]は、無視され 
ます。 

• 入力した文字を全て削除 
する場合は、操作パネル 
の【クリア】を押します。 

• 設定を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押しま 
す 0 


詳1❖説明します 

飞 

• ボックス No. は、 1 〜 
999999999を指定できま 


す 。 

• 親展ボックスは振分け先 
の対象外です。 
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11.13構内交換機に関する機能を設定する （PBX 接続設定) 


PBX 回線の接続方法を設定します。 

• PBX 接続機能：〇 N / OFF * 

〇本機が PBX 回線に接続されている場合に、 ON に設定 
します。〇 N に設定した場合は、外線番号を設定しま 
す。 

♦ 外線番号： 〇〜9999 

O PBX 接続モードが ON の場合に、外線アクセスコード 
を設定します。 

外線番号は、0発信の0のように外線に接続するため 
の番号のことです。 

短縮宛先やプログラム宛先に登録されているファクス 
番号が外線に設定されている場合は、登録されている 
電話番号の前に、ここで設定した外線番号がダイアル 
されます。 

* はお買い上げ時の初期値です。 


原則 

PBX 接続設定を ON に設定する場合、ナンバーディスプレイ機能は 
OFF に設定してください。 


❶ 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 （ p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


E 終了 


0 


管理者設定 


|) 環境設定 J G I コヒ-設定 4 


\ 2J 管理者/卞饨 li ： 舒^ 


設定 J 


3 [ システム i 至携 

□ r セ\ュリテ i 設定 j 


4 I 正/部門管理 j 

5 | A 


那 J 


[ PBX 接続設定]を押します。 


詳説明します 

飞 

• オプシヨンの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定 メニューでは、 キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 



力します。 


[ 設定ん： L - I 

[ 管理者設定 J 


ファクス設定 


I 終了 3 


ファクス設定 


1 I 4信元/ j 6 | PBX 接碌 p 定 J 

2 | 筅信元/受信情報 j 7 | It - 卜出力設定 J 

3 I 回, TfAY - 夕設定 J 8 | 設定値 1 パト J 

；g す ::: 


I 閉じ J 


設定メニュー 


11-57 
























































































11.13構内交換機に関する機能を設定する （ PBX 接続設定) 


0 


[ PBX 接続機能]で、 [ ON ] を選択します。 



0 

0 

❼ 


[外線番号]に、テンキーで外線番号を入力します。 

[〇 K ] を押して、[閉じる]を押します。 

設定が変更されます。 

サブ エリアの [終了]を押します。 




明します 


• 入力した文字を削除する 
場合は、操作パネルの 
【クリア】を押します。 

• 設定を中止したい場合は、 
[キャンセル]を押しま 
す 0 
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11.14レポートのプリント方法を設定する（レポート出力設定) 


レポ _ 卜のプリント方法、およびレポ _ 卜をプリントするとき 
の給紙トレイを設定します。 

• 通信管理レポート：〇 FF / 毎日/ 100 通信毎 * /100/ 毎日 

〇通信管理レポートをプリントするかどうか、また、い 
つプリントするかを設定します。 

• 送信結果レポート：常時/エラー時のみ*/〇 FF 

〇送信結果レポートをプリントするかどうか、また、い 
つプリントするかを設定します。 

• 順次通信結果レポート： ON * / OFF 

〇順次通信結果レポートをプリントするかどうかを設定 
します。 

• 予約レポート： ON * / OFF 

〇予約レポートをプリントするかどうかを設定します。 

• 親展受信レポート： ON * / OFF 

〇親展受信レポートをプリントするかどうかを設定しま 
す。 

♦ 掲示板送信結果レポー h : ON * / OFF 

〇掲示板送信結果レポ_卜をプリントするかどうかを設 
定します。 

♦ 中継結果レポート： ON * / OFF 

〇中継結果レポートをプリントするかどうかを設定しま 
す。 

♦ 中継依頼受付レポート： ON * / OFF 

〇中継依頼受付レポートをプリントするかどうかを設定 
します。 

• PC - FAX 送信エラーレポート：〇 N/OFF * 

〇 PC-FAX 送信 エラー レポートをプリントするかどうか 
を設定します。 

♦ 同報結果レポート出力：全宛先一括*/1宛先毎 

〇同報送信結果レポートのプリント方法を設定します。 


詳説明します 

飞 

通信管理レポートの出力設 
定を[毎日]または[100/ 
毎日]に設定した場合は、 
レポートを出力する時間も 
設定できます。 


詳説明します 

飞 

[1 宛先毎]選択時は、リダ 
イアルを行っても送信でき 
ない場合にのみ、同報送信 
結果レポートを出力します。 
送信が正常に終了した場合 
は出力しません。 
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11.14レポートのプリント方法を設定する（レポート出力設定) 


• 送信結果レポート画面 1 :表示しない* /表示する 


〇送信結果レポートの選択画面を表示するかどうかを設 
定します。[表示する]に設定すると、送信のたびに 
表示されます。 

* はお買い上げ時の初期値です。 



「管理者設定画面を表示するには」 （ p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 


0 


[ファクス設定]を押します。 



[レポート出力設定]を押します。 


| 設定た: L- J 

ファクス 設定 

I ! 管設定 J 

1 1 f 言完 /ファクス lossiiii b |〜 pbx 接続設萣 …… Jill : 

1 ラァ分設定 1 

::: 2 ：| 発. (f 元/ gjfff 報... J ：：：： ：：：：::: 7 ;|：し. M 出力設定 ...... X :::::: 


ミ 3 1: :: ''' ^ ^ 8 ][' ''''''MS 画卜 ：：：』“ 


：：： 4 ：| 送信/受信設定 J ：： :： 


- 5 j 機能設定 J ：：：： :::::::: 

1 “了 1 

I; — _… J 


0 


設定したい項目を選択します。 


設定メニュ- 


管理者設定 J 


. ファクス設定 


] 


レポ-卜出力 


I "了 


レポ-卜出力設定 
項目を選択しバ枝い 


L 通信管理1ホ-卜 



I 問け ….. 


詳説明します 

A 

^ [送信結果レポート画面] 
で[表示する]に設定し 
た場合は、ファクス送信 
時に表示された画面で 
[はい]を押すと送信結 
果 レポー トがプリントさ 
れます。[いいえ]を押 
すとプリントされませ 
ん〇 


• オプションの設定によつ 
て表されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキーで入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 


力します。 


• 次の画面または前の画面 
を表示したい場合は、 

畢または I を押します。 
• 設定メニュー画面を終了 
する場合は、サブエリア 
の[終了]を押します。 
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設定メニュー 























































































































11.14レポートのプリント方法を設定する （ レポート出力設定） 


0 


表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま 
す0 



0 


[閉じる]を押します。 


設定が変更されます。 



サブ エリアの [終了]を押します。 



設定メニュー 


11-61 






























11.15増設回線を設定する 


増設回線に関する項目を設定します。 


|原則_ 

増設回線設定は、2回線使用時のみ設定できます。 


■ 回線 パラメータ 設定 


増設回線のパラメータを設定します。 


• ダイアル方式： 20pps * / PB /lOpps 

〇回線2 (増設回線）のダイアル方式を設定します。 


• 着信回数設定： 0〜15回 （2 回*) 

〇回線2 (増設回線）の着信回数を設定します。着信し 
てから受信を開始するまでの擬似リングバックトーン 
回数を設定します。 

• 回線モニター音：〇 N/OFF * 

〇回線2 (増設回線）の通信時に、回線上の音をスピー 
力一から聞くときに〇 N に設定します。 


• 回線モニター音レベル： 〇〜 31(16*) 
〇 スピーカーの 音量を設定します。 

はお買い上げ時の初期値です。 


❶ 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 （ p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


1! 設定ん : L- ill 

語華 . 

I 一一 '一一 1 

iiili 1 ： f ： t ™ 1：：;;；!!；;;；!!；;; ^ ; f ： — f ii!!!iii!!!iii!!!i! 

ii ： i ： ■山 . 王吊.： 1 ; 司 名 .: 0 + 」し _ 5ヌ「.^£ . VI !!! 


112 1 晉著ン苯悚登 _ JIIII 7 1 ラリ ::..4 設定 Jlilll 

：：!!! 3 |[; 免充登 : if ^i!!!!ii!!!!ii!!! 8 ||| フ 7 •ラス E 登定 ^ii!!!iii!!!iii!!!ii 

: 4 ]„ :;:; ； 9；( システム連携 J :;:; 

_ 5 | 1 ット>ク設定 JIIII 〇 I —ュリティ設定 Jlllll 

itm 


詳し々説明します 

飞 

• オプションの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニュー■では、キー 
に表示されている番号を 
テンキーで入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 
力します。 


11-62 


設定メニュー 














































11.15増設回線を設定する 


0 


[増設回線設定]を押します。 


f. 設定ノニュ- ......... イ 

ファクス設定 

1 管通吾設至_______________1 

:1；| :： ________________ A :: 

1ラァ矽設定1 

: 2 ]..... 発.® 元/ gjf. 情報... J：： :: : 71： ........ [也卜出.力設定 ......J :: 

1 ..碎了； J 

：：： 3 ：|回碑 A ラメ-，設定 J：：：： ：：：： ：：： 8 | 設定値リスト j ：：：：：： 

!!| 4：| ... J !!!! !!!!!!!9 1. 增設屆設定 ......J !!|!!| 

ii：：： g ：|l .二： 

Is 閉じる U 


0 


[回線 パラメータ 設定]を押します。 


1 設萣二:「 . 2 

増設回線設定 

1+++++++++ ¥■'¥ 設定 JI 

::1：|回纈 A ラメ-夕設定 

1： . ファラス設萣+++ +++… J 

… < .1 機 h 匕 □又 正 … +■ ... 

1増設設定1 

- 3 ： f ..... 搶截固 M . •■.設定』 


:4 | フマクス ID i ；■*； 

li 終了 

li 開ほ1 


0 


設定したい項目を選択します。 


詳し々説明します 

飞 

設定メニュー画面を終了す 
る場合は、サブエリアの 
[終了]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


ファクス設定 


] 


増設回線設定 j 


回線 a ラ，$設定 


回線パラメ-夕設定 
項目を選択 ua さい 



F mi 1 


0 


表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま 
す0 


❼ 

0 


[閉じる]を押します。 

設定が変更されます。 

サブ エリアの [終了]を押します。 



設定メニュー 
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11.15増設回線を設定する 


■ 機能設定 


増設回線の機能を設定します。 

• PC-FAX 送信設定：指定なし*/回線1/回線2 
〇 PC-FAX 送信をする場合の回線を設定します。 
• ナンバーディスプレイ機能 


〇ナンバーディスプレイ機能：〇 N/OFF * 

〇回線2 (増設回線）のナンパーディスプレイ機 
能を使用するかどうかを設定します。 

〇ネームディスプレイ機能：〇 N/OFF * 

〇回線2 (増設回線）のネームディスプレイ機能 
を使用するかどうかを設定します。 

〇着信中の発信者情報表示：ナンバーを表示/ネームを表 
示* 

〇着信中の発信者情報の表示方法を設定します。 

* はお買い上げ時の初期値です。 


❶ 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 （ p .11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


I _ 

管理者設定 

1 管瑝著設定 II 

iiiii 1 ill |：=!!!!!!!!!!!!!! p if ： 

::: 1 :| I 吊■月 5 又正 . . 〇 :|' 」匚_5又正 ^1::: 

u 碎了 j 

::: 2 ：| ..... 管.理者/本 jf 葦誘... j ::::::::::: 7 I . 設定 . J :::::: 

::: 3 : . 命 H 器 . ^ ；；；； ；；；； ；；； 8 ；[. ラ V 藏萣 . J :::::: 

:; 4 ：|ユ正/部門管理 J !! 3 f システム連携 J :::: 

::: 5 j.. J ：：：： ：：：：::: 〇 ：|： .. J :::::: 

K I 


0 


[増設回線設定]を押します。 


1 . 設萣三ュこ —— 41 

ファクス設定 

1 管通吾設至_______________1 

:1；| :： ________________ A :: 

1ファ免設定1 

: 2 ]..... 発.® 元/ gjf . 情報... J ：： :: : 71： ........ [也卜出.力設定 ...... J :: 

1 ..結了 ;J 

：：： 3 ：|回碑 A ラメ-，設定 J ：：：： ：：：： ：：： 8 | 設定値リスト j ：：：：：： 

!!| 4 ：| ... J !!!! !!!!!!!9 1. 增設屆設定 ...... J !!|!!| 

ii ：：： g ：|l .二： 

以離 5 j 




明します 


• オプションの設定によつ 
て表されない項目があ 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキーで入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 


力します。 
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11.15増設回線を設定する 


0 


[機能設定]を押します。 


1 S 萣ュ r ___________ J 

増設回線設定 

1 管通# 設 g _______ J 


1 . ラ;福定 」 

::: 2 1_機能 iSt 一.〜 ふ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;：^^^ 

1 増設_固__設定1 

::: 3 ；|複数回線使用設正:::: 



1 “了 1 

ll 閉じ’5 j 


0 


設定したい項目を選択します。 



0 


表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま 
す0 



[閉じる]を押します。 


設定が変更されます。 


0 


サブ エリアの [終了]を押します。 


詳説明します 

設定メニユー画面を終了す 
る場合は、サブエリアの 
[終了]を押します。 



設定メニュー 
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11.15増設回線を設定する 


■ 複数回線使用設定 


回線2(増設回線）の通信方法を設定します。 

• 回線2通信設定：送受信兼用*/受信専用/送信専用 
〇回線2 (増設回線）の通信方法を設定します。 

* はお買い上げ時の初期値です。 


❶ 

❷ 


「管理者設定画面を表示するには」 （ p .11-3) を参照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


I_ュ- J 

管理者設定 

1 管逄荖說ま in 

iijjj 1 jli.Tm'ist'=：jrL^ I :!!!!::!!!!::!!! 一 ！[: . … .Siijjjiiijjjiiijjjii 

::: 1 ：| I 吊 ■月 5 又正 . 〇 ：r 」匚_5又正 ^1::: 

L “ 了 J 

::: 2 ：| ..... 管.理者/本. if 葦誘... j ::::::::::: 7 I . プダ.：^設定 .J :::::: 

::: 3 : . 命 H 器 . ^ ；；；； ；；；； ；；； 8 ；[. ラV藏萣 .J :::::: 

:; 4 ：|ュ正/部門管理 J!! 3 f システム連携 J :::: 

::: 5 j..J ：：：： ：：：：::: 〇 ：|： .. A :::::: 


0 


[増設回線設定]を押します。 


1 設定た： L- il 

ファクス設定 

1 一..…朁闺■薇歪 1 

:;1；|発信元/ファクス ID 登 if J !! S f PBX 接続設定 J :::: 

| . フ 7 うス設萣 . 1 

2 I 免信元/受1_言情報 j 7 I [ホ-『出力設定 J 

1:. 碎了；! 

::: 3 :… — 丽パ I ヌ」.齋罡.….^ ；；；； ；；；；:;; 8 ；[. 輕丽卜 . A :::::: 

:; 4 ：|送信/受信設定 J ：：：： ：：：：:: 9 f 堉設回線設定 J :::: 

I !開ほ' I 


0 


[複数回線使用設定]を押します。 


1 設定；^ュ- J 

増設回線設定 

1 管瑝#設定 J 

:;;1;| 0_パラ>を設定 j ;;;; 11::;;::;; 

ir ——' …ラ苑設定 j 

: 2 ；| 練能設定 J ；；；； ；；；； 

1増設設定11 

::: 3 j 複数回線使用設定 jE E E 



1 “了 1 

| 問1.! | 



• オプシヨンの設定によつ 
て表されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 


力します。 


明します 

設定メニュー画面を終了す 
る場合は、サブエリアの 
[終了]を押します。 
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設定メニュー 




















































































































0 


表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま 
す0 



0 


[0K] を押します。 
設定が変更されます。 



サブ エリアの [終了]を押します。 


11.15増設回線を設定する 



設定メニュー 
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11.15増設回線を設定する 


■ ファクス ID 


増設回線のファクス ID を登録します。 

• ファクス ID :ファクス ID : 〇〜9、+、スペース、*、#を 
使って20文字以内 

〇登録したファクス ID が相手側の受信文書に発信元情報 
として印字されます。 


❶ 

❷ 


「管理者設定画面を表示するには」 （p.11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[ファクス設定]を押します。 


| 設定た： L - J 

管理者設定 


iijjj 1 jli . Tmlit'=：jrL^ r if： . … . 

::: 1 :| I 呆丄月 5 又正 ^]!；!；；!!；::；!!::； D i|i J 匚又正 ^1 ::: 

U 碎了 J 

::: 2 ： j ..... 管.理者/本 jf 葦誘... j ::::::::::: 7 I . 設定 . J ::: ::: 

::: 3 : . 命 H 器 . ^ ；；；； ；；；； ；；； 8 ；[ . ラ V 藏萣 . J :::::: 

:; 4 ：|ユ正/部門管理 J !! 3 f システム連携 J :::: 

::: 5 ：[. トフ：ク IS . 定. ... J ：：：： ：：：： ::: □ ：[........ .........J :::::: 

K I 


0 


[増設回線設定]を押します。 


1 設定た: L- J 

ファクス設定 

1 ¥逞¥設萣___ J 

:;1;|発信元/ファクス ID 登 if J!! S f PBX 接続設定 J :::: 

HBBSSSPBH 

1 “了 1 

2 |免信元/受 1_言情報 j 7 | [ホ-〖出力設定 J 

::: 3 :…….丽フ-.齋罡.….^ ；；；； ；；；； :;; 8 ；[ . K.Sii T ) ズト . A :::::: 

:; 4 ：| 送信/受信設定 J ：：：： ：：：： :: 9 f 堉設回線設定 J :::: 

I! 開ほ' I 


0 


[ファクス ID ] を押します。 


1 ■お___________ J 

増設回，設定 

1 管通# 設 g _______ J 

11 回線パラメ-夕設定 1 

1 . J 

::: 2 :| . 機.能設定 ......... AZZZZZZZZZL 21： 

1増設:函設:定1 

::: 3 ：|怯数回滿使用設定：：：： ：：：： 


1 . . ：!!!；：； s ：： : ：=. 

1 “了 1 

| 問1.! | 



• オプシヨンの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニューでは、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。 
[ファクス設定]の場合 
は、テンキーで「8」を入 


力します。 


明します 

設定メニュー画面を終了す 
る場合は、サブエリアの 
[終了]を押します。 
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設定メニュー 



















































































































0 


丁ンキー、 [+] 、[スへース]、—丨、丨一> 丨、を 
使ってファクス ID を入力します。 



0 

❼ 


〇 [+] :十が入力されます。 

〇 [スぺ_ス]:スぺ_スが入力されます。 

〇 I J :力ーソルが左に移動します。 

〇 | ^ | :カーソルが 右に移動します。 

〇 [削除] : カーソルの 位置の文字が1文字ず つ 削 

除されます。 

力ーソルが右端にある場合、後端から 
削除されます。 

[ OK ] を押します。 

ファクス ID が登録されます。 

サブ エリアの [終了]を押します。 


11.15増設回線を設定する 



設定メニュー 
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11.16ファクス送信機能を禁止する （FAX 送信禁止) 


ファクス送信に関する機能をすべて禁止し、操作パネルの 
【ファクス】ボタンからの操作を受け付けません。 

• FAX 送信禁止：〇 N / OFF * 

〇ファクスの送信機能を禁止します。 

* はお買い上げ時の初期値です。 


❶ 

0 


「管理者設定画面を表示するには」 （p.11-3) を參照し、 
管理者設定画面を表示します。 

[セキュリティ設定]を押します。 


設定ん: L- } 


管理者設定 


ft A 了 


管理者設定 


1 1 環境設定 J 


コビ-設定 

1 


2 | 管理者/本体登舒 J 

|f 

づリンタ設定 

1 


3 [ 宛先豆 : if j 

iiiiiii s |： 

ファクス設定 

1 


4 [ ュ-ヰ認1正/部門管理 J 

1;!!!!! g | 

システム連携 

1 


5 | ネットフ-ク設定 J 

D i [： 

忮ュリティ設定 

1 


IL ■閉じる4 


0 


[セキュリティ 詳細]を押します。 


L 設定メニュー 

[； 管理者設定 


セキュリティ設定 


終了 


セキュリティ設定 


管理者 AP-K J 6 | HDD 管理設定 J 


2 |わ、管理者設定] 7 | 管理槠能設定 J 

3 t:": : : : ぼ^ 7 ド:1し A 

4 ；| 忮ュリテ1•詳細 J； 

5：|セキュリテ1強化設定 


I 陳 .S 1 


0 


[畢]を押します。 



詳し々説明します 

飞 

• オプションの設定によつ 
て表示されない項目があ 
ります。 

• 設定メニュー■では、キー 
に表示されている番号を 
テンキ _ で入力して選択 
することもできます。[セ 
キュリ丁ィ設定]の場合 
は、テンキーで「0」を入 
力します。 


\ 


設定メニュ_画面を終了す 
る場合は、サブエリアの 
[終了]を押します。 
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設定メニュー 

































































































































11.16 ファクス送信機能を禁止する （FAX 送信禁止) 


[FAX 送信禁止]を押します。 



セキュリティ P 細 
項目を選択 ua 如 



表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま 
す0 


HI セキュリティ拜細 



[閉じる]を押します。 
設定が変更されます。 


サブ エリアの [終了]を押します。 







































































































第 12 章 

レポ_卜/リストの見かた 


レポート/リストのプリント方法と見かたについて説明します。 

12.1レポート/リストの種類 .12-2 

12.2 通信管理レポート .12-5 

12.3送信結果レポート .12-9 

12.4ポーリング送信結果レポート .12-11 

12.5 ポーリング受信結果レポート .12-13 

12.6同報送信結果レポート .12-15 

12.7順次ポーリング受信結果レポート .12-17 

12.8 通信予約レポート .12-19 

12.9ポーリング送信予約レポート .12-20 

12.10同報送信予約レポート .12-21 

12.111宛先ポーリング受信予約レポート .12-22 

12.12順次ポーリング受信予約レポート .12-23 

12.13 親展受信レポート .12-24 

12.14掲示板送信結果レポート .12-26 

12.15 中継結果レポート .12-28 

12.16中継依頼受付レポート .12-30 

12.17 PC-FAX 送信エラーレポート .12-32 

12.18短縮宛先リスト .12-33 

12.19 グループ宛先リスト .12-36 

12.20 プログラム宛先リスト .12-39 
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12.1レポート/リストの種類 


本機からプリントされるレポート/リストには、次の種類があ 
ります。 

■ レポ_卜 

レポ _ 卜には、自動的にプリントされるレポ _ 卜、プリント方 
法を設定できるレポート、必要に応じてプリントの指示をする 
レポ _ 卜があります。 


レポート名 

説明 

通信管理レポート 

送信や受信の記録が記載されたレポートで 
す。送受信を合わせて100通信分が送信、 
受信それぞれ別のページに記録されます。 
通信管理レポートは自動的にプリントされ 
るだけでなく、必要に応じて送信だけの記 
録、受信だけの記録、送受信の記録それぞ 
れをプリントすることができます。 

設定メニューの管理者設定で、プリントす 
る間隔を OFF*/ 毎日/100通信毎/100/毎日 
から選択できます。 

通信管理レポートの出力設定を[毎日]ま 
たは[100/毎日]に設定した場合は、レ 
ポートを出力する時間も設定できます。 
[ジョブ確認]、[ファクス送信]タブ、[履 
歴リスト]、[通信リスト]の順に押すと、 

次の内容を選択してプリントできます。 

送信管理レポート、受信管理レポート、通 
信管理レポート 

送信結果レポート 

送信結果が自動的にプリントされます。設 
定メニューの管理者設定で、プリントする 
タイミングを、常時/エラー時のみ/ OFF か 
ら選択できます。 

ポーリング送信結果 
レポート 

設定メニューの管理者設定で、送信結果レ 
ポートが常時またはエラー時のみに設定さ 
れている場合、ポーリング送信の結果が自 
動的にプリントされます。 

ポーリング受信結果 
レポート 

設定メニューの管理者設定で、送信結果レ 
ポートが常時またはエラー時のみに設定さ 
れている場合に、ポーリング受信の結果が 
自動的にプリントされます。 

同報送信結果レポート 

設定メニューの管理者設定で、順次通信結 
果レポートが〇 N に設定されている場合に、 
順次同報送信が終了したときに自動的にプ 
リントされます。 

順次ポーリング受信 
結果レポート 

設定メニューの管理者設定で、順次通信結 
果レポートが〇 N に設定されている場合に、 
複数の宛先へのポーリングの結果が自動的 
にプリントされます。 

通信予約レポート 

設定メニューの管理者設定で、予約レポー 
卜が〇 N に設定されている場合に、送信予 
約をしたときに自動的にプリントされます。 
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12.1レポート/リフ 


レポート名 

説明 

ポーリング送信予約 
レホート 

設定メニューの管理者設定で、予約レポー 
卜が〇 N に設定されている場合に、ポーリ 
ング送信予約をしたときに自動的にプリン 
卜されます。 

同報送信予約レポート 

設定メニューの管理者設定で、予約レポー 
卜が〇 N に設定されている場合に、順次同 
報送信を予約したときに自動的にプリント 
されます。 

1宛先ポーリング受信 
予約レポート 

設定メニューの管理者設定で、予約レポー 
卜が〇 N に設定されている場合に、一つの 
宛先にポーリングを予約したときに自動的 
にプリントされます。 

順次ポーリング受信 
予約レポート 

設定メニューの管理者設定で、予約レポー 
卜が〇 N に設定されている場合に、複数の 
宛先にポーリングを予約したときに自動的 
にプリントされます。 

親展受信レポート 

設定メニューの管理者設定で、親展受信レ 
ポートが〇 N に設定されている場合に、親 
展受信をしたときに自動的にプリントされ 
ます。 

掲示板送信結果 
レホート 

設定メニューの管理者設定で、掲示板送信 
結果レポートが ON に設定されている場合 
に、掲示板送信の結果が自動的にプリント 
されます。 

中継結果レポート 

設定メニューの管理者設定で、中継結果レ 
ポートが ON に設定されている場合に、中 
継配信の結果が自動的にプリントされます。 

中継依頼受付レポート 

設定メニューの管理者設定で、中継依頼受 
付レポートが〇 N に設定されている場合に、 
中継受信の結果が自動的にプリントされま 
す。 

PC - FAX 送信エラーレ 
ホート 

設定メニューの管理者設定で、 PC - FAX 送 
信エラーレポートが〇 N に設定されている 
場合に、 PC - FAX 送信でエラーがおきた場 
合に自動的にプリントされます。 


レポート/リフ 
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12.1 レポート/リストの種類 


■リスト 

リストは、必要に応じてプリントの指示をします。 


リスト名 

説明 

短縮宛先リスト 

短縮宛先の登録内容をプリントできます。 

プログラム宛先リスト 

プログラム宛先の登録内容をプリントでき 
ます。 

グループ宛先 
リスト 

グループダイアルの登録内容をプリントで 
きます。 

タイトル ■ 本文リスト 

登録した E - Mail のタイトル/本文のリスト 
をプリントできます。 

設定値リスト 

設定メニューのファクス設定の内容をプリ 
ントできます。 
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12.2通信管 I 里レポ 卜 


通信管理レポートは、送信や受信の記録が記載されたレポート 
です。送受信を合わせて100通信分が、送信、受信それぞれ別 
のページに記録されます。通信管理レポートは自動的にプリン 
卜されるだけではなく、必要に応じて送信だけの記録（送信管 
理レポート）、受信だけの記録（受信管理レポート）、送受信の 
記録（通信管理レポート）をプリントすることができます。 


■ 自動プリント 

通信管理レポートがプリントされる間隔は、設定メニューの 
[レポート出力設定]で設定することができます。詳しくは 
p .11-59 をごらんください。 


■ 手動プリント 

次の操作でプリントできます。 

0 


0 

e 


[ジョブ確認]を押し、ファクス画面を表示します。 

[ファクス送信]タブを押します。 

[履歴リスト]を押します。 

1回線の場合 


¥ 確認 :;: r — 兩卜 —TftamMfM— ffl :;; iLelJ 



2回線の場合 


. :.:ョ鳩 


ナ■卜 |フ知ナ送 


llUlJllULjj 

:: No . 送信種別；伏態 ；宛先 



司ファクス [送信待ち [□□□- 0000-0000 



]( 受信/保?^ ::;; 一 . .j 

'H . V：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 

J 1 $ 租^ | 削！ 1 示 |( 

rsp； ：： ：：： :::: ::; iOOdjOdhd 

_2■ 挪 □ 守「日 ] i L 宁 .. j ^.Z., i 

704^11^291 r ™| : p— wjjl 

I 

rar :_a 

[ a-plEl jl 


詳し々説明します 

飞 

2回線使用時は、[ファクス 
送信]の実行中リストで回 
線別にリスト表示ができま 
す。 

回線1の実行中リストを表 
示したい場合は、 [ L 1] を、 
回線2の実行中リストを表 
示したい場合は、 [ L 2] を 
押します。 
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12.2 通信管理レポ _ 卜 


0 


[通信リスト]を押します。 



No. 达 1 _言種別 

宛先 

S 舒時間原稿 

宝け碚果 

| 23 | E-Mail 

000001 

I 04 ^ 11^111 . 

16:53 1 

正常“了 [ 

|[ 221 ファクス 

000000 

| 04 ノ 11 ノ 11 | 4 

15 ： 02 | • 

1 ，..鱼圭 .[ 

_ 21 | E-Mail 

000001 

I 04 ノ 11 ノ . I 
13 : 51 丨 1 

1 正常 K 了 | 

| 22 |ファりス 

| 0000000 

I 04 / 11 ノ 09 丨 1 I 

20 ： 33 | * 

I^- ^ jr …川 [| 

| 21 |ファクス 

10896 

I 04 ノ 11 ノ 03 丨 4 I 

20：22 1 

1 エラ -:^ III 

k. 


0 


[通信管理レポート]、[送信管理レポート]、[受信管理 
レポート]のいずれかのキーを押します。 


セラ確認/通信リスト 




1( Ut ,;l 

r. 

1 yjnmiwm 〇了 穴受信リスト 


: 14 一 : 

| ： ;no. : 通信先 : 開始時間 I 通信原稿 I 実行結果 

：1通信管理[ホ-卜 is 

| 2123456789 

06 ノ 03 ノ 14 

21:30 

00:12 1 

□K 1 

□! 

送信管理しホ-卜 1 き 

_ 3 987654321 

06^03^14 

21:33 

00:15 1 

OK [ 

□l 

f 受信管理[ホ-卜 fc 




. ^rli!! 






:)ぬ1010 Jb リント実 i . 丁ち 



0 


[プリント実行]を押します。 
レポートがプリントされます。 
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12.2 通信管理レポ_卜 


通信管理しポ-卜 


送信 


番号 

宛先 

開始時刻 

時間 

枚数 

結果 

備考 

047 

0123456789 

12-07 18:53 

00:0016 

001/001 

0K 

L1 

048 

0123456789 

12-07 18:54 

00:0017 

001/001 

0K 

L1 

049 

0123456789 

12-07 18:55 

00:0016 

001/001 

0K 

L1 


L1: 主回線 L2: 副回線 TMR: タイマ-通信 POL:#- 1 / ノク ORG: 原稿サイズ指定 
FHE: 枠消し送信 MIX: 混載 t-F 送信 CALL: 手動送信 
CSRC：CSRC FWD: 祛送 PC：PC-FflX BND: 両面と L； 方向 SP: 特殊原稿 
FC(1DE : F コ-卩指定 RTX: 復活送信 RLY: 中継 MBX: 親展 BUL: 掲示板 


ぼ:通信 0K 終了 S-0K: 通信中止 PW-0FF: 電源 OFF TEL: 電話#6¢受信 NG: そ ( 
継続:継続無応答:無応答拒否:着信拒否話中:話中 fienumm 


通信管理レ$-卜 


P 2 

2005/12/07 19:00 
Serial No. 

TC ： 580 


受信 


番号 

宛先 

開始時刻 

時間 

枚数 

結果 

備考 

029 

0123456789 

12-07 18:56 

00:0017 

001/001 

0K 

L1 

030 

01234567的 

12-07 18:58 

00:0018 

001/001 

0K 

L1 

031 

0123456789 

12-07 18:69 

00：0016 

001/001 

0K 

L1 


備考 


結果 


L1: 主回線 L2: 副回線 TMR: タイマ-通信 POf - i-'M 0RG: 原稿サイズ指定 
FME: 枠消し送信 MIX: 混載 t-F 送信 CALL: 手動送信 
CSRC:CSRC FWD: 転送 PC:PC-FAX BHD: 両面と L； 方向 SP: 特殊原稿 
FC0DE:F：> 卩指定 RTX: 復活送信 RLY: 中継 MBX: 親展 BUL: 掲示板 

0K: 通信 0K 終了 S-0K: 通信中止 PW-0FF: 電源 OFF TE い電話的®受信 NG: 钡他¢15- 
継続:継続無応答:無応答拒否:着信拒否話中:話中 


♦ 番号：送信、受信それぞれに連番が付けられます。 

♦ 宛先： 

次のいずれかが記載されます。情報がない場合はブラン 
クとなります。 

〇短縮宛先に名前が登録されている場合は名前 
〇相手の電話番号 

• 開始時刻：通信を開始した時刻が記載されます。 

• 時間：通信の所要時間が記載されます。 

• 枚数： 

通信した枚数が記載されます。メモリ送信の場合は、送 
信できたページ数と全体のページ数が分数形式で記され 
ます。 

• 結果： 

OK： 通信が正常に終了した場合に記載されます。 

S-OK: 通信を中止した場合に記載されます。 

PW-OFF: 通信中に操作電源スイツチが OFF された場合 

に記載されます。 

TEL: 電話がかかってきた場合に記載されます。 

NG: 通信エラーが発生した場合に記載されます。 


詳説明します 

A 

オプションの設定によって 
記載されない項目がありま 
す 0 


レポー ト/リストの見かた 


12-7 

































12.2 通信管理レポ _ 卜 


継続： 送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ 

ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ 
れます。 

無応答： 相手が応答しなかった場合に記載されます。 

拒否： 着信拒否登録した番号から受信した場合に記載 

されます。 

話中： 相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ 

れます。 

メモリフル：受信中にファクスファイルメモリが一杯になつ 
て、受信できなかった場合に記載されます。 

• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L1 

:主回線 

L2 

:副回線 

TMR 

:タイマー通信 

POL 

:ポーリング 

〇 RG 

:原稿サイズ指定 

FME 

:枠消し送信 

MIX 

:混載モード送信 

CALL 

:手動通信 

CSRC 

:遠隔診断 

FWD 

:転送 

PC 

: PC-FAX 

BND 

:両面とじ方向 

SP 

:特殊原稿 

FCODE 

: F コード指定 

RTX 

:再送信 

RLY 

:中継 

MBX 

:親展 

BUL 

:掲示板 
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12.3送信結果レポート 


F 


■ 手動プリント 

設定 メニューの [レポー ト 出力設定]—[送信結果レポー ト 画 
面]が、[表示する]に設定されている場合は、送信のたびに送 
信結果レポート出力確認画面が表示されます。 

[はい]を押すと、送信結果レポートがプリントされます。[い 
いえ]を押すと、プリントされません。詳しくは p .11-59 をご 
らんください。 


■ 自動プリント 

設定メニューの[レポート出力設定]—[送信結果レポート] 

で常時/エラー時のみ/ OFF を設定することができます。詳しく 
は p .11-59 をごらんください。 


送信結果14-卜 


宛先 

開始時刻 

時間 

枚数 

結果 

備考 

0123456789 

12-07 19:02 

00.0016 

001/001 

0K 

L1 


L1: 主回線 L2: 副回線 TMR: タイマ-通信 POL:#-'M ORG: 原稿サイ;?指定 
FME: 枠消し送信 MIX : 混断送信 MLL: 手勧送信 
CSRC:CSRC FWD: 転送 PC:PC-FAX BHD: 両面とじ方向 SP: 特殊原稿 
FCODE:F；I-F： 指定 RTX: 復活送信 RLY: 中継 HBX: 親展 BUL: 揭示板 

DK: 通信 0K 終了 S-0K: 通信中止 PW-OFF: 電源 OFF TEL: 電話 i ち®受信 NB: そ®他®!ラ- 
継続:継続無応答:無応答拒否:着信拒否話中:話中 Xt リフル:许リフル 


• 宛先：次のいずれかが記載されます。 

〇短縮宛先に名前が登録されている場合は名前 
〇相手の電話番号 

• 開始時刻：通信を開始した時刻が記載されます。 

• 時間：通信の所要時間が記載されます。 

• 枚数： 

通信した枚数が記載されます。メモリ送信の場合は、送 
信できたページ数と全体のページ数が分数形式で記され 
ます。 

籲結果： 

〇 0 K : 通信が正常に終了した場合に記載されます。 

〇 S - OK : 

通信を中止した場合に記載されます。 

〇 NG : 通信エラーが発生した場合に記載されます。 

〇話中： 

相手が話し中で通信できなかった場合に記載されま 
す。 

〇無応答：相手が応答しなかった場合に記載されます。 
〇 TEL : 電話がかかってきた場合に記載されます。 



レポート/リストの見かた 
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12.3 送信結果レポート 


〇継続： 

送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エラー 
ページリダイアル）に移った場合に記載されます。 

〇 メモリフル： 

受信中にファクスファイルメモリが一杯になって、受 
信できなかった場合に記載されます。 

〇拒否： 

着信拒否登録した番号から受信した場合に記載されま 
す。 

• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L1 

主回線 

L2 

副回線 

TMR 

タイマ _ 通信 

POL 

ポーリング 

〇 RG 

原稿サイズ指定 

FME 

枠消し送信 

MIX 

混載モード送信 

CALL 

手動通信 

CSRC 

遠隔診断 

FWD 

転送 

PC 

PC-FAX 

BND 

両面とじ方向 

SP 

特殊原稿 

FCODE 

F コード指定 

RTX 

再送信 

RLY 

中継 

MBX 

親展 

BUL 

掲示板 
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12.4ポーリング送信結果レポート 


F 


ポーリング送信の結果が自動的にプリントされます。 

設定メニューの[レポート出力設定]—[送信結果レポート] 

で常時/エラー時のみ/ OFF を設定することができます。詳しく 
は p .11-59 をごらんください。 


ポ送信結果レポ-卜 



宛先 

開始時刻 

時間 

枚数 

結果 

備考 

01234567的 

12-07 19:08 

00:0011 

001/001 

0K 

LI P0L 


L1: 主回線 L2: 副回線 TMRj イマ-通‘ 
FME: 枠消し送信 MIX: 混載 t-F 送^ - 
CSRC：CSRC FWD: 転送 PC:PC-FA1 
FCODE:F：l-F： 指定 BTX: 復活送信 


'マ-通信 POL: 
表信 CALL: 寺 
AX BND: 両谊 
言 RLY: 中継 


: - t-W DRB: 原稿サイズ指定 
手動送信 

両面とI；方向 SP: 特殊原稿 
中継 MBX: 親展 BUL: 掲示板 


継継続無応答:無応答拒否:着信拒否話中:話中メモリフ i: メモ 1 M 


• 宛先：相手機の ID が記載されます。 

• 開始時刻：通信を開始した時刻が記載されます。 
• 時間：通信の所要時間が記載されます。 

• 枚数： 


通信した枚数が記載されます。メモリ送信の場合は、送 
信できたページ数と全体のページ数が分数形式で記され 


ます。 

結果： 


〇 K : 

通信が正常に終了した場合に記載されます。 

S - OK : 

通信を中止した場合に記載されます。 

PW - OFF : 

通信中に操作電源スイッチが OFF された場合 
に記載されます。 

TEL : 

電話がかかってきた場合に記載されます。 

NG : 

通信エラーが発生した場合に記載されます。 

継続： 

送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ 
ラ—ページリダイアル）に移った場合に記載さ 
れます。 

無応答： 

相手が応答しなかった場合に記載されます。 

拒否： 

着信拒否登録した番号から受信した場合に記載 
されます。 

話中： 

相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ 
れます。 

メモリフル： 

受信中にファクスファイルメモリが一杯になっ 
て、受信できなかった場合に記載されます。 


• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L 1 

主回線 

L 2 

副回線 

TMR 

タイマー通信 

POL 

ポーリング 

〇 RG 

原稿サイズ指定 

FME 

枠消し送信 

MIX 

混載モード送信 

CALL 

手動通信 

CSRC 

遠隔診断 

FWD 

転送 



レポート/リストの見かた 
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12.4 ポーリング送信結果レポート 


PC 

: PC-FAX 

BND 

:両面とじ方向 

SP 

:特殊原 fe 

FCODE 

: F コード指定 

RTX 

:再送信 

RLY 

:中継 

MBX 

:親展 

BUL 

:掲示板 


12-12 レポ _ 卜/リストの見かた 



12.5ポーリング受信結果レポート 


F 


ポーリング受信をしたときに自動的にプリントされます。 

設定メニューの[レポート出力設定]—[送信結果レポート] 

で常時/エラー時のみ/ OFF を設定することができます。詳しく 
は p .11-59 をごらんください。 


ポ- 1 /ノラ受信結果レポ-卜 



宛先 

開始時刻 

時間 

枚数 

結果 

備考 

0123456789 

12-07 19:09 

00:0018 

001/001 

0K 

LI P0L 


備考 

結果 


L1: 主回線 L2: 副回線 TMR:W マ-通信 P0L:#-'J>5 0RG: 原稿サ打指定 
FME: 枠消し送信 MIX: 混載卩送信 CALL: 手動送信 
CSRC：CSRC FWD: 紜送 PC:PC-FAX 册 D: 両面とじ方向 SP: 特殊原稿 
FCODE:F：l- 卩指定 RTX: 復活送信 RLY: 中継 MBX: 親展 BUL: 掲示板 

0K: 通信 0K 終了 S-0K: 通信中止 PW-0FF: 電源 OFF TEL: 電話# 6® 受信 N 
継続:継続無応答:無応答拒否:着信拒否話中:話中 


• 宛先：次のいずれかが記載されます。 

〇短縮宛先に宛先名が登録されている相手は宛先名 
〇相手先の鼋話番号 

• 開始時刻：通信を開始した時刻が記載されます。 


時間：通信の所要時間が記載されます。 

枚数：通信した枚数が記載されます。 

結果： 

〇 K : 

通信が正常に終了した場合に記載されます。 

S - OK : 

通信を中止した場合に記載されます。 

PW - OFF : 

通信中に操作電源スイッチが OFF された場合 
に記載されます。 

TEL : 

電話がかかってきた場合に記載されます。 

NG : 

通信エラーが発生した場合に記載されます。 

継続： 

送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ 
ラ—ページリダイアル）に移った場合に記載さ 
れます。 

無応答： 

相手が応答しなかった場合に記載されます。 

拒否： 

着信拒否登録した番号から受信した場合に記載 
されます。 

話中： 

相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ 
れます。 

メモリフル： 

受信中にファクスファイルメモリが一杯になっ 
て、受信できなかった場合に記載されます。 


• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L 1 

主回線 

L 2 

副回線 

TMR 

タイマー通信 

POL 

ポーリング 

〇 RG 

原稿サイズ指定 

FME 

枠消し送信 

MIX 

混載モード送信 

CALL 

手動通信 

CSRC 

遠隔診断 

FWD 

転送 



レポート/リストの見かた 
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12.5 ポーリング受信結果レポート 


PC 

: PC-FAX 

BND 

:両面とじ方向 

SP 

:特殊原 fe 

FCODE 

: F コード指定 

RTX 

:再送信 

RLY 

:中継 

MBX 

:親展 

BUL 

:掲示板 


12-14 レポ _ 卜/リストの見かた 



12.6 同報送信結果レポート 


F 


順次同報送信が終了したときに自動的にプリントされます。 

設定メニューの[レポート出力設定]—[順次通信結果レポー 
卜]で〇 N/OFF を設定することができます。また、[同報結果 
レポート出力]でレポート出カタイミング （ 全宛先 _ 括/I宛先 
毎）を指定できます。 p.11-59 をごらんください。 


同報送信結果レポ-卜 



宛先 

開始時刻 

時間 

枚数 

結果 

備考 

FAX1 

FAX2 

12-07 19:15 
12-07 19:15 

00:00 25 
00:0017 

001/001 

001/001 

0K 

0K 

L1 

L1 


備考 L1: 主回線 


E 回線 L2: 副回線 TMR:W7- 通信 P0L:#-'J>5 ORG: 原稿サ a 指定 
-- 枠消し送信 MIX: 混載モ -F 送信 CALL: 手助送信 
CSRC：CSRC FWD: 転送 PC:PC-FAX BND: 両面と!;方向 SP: 特殊原稿 
FCODE:FH-F 指定 RTX: 復活送信 RLY: 中継 MBX: 親展 BUL: 掲示板 

結果 0K： 通信 0K 終了 S-OK: 通信中止 PW-OFF： 電源 OFF TEL : 電話受信 NB: その他® 15- 

継続:継続無応答:無応答拒否:着信拒否話中:話中 


• 宛先：次のいずれかが記載されます。 

〇短縮宛先に宛先名が登録されている相手は宛先名 
〇相手の電話番号 

• 開始時刻：通信を開始した時刻が記載されます。 

• 時間：通信の所要時間が記載されます。 


• 枚数： 

通信した枚数が記載されます。送信できたページ数と全 
体のページ数が分数形式で記されます。 


結果： 


〇 K: 

通信が正常に終了した場合に記載されます。 

S-OK: 

通信を中止した場合に記載されます。 

PW-OFF: 

通信中に操作電源スイッチが OFF された場合 
に記載されます。 

TEL: 

電話がかかってきた場合に記載されます。 

NG: 

通信エラーが発生した場合に記載されます。 

継続： 

送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ 
ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ 
れます。 

無応答： 

相手が応答しなかった場合に記載されます。 

拒否： 

着信拒否登録した番号から受信した場合に記載 
されます。 

話中： 

相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ 
れます。 

メモリフル： 

受信中にファクスファイルメモリが一杯になっ 
て、受信できなかった場合に記載されます。 


• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L1 

:主回線 

L2 

:副回線 

TMR 

:タイマー通信 

POL 

:ポーリング 

〇 RG 

:原稿サイズ指定 

FME 

:枠消し送信 



レポート/リストの見かた 
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12.6 同報送信結果レポ _ 卜 


MIX 

:混載モード送信 

CALL 

:手動通信 

CSRC 

:遠隔診断 

FWD 

:転送 

PC 

: PC-FAX 

BND 

:両面とじ方向 

SP 

:特殊原稿 

FCODE 

: F コード指定 

RTX 

:再送信 

RLY 

:中継 

MBX 

:親展 

BUL 

:掲示板 


12-16 レポ _ 卜/リストの見かた 



12.7順次ポーリング受信結果レポート 


F 


複数の宛先へのポーリングの結果が自動的にプリントされます。 

設定メニューの[レポート出力設定]—[順次通信結果レポー 
卜]で〇 N / OFF を設定することができます。詳しくは p .11-59 
をごらんください。 


順次ボ -iM 受信結果14-卜 



宛先 

開始時刻 

時間 

枚数 

結果 

備考 

FAX1 

FAX2 

12-07 19:18 
12-07 19:19 

00：0018 
00:0018 

001/001 

001/001 

0K 

0K 

LI P0L 

LI POL 


備考 L1: 主回線 L2: 副回線 TMR: タイマ-通信 POL:#- リ>9 〇的:原稿サイズ指定 

FME: 枠消し送信 MIX: 溫載モ -F 送信 CALL: 手動送信 
CSRC：CSRC FWD: 転送 PC：PC-FflX BND: 両面とじ方向 SP: 特殊原稿 
FCODE:F：l-F： 指定 RTX: 復活送信 RLY: 中継 MBX: 親展 BUL: 掲示板 

結果 0K: 通信 0K 終了 S-OK: 通信中止 PW-OFF: 電源 OFF TEL: 電話的®受信 HG: そ!！)他01ラ- 

継続:継続無応答:無応答拒否:着信拒否話中:話中 mm - 


• 宛先：次のいずれかが記載されます。 

〇短縮宛先に宛先名が登録されている相手は宛先名 
〇相手の電話番号 

• 開始時刻：通信を開始した時刻が記載されます。 

• 時間：通信の所要時間が記載されます。 

• 枚数：通信した枚数が記載されます。 


結果： 


OK: 

通信が正常に終了した場合に記載されます。 

S-OK: 

通信を中止した場合に記載されます。 

PW-OFF: 

通信中に操作電源スイッチが OFF された場合 
に記載されます。 

TEL: 

電話がかかってきた場合に記載されます。 

NG: 

通信エラーが発生した場合に記載されます。 

継続： 

送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ 
ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ 
れます。 

無応答： 

相手が応答しなかった場合に記載されます。 

拒否： 

着信拒否登録した番号から受信した場合に記載 
されます。 

話中： 

相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ 
れます。 

メモリフル： 

受信中にファクスファイルメモリが一杯になっ 
て、受信できなかった場合に記載されます。 


備考：次のいずれかが記載されます。 


L1 

主回線 

TMR 

タイマー通信 

〇 RG 

原稿サイズ指定 

MIX 

混載モード送信 

CSRC 

遠隔診断 

PC 

PC-FAX 


L2 

副回線 

POL 

ポー リング 

FME 

枠消し送信 

CALL 

手動通信 

FWD 

転送 

BND 

両面とじ方向 



レポート/リストの見かた 
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12.7 順次ポーリング受信結果レポート 


SP 

:特殊原稿 

FCODE 

: F コード指定 

RTX 

:再送信 

RLY 

:中継 

MBX 

:親展 

BUL 

:掲示板 



12-18 


レポ_卜/リストの見かた 



12.8通信予約レホ_卜 


F 


タイマー通信を指定したときに自動的にプリントされます。 

設定メニューの[レポート出力設定]—[予約レポート]で 
ON / OFF を設定することができます。詳しくは p .11-59 をごら 
んください。 


通信予約レポ-卜 



宛先 

作成時刻 

開始時刻 

枚数 

備考 

0123456789 

12-07 19:21 

12-07 20:00 

001 

TMR 


L1: 主回線 L2: 副回線 TMR: タイマ-通信 POL:#- リン ORB: 原稿サイズ指定 
FME: 枠消し送信 MK: 混載 t-F 送信 CALL: 手動送信 
CSRC:CSRC FWD: 転送 PC:PC-FAX BND: 両面とじ方向 SP: 特殊原稿 
疋: F]- 卩指定 RTX: 復活送信 RLY: 中継 MBX: 親展 BUL: 掲示板 


• 宛先：次のいずれかが記載されます。 

〇短縮宛先に名前が登録されている場合は名前 
〇相手の電話番号 

• 作成時刻：送信を予約した時刻が記載されます。 

• 開始時刻： 

タイマー通信をしている場合は、指定した時刻が記載さ 
れます。 

• 枚数：読み込んだ原稿枚数が記載されます。 

• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L1 

主回線 

L2 

副回線 

TMR 

タイマー通信 

POL 

ポーリング 

〇 RG 

原稿サイズ指定 

FME 

枠消し送信 

MIX 

混載モード送信 

CALL 

手動通信 

CSRC 

遠隔診断 

FWD 

転送 

PC 

PC-FAX 

BND 

両面とじ方向 

SP 

特殊原稿 

FCODE 

F コード指定 

RTX 

再送信 

RLY 

中継 

MBX 

親展 

BUL 

掲示板 





12.9ポ _ リング送信予約レポ _ 卜 

ポーリング送信予約をしたときに自動的にプリントされます。 

設定 メニューの[レポート出力 設定] 一 [予約 レポート] で 
ON / OFF を設定することができます。詳しくは p .11-59 をごら 
んください。 



• 宛先：記載されません。 

• 作成時刻:ポーリング送信を予約した時刻が記載されます。 
• 開始時刻：記載されません。 

• 枚数：読み込んだ原稿枚数が記載されます。 

• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L 1 

:主回線 

L 2 

:副回線 

TMR 

:タイマー通信 

POL 

:ポーリング 

〇 RG 

:原稿サイズ指定 

FME 

:枠消し送信 

MIX 

:混載モード送信 

CALL 

:手動通信 

CSRC 

:遠隔診断 

FWD 

:転送 

PC 

: PC-FAX 

BND 

:両面とじ方向 

SP 

:特殊原稿 

FCODE 

: F コード指定 

RTX 

:再送信 

RLY 

:中継 

MBX 

:親展 

BUL 

:掲示板 
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レポ_卜/リストの見かた 




12.10同報送信予約レポート 


F 


順次同報送信を予約したときに自動的にプリントされます。 

設定メニューの[レポート出力設定]—[予約レポート]で 
ON / OFF を設定することができます。詳しくは p .11-59 をごら 
んください。 


同報送信予約レ#-卜 


2005ノ12/071 
Serial No . 


宛先 

作成時刻 

開始時刻 

枚数 

備考 

FAX 1 

FAX 2 

12-0719:24 
12-07 19:24 

12-07 20:00 
12-07 20:00 

001 

001 

TMR 

THR 


備考 L 1 :主回線 L 2: 副回線 TMR : $イマ-通信 POL : I - リンヴ 0 R 6： 原稿サイズ指定 
FME : 枠消し送信 MIX : 混載モ-卩送信 CALL : 手動送信 
CSRC:CSRC FWD : 転送 PC ： PC-FftX BND : 両面と!:方向 SP : 特殊原稿 
FC 0 DE : F ； l - F 指定 RTX : 復活送信 RLY : 中継 MBX : 親展 BUL : 掲示板 


• 宛先：次のいずれかが記載されます。 

〇短縮宛先に宛先名が登録されている相手は宛先名 
〇テンキーで宛先を指定した場合は、相手の電話番号 
• 作成時刻：送信を予約した時刻が記載されます。 

• 開始時刻： 

タイマー通信をしている場合は、指定した時刻が記載さ 
れます。 


• 枚数：読み込んだ原稿枚数が記載されます。 
• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L 1 

主回線 

TMR 

タイマー通信 

〇 RG 

原稿サイズ指定 

MIX 

混載モード送信 

CSRC 

遠隔診断 

PC 

PC-FAX 

SP 

特殊原罕局 

RTX 

再送信 

MBX 

親展 


L 2 

副回線 

POL 

ポーリング 

FME 

枠消し送信 

CALL 

手動通信 

FWD 

転送 

BND 

両面とじ方向 

FCODE 

F コード指定 

RLY 

中継 

BUL 

掲示板 





12.111宛先ポーリング受信予約レポート 


1宛先へのポーリングを予約をしたときに自動的にプリントさ 
れます。 

設定メニューの[レポート出力設定]—[予約レポート]で 
ON / OFF を設定することができます。詳しくは p .11-59 をごら 
んください。 



• 宛先：相手の電話番号が記載されます。 

• 作成時刻：ポーリングを予約した時刻が記載されます。 
• 開始時刻： 


タイマー通信をしている場合は、指定した時刻が記載さ 
れます。 

• 枚数：通信した枚数が記載されます。 

• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L 1 

:主回線 

L 2 

:副回線 

TMR 

:タイマー通信 

POL 

:ポーリング 

〇 RG 

:原稿サイズ指定 

FME 

:枠消し送信 

MIX 

:混載モード送信 

CALL 

:手動通信 

CSRC 

:遠隔診断 

FWD 

:転送 

PC 

: PC-FAX 

BND 

:両面とじ方向 

SP 

:特殊原稿 

FCODE 

: F コード指定 

RTX 

:再送信 

RLY 

:中継 

MBX 

:親展 

BUL 

:掲示板 
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12.12順次ポーリング受信予約レポート 




複数の宛先へのポーリングを予約をしたときに自動的にプリン 
卜されます。 

設定メニューの[レポート出力設定]—[予約レポート]で 
ON / OFF を設定することができます。詳しくは p .11-59 をごら 
んください。 



• 宛先：相手の電話番号が記載されます。 

• 作成時刻：ポーリングを予約した時刻が記載されます。 
• 開始時刻： 


タイマー通信をしている場合は、指定した時刻が記載さ 
れます。 

• 枚数：通信した枚数が記載されます。 

• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L 1 

:主回線 

L 2 

:副回線 

TMR 

:タイマー通信 

POL 

:ポーリング 

〇 RG 

:原稿サイズ指定 

FME 

:枠消し送信 

MIX 

:混載モード送信 

CALL 

:手動通信 

CSRC 

:遠隔診断 

FWD 

:転送 

PC 

: PC-FAX 

BND 

:両面とじ方向 

SP 

:特殊原 fe 

FCODE 

: F コード指定 

RTX 

:再送信 

RLY 

:中継 

MBX 

:親展 

BUL 

:掲示板 


12 
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12.13親展受信レポート 

親展受信をしたときに自動的にプリントされます。 

設定メニューの[レポート出力設定]一[親展受信レポート] 
で〇 N / OFF を設定することができます。詳しくは p .11-59 をご 
らんください。 



• 宛先：次のいずれかが記載されます。 


〇短縮宛先に宛先名が登録されている場合は宛先名 


〇相手の電話番号 

• 開始時刻：通信を開始した時刻が記載されます。 


時間：通信の所要時間が記載されます。 

枚数：通信した枚数が記載されます。 

結果： 

〇 K : 

通信が正常に終了した場合に記載されます。 

S - OK : 

通信を中止した場合に記載されます。 

PW - OFF : 

通信中に操作電源スイッチが OFF された場合 
に記載されます。 

TEL : 

電話がかかってきた場合に記載されます。 

NG : 

通信エラーが発生した場合に記載されます。 

継続： 

送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ 
ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ 
れます。 

無応答： 

相手が応答しなかった場合に記載されます。 

拒否： 

着信拒否登録した番号から受信した場合に記載 
されます。 

話中： 

相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ 
れます。 

メモリフル： 

受信中にファクスファイルメモリが一杯になっ 
て、受信できなかった場合に記載されます。 


• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L 1 

:主回線 

L 2 

:副回線 

TMR 

:タイマー通信 

POL 

:ポーリング 

〇 RG 

:原稿サイズ指定 

FME 

:枠消し送信 

MIX 

:混載モード送信 

CALL 

:手動通信 

CSRC 

:遠隔診断 

FWD 

:転送 

PC 

: PC-FAX 

BND 

:両面とじ方向 
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レポ_卜/リストの見かた 




12.13親展受信レポート 


SP 

:特殊原稿 

FCODE 

: F コード指定 

RTX 

:再送信 

RLY 

:中継 

MBX 

:親展 

BUL 

:掲示板 



レポート/リストの見かた 
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12.14掲示板送信結果レポート 

掲示板に登録されている文書をポーリング送信したときに自動 
的にプリントされます。 

設定メニューの[レポート出力設定]一[掲示板送信結果レ 
ポート]で〇 N / OFF を設定することができます。詳しくは 
p .11-59 をごらんください。 



• 宛先：次のいずれかが記載されます。 

〇短縮宛先に宛先名が登録されている場合は宛先名 
〇相手の電話番号 

• 開始時刻：通信を開始した時刻が記載されます。 


時間：通信の所要時間が記載されます。 

枚数：通信した枚数が記載されます。 

結果： 

〇 K: 

通信が正常に終了した場合に記載されます。 

S-OK: 

通信を中止した場合に記載されます。 

PW-OFF: 

通信中に操作電源スイッチが OFF された場合 
に記載されます。 

TEL: 

電話がかかってきた場合に記載されます。 

NG: 

通信エラーが発生した場合に記載されます。 

継続： 

送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ 
ラ—ページリダイアル）に移った場合に記載さ 
れます。 

無応答： 

相手が応答しなかった場合に記載されます。 

拒否： 

着信拒否登録した番号から受信した場合に記載 
されます。 

話中： 

相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ 
れます。 

メモリフル： 

受信中にファクスファイルメモリが一杯になっ 
て、受信できなかった場合に記載されます。 


• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L1 

:主回線 

L2 

:副回線 

TMR 

:タイマー通信 

POL 

:ポーリング 

〇 RG 

:原稿サイズ指定 

FME 

:枠消し送信 

MIX 

:混載モード送信 

CALL 

:手動通信 

CSRC 

:遠隔診断 

FWD 

:転送 
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レポ_卜/リストの見かた 




12.14掲示板送信結果レポ_卜 


PC 

: PC-FAX 

BND 

:両面とじ方向 

SP 

:特殊原 fe 

FCODE 

: F コード指定 

RTX 

:再送信 

RLY 

:中継 

MBX 

:親展 

BUL 

:掲示板 



レポー ト/リストの見かた 
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12.15中継結果レポート 


中継配信局として中継配信先に中継送信したときに自動的にプ 
リントされます。 

設定メニューの[レポート出力設定]—[中継結果レポート] 
で〇 N / OFF を設定することができます。詳しくは p .11-59 をご 
らんください。 



• 宛先：次のいずれかが記載されます。 

〇短縮宛先に宛先名が登録されている場合は宛先名 
〇相手の電話番号 


• 開始時刻：通信を開始した時刻が記載されます。 
• 時間：通信の所要時間が記載されます。 

• 枚数：通信した枚数が記載されます。 


結采： 


〇 K: 

通信が正常に終了した場合に記載されます。 

S-OK: 

通信を中止した場合に記載されます。 

PW-OFF: 

通信中に操作電源スイッチが OFF された場合 
に記載されます。 

TEL: 

電話がかかってきた場合に記載されます。 

NG: 

通信エラーが発生した場合に記載されます。 

継続： 

送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ 
ラ—ページリダイアル）に移った場合に記載さ 
れます。 

無応答： 

相手が応答しなかった場合に記載されます。 

拒否： 

着信拒否登録した番号から受信した場合に記載 
されます。 

話中： 

相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ 
れます。 

メモリフル： 

受信中にファクスファイルメモリが一杯になっ 
て、受信できなかった場合に記載されます。 


• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L1 

:主回線 

L2 

:副回線 

TMR 

:タイマー通信 

POL 

:ポーリング 

〇 RG 

:原稿サイズ指定 

FME 

:枠消し送信 

MIX 

:混載モード送信 

CALL 

:手動通信 

CSRC 

:遠隔診断 

FWD 

:転送 
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レポ_卜/リストの見かた 




12.15中継結果レポート 


PC 

: PC-FAX 

BND 

:両面とじ方向 

SP 

:特殊原 fe 

FCODE 

: F コード指定 

RTX 

:再送信 

RLY 

:中継 

MBX 

:親展 

BUL 

:掲示板 



レポー ト/リストの見かた 
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12.16中継依頼受付レポート 


中継配信局として中継指示局から文書を受信したときに自動的 
にプリントされます。 

設定メニューの[レポート出力設定]一[中継依頼受付レポー 
卜]で〇 N / OFF を設定することができます。詳しくは p .11-59 
をごらんください。 



• 宛先：次のいずれかが記載されます。 

〇短縮宛先に宛先名が登録されている場合は宛先名 
〇相手の電話番号 


• 開始時刻：通信を開始した時刻が記載されます。 


時間：通信の所要時間が記載されます。 

枚数：通信した枚数が記載されます。 

結果： 

〇 K: 

通信が正常に終了した場合に記載されます。 

S-OK: 

通信を中止した場合に記載されます。 

PW-OFF: 

通信中に操作電源スイッチが OFF された場合 
に記載されます。 

TEL: 

電話がかかってきた場合に記載されます。 

NG: 

通信エラーが発生した場合に記載されます。 

継続： 

送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ 
ラ—ページリダイアル）に移った場合に記載さ 
れます。 

無応答： 

相手が応答しなかった場合に記載されます。 

拒否： 

着信拒否登録した番号から受信した場合に記載 
されます。 

話中： 

相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ 
れます。 

メモリフル： 

受信中にファクスファイルメモリが一杯になっ 
て、受信できなかった場合に記載されます。 


• 備考：次のいずれかが記載されます。 


L1 

:主回線 

L2 

:副回線 

TMR 

:タイマー通信 

POL 

:ポーリング 

〇 RG 

:原稿サイズ指定 

FME 

:枠消し送信 

MIX 

:混載モード送信 

CALL 

:手動通信 

CSRC 

:遠隔診断 

FWD 

:転送 
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レポ_卜/リストの見かた 




PC 

: PC-FAX 

BND 

:両面とじ方向 

SP 

:特殊原 fe 

FCODE 

: F コード指定 

RTX 

:再送信 

RLY 

:中継 

MBX 

:親展 

BUL 

:掲示板 


12.16中継依頼受付レポート 



レポー ト/リストの見かた 
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12.17 PC - FAX 送信エラーレポート 


PC - FAX 送信で エラー がおきたときに自動的に プリ ントされま 
す。 

設定メニューの[レポート出力設定]— [ PC - FAX 送信 エラー 
レポート]で〇 N / OFF を設定することができます。詳しくは 
p .11-59 をごらんください。 



• 宛先：次のいずれかが記載されます。 

〇短縮宛先に宛先名が登録されている場合は宛先名 
〇相手の電話番号 


• 作成時刻： PC 上で PC - FAX 送信を開始した時刻が記載さ 
れます。 

• 開始時刻：タイマー送信を指定した場合は、指定時刻が 
記載されます。タイマー送信でない場合は、 

と表 7 F されます。 

• 要因：送信 エラーの 原因が記載されます。 

• 名称：ジョブ名またはユーザ名が記載されます。 
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12.18短縮宛先リスト 


登録した短縮宛先のリストをプリントできます。 
次の操作でプリントできます。 


❶ 

0 

0 


【設定 メニュー/カウンタ】 を押します。 

[管理者設定]を押します。 

管理者のパスワードを入力し、[〇 K ] を押します。 


0 

0 


[宛先登録]を押します。 

[宛先登録リスト]を押します。 


1 設萣こュ : . 2 

宛先登録 

1+++++++++ 設定 JI 


1 菀筅登 a 1 

::: 2 ：| . お...聱野' . J ：：：： :::: 


- 3 ：| . すッ.?孑奢錄 . 


::::::：：：：：：：： 

la M 7 11 

1‘閉1 3 j 


0 


[短縮宛先リスト]を押します。 


1 設萣疋ュこ ___________ J 

宛先登録リスト 

1_________ ¥逞¥^ 定 」 


li . 兔筅 Sif …2 

::: 2 1 一.… :::::::: 

I 菀筅登 S リス P 1 

3 | フ□プラム宛先 1 .. 1 フ.卜 j 


::::^ ^ タイト J し/ 1 ^^""リスト J . 

L J 



詳説明します 

飞 

管理者のパスワードは、[セ 
キュリティ設定]で変更で 
きます。管理者が責任を 
もってパスワードを管理し 
てください。 


詳説明します 

設定メニューでは、キーに 
表示されている番号をテン 
キーで入力して選択するこ 
ともできます。[宛先登録] 
の場合は、テンキーで「3」 
を入力します。 


レポー ト/リストの見かた 
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12.18短縮宛先リスト 


[登録 No .] にフリントしたい登録 No . の範囲をテンキー 
で入力し、[宛先種別]で [ E - mail ]、 [ボックス]、 
[ファクス]を選択します。 



詳説明します 

飞 

• 100件まで指定できます。 

• #を押すと カーソルが左 

側に、■►を押すと力ーソ 
ルが右側に移動します。 

• 入力した文字を削除する 
場合は、操作パネルの 
【クリア】を押します。 


[プリント]を押します。 

プリントに使用するトレイを選択します。 

【スタ _ 卜】を押します。 

短縮宛先リストがプリントされます。 


詳し2説明します 

飞 

レポー ト/リスト用の用紙 
トレイに必要な用紙がセツ 
卜されていない場合は、【ス 
夕一卜】キー LED が赤色に 
点灯し、【スタート】を受け 
付けません。 


短縮宛先リスト 

登錡 No . と宛先種別を指定しバ枝い。100件討指定技ます 


❼ 


0 0❿ 
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レポ_卜/リストの見かた 




























12.18短縮宛先リフ 


[短縮宛先リストの見かた] 



No.: 短縮番号です0 


名称：登録されている宛先名です。 

電話番号：登録されているファクス番号です。 

回線設定：回線設定が指定されている場合に*が記載されます 





12.19 グループ 宛先リスト 


登録したグループ宛先のリストをプリントできます。 
次の操作でプリントできます。 


0 

0 

0 


【設定メニュー/カウンタ】を押します。 

[管理者設定]を押します。 

管理者のパスワードを入力し、[〇 K ] を押します。 


0 

0 


[宛先登録]を押します。 

[宛先登録リスト]を押します。 


1 設定メこ: L- j 

宛先登録 

1+++++++++ 設定 JI 


1 菀筅登 a 1 

::: 2 ：| . お ... 聱野 ' . J ：：：： :::: 


- 3 ：| . すッ.?孑奢錄 . 


:::::: ：：：：：：：： 

la M7 11 

ぼ.. 編 


0 


[グループ宛先リスト]を押します。 


設定メニュ- 


管理者設定 


宛先登録 


免先登 リスト 


宛先登録リスト 


1 I 唔縮宛先 1 )フ.卜 J 

2 [ _ U - つ宛先 1 .)フ.卜 J 

3 [ フロプラム宛先 1 .1スト 4 J 

4 [ WK / す， 1 1スト J 


【終了 J 


L m：i j 



管理者のパ スワー ドは、 [セ 
キュリティ設定]で変更で 
きます。管理者が責任を 
もってパ スワー ドを管理し 
てください。 


明します 

設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択する こ 
ともできます。[宛先登録] 
の場合は、テンキーで「3」 
を入力します。 
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12.19 グループ 宛先リスト 


[登録 No.] にフリントしたい登録 No. の範囲をテンキー 
で入力します。 




ブリン！ 


L 閉ば .3 


詳説明します 


20件まで指定できます。 

琴を押すと力ーソルが左 

側に、#を押すと力ーソ 
ルが右側に移動します。 
入力した文字を削除する 
場合は、操作パネルの 
【クリア】を押します。 


[プリント]を押します。 


プリントに使用するトレイを選択します。 


【スタ _ 卜】を押します。 

グル _ プ宛先リストがプリントされます。 


詳し々説明します 


レポ _ 卜/リスト用の用紙 
トレイに必要な用紙がセッ 
卜されていない場合は、【ス 
夕 _ 卜】キー LED が赤色に 
点灯し、【スタート】を受け 
付けません。 


B 


ウルづ宛先リスト 

登錡 No . を指定 U :駐い。20件ゼ指定秸ます 


❼ 


00❿ 


レポー ト/リストの見かた 


12-37 































































12.19 グループ 宛先リスト 


[グループ宛先リストの見かた] 



No.: グループ番号です。 

名称：登録されているグループ名です。 

短縮宛先 No.: グループに登録されている短縮 No. です。 
登録件数：グループに登録されている短縮 No. の数です。 
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12.20プログラム宛先リスト 


登録したプログラム宛先のリストをプリントできます。 
次の操作でプリントできます。 


❶ 

0 

0 


【設定 メニュー/カウンタ】 を押します。 

[管理者設定]を押します。 

管理者のパスワードを入力し、[〇 K ] を押します。 


0 

0 


[宛先登録]を押します。 

[宛先登録リスト]を押します。 


1 設萣こュ : . 2 

宛先登録 

1+++++++++ 設定 JI 


1 菀筅登 a 1 

::: 2 ：| . お...聱野' . J ：：：： :::: 


- 3 ：| . すッ.?孑奢錄 . 


::::::：：：：：：：： 

la M 7 11 

1‘閉1 3 j 


0 


[プログラム宛先リスト]を押します。 


1 設萣疋ュこ ___________ J 

宛先登録リスト 

1_________ ¥逞¥^ 定 」 


li . 兔筅 Sif …2 

::: 2 1 一.… :::::::: 

I 菀筅登 S リス P 1 

3 | フ□プラム宛先 1 .. 1 フ.卜 j 


::::^ ^ タイト J し/ 1 ^^""リスト J . 

L J 



詳説明します 

飞 

管理者のパ スワー ドは、 [セ 
キュリティ設定]で変更で 
きます。管理者が責任を 
もってパ スワー ドを管理し 
てください。 


詳説明します 

飞 

設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択する こ 
ともできます。[宛先登録] 
の場合は、テンキーで「3」 
を入力します。 


レポー ト/リストの見かた 
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12.20プログラム宛先リスト 


[登録 No.] にフリントしたい登録 No. の範囲をテンキー 
で入力し、[短縮 No.]、 [グループ No .] または[ダイ 
レクト入力]のいずれかを選択します。 



詳説明します 

飞 

• [ダイレクト入力]を選択 
すると、 [ E - mail ]、 

[ FTP ]、[ SMB ]、 [ボック 
ス]または[ファクス] 

を指定できます。 

• 50件まで指定できます。 

• •を押すと力ーソルが左 

側に、■►を押すと力ーソ 
ルが右側に移動します。 

• 入力した文字を削除する 
場合は、操作パネルの 
【クリア】を押します。 


[プリント]を押します。 

プリントに使用するトレイを選択します。 

【スタ _ 卜】を押します。 

プログラム宛先リストがプリントされます。 


詳説明します 

飞 

レポ _ 卜/リスト用の用紙 
トレイに必要な用紙がセツ 
卜されていない場合は、【ス 
夕一卜】キー LED が赤色に 
点灯し、【スタート】を受け 
付けません。 


□クラム宛先リスト 

ライレ外入力で登錄し ㈡ □ララ A 宛先©みを印字し封。 50 件赶指定贫封 


❼ 


0 0❿ 
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12.20プログラム宛先リ 



No.: プログラム宛先番号です。 
名称：プログラム登録名です。 
短縮宛先：短縮宛先 No. です。 






12.21タイトル/本文リスト 


登録した E - Mail のタイトル/本文のリストをプリントできます。 
次の操作でプリントできます。 


❶ 

0 

0 


【設定メニュー/カウンタ】を押します。 

[管理者設定]を押します。 

管理者のパスワードを入力し、[〇 K ] を押します。 


0 

0 


[宛先登録]を押します。 

[宛先登録リスト]を押します。 


| 設定た: L- J 

宛先登録 

1 _________ ¥逞¥ま定 」 

:1；| ス私ナ觉舒 ぶ;;;;;; 


::: 2 ; [ ファクス S ； 胃』 . ；!!!：：!!!： 


:;; 3 ；| 1ッ ラス登 J ：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：^ 


::: 4:| 宛先登#リスト. J ；：：； I I 

L “ 了 J 



0 


[タイトル/本文リスト]を押します。 


I 設定メニュ- 

C 管理者設定 

[ 宛先登顏 


リス「 


宛先登録リスト 

1 I 短縮宛先リスト J 

2 [ _ u - つ宛先 1 . m 2 

I 3 ][ . —3 

4 [々 m /す文 117 .卜 a 


【終了 J 


L m：i j 


管理者のパ スワー ドは、 [セ 
キュリティ設定]で変更で 
きます。管理者が責任を 
もってパ スワー ドを管理し 
てください。 


詳し々説明します 

飞 

設定 メニューでは、キーに 
表示されている番号を テン 
キーで 入力して選択する こ 
ともできます。[宛先登録] 
の場合は、テンキーで「3」 
を入力します。 


12-42 


レポ_卜/リストの見かた 



























































































12.21タイトル/本文リスト 



プリントに使用するトレイを選択します。 


夕仆ル/本立リスト 

A 4 〜 A 3の用紙を選択してください。[スタ-卜]キリント f きます 



閉じる i 


0 


【スタ _ 卜】を押します。 

E-Mail のタイトル/本文のリストがプリントされます。 


詳し々説明します 

飞 

レポート/リスト用の用紙 
トレイに必要な用紙がセッ 
卜されていない場合は、【ス 
夕 _ 卜】キー LED が赤色に 
点灯し、【スタート】を受け 
付けません。 


レポー ト/リストの見かた 
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[タイトル/本文リストの見かた] 


蚵14 ■ 本文奴卜 

2005/12/08 



No. : E-Mail のタイトルの登録番号です。 
タイトル：登録してあるタイトルです。 

No. : E-Mail の本文の登録番号です。 
本文：登録してある本文です。 


レポ_卜/リストの見かた 









12.22設定値リスト 


本機で設定したファクスの設定値リストをプリントできます。 



操作パネルの【設定メニュー/カウンタ】を押し、設定 
メニュー画面を表示します。 


0 


[管理者設定]を押します。 


セ-ルスカウン今 

卜-タルカウンタ 

9463 

設定メニュ- 

原稿枚数カウンタ 

11230 

- 2 j ユイ設定 j ：：：： :::::::: 

用紙枚数カウ:^ 

7704 

: 3 ：| 管逞著 P 定 J：；：：： 11：；：；；：：：：： 

両面卜-タルカウンタ 

284G 

DISK 残量 . 

100 x 1 1# 細確認 J 

卜“了 1 

1! 一 m：i + …+ J 


0 

0 


管理者のパスワードを入力し、[〇 K ] を押します。 
[ファクス設定]を押します。 


1 is む:: l - 」11 


1 管瑝著設定 1 

iiili 1 if ： I:;;;；!!；;;；!!；;; r* :f ： —,p- ejtl f ii!!!iii!!!iii!!!i! 

ii ：：： 1 . Ji ___ 0 小 」し _ 5 又 ^ £. ::: 

U ^7 J 

12 j； 管■著ン苯悚登 _ jiiii 7 i ラリン今設定 1111 

：：!!! 3 |[; 免充登: if ^i!!!!ii!!!!ii!!! 8 ||| フ 7 •ラス E 登定 ^ii!!!iii!!!iii!!!ii 

: 4 ]„ :; ：9；t. 班4 邊携 . J :: 

圆5 | ネット>ク設定 Jilll 〇 1 ㈣ ュリティ設定 1111 


0 


[設定値リスト]を押します。 


1 離む .||| 

ファクス設定 

1 管■著 IS 定 J 

:; 1 1::親爾:完/:フ通玫簦ぎ+』:::::;6|:: 11 A 11 

1 .. 1 

2 |発信元/受 1_ 言情報 j 7 | [ホ-卜出力設定 J 

1 “了 1 

3 |回忒 A ラメ- 9 設定 J 8 | 設定値 1 .m X 

. ::: 5 j 兰受定 h 二.::::.:::: .；；；；..：；；：..；；；；. ；；；； .；；；；. ；；；；.. ；；；. .；；：...：；；...；；：....：；；...；；：.：：：. .：：：. 

II — m：i .….I 


詳説明します 

飞 

管理者のパスワードは、[セ 
キュリティ設定]で変更で 
きます。管理者が責任を 
もってパスワードを管理し 
てください。 


レポー ト/リストの見かた 
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12.22設定値リスト 


0 


プリントに使用するトレイを選択します。 


設定値リスト 

A 4 〜 A 3 の用紙を選択し7ぐ彳如。[スタ-卜]キ-が 1 」：4芘封 




【スタート】を押します。 

本機の設定がプリントされます。 


,明します 

レポ _ 卜/リスト用の用紙 


トレイに必要な用紙がセツ 
卜されていない場合は、【ス 
夕一卜】キー LED が赤色に 


点灯し、【スタート】を受け 
付けません。 
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レポ_卜/リストの見かた 


































[ FAX 設定リストの見かた] 


FAX 初期画面設定 

項目 

設定 

基本画面表示 

制ラム 

ォ-卜1^卜ま fro 時間 

1 分 

FA ! {初期画面設定 

OFF 


発信元/ファクス ID 登録 


項目 

設定 

発信元名 
ファクス ID 



発信元/受信情報 


項目 

設定 

発信元情報 

原稿外 

受信情報 

OFF 


回線た;〇設定 


項目 

設定 

fmi ■方式 
着信回数設定 
才-トリタ -(7 JI ■間隔 
外部 TEL 呼出ヒタ-音 
留守電接続設定 
回線モこ夕-音しぺ1 

20 pps 

2 回 

3 分 

OFF 

OFF 

16 


送信/受信設定 


項目 

設定 

秘ス番号エラ-雛 

ブリント 

パトセ-ラ移行-：^7クス 

通常 

記録用紙サイズ 

M 

や5分割記録 

OFF 

#-リ>ク送信後文書 

削除する 

着信拒否時《動作 

回線断 


レボ-卜出力設定 


項目 

設定 

通信管理レ卡-卜 

100通信每 

順次通信結果レポ-卜 

DN 

親展受信レポ-卜 

0 N 

送信結果レポ-卜画面 

表示しない 

中継結果 Uf - 卜 

PC-FAX 送信 15- レポ-卜 

0 N 

OFF 


PBX 接続設定 



項目 


設定 

PBX 接続機能 

OFF 



頃目：設定メニューの項目つ 
設定：設定状態です。 


12.22設定値リフ 







12.22設定値リ 



FAX 設定リスト P 2 

2006/08/25 19:51 

Serial Ho. 

TC: 25259 

機能 0H/0FF 設定 


項目 

設定 

項目 

設定 


J •ンパづイス:?レイ機能 
宛先確認表示機能 
中継ナ/ノト 

OFF 

OFF 

DFF 

F コ送信機能 
中継受信機能 

QN 

0N 


転送フ7匁設定 



項目 

設定 


転送条件 
転送先 

OFF 

未登_ 


夕^ B イン設定 



項目 

設定 

項目 

設定 


夕イン設定 
電話番号 

OFF 

未登録 

FAX番号 

P レFAX番号 

未登録 
未登録 


1¢■卜受信設定 




項目 

設定 

1 

リトト受信設定 

OFF 


強制奸リ受信設定 



項目 

設定 


強制许リ受信設定 

OFF 


閉域受信設定_ _ 



項目 

設定 

1 

閉域受信設定 

OFF 


PC-FAX 受信設定 




項目 

設定 

項目 

設定 


PC-FAX 受信設定 
受信後ラ 1 /ノト 

OFF 

求氺宋 

受信出力先 
パス 

綱 


再送信設定 



項目 

設定 

項目 

設定 


再送信設定 

OFF 

ファイ i 保持時間 

12時間 





■ 増設回線設定 

項目：設定メニューの項目です。 
設定：設定状態です。 


FAX 設定リスト P 3 

20P6/08/25 19:51 
Serial No. 

TC： 25259 


増設回線設定 


項目 

設定 

項目 

設定 

方式 

回線モこク-音 
ナンパづィスブしィ機能 
回線モこ夕-音しペル 

20pps 

OFF 

OFF 

16 

着信回数設定 

PC-FM 送信設定 
複数回線使用設定 

2 回 

指定なし 
送受信兼用 

項目 

設定 

フ7^ス11) 
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レポ_卜/リストの見かた 




12.22設定値リニ 


I No .: 中継ボックス番号です。 

^グループ No . :中継配信先として登録されているグルー 
です。 

>パスワード：中継パスワードです。 


2006/08/25 18:51 
Serial No. 

TC: 25259 


中継一覧 

No. 

クル-孤 

取 7-F 

□00000004 

001 

4 


送信者別 ( TSI ) 受信ボックス 

^ No .: 送信者別 ( TSI ) 受信の登録番号です。 
^送信者 ( TSI ) :登録した発信元情報です。 

^振分け先：指定した振分け先です。 


P 5 

2006/08/25 19:52 
Serial No . 

TC： 25253 


送信者別 ( TSI ) 受信和クス_ 



備考： E：E-Mail F：FTP S:SMB G:GrouD 







12.22設定値リ 


親展 ■ 掲示板一覧 

• No . :親展■掲示板で登録したボックス番号です。 
• 名前：登録した名前です。 

»パスワード：親展パスワードです。 

• 種別：親展か掲示板かを表示します。 



着信拒否登録データ 

• 番号：着信拒否登録 No . です。 

_電話番号：着信拒否する電話番号です。 


3 


レポ_卜/リストの見かた 





第 13 章 

PageScope Web Connection 


ファクス機能に関する PageScope Web Connection の使い方を説明しています0 

13.1 PageScope Web Connection で設定できる項目 .13-2 

13.2 ログインとログアウト .13-7 

13.3 短縮宛先 .13-11 

13.4グループ宛先 .13-15 

13.5プログラム宛先 .13-17 

13.6親展ボックス .13-24 

13.7掲示板ボックス .13-28 

13.8中糸 S ボックス .13-32 

13.9 ホ。ーリング送信ホ、ックス .13-37 

13.10 強制メモリ受信ボックス .13-39 
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13.1 PageScope Web Connection で設定できる項目 


PageScope Web Connection は、デバイスに内蔵されている 
HTTP サーバが提供するデバイス管理ユーティリティです。 

ネットワークに接続しているコンピュータで Web ブラウザを起 
動し、 PageScope Web Connection へアクセスして本機の設定 
を変更できます。 

設定を変更するのに、手元のコンピュータ上から手軽に操作で 
きるので便利です。 

本章では、ファクス機能に関する PageScope Web Connection 
の使い方として、以下の設定方法を説明しています。 

• 短縮宛先 
• グループ宛先 
• プログラム宛先 
• 親展ボックス（共有ボックス） 

• 掲示板ボックス 
• ポーリング送信ボックス 
• 強制メモリ受信ボックス 
• 中継ボックス 
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PageScope Web Connection 



13.1 PageScope Web Connection で設定できる項目 


■ 動作環境 


ネツトワークコン 
ピュータ側のアプリ 
ケ_シヨン 


Ethernet ( TCP / IP ) 


対応 Web ブラウザ： 

Microsoft Internet Explorer Ver .6 以降推奨 （*) 
(JavaScript 有効 、 Cookie 有効）、 

Netscape Navigator Ver .7.02 以降 (JavaScript 
有効 ■ Cookie 有効） 

Adobe ® Flash ® Player ( Ver .7.0 以降のプラグ 
ィン必須） 

(*) Internet Explorer Ver .5.5 を使用している場 
合 、 Microsoft XML parser MSXML 3 .X のイン 
ストールが必要です。 


ひとこと 

Windows NT 4.0 、 Mac OS 8/9は 、 Flash Player 8 以降をサボートし 
ていません。 

これらの〇 S をお使いの場合は、 Adobe サイトより Flash Player 7を 
ダウンロードしてご使用いただくか、または PageScope Web 
Connection の表示形式で HTML を選択してください。 


■ アクセス方法 


PageScope Web Connection へは、 Web ブラウザを使用して直 
接アクセスできます。 


0 

0 


Web ブラウザを起動します。 

URL フイールドに、本機の IP アドレスを入力して 
[Enter] を押します。 

O http:// く 本機の IP アドレス〉/ 

(例）本機の IP アドレスが192.168 .1.20 の場合 
http://1 92.168 .1.20/ 


ひとこと 

ユーザ認証機能が有効の場 
合は、ユーザ名とパスワー 
ドを入力する必要がありま 
す0 



PageScope Web Connection 
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13.1 PageScope Web Connection で設定できる項目 


■ 画面構成 

PageScope Web Connection へのアクセス直後に表示される画 
面は「ユーザモード」と呼ばれる画面でパブリックユーザとし 
てログインした状態で表示されます。 

PageScope Web Connection の画面は、以下のように構成され 
ています。 



6 


5 


- 8 
-9 
10 


2 

3 

4 


11 


No . 

項目 

説明 

1 

KONICA MINOLTA ロゴ 
マーク 

ロゴマークをクリックすると、以 
下のサイト （KONICA MINOLTA の 

サイト）へジャンプします。 
http :// konicaminolta.com 

2 

PageScope 
WebConnection ロゴ 
マーク 

ロゴマークをクリックすると、 
PageScope Web Connection の 
バージョンが表示されます 

3 

ログインモード 

現在ログインしているモード（パ 
ブリック、登録ユーザ、部門名、 
ボックス管理者、管理者）が表示 
されます。 

4 

[ログアウト] 

現在のモードからログアウトする 
ときにクリックします。 

5 

ステータス表示 

本機プリンタ部分と本機スキャナ 
部分の状態が、アイコンで表示さ 
れます。 

6 

メ ツセー ジ表示 

本機にエラーが発生している場合 
に、トラブル/エラーの状態とエ 
ラーの内容が表示されます。 
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13.1 PageScope Web Connection で設定できる項目 


No . 

項目 

説明 

7 

ヘルプ 

「オンラインマニュアルホームぺ一 
ジ」で設定したホームページへ 
ジャンプします。設定方法につい 
ては、「ューザーズガイドプリンタ 
機能編」をごらんください。 

8 

表示の更新 

クリックすると画面の表示を更新 
します。 

9 

機種名 

現在アクセスしている機種名が表 
示されます。 

10 

タブ 

表示する項目のカテゴリを選択し 
ます。ユーザモードでは、以下の 
タブが表示されます。 

• ンステム 
• ジョブ 
• ボックス 
• プリンタ 
• スキャナ登録 

11 

メニュー 

選択されたタブにおける情報およ 
び設定が表示されます。タブの選 
択により、ここに表示されるメ 
ニューが異なります。 

12 

情報、設定の表示 

メニューで選択されている項目の 
内容が表示されます。 


PageScope Web Connection 
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13.1 PageScope Web Connection で設定できる項目 


■ Web ブラウザのキャッシュ機能について 

Web ブラウザにキャッシュ機能があるため、 PageScope Web 
Connection で画面を表示しても最新の情報が表示されない場合 
があります。また、キャッシュ機能を使用したときに問題が起 
る場合があります。 

PageScope Web Connection 使用時は、 Web ブラウザでキャッ 
シュ機能を無効にしてください。 

,原則_ 

キャッシュ機能を有効にしたまま使用すると、管理者モードでタイム 
アウトになったあと、再度アクセスしてもタイムアウト表示になるこ 
とがあります。この場合でも、本機の操作パネルがロックされ操作で 
きなくなるため、電源の再投入が必要になります。このような問題を 
避けるために、キヤッシュ機能を無効にしてください。 


Internet Explorer の場合 


❶ 

0 


[ツール]メニューから[インターネットオプション] 
を選択します。 

[全般]タブで[インターネットー時ファイル]の[設 
定]をクリックします。 


0 


[ページを表示するごとに確認する]を選択し、[〇 K ] 
をクリックします。 


Netscape Navigator の場合 


❶ 

0 

0 


[編集]メニューから[設定]を選択します。 


左側の[カテゴリ]で[詳細]—[キャッシュ]を選 
択します。 


[キャッシュにあるぺ _ ジとネットワ _ ク上のぺ _ ジの 
比較：]で[ページにアクセスするたび]を選択しま 
す0 


ひとこと 

Web ブラウザのバージヨン 
によっては、メニューや項 
目名が異なる場合がありま 
す。詳しくは Web ブラウザ 
のヘルプをごらんくださし、。 
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13.2 ログインとログアウト 


PageScope Web Connection にアクセスすると、パブリック 
ユーザとしてログインした画面が表示されます。ユーザ認証を 
行っているときに登録ユーザとしてログインするときや、管理 
者としてログインするためにはいったんログアウトし、ログイ 
ンしなおす必要があります。 


■ ログアウトの方法 



画面左上の[ログアウト]をクリックします。 


ファイル©編集® 


お気に入り©ツール CD ヘルブ 


スキャン進猫完了 
フ lt ノト準儀完了 


ヘルプ 

更新 


m 

囹 


パプリック 

一ロヴァゥト j 


►イン $フ〇:-ス格報 


►セー ルスカウン5 



装置情報 

装置名称 
設置塲所 
装置タイブ 
エンジンモデル 
エンジンシリアル番号 
消耗品情報 


ブリント a ビー/スキヤン/7アクス 
750 


消耗品 

状態 

トナーグフック） 1正常 

ステーブル 




〇 ログアウトすると、ログイン画面が表示されます。 


ファイル©編集©表示 M お気に入りがツ-ル①ヘルブ妙 


@ scope Web Connection 

KONICA MINOLTA 、 


タパプリツクユーザ 


「0SW 語 (OS Language) jj 


表示形式 Flash 广 HTML 

Flash 形式でご g 頂くには Flash Player 必要です。故ね,ク 1 1 


一ロヴィン | 


ひとこと 

• ログインした状態で操作 
が一定時間行われないと、 
自動的にタイムアウトと 
なり操作ができなくなり 
ます。 

• ユーザモー ドおよび管理 
者モードのタイムアウト 
の時間は管理者モ_ドの 
[認証設定]一[自動ログ 
アウト時間]で設定でき 
ます。 
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PageScope Web Connection 
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13.2 ログインとログアウト 


■ユーザモ_ドへのログイン（パブリックユー 

ザ） 


ューザモードには、登録ューザとしてログインする方法とパブ 
リックュ_ザとしてログインする方法があります。ュ_ザ認証 
を行っていない場合はパブリツクユーザとしてログインしてく 
ださい。 



ログイン画面で[パブリックユーザ]を選択します。 

〇必要に応じて表示言語をドロップダウンリストから 
選択します。 


ft PageScope Web Connection - 


ファイル©編集®表示 W お'気に入り®ツール®ヘルプ (U> 


響 J&scoJ>e Web Connection 

KONICA MINOLTA ▼ 


■パプリックユーザ 


pS 言語 （OS Language) 二] 


表示形式 Flash C HTML 

Flash 形式でご g 頂くには Flash Player ^ 必要です。益ぬ r 


❷ 


[ログイン]をクリックします。 


ユーザモードの画面に切り替わります。 


ファイル® 編集® 表示祕お気に入り®ツール CD ヘルブ4¢ 


S 


スキャン準傅完了 
フI少ノト準猫完了 


ヘルプ 

更新 


II 

囹 


パプリック 

ロラ.ァゥト J 


►インタ フエ-ス鴒報 


►セールスカウンタ 


►オンラインサボ-卜 



装置情報 

装置名称 
設置場所 
装置タイブ 
エンジンモデル 
エンジンシリアル番号 


ブリント a ビ ー/スキヤン/7ァクス 
750 


消耗品情報 

消耗品 

状態 

|トナー C ? ラック） 


1ステーブル 
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13.2 ログインとログアウト 


■ユ_ザモ_ドへのログイン（登録ユーザ/ 
ボックス管理者） 


ューザモードには、登録ューザとしてログインする方法とパブ 
リックユーザとしてログインする方法があります。ユーザ認証 
を行っていて特定のユーザ名でログインする手順を説明します。 



ログイン画面でユーザ名とパスワードを入力します。 

〇ボックス管理者としてログインする場合は、 ID に 
[boxadmin]、 パスワードに[ボックス管理者設定] 
で設定したパスワードを入力します。 

〇必要に応じて表示言語をドロップダウンリストから 


選択します。 



參 I^scoJ>e Web Connection 

SICAAAINOLTA ▼ 


夕登錄ユーザ 
ユーザ名 
パスワード 
部門名 


言塞 |~0S 言語 (OS Language) ▼! 


表示形式 


Flash 形式でご覧頂< には Flash Player が必要です。 


J 


0 


[ログイン]をクリックします。 

ユーザモードの画面に切り替わります。 


,4^スキャン進锚芫了 
フ_少ノト準猫完了 


ヘルプ 

更新 


m 

卓 


►インタフェース格報 


皆牾報 

スカウンタ 


►オンラインサボート 



装置情報 

装置名称 
設置場所 
装置タイブ 
エンジンモデル 
エンジンシリアル番号 


ブリント a ビー/スキヤン/7ァクス 


消耗品情報 

消耗品 

状態 

トナーグラック） 

~ |IE 常 

1ステ ーブ 疋 




ひとこと 

[ユーザ名]の右側のアイコ 
ンをクリックすると一覧か 
らユーザ名を選択できます。 

關 

ボックス管理者設定につい 
て、くわし〈は「ユーザー 
ズガイド（ボックス機能 
編）」をごらんください。 
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13.2 ログインとログアウト 


■ 管理者モ _ ドへのログイン 


システムやネットワークなどの設定を行うには、管理者モード 
にログインします。 



ログイン画面で[管理者]を選択します。 

〇必要に応じて表示言語をドロップダウンリストから 
選択します。 


KONICA MINOLTA PaeeScope Web Connection - Microsoft Internet Explorer l|fcIIX] 


ファイル®編集®表示を）お気に入り®ツール①ヘルプ 4P 货 

鲁 scope Web Connection 


^[fll 


言語 | OS 言語 （OS Language) jJ 


表示形式 


Flash 形式でご覧頂くには Flash Player が必里です。 J ^\ 



❷ 


本機の管理者パスワードを入力し、 [0K ] をクリック 
します。 


管理者モードの画面に切り替わります。 


システム- Microsoft Internet Explorer 


ファイル® 編集® 表示祕お気に入り® ツール QP ヘルプ⑻ 


スキャン準儀完了 
パネル播作中馆理者 ; 


ヘルプ H ] 

更新 囹 


音理者 

ログアウト 


►ROM パー 
►セー ルス: 


►オンラインサボ-卜 


トー;5ルカウンタ M 知設定 


管理者パスワード 


ィンポート/エクスボート 
汉デノ ^イス設定 
r 送信ログ 
r ユーザ登録情報 


A へ j 


ひとこと 

• 管理者モードにログイン 
しているときは、本機の 
操作パネルがロックされ、 
操作できなくなります。 

• 本機の状態によっては、 
管理者モードにログイン 
できない場合があります。 
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13.3 短縮宛先 


ファクス/スキヤン機能での送付先を登録します。 

ユーザによる登録が有効になっている場合のみ表示されます。 


■ 短縮宛先の登録 


0 

0 

0 


[スキャナ登録]タブをクリックし、[短縮宛先]を選 
択します。 

[新規登録]をクリックします。 

送信する方法を選択し、[次へ]をクリックします。 


スキャナ登録 - Microsoft Internet Explorer |_ 



0 


各項目を入力し、[確定]をクリックします。 



B 回 ® 


ヘルプ QJ 

更新 涵 


パ：? u ック 
[ログアウト I 



スキャナ登録 



短縮宛先 (E-Mai®65t) 

登録名 
検索文字 


宛先情報 
E - Mail アドレス 


萄 ぺ-ジが表示されました 


~~ a 

□常用 


[確定 j [クリア丨 p る I 丨 キャンセル I 


り イントラ私卜 


0 


[〇 K ] をクリックします。 
短縮宛先が登録されます。 


13 


PageScope Web Connection 


13-11 

























































13.3 短縮宛先 


「 E - Mail 宛先」を選択した場合 

登録名 

宛先の名称を入力します（半角24文字、全角 
12文字以内）。 

検索文字 

宛先検索用の検索文字を選択します。 

E - Mail アドレス 

送信先メールアドレスを入力します（半角 

320文字以内）。 

「ボックス宛先」を選択した場合 

登録名 

宛先の名称を入力します（半角24文字、全角 
12文字以内）。 

検索文字 

宛先検索用の検索文字を選択します。 

ボックス No . 

送信先ボックス番号を入力します（入力範 

囲： 1-999999999)。^] をクリックして—覧 
画面から選択します。 

「ダイアル宛先」を選択した場合 

登録名 

宛先の名称を入力します（半角24文字、全角 
12文字以内）。 

検索文字 

宛先検索用の検索文字を選択します。 

宛先 

送信先の Fax 番号を入力します （38 文字以 
内、〇〜9の数字と“#”“*”“-”“ T ” “ P ” 

“ E ” が入力可能）。 

回線指定 

使用する回線を選択します （ 指定なし/回線 

1/回線2)。 

V 34 オフ 

ON / OFF を選択します。 

ECM オフ 

ON / OFF を選択します。 

海外通信 

ON / OFF を選択します。 

宛先確認送信 

宛先確認機能の ON / OFF を選択します。 


詳 Ok 明します 

飞 

回線指定は、2回線使用時 
に表示されます。 
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13.3 短縮宛先 


短縮宛先の編集 


❶ 

0 


[スキャナ登録]タブをクリックし、[短縮宛先]を選 
択します。 

変更したい宛先のをクリックします。 




スキャン準傅完了 
用紙少 S 


ヘルプ 

更新 


m 

囹 


スキャナ登録 


►ゴロ ヴラム宛先 


— ペ-ジが表示されました 


0 

0 


短縮宛先一覧 

1_ 新規登錄丨 


No. から検索 
検索文字から検索 


11-50 : 


No . 機能登録名 

宛先 

m 

1ダイアル FAX 1 

0123456789 

09 

12ダイアル FAX 2 

1234567890 

00 

13ダイアル FAX 3 

2345678901 

09 

4ダイアル FAX 4 

3456789012 

00 

15ダイアル FAX 5 

4567890123 

00 

6 E-Mail |mail6 

|666@test 

It 

|7 |E-Mail mail7 

|777@test 

00 


イントラネ外 


編集画面が表示されるので、内容を変更します。 
〇設定項目は登録時と同じです。 

[〇 K ] をクリックします。 

短縮宛先が変更されます。 
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13.3 短縮宛先 


短縮宛先の削除 


0 

0 


[スキャナ登録]タブをクリックし、[短縮宛先]を選 
択します。 

削除したい宛先の 1 3をクリックします。 




スキャン準傅完了 
用紙少 ® 


ヘルプ 塵 

更新 囹 


スキャナ登録 


►プログラム宛先 


短縮宛先一覧 

[_ 新規登録 I 



No. から検索 1-50 


検索文字から検索 

V 

No. 機能登録名 

宛先 

19 

1ダイアル FAX 1 

0123456789 

09 

2ダイアル FAX 2 

1234567890 

00 

3ダイアル FAX 3 

2345678901 

00 

4 ダイアル FAX4 

3456789012 

m 

|5ダイアル FAX 5 

4567890123 

09 

1¢ E-Mail mail6 

666@test 

aa 

b E-Mail mail7 

777@test 

00 



ページが表示されました 


—り イントラネット 


0 


削除する場合は [0 K ] をクリックします。 


スキヤナ登録- Microsoft Internet Explorer 


ファイル® 編集©表示⑼お気に入り⑻ツール®ヘルプ (U〉 


t 


スキャン準《完了 
用紙少重 


B 回冈 


ヘルプ HI 

更新 麼| 


パ;？ u ック 
[ ロヴアウト I 



スキャナ登録 


►短箱宛先 


►ヴ ループ宛先 


登録 No. 1|8 

►ゴロ ヴラム宛先 


►一時 宛先 

labc@co.jp 

►タイトル 登録 

►本文登録 

この登錄 No. を使用している宛陆同時に削除されます 
削除してよろ U、 ですか？ 


|0K] | キャンセル 


匐ぺ-ジが表示されました 


り イントラネット 


0 


[〇 K ] をクリックします。 
短縮宛先が削除されます。 
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13.4グループ宛先 


短縮に登録されている宛先の中から、複数の送信先をグループ 
として登録できます。 


グループ宛先の登録 


❶ 

0 


[スキャナ登録]タブをクリックし、[グループ宛先] 
を選択します。 

[新規登録]をクリックします。 


S 


スキャン進猫完了 
用紙少重 


ヘルプ 

更新 


m 

囹 


匚ロヴ ァゥト I 


>短箱宛先 

グルーブ 宛先一覧 

►グルーゴ宛先 

1 新規登錄 1 

►ゴロヴラム宛先 

No. から検索 |1-50 _ 

「一時宛先 

no . 0 § 

►タイトル 登録 

1 |Groupl 隨 1® 

►本文登録 

|2 |Group2 隱 




珀 ページが表示されました 


—リ イントラ私卜 


0 


[ファクス登録]を選択し、[次へ]をクリックします。 




スキャン準儀完了 

用紙少重 


ヘルプ 

更新 


塵 

囹 


匚 □ラ.7ウト] 


►ゴロ ヴラム宛先 


新規登録 

0 スキャナ登録 


p 欠へ 丨丨 キャンセル | 



ページが表示されました 


一り イントラネット 
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13.4 グループ宛先 


0 


登録名を入力します。 


スキヤナ登録- Microsoft Internet Explorer 


ファイル®編集®表示⑼ 




スキャン進儀完了 
用紙少重 


ヘルプ 

更新 


m 

囹 


グルーブ 宛先クス登録} 
登錄名 
宛先情報 

E-M 碗先/ダ^7ル宛先 


ボックス宛先 


コ_ 


= 宛先確認 I 


定丨丨クリア][戻る丨 丨 キャンセル 


0 

0 



送信モード別に宛先を選択します。 
〇送信モードを選択します。 

〇 _ をクリックします 


表示される宛先一覧画面で、グループに登録したい宛 
先を選択し、[確定]をクリックします。 


短 SS 宛先一置 - Microsoft Internet Explorer B 回® 


短縮宛先一覧 



No. から検索 

検索文字から検索 

機能から選択 

1-50 v 

1 - 

1 - 

厂 ^0. 機能 

登録名 ■ 

宛先 


|口|11 ダイアル 

FAX1 

0123456789 


|口|2 | ダイアル 

|FAX2 

1234567890 


| □ |3 |ダイアル 

FAX3 

2345678901 


| □ |4 |ダイアル 

FAX4 

3456789012 


| □ |5 |ダイアル 

|FAX5 

4567890123 


□ 6 [E-Mail 

mail 6 

|666@test 


□ 7 |E-Mail 

|mail7 

777@test 



〔確定 j =ク リア 丨丨 pj じる I 


[〇 K ] をクリックします。 
グループ宛先が登録されます。 
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13.5プログラム宛先 


送信条件と宛先をプログラムとして登録できます。 

■ プログラム宛先の登録 


❶ 

0 


[スキャナ登録]タブをクリックし、[プログラム宛先] 
を選択します。 

[新規登録]をクリックします。 


スキヤナ登録 - Microsoft Internet E 


表示お気に入り®ツール ( D ヘルプ⑻ 




スキャン進儀完了 
用紙少 s 


ヘルプ 

更新 


画 

囹 


[□ク "70 卜] 


ブログラム宛先一置 
し 新規登錄丨 


Rio ~ H 


No . 登録名 

09 

1 Programl 

難 


甚 ペー: w 表示されま し6 


一 q イントラネット 


0 


送信する方法を選択し、[次へ]をクリックします。 


スキヤナ登録- Microsoft Internet Explorer 


to 気に入り®ツ-ル®ヘルプ¢1) 


1 


スキャン進儀完了 
用紙少重 


ヘルプ 

更新 


m 

囹 


匚ロヴァゥト 1 



新規登録 

スキャナ登錄 
〇 E-M 疏先 
0F_ 先 
0 SMB 宛先 
〇 ボックス宛先 
〇 グルーブ宛先 
0 _旨定なし 
ファクス登録 

〇 E-Mail5S 先 
〇 ボックス宛先 
〇 グルーブ宛先 
0 舰指定なし 



[次へ 丨丨 キャンセル 


本] ページが表示されまし fc 


-り イントラネット 
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13.5 プログラム宛先 


0 


各項目を入力し、[確定]をクリックします。 


ファイル®編集® 表示⑼お気に入り⑻ツール①ヘルプ (tf 


i 


スキャン準儀完了 
フけノト準儀完了 


ヘルプ 

更新 


m 

囹 


パプリック 

-ロヴァゥト j 


スキャナ登録 


ゴロヴラム宛先（ダイアル宛先） 

登錄 No. 


宛先情報 

<5-宛先表から逞択 
r ダイレクト入力 
宛先 

回線指定 
V3 材フ 
ECM オフ 
海外通信 
宛先確謊送信 


-m 


「 

fi 旨定なし J 

IoffjJ 

IoffjJ 

|OFFjJ 

| OFFj ：J 


基本設定 
解像度 
ファイル形式 
片面/両面 
原稿画質 
速続読み設定 
漁度 

下地調整 
読込みサイズ 
P 自觔 
^定形サイズ 
通紙方向 


「搭細 二] 

friFTEI 

「片 a zi 

~~3 

[L なぃ二] 


丨自 J 

1〇(ふつう )： j 


|A3 彐 

PTE 1 


応用設定1 

タイマー通信 
B 寺 
分 

パスワード送信 
パスワード 

F コード 


[5 FF 3 


|OFFj 


|無効二！ 


SUB アドレス 

バスワ'-ド 「 

応用設定2 



両面と C 方向 

1無効 


特殊原稿 

|指定なし 

zl 

枠消し 

fOFF^] 


上 

|10 0 

mm(0.0-50.p) 

左 


mm(0.0-50.p) 

下 


mm (0.0-50.0) 

右 


mm (0.0-50.0) 

スタンプ 




確定」クリアI戻るIキャンセル 


0 


[〇 K ] をクリックします。 
プログラム宛先が登録されます。 
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13.5 プログラム宛先 


「ダイアル宛先（ファクス登録)」を選択した場合 

登録 No . 

登録番号を入力します。 

登録名 

登録名を入力します（半角24文字以内）。 

宛先表から選択 

_ をクリックして一覧画面から宛先を選択 
すると、短縮番号が表示されます。 

ダイレクト入力 

宛先を直接入力します。入力は以下の項目を 
入力します。 

• 宛先（ファクス番号） （38 桁以内） 

• 回線指定 

• V 34 オフ 

• ECM オフ 
• 海外通信 

• 宛先確認送信 

解像度 

解像度を選択します。 

フアイル形式 

ファイル形式を選択します。 

片面/両面 

片面/両面/表紙+両面を選択します。 

原稿画質 

文字、写真など原稿の画質を選択します。 

連続読み設定 

する/しないを選択します。 

濃度 

濃度を選択します。 

下地調整 

下地の濃さを調整します。 

読込みサイズ 

原稿サイズ（自動/定型サイズ）を選択しま 
す。 

通紙方向 

出力用紙の方向を指定します。 

タイマー通信 

タイマー送信の〇 N / OFF を指定します 。 ON 
を指定した場合は、送信時刻を設定します。 

パスワード送信 

パスワード送信の〇 N / OFF を指定します。 

〇 N を指定した場合は、パスワードを入力し 
ます。 

F コード 

F コードの〇 N / OFF を指定します。〇 N を指 
定した場合は SUB アドレスとパスワードを入 
力します。（半角20文字以内） 

両面とじ方向 

原稿とじ位置を選択します。 

特殊原稿 

混載原稿 / Z 折れ原稿/長尺原稿を指定できま 
す。 

枠消し 

原稿の周囲の消去幅を指定します。 

スタンプ 

済みスタンプの〇 N / OFF を設定します。 


詳©兑明します 

A 

回線指定は、2回線使用時 
に表示されます。 
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13.5 プログラム宛先 


「 E - mail 宛先（ファクス登録)」を選択した場合 

登録 No . 

登録番号を入力します。 

登録名 

登録名を入力します（半角24文字以内）。 

宛先表から選択 

_ をクリックして一覧画面から宛先を選択 
すると、短縮番号が表示されます。 

ダイレクト入力 

宛先の E - Mail アドレスを直接入力します（半 
角320文字以内）。 

解像度 

解像度を選択します。 

ファイル形式 

ファイル形式を選択します。 

タイトル 

タイトルを指定します。[指定なし]を選択し 
た場合は、デフオルトのタイトルを使用しま 
す 。 

本文 

本文を指定します。 

片面/面]面 

片面/両面/表紙+両面から選択します。 

原稿画質 

文字、写真など原稿の画質を選択します。 

連続読み設定 

する/しないを選択します。 

濃度 

濃度を選択します。 

下地調整 

下地の濃さを調整します。 

読込みサイズ 

原稿サイズ（自動/定型サイズ）を選択しま 
す 。 

通紙方向 

出力用紙の方向を指定します。 

ファイル名 

ファイル名を入力します（半角30文字以内）。 

両面とじ方向 

原稿とじ位置を選択します。 

特殊原稿 

混載原稿 / Z 折れ原稿/長尺原稿を指定できま 
す 。 

枠消し 

原稿の周囲の消去幅を指定します。 

スタンプ 

済みスタンプの〇 N / OFF を設定します。 


ひとこと 
タイトル、 

圍をクリ 

できます。 


本文の内容は 
ックすると確認 
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13.5 プログラム宛先 


「ボックス宛先（ファクス登録)」を選択した場合 

登録 No . 

登録番号を入力します。 

登録名 

登録名を入力します（半角24文字以内）。 

宛先表から選択 

_ をクリックして一覧画面から宛先を選択 
すると、短縮番号が表示されます。 

ダイレクト入力 

宛先ボックス番号を直接入力します（入力範 
囲:1 -999999999) 〇 

解像度 

解像度を選択します。 

ファイル形式 

ファイル形式を選択します。 

片面/両面 

片面/両面/表紙+両面から選択します。 

原稿画質 

文字、写真など原稿の画質を選択します。 

連続読み設定 

する/しないを選択します。 

濃度 

濃度を選択します。 

下地調整 

下地の濃さを調整します。 

読込みサイズ 

原稿サイズ（自動/定型サイズ）を選択しま 
す 

通紙方向 

出力用紙の方向を指定します。 

E - Mail 通知 

ファイルのアップロード先を指定したアドレ 
スへ通知できます。 

宛先 

_ をクリックして、通知先アドレスを選択 
します。 

ファイル名 

ファイル名を入力します（半角30文字以内）。 

両面とじ方向 

原稿とじ位置を選択します。 

特殊原稿 

混載原稿 / Z 折れ原稿/長尺原稿を指定できま 
す。 

枠消し 

原稿の周囲の消去幅を指定します。 

スタンプ 

済みスタンプの〇 N / OFF を設定します。 
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13.5 プログラム宛先 


「グループ宛先（ファクス登録)」を選択した場合 

登録 No . 

登録番号を入力します。 

登録名 

登録名を入力します（半角24文字以内）。 

グループ宛先 

グループ番号を表示します。 

解像度 

解像度を選択します。 

ファイル形式 

ファイル形式を選択します。 

タイトル 

タイトルを指定します。[指定なし]を選択し 
た場合は、デフオルトのタイトルを使用しま 
す。 

本文 

本文を指定します。 

片面/面]面 

片面/両面/表紙+両面から選択します。 

原稿画質 

文字、写真など原稿の画質を選択します。 

連続読み設定 

する/しないを選択します。 

濃度 

濃度を選択します。 

下地調整 

調整下地の濃さを調整します。 

読込みサイズ 

原稿サイズ（自動/定型サイズ）を選択しま 
す。 

通紙方向 

出力用紙の方向を指定します。 

E - Mail 通知 

ファイルのアップロード先を指定したアドレ 
スへ通知できます。 

宛先 

胃を クリックして、通知先アドレスを選択 
します。 

ファイル名 

ファイル名を入力します（半角30文字以内）。 

タイマー通信 

タイマー送信の〇 N / OFF を指定します。〇 N 
を指定した場合は、送信時刻を設定します。 

パスワード送信 

パスワード送信の〇 N / OFF を指定します。 

ON を指定した場合は、パスワードを入力し 
ます。 

F コード 

F コードの有効/無効を指定します。〇 N を指 
定した場合は SUB アドレスとパスワードを入 
力します。（半角20文字以内） 

両面とじ方向 

原稿とじ位置を選択します。 

特殊原稿 

混載原稿 / Z 折れ原稿/長尺原稿を指定できま 
す。 

枠消し 

原稿の周囲の消去幅を指定します。 

スタンプ 

済みスタンプの〇 N / OFF を設定します。 


ひとこと 
タイトル、 

園を クリ 

できます。 


本文の内容は 
ックすると確認 
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13.5 プログラム宛先 


「宛先指定なし（ファクス登録)」を選択した場合 

登録 No . 

登録番号を入力します。 

登録名 

登録名を入力します（半角24文字以内）。 

解像度 

解像度を選択します。 

ファイル形式 

フアイル形式を選択します。 

片面/面]面 

片面/両面/表紙+両面から選択します。 

原稿画質 

文字、写真など原稿の画質を選択します。 

連続読み設定 

する/しないを選択します。 

濃度 

濃度を選択します。 

下地調整 

下地の濃さを調整します。 

読込みサイズ 

原稿サイズ（自動/定型サイズ）を選択しま 
す。 

通紙方向 

出力用紙の方向を指定します。 

タイマ _ 通信 

タイマー送信の〇 N / OFF を指定します 。 ON 
を指定した場合は、送信時刻を設定します。 

パスワード通信 

パスワード送信の〇 N / OFF を指定します。 

〇 N を指定した場合は、パスワードを入力し 
ます。 

F コード 

F コードの有効/無効を指定します。 ON を指 
定した場合は SUB アドレスとパスワードを入 
力します。（半角20文字以内） 

両面とじ方向 

原稿とじ位置を選択します。 

特殊原稿 

混載原稿 / Z 折れ原稿/長尺原稿を指定できま 
す。 

枠消し 

原稿の周囲の消去幅を指定します。 

スタンプ 

済みスタンプの〇 N / OFF を設定します。 
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13.6親展ボックス 


PageScope Web Connection から親展ボックスの登録および 
ボックスを開いて内容を確認することができます。 


■ 親展ボックスを登録する 


0 

❷ 


[ボックス]タブをクリックして[ボックス作成]を選 
択します。 


[共有ボックス]を選択して[次へ]をクリックしま 
す0 


| ボ 9 クス- Microsoft Internet Explorer 


ファイル®編集©表示幼お気に入り®ツ-ル①ヘルブ妙 


スキャン進#完了 

^1用紙少置 



►•ボックスを圈く _ I 


ポックス作成 

© 共有ボックス 
〇 掲示板ボックス 


〇 中継ボックス 



BE ® 


画 

[❖1 


スキャナ登録 




0 


麴 ページが表示されました 



必要な項目を入力し、[確定]をクリックします。 


这ボ 9 クス- Microsoft Internet Explorer 

B 回®1 

1 ファイル© 編集©表示 秘 fe 気に W) ㊇ ツ-ル CD aj け (tf 

- 5 LI 


m 




屬 

囹 



ボックス作成(共有ボックス） 

ボックス N 。. 

ボックス名 
ボックスバスワード 
ボックスバスワードの再入力 「 

検索文字 


](1-999999999) 




^ H 

□常用 


ボックスタイブ 共有 

ボックス内ドキュ乂/卜削除時間 Qb 
ボックス拡張機能 

親展對言 [OFFjl 

通信バスワード 
通信メ《スワードの再入力 




[確定][クリア 丨丨 キャンセル 




ボックスについて、くわし 
くは「ユーザーズガイド 
(ボックス機能編）」をごら 
んください。 
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13.6 親展ボックス 


[〇 K ] をクリックします。 


ボックス No . 

ボックス No . を入力します。 

ボックス名 

ボックス名を半角で20文字（全角で10文字）ま 
でで設定します。 

ボックスパス 
ヮード 

ボックス内の文書を閲覧するためのボックスパス 
ワードを入力します。 

ボックスパス 
ワ_ドの再入力 

ボックスパスワードの確認用に再入力します。 

検索文字 

ボックス検索用の検索文字を選択します。 

常用 

検索文字を常用として設定します。 

ボックスタイプ 

ユーザ認証機能が有効の場合は、ボックスのタイ 
プを[共有]または[個人]から選択します。 

ボックス内ド 
キュメント削除 
時間 

ボックス内のドキュメントを自動削除する時間を 
設定します。 

親展受信 

親展受信機能を ON に設定します。 

通信パスワード 

親展受信時の通信パスワード （8 桁以内の〇〜9、 

*、 #) を入力します。 

通信パスワード 
の再入力 

通信パスワードの確認用に再入力します。 
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13.6 親展ボックス 


■ 親展ボックスを開く 

[ボックス]タブをクリックして[ボックスを開く]を 
選択します。 

[共有ボックス]を選択して[次へ]をクリックしま 
す0 


ファイル(£〉編集 (£) 表示⑼お気に入り⑻ツール CD ヘルブ ( ii ) 


スキャン準儀完了 ヘルプ H | 

夺腿少 s 更新 函 

パプリック 

厂 □ラ. アウト | j 

コ| 

ボックス 作成 

ボックスを開く 
® 共有ボックス 
〇 掲示板ボックス 
〇 ポーリング送信ボックス 
〇 強制メモリ受信ボックス 
〇 中継ボックス 


网 

盈 ぺづが表示されました イントラネット 


❺ 表示したいボックスのボックス No . を入力し、必要に応 

じてボックスパスワードを入力し、[〇 K ] をクリック 
します。 


B 回® 




ボ9クス - Microsoft Internet Explorer 


ファイル0編集 (£) 表示⑻お気に入り⑻ツール①ヘルブ⑻ 



EE 区 ! 


ヘルプ QI 

更新 g ] 


パブリック 

[ a ぅ’ァゥト丨 J 


•'ボックス作成 


共有ポ5^スを開く 


ボックスバスワード 


](1-999999999) 

网 


共有ボックスー覧 



ページ (50 件すつ表示） 

¢3 


検索文字から検索 

1 すべて _l 

ボックス No . 

ボックス名 

作成日時 

□11 

| box 01 

|06 A )2/23 22:20 

厂[ 

bulletin 02 

)06/02/23 22:21 

a in 

1 Confidential 

06/03/10 10:33 


爸 ペー;!が表示されました 


一つ イントラネット 
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13.6 親展ボックス 


0 


ボックスの内容を確認します。 


閃 



ボックス設定 

ボックスの属性を編集します。 

ボックス削除 

ボックスを削除します。 

■ 

ドキュメントの詳細情報を表示します。 


ドキュメントをダウンロードします。 

a 

ドキュメントを削除します。 

a 

ドキュメントの名称を変更します。 


ドキュメントを別のボックスへ移動またはコピー 
します。 
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13.7掲示板ボックス 


PageScope Web Connection から掲示板ボックスの登録および 
ボックスを開いて内容を確認することができます。 


■ 掲示板ボックスを登録する 


0 

0 


[ボックス]タブをクリックして[ボックス作成]を選 
択します。 


[掲示板ボックス]を選択して[次へ]をクリックしま 
す0 


ファイル0編集 (£) 表示祕お気に入り⑻ツール CD ヘルブ妙 


S 


ボックス作成 

〇 共有ボックス 
ft 提示板ボックズ 
〇 中継ボックス 




ヘルプ BJ 

更新 囹 


I スキャナ登録 




爸ぺ，表示されま U : 


0 


必要な項目を入力し、[確定]をクリックします。 
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13.7 掲示板ボックス 


[〇 K ] をクリックします。 


ボックス No . 

ボックス No . を入力します。 

ボックス名 

ボックス名を半角で20文字（全角で10文字）ま 
でで設定します。 

ボックスパス 
ヮード 

ボックス内の文書を閲覧するためのボックスパス 
ワードを入力します。 

ボックスパス 
ワ_ドの再入力 

ボックスパスワードの確認用に再入力します。 

ボックスタイプ 

ユーザ認証機能が有効の場合は、ボックスのタイ 
プを[共有]または[個人]から選択します。 

ボックス内ド 
キュメント削除 
時間 

ボックス内のドキュメントを自動削除する時間を 
設定します。 
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13.7 掲示板ボックス 


■ 掲示板ボックスを開く 


0 

0 


0 


[ボックス]タブをクリックして[ボックスを開く]を 
選択します。 


[掲示板ボックス]を選択して[次へ]をクリックしま 
す0 



パブ J ック 

[ ロザアウト] J 


_ボックスを開く 

►ボックス作成 1 〇 #胃 7 ^ツフ^ 

〇ポーリング送信ボックス 
〇強制メモリ受信ボックス 
〇中継ボックス 


BB® 


ヘルプ BJ 

更新 囹 


J スキャナ登録 




爸ぺ，表示されました 


表示したいボックスのボックス No . を入力し、必要に応 
じてボックスパスワードを入力し、[〇 K ] をクリック 
します。 
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13.7 掲示板ボックス 


0 


ボックスの内容を確認します。 


| ボ9クス- Microsoft Internet Explorer 「_ IlC || X I 



ボックス設定 

ボックスの属性を編集します。 

ボックス削除 

ボックスを削除します。 

■ 

ドキュメントの詳細情報を表示します。 

a 

ドキュメントを削除します。 
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13.8中継ボックス 


PageScope Web Connection から中継ボックスの登録および 
ボックスを開いて内容を確認することができます。 


中継ボックスを登録する 


0 

0 


0 


[ボックス]タブをクリックして[ボックス作成]を選 
択します。 


[中継ボックス]を選択して[次へ]をクリックしま 
す0 


フパル©編集©表示祕お気に入り®ツ-ル®ヘルプ < H ) 


參ス 

な用 


ヘルプ 塵 

更新 @ 


トボックスを圈く 


ボックス作成 

〇 共有ボックス 




必要な項目を入力し、[確定]をクリックします。 


ファイル0編集 (£) 表示秘お気に入 *3 ⑻ツール①ヘルブ妙 


スキャン雜 

碰用紙少® 


ヘルプ 豳 

更新 囹 


[ロヴァゥト I 


►ボックスを聞く 


ボックス作成（中堪ボッケん 

ボックス N 。. 

ボックス名 
中継宛先 
中継バスワード 
中継ノ U ワードの再入力 


](1-999999999) 


m 

コ 

~I 


[確定| (^7 リア 丨丨 キャン12ル I 


差] ページが表示されました 
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13.8 中継ボックス 


[〇 K ] をクリックします。 


ボックス No . 

ボックス No . を入力します。 

ボックス名 

ボックス名を半角で20文字（全角で10文字）ま 
でで設定します。 

中継宛先 

胃を クリックして、中継配信先にするグループ 
を指定します。 

中継パスワード 

中継ボックスのパスワードを入力します。 

中継パスワード 
の再入力 

中継パスワードの確認用に再入力します。 
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13.8 中継ボックス 


中継ボックスを開く 


0 

0 


[ボックス]タブをクリックして[ボックスを開く]を 
選択します。 


[中継ボックス]を選択して[次へ]をクリックしま 
す0 


3术9クス - Microsoft Internet Explorer 


B 回®1 

1 ファイル©編集®表示缒お気に入りが)ツー j 

|レ①ヘルブ ( u ) 

rg 




スキャン筚锚完了 
フ Lt 小準儀完了 


ヘルプ 

更新 


國 

囹 


Q ロヴアウト ' 


スキャナ登録 


ポックスを開く 
〇 共有ボックス 
〇 掲示板ボックス 
〇 ポーリング送信ボックス 
〇 強制メモリ受信ボックス 
® [中継示；ク3 




‘ ページが表示されました 


” イントラネット 


0 


表示したいボックスのボックス No . を入力し、中継パス 
ワードを入力し、[〇 K ] をクリックします。 


争スキャン线 
|逾腦少 s 


ヘルプ 

更新 


m 

囹 


[ロヴァ〇卜 I 


中港ボックスを開く 

ポックス N。. 

中継バスワード 


](1-999999999) 

网 


中港ボックスー覧 

ボックス No . ボ7クス名 

[aF 


中継宛先作成日時 


[boxOl 


J06/02/23 22:20 


甚 ペーフ臟示されました— 
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13.8 中継ボックス 


0 


[ボックス設定]をクリックします。 


ファイル®編集®表示⑼お気に入り⑻ツール®ヘルブ(1¢ 


i 


スキャン準锚完了 
フ|少ノト進儀完了 


ヘルプ 

更新 


m 

囹 


[ロヴァゥト 


スキャナ登録 


ボックス詳細情報（中港ボックス） 
ボックス No. 1 

ボックス名 boxOl 

中锻宛先 1 


匚 ボックス設定 II ボックス則除 ] 


p る II キャンセル 


4] ペー: W 表示されました 


-り イントラネット 


0 


ボックスの内容を確認します。 


ファイル©編集®表示 M お気に入 iD(fi> ツール①ヘルブ妙 


ス+ャン準 a 宪了 
フ_少ノト進儀完了 


□ヴァ〇卜 



ボックス属性変更 

ボックス No . 1 

ボックス名 [boxOl 

中継宛先 |1 | ■ 


B 回冈 


ヘルプ BJ 

更新 @ 


スキャナ登録 


□中継バスワードを変更する 

現在の中継ノ彳スワード 

新しい中継バスワード 

新しい中継バスワードの再入力 \ZZ 

( e $1 1 クリア」 I キヤンセル I 


雀] ページが表示されました 


イントラネット 


0 


中継パスワードを変更する場合は、[中継パスワードを 
変更する]チェックボックスを〇 N にして、[現在の中 
継パスワード]を入力して、[新しい中継パスワード] 
を入力します。 
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13.8 中継ボックス 


❼ 

0 


確認のために[新しい中継パスワードの再入力]に新 
しいパスワードを再入力して[確定]をクリックしま 
す0 


[〇 K ] をクリックします。 
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13.9ポーリング送信ボックス 


PageScope Web Connection からポーリング送信ボックスを開 
いて内容を確認することができます。 


■ ポーリング送信ボックスを開く 



[ボックス]タブをクリックして[ボックスを開く]を 
選択します。 


0 


[ポーリング送信ボックス]を選択して[次へ]をク 
リックします。 


③用 


鱷 

囹 


[□ヴ .70 卜] 


►ボックス作成 ] 


ポククスを開く 
〇 共有ボックス 
〇 掲示板ボックス 
® 甩二5フ_2翅呕ク3 
〇 強制メモリ受信ボックス 
〇 中獅ックス 


网 


匐べ一:? ffl 表示されまし ft 


0 


ボックスの内容を確認します。 



パプ U ック 


1 ロゲアウト 1 J 


ボックス詳細情報砟ーリング送信ボックス） 

>ボックス作成 

ドキュメントー覧 


ドキュメント名称 登録時間 匿澶 

lFMFP 0106061217311 .tif 12006/03/0912:50 _ ® 


|キャンセル| 


匐 ページが表示されました 
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13.9 ポーリング送信ボックス 



ドキュメントの詳細情報を表示します。 

3 

ドキュメントを削除します。 
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13.10 強制メモリ受信ボックス 


PageScope Web Connection から強制メモリ受信ボックスを開 
いて内容を確認することができます。 


■ 強制メモリ受信ボックスを開く 



[ボックス]タブをクリックして[ボックスを開く]を 
選択します。 


0 


[強制メモリ受信ボックス]を選択して[次へ]をク 
リックします。 


ファイル© 钃集© 表示邸お気に入0¢) ツ-ル①へルプ (H> 


争 7 ' 

③用 


ヘルプ BJ 

更新 囹 


[□ヴ7¢卜] 


►ボックス作成 ] 


ボックスを開く 
〇 共有ボックス 
〇 掲示板ボックス 
〇 ボーリング送信ボックス 

〇 中継ボックス 


网 


盈 ベ，表示されました 



0 


必要に応じてパスワードを入力し、 [ OK ] をクリック 
します。 
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13.10強制メモリ受信ボックス 


0 


ボックスの内容を確認します。 


ファイル (£) 編集表示祕 


8 


スキャン進《完了 
フ|少ノト準儀完了 


ヘルプ 

更新 


m 

囹 


I ログアウト 1 


►ボックス作成 


ボックス PS ■悵轎（兹制メモリ受信ボックス） 


ドキュメントー踅 
ドキュメント名称 


FMFP010 606121731 l.tif 


日 

2 17:32 齒 窗 


([戻る |丨 キャンセル 



ドキュメントの詳細情報を表示します。 


ドキュメントをダウンロードします。 

a 

ドキュメントを削除します。 
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第 14 章 

付録 


困ったときの対処、文字の入力方法について説明します。またファクスで使用する 
用語の解説を記載していますので、必要に応じてお読みください。 

14.1こんなときには .14-2 

14.2 文字を入力するには .14-4 

14.3入力文字一覧 .14-10 

14.4ファクス用語集 .14-12 
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14.1こんなときには 


■ ファクス 情報 サービスを 利用す る 


ファクス情報サービスを利用するときの基本的な操作を説明し 
ます。 


❶ 

❷ 


ファクス画面の[オフフック]を押し、ファクス情報 
サービスの電話番号を指定します。 

サービスに接続するとアナウンスが聞こえます。 


サービスの案内に従って、必要なサービスコードを指 
定します。 


0 


[受信]を押し、サービスの案内に従って画面の【ス 
夕一卜】を押します。 

受信が開始されます。 

〇操作パネルの【スタート】を押した場合は、確認画 
面が表示されます。[はい]を押すと受信が開始さ 
れます。 


• 契約内容や詳しい操作方 
法については、ご利用に 
なるファクス情報サービ 
スの提供元にお問い合わ 
せください。 

• 必要に応じ、回線モニ 
ター音レベルを調整して 
おきます。回線モニター 
音レベルは、〇〜31の範 


囲で調整できます（工場 
出荷時は16に設定されて 


います）。ファクス情報 
サービスの音声ガイダン 
スを聞き取りやすくする 
ため、大きめに設定して 
おくことをお薦めします。 


ダイアル（パルス）回線を 
お使いの場合は、パルスを 
トーンに切り替える必要が 
あります。サービスコード 
を入力する前に、[卜ーン] 


または@を押し、トーン 

を送出できる状態にしてく 
ださい。 


詳説明します 

A 

ADF、 または原稿ガラスに 
原稿がセツトされている場 
合は、着信しても[受信] 

は反転表示しません。この 
場合は、[受信]を押して反 
転表示させてください。 
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14.1 こんなときには 


■ メモリへの蓄積枚数について 

本機にはオプションで40 GB のハードディスクが用意されてい 
ます。 

オプションのハードディスクをインストールすると、ファクス 
画像をハードディスク中の 30GB の領域に保存することができ 
ます。 

ハードディスクには、各機能（コピー、プリント、スキャン、 
ボックス、ファクス）から保存/受信した原稿を A 4 判700文 
字程度の当社標準原稿を、9000枚程度蓄積することができま 
す。 

ハードディスクが装着されていない場合、画像メモリ容量は 
32MB で、蓄積枚数は約2000枚です。 

オプションのハ_ドディスクについては、サ _ ビス管理店にお 
問い合わせください。 


14 



原稿の読み込み中に、メモ 
リがいっぱいになり才一 
バ_ フロ ー することがあり 
ます。この場合は、途中ま 
で読み込んだ原稿を送信す 
るか、もう一度最初から送 
信するかを選択することが 
できます。 


付録 
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14.2文字を入力するには 


短縮宛先やプログラム宛先の登録などで名前を入力するときに 
表示される、文字入力画面の操作について手順を説明します。 
数字を入力するときはテンキーから直接入力もできます。 

文字入力画面には以下のような種類があります。 

例 

パスワード入力画面： 



不定形紙名称変更画面 



ここでは、文字入力の方法を不定形紙名称変更画面で説明しま 
す0 


ひとこと 

ユーザ名、プログラム名、 
BOX 名、グループ名、アド 
レス帳に「¥」や「〜」を使 
用した場合、 PC から參照 
すると文字化けをおこすこ 
とがあります。 
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14.2 文字を入力するには 


■ 英数字を入力する 



表示されているキ_ボードから、入力する文字のキ_ 
を押します。 

〇大文字、記号を入力する場合は、 [ Shift ] を押しま 
す。 

〇全角の英数字を入力する場合は[全角]を押しま 
す。 

〇数字はテンキーからでも入力できます。 

文字ボックスに入力した文字が表示されます。 


用紙サイカこ名称を付吒 h 

封 \ 

メモリ残量 100% 1 

用紙名 

称 ESSE 99 I 

ヨ 

： f-j UlUfT [ 


画謂 i 国 

■!■■■■■■■H4.H.I スぺ 

m 

: L1 

2 N (4 1 

5 IG 17 I 

s h 1 :〇 

111 



I |q jvi |e jr |t j 

y | u | i | o ■ p 

h lit i 




S | ci |i キ |i g | in 1: d 

Ik III[ 

:1:J] 



B iiiiiiii z ji x |： c |i v |： b |i n |i m |： , |i . |i / |： ¥ |i Shift |： ■ 

画 H,..V-..A r--. ■■■4 .■■■- l 


■ ひらがなを入力する 


% 


[日本語]を押します。 


表示されているキーボードから、入力する文字のキー 
を押します。 

〇濁音（「がぎぐげご」など）や半濁音（「ぱぴぷぺ 
ぼ」）、拗音（「きやきゆきよ」など）を入力する場 
合は、[他かな]を押します。 


用紙サイカこ名称を付けは 


用紙名称 I 


一 i 

::|| . |: :: : 

L 1 




スベ-ス $ 

あ i 

し、 

ぅ|え| 

お 1 

な 

:に n I: わ I: の1 

ら| 

U I r . I 

:::か 1 き 

く 1 け 1 こ！ 

:同 

こ， f 

:: n | 

..'|::::::ョ 

さ 1 L 

丨 す■せ 1 で 1 

1.ま… 

： 1： 1 1： © 1： ^ 1 

-1 


r \ 


1 | 

.と. 1: 

|r ザ. 

1¢ 1 H \ ^\ 

ん i 

::|:徽.| 


0 


[無変換]を押します。 

文字ボックスに入力した文字が表示されます。 


詳説明します 

A 

• 入力した文字や数字を修 
正する場合は、[―]、 

[—] で修正する文字に 
力ーソルを合わせ、[削 
除]を押し、文字や数字 
を入力します。 

• 入力した文字を全て取消 
す場合は、 【クリア】 を押 
します。 


ひとこと 

[キャンセル]を押すと設定 
は変更されません。 


詳説明します 

A 

• 入力した文字や数字を修 
正する場合は、[―]、 

[—] で修正する文字に 
力ーソルを合わせ、[削 
除]を押し、文字や数字 
を入力します。 

• 入力した文字を全て取消 
す場合は、 【クリア】 を押 
します。 
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ひとこと 


[キャンセル]を押すと設定 
は変更されません。 
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14.2 文字を入力するには 


■ カタカナを入力する 


[日本語]を押します。 

[カタカナ]を押します。 

表示されているキ_ボ _ ドから、入力する文字のキ _ 
を押します。 

〇濁音（「ガギグゲゴ」など）や半濁音（「パピプぺ 
ポ」）、拗音（「キヤキュキヨ」など）を入力する場 
合は、[他カナ]を押します。 

〇半角のカタカナを入力する場合は[半角]を押しま 
す。 

文字ボックスに入力した文字が表示されます。 



詳説明します 

飞 

• 入力した文字や数字を修 
正する場合は、[―]、 

[4] で修正する文字に 
カーソルを 合わせ、 [削 
除]を押し、文字や数字 
を入力します。 

• 入力した文字を全て取消 
す場合は、【クリア】を押 
します。 


ひとこと 

[キャンセル]を押すと設定 
は変更されません。 


用紙サイズ(こ名称を付けられ 
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14.2 文字を入力するには 


■ 漢字を入力する 


❶ 

0 


[日本語]を押します。 


表示されているキ_ボードから、入力する文字のキ_ 
を押します。 

〇濁音（「がぎぐげご」など）や半濁音（「ぱぴぷぺ 
ぼ」）、拗音（「きやきゆきよ」など）を入力する場 
合は、[他かな]を押します。 


用紙サイカこ名称を付吒姑す 



メモリ残量100% 

|[用紙名称 !^ mHHHH 

1 -ョニニ砧; 







ぁ1:じ、 

ぅ1え1ぉ| 

:な 

に1ぬ1ね1の1 

:1 

り1 

bi ^ 

1 1 ^ t 

:は 

n \ ,1 1： (1|] 

れ1 



.さ1:し 

せ1:そ1 

:ま 

! |j |l |l | II 

丨 — 1 



i?t 1 i 

っ1て1と1 

f ¥ 

:ゆ f よわ f を^ 

[71 

:他如 

な. 


標準 I 漏3 I 変換 I 無変換_ ンセル J I 


0 

0 


[変換]を押します。 

変換候補選択画面が表示されます。 

表示された候補の中から入力したい漢字のキーを押し 
ます。 



詳し^説明します 

A 

• 熟語単位で変換できます。 
•入力した文字が、変換の 
対象になります。 

• 変換を中止するときは、 
[キャンセル]を押しま 
す 0 
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14.2 文字を入力するには 


0 


[〇 K ] を押します。 

文字ボックスに確定した文字が表示されます。 


■ 文字コードで入力する 


16進数 （1 〜0、 A 〜 F の組合わせ）の文字コードで、文字や 
記号を入力します。 



[文字コード入力]を押します。 


詳説明します 

A 

候補が12個以上ある場合 
に、 [0] または [0] の 
キーが 現れます。 

• [0] を押すと前候補が 
表示されます。 

• [0] を押すと次候補が 
表示されます。 




明します 


• 入力した文字や数字を修 
正する場合は、[―]、 

[—] で修正する文字に 
カーソルを 合わせ、 [削 
除]を押し、文字や数字 
を入力します。 

• 入力した文字を全て取消 
す場合は、【クリア】を押 
します。 


ひとこと 


[キャンセル]を押すと設定 
は変更されません。 
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14.2 文字を入力するには 


0 


表示されているキーボードから、文字コ _ ドを入力し、 
[入力]を押します。 



文字コードにしたがって、文字ボックスに文字が表示 
されます。 


詳説明します 

A 

• 入力した文字や数字を修 
正する場合は、[―]、 

[—] で修正する文字に 
力ーソルを合わせ、[削 
除]を押し、文字や数字 
を入力します。 

• 入力した文字を全て取消 
す場合は、【クリア】を押 
します。 

• 設定する項目によって、 
使用できない文字コード 
があります。 


ひとこと 

[キャンセル]を押すと 
設定は変更されません。 
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14.3 入力文字一覧 


ひらがな 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのはひふへほまみむ 
めもやゆよらりるれろわをんがぎぐげござじずぜぞだぢづでどばびぶべぼ 
ぱぴぶぺぽ 


あいろぇおやゆよわつ 一 

カタカナ（全角） 

アイウエオカキクケコサシスセソタチツテトナニヌネノハヒフへホマミム 
メモヤユヨラリルレ□ワヲンガギグゲゴザジズゼゾダチヅ'デドバビブべボ 
パピプぺポヴ 


アイゥェォヤュョヮッ ー 

カタカナ（半角） 

アイウエ肋キクケ]サシスセソタチ、！/テトナこヌネノ A ヒフへホ?ミムメモヤ1ヨラリルレ□ワヲン 


アイウ I オヤユヨヅ 

英数字/記号 

(全角） 

ABCDEFGH 1 JKLMNOPQRSTUVWXYZabcdefgh i j klmnopqrstuvwxyz 
」u ペ-ス)！” #$%&'()+, ;<=>?@[] * —‘ { | )〜 *0123456789 

英数字/記号 

ABCDEFGH 1 JKLMNOPQRSTUVWXYZabcdefghij k 1 mnopqrstuvwxyz 

L 」(スペ-ヌ)! "#$%&， 〇 +, - •ハ:; <=>?§ [] V {| 卜 *01 23456789 
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14.4ファクス用語集 


ファクス通信で一般に使われる用語について説明します。 

本機で搭載されていない機能の用語についても説明されている場合があります。 



用語 

説明 

記号_アルファべッ 
卜 

2 in 1 

2枚の原稿を1枚の用紙に集約し、見開きの状態に 
して送信する機能のことです。 


bps 

bit per second の略です。 

データ伝送の単位で、1秒間に送るデータ量を表し 
ます。 


ECM 

(ErrorCorrection Mode : 誤り訂正方式） 

G 3 通信の誤り再送方式です。相手に正しくデータ 
が送られたかどうかを確認し、正しく送られていな 
い場合はそのデータを再送しながら通信します。相 
手側が ECM モードをもっていれば、本機では ECM 
オフを指定しない限り、 ECM で通信されます。 


F コード 

ITU-T (国際電気通信連合）で標準化された T .30 * 

のサブアドレスの使い方について、日本通信機工業 
会が定めた通信手順のことです。 F コード機能をも 
つファクス間の通信では、メーカーが異なる場合 
も、 F コードを使用したいろいろな機能を利用する 
ことができます。本機では、掲示板、中継依頼、親 
展通信、パスワード送信で F コードを使っていま 
す。 （* 通信の規格のことです） 


G 3 

ITU-T (国際電気通信連合）が標準化したファクス 
の通信モードのひとつです。通信モードには、 G 3、 
G 4 があります。 G 3 は、現在最も多く使われている 
モードです。 


LDAP 

Lightweight Directory Access Protocol の略。イン 
ターネットやイントラネットなどの TCP / IP ネット 
ワークで、ネットワークを利用するユーザのメール 
アドレスや、環境に関する情報を管理できるデータ 
ベースにアクセスするためのプロトコルのこと。 


PB 

プッシュ回線のことです。 


Super G 3 ( SG 3) 

ITU-T V .34 に準拠した G 3 通信のモードです。通 
常の G 3 通信より局速（最高33,400 bps ) で通信す 
ることができます。 


V 34 

スーパー G 3 のファクス通信時に使われる通信方式 
のことです。相手機又は自社機が内線交換機経由で 
回線に接続されているなどの場合、回線の状況に 
よっては、スーパー G 3 モードで通信できない場合 
があります。このような場合は、 V 34 オフを選択す 
ることによって、スーパ _ G 3 モードをオフにして 
送信することをおすすめします。 


Z 折れ原稿 

折り目がついているために原稿サイズを正しく検知 
できない原稿の場合に、いったん原稿サイズを確定 
してから原稿を読み込み送信する機能のことです。 
この機能は、原稿を ADF で読み込む場合にだけ使 
用できます。 
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14.4 ファクス用語集 



用語 

説明 

あ行 

一括送信 

宛先、送信時刻、メモリ送信や解像度などの送信条 
件が同じ文書がメモリに蓄積されると、指定した時 
刻にひとつの文書として自動的に送信されることで 
す 。 

か行 

海外通信 

国外の相手と通信をすることです。海外通信モード 
に設定すると、ゆっくりとしたスピードで通信しま 
す。国内でも、通信状態の悪いところへ通信すると 
きは、海外通信モードに設定しておくと、確実に通 
信することができます。 


解像度 

原稿を読み取る細かさのことです。解像度の数値が 
大きいほど、画質は細かくなり、送信にかかる時間 
(電送時間）が長くかかります。必要に応じた解像 
度を選択してください。 


加入回線 

日本電信電話株式会社 ( NTT ) グループが提供して 
いる公衆電話回線のことです。 


強制メモリ受信 

受信した文書をメモリに蓄積し、必要に応じてプリ 
ントする機能のことです。 


クイックメモリ送信 

原稿を1ページ読み取ると同時にファクス送信を始 
める方法のことです。原稿の枚数が多い場合にもメ 
モリオーバーすることなく送信する機能のことで 
す 。 


グループ 

複数の短縮 No . をグループ化しておくことです。同 
じ宛先に順次同報や順次ポーリング受信をすること 
が多い場合に便利です。 


掲示板 

閲覧したい文書を掲示したり、ポーリング送信した 
い文書を蓄積しておく機能のことです。 


原稿枚数 

原稿の総ページ数を付けて送信することで、クイッ 
クメモリ送信の場合に使います。原稿が正しく届い 
たかを確認するのに便利です（メモリ送信の場合 
は、自動的に総ページ数が付けられます）。 


混載原稿 

サイズの異なる原稿をセットし、それぞれの原稿サ 
イズを検知して送信する機能のことです。 
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14.4 ファクス用語集 



用語 

説明 

さ行 

再送信 

メモリに保存されている送信できなかった文書を選 
択して、同じ宛先か、または宛先を変更してもう一 
度送信する機能のことです。 


下地調整 

原稿の背景色の濃さを調整して送信する機能のこと 
です。 


シャープネス 

文字のエッジを強調して送信する機能のことです。 


主走査 

原稿を読み取るときの横方向のことです。 


初期値 

工場出荷時に、あらかじめ設定されている値のこと 
をいいます。初期値のいくつかは、設定メニューで 
変更することができます。お使いの状況に合わせ、 
よく使う値を初期値に設定しておくと便利です。 


親展通信 

特定の人にだけ見せたい原稿を送受信する機能で 
す。親展送信した原稿は、受信側の親展ボックスに 
蓄積され、受信時には印刷されません。親展ボック 
スの暗証番号を入力するなどの操作をすると、受信 
した文書が印刷されます。 


手動送信 

相手側の状態を確認しながら送信する場合の操作で 
す 。 


送信予約 

送信中やプリント中に、次の送信を予約する機能の 
ことです。 
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14.4 ファクス用語集 



用語 

説明 

た行 

ダイアル方式 

PB (プッシュ式回線）、 10 PPS (ダイアル式回線/ 
10 PPS )、20 PPS (ダイアル式回線/ 20 PPS ) の3 
種類があります。 


代行蓄積文書 

用紙切れなどで、受信文書をプリントできない状態 
のとき、自動的に受信文書をメモリに蓄積する機能 
です。用紙補給などの処置をすると、代行蓄積文書 
が印刷されます。 


代行転送 

操作パネルの設定確認ボタンを使い、出力待ちの受 
信原稿を手動で転送する機能のことです。代行転送 
は、ファクス画面が表示されているとき、紙なし、 
または紙づまりで動作が中断しているときに設定し 
ます。 


タイマ _ 通信 

指定した時刻に通信する機能のことです。深夜や早 
朝などの電話料金割引時間を利用して通信すると経 
済的です。 


短縮/アドレス 

頻繁に送信する宛先のファクス番号を登録しておく 
機能のひとつです。短縮/アドレスを登録するとき 
に、宛先名と検索文字を登録しておくと、短縮選択 
の検索文字を利用して宛先を指定することもできま 
す。 


着信 

ファクスに電話がかかってきた状態をさします。 


着信拒否番号 

着信拒否したい相手の電話番号を予め登録し、迷惑 
ファクスを受信しないようにする機能のことです。 
登録されている電話番号と着信電話番号が一致した 
場合、[着信拒否]とメッセージを表示し受信され 
ません。 


中継配信局 

中継指示局からの中継依頼を受けて、中継配信先に 
同報をするファクスのことです。本機には、中継配 
信の機能はありません。 


中継指示局 

中継同報の指示をするファクスのことです。 


中継同報 

他のファクス（中継配信局と呼びます）を経由し 
て、同報送信をする機能のことです。同報先が遠隔 
地に複数ある場合、同報先のひとつを中継局に設定 
し、中継局から同報送信をすることで、全体の通信 
料金を削減することができます。 


長尺原稿 

A 3 サイズ （420 mm ) より長い、長尺サイズの原稿 
を送信する機能のことです。長い原稿を送信したい 
場合は、長尺原稿を指定することにより送信するこ 
とができます。 


電送時間 

ファクスを送る時間のことです。解像度が高く、用 
紙サイズが大きいほど、電送時間が長くかかりま 
す。 


伝送速度 

ファクスではモデムの伝送速度のことをいいます。 

本機では、33,600 bps などの高速な伝送速度で通信 
できます。海外通信モードに設定しておくと、 

7200 bps や4800 bps のノイズに強い伝送速度で通 
信します。 


同報 

ひとつの原稿を1回の操作で複数の相手に送信する 
ことです。 
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14.4 ファクス用語集 



用語 

説明 

は行 

パスワード送信 

パスワードをつけて送信する機能のことです。相手 
機が閉域受信を設定している場合、送信側からは閉 
域受信パスワードと同じパスワードを送る必要があ 
ります。 


発信 

電話をかけることをさします。ファクスでは、原稿 
を送信したり、ポーリングをするためにダイアルす 
ることです。 


発信元名 

漢字、英数カナで表す自局の名称のことです。受信 
側で、送信原稿の先端に発信元印字の一部として記 
録されます。 


発信元記録 

ファクス送信をしたときに、受信側の記録紙の先端 
に印刷される、送信日時、名前、電話番号、ページ 
番号などのことです。 


ファクス ID 

ファクス通信をするときに、お互いを確認するため 
の識別コードのことです。通常は、ファクスの電話 
番号を登録します。 


副走査 

原稿を読み取るときの縦方向のことです。 


プログラム 

頻繁に送受信する宛先のファクス番号や、定型で使 
う送信の操作手順などを登録しておく機能のことで 
す。プログラム選択のプログラムキーを押すだけ 
で、宛先を指定したり、自動的に機能を設定して通 
信することができます。 


ポーズ 

間隔をあけてダイアルすることです。本機ではポー 
ズを1回押すと、1秒の間隔をあけることができま 
す。 


ポーリング 

相手側にセットされているか、またはメモリに蓄積 
されている原稿を、受信側からの操作で送信させる 
機能です。 

ま行 

メモリ 

データをいったん蓄積しておく場所です。通信の指 
示をするときや、代行文書を蓄積するときに使われ 
ます。 


メモリオーバーフロー 

読み込んだ原稿や代行文書を蓄積しているときに、 
ファクス画像メモリが _ 杯になった状態をいいま 
す。 


メモリ送信 

原稿を読み取り、メモリに蓄積してからファクス送 
信を始める方法のことです。メモリ送信を使用する 
と、発信元記録のページ数に自動的に総ページ数が 
付けられ、送信結果レポートに送信文書の1ページ 
目の画像が記載されます。ただし、原稿のページ数 
が多い場合や、原稿の画質が細密なために情報量が 
多い場合はメモリオーバーすることがあります。 

や行 

読み込み 

原稿を光学的に走査して、画像データに変換して取 
り込むことです。 


読込みサイズ 

原稿を読み込むサイズを指定して送信する機能のこ 
とです。受信側の用紙幅が送信原稿より小さい場 
合、通常は縮小して記録されます。縮小したくない 
場合に、原稿サイズを受信側の用紙サイズに指定す 
ると、原寸で送信することができます。 
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14.4 ファクス用語集 



用語 

説明 

ら行 

リダイアル 

相手機が、話中のときなどに、時間をあけて再びダ 
イアルをすることです。 

手動でリダイアルする方法と、自動的にリダイアル 
される自動リダイアルがあります。 


両面とじ方向 

ADF を使って両面原稿を送信する場合に原稿の綴じ 
位置を設定する機能です。両面原稿の綴じ位置に 
は、原稿の上側（または下側）に綴じ位置がある上 
下綴じと、原稿の左（または右側）に綴じ位置があ 
る左右綴じがあり、原稿の裏面の上下関係が異なり 
ます。 


リモート受信 

外部電話からリモート受信番号を使って受信の指示 
をする機能のことです。 

わ行 

枠消し 

ADF を開いたまま原稿を読み取ったり、冊子になっ 
ている原稿を読み込むときなどに、上下左右に写る 
黒い影を消して送信する機能のことです。 
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予約する 
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リスト 
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MEMO 


■ 



お問い合わせは 


■ 販売店連絡先 

《販売店連絡先》 

販売店名 
電話番号 
担当部門 
担当者 


■ 保守 • 操作 • 修理 • サボートのお問い合わせ 

この商品の保守•操作方法•修理•サポートについてのお問い合わせは、お買い上げの販売店、サー 
ビス実施店にご連絡ください。 


《保守 • 操作 • 修理 • サボートのお問い合わせ先》 


TEL 


コニカ S カレ3ビジネスソリユョンズ株式会社 

〒 103-0023 東京都中央区日本橋本町1丁目5番4号 

当社についての詳しい情報はインターネットでご覧いただけます。 http :// bj . konicaminolta.jp 

当社に関する要望、ご意見、ご相談、その他お困りの点などございましたら、お客様相談室にご連絡ください。 
お客様相談室電話番号フリ-ダイヤル： 0120 -51 0010 (受付時間：土、日、祝日を除く 9:00〜12:00 /13:00〜17:〇〇) 











拳本文には古紙配合率100%の再生紙を使用しています。 
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